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１ 目的 

(1) 第９次厚木市総合計画「あつぎ元気プラン」の進行管理 

本市の行政運営を総合的かつ計画的に進めるための最高指針である第９次厚木市
総合計画「あつぎ元気プラン」（以下「あつぎ元気プラン」という。）の目標に対する達成
状況などについて検証を行い、より一層の市民満足度の向上や効果的・効率的な行
政運営を推進する。 

 

(2) 市民に対する説明責任（アカウンタビリティ） 

施策の達成状況や今後の方向性を公表し、市民の皆様との共有を図ることにより、
透明性の高い信頼される市政運営を推進する。 
 

(3) 効率的で質の高い施策の実現 

ア 施策の目標等の共有化・職員の意識改革 
本市の現状を認識し、施策評価を通じて施策の目標や課題を共有することで、職

員一人一人が目指すべき方向性を意識し、事務事業の改善や新たな政策立案に
つなげる。 

イ 事務事業（実施計画事業）の効果的・効率的な推進 
施策を構成する事務事業（実施計画事業）について、効果的な事業展開が図られ

ているかを評価することにより、より一層の市民満足度の向上や効果的・効率的な施
策の推進を図る。 

 

２ 評価対象 

「あつぎ元気プラン」第２期基本計画に位置付ける 30 の基本施策 
【対象年度：平成 30 年度】 

 

３ 評価方法 

「あつぎ元気プラン」第２期基本計画の施策の達成目標に位置付ける「市民満足度」、
「代表となる指標」及び第４期実施計画事業に位置付ける「事業指標」の目標値に対する
達成率を点数化し、各基本施策の総合得点を４段階の評価区分で評価する。また、厚
木市総合計画審議会からの意見を踏まえ、総合的な評価を行う。 

 
 

(1) 点数化の方法 

① 市民満足度 ［配点：50 点］ 

「あつぎ元気プラン」第２期基本計画の各基本施策に位置付ける「市民満足度」の平成 30

年度の目標値に対する達成率を点数化する。 

達成率（％）×50 点 
【例】 達成率 100％の場合 100％×50 点＝50 点 
    達成率 50％の場合 50％×50 点＝25 点 
    達成率  0％の場合   0％×50 点＝0 点 

 

 

② 代表となる指標 ［配点：25 点］ 

「あつぎ元気プラン」第２期基本計画の各基本施策に位置付ける「代表となる指標」の平成 30

年度の目標値に対する達成率を点数化する。 

達成率（％）×25 点 
【例】 達成率 100％の場合 100％×25 点＝25 点 
    達成率 50％の場合 50％×25 点＝12.5 点 
    達成率  0％の場合   0％×25 点＝0 点 

 

③ 実施計画事業指標 ［配点：25 点］ 

「あつぎ元気プラン」第４期実施計画の各事業に位置付ける指標の平成 30 年度の目標値

に対する達成率を点数化する。 

達成率（％）×25 点 
【例】 達成率 100％の場合 100％×25 点＝25 点 
    達成率 50％の場合 50％×25 点＝12.5 点 
    達成率  0％の場合   0％×25 点＝0 点 

 

④ 「②代表となる指標」、「③実施計画事業指標」において、平成 30 年度の実績値
が把握できない指標については、直近の実績値で評価する。 

【代表となる指標】 

基本 
施策 

指標名 

Ⅰ-7 「外傷人数」 

Ⅳ-2 
『厚木市民意識調査で、優先的に取り組んでほしい施策として「魅力

ある都市景観の創造」と回答した人の割合』 

Ⅳ-４ 「卸売業・小売業の年間販売額」 

Ⅳ-７ 「市内事業所に勤務する従業員数」 

Ⅴ-1 
『厚木市民意識調査で「厚木市にずっと住み続けたい」又は「できれ

ば住み続けたい」と回答した人の割合』 
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(2) 総合評価区分 

 
４ 評価者 

厚木市行政評価委員会 
 
５ 評価結果の活用 

評価結果は、実施計画の着実な推進や今後の政策立案に活用するとともに、部・課等
のマネジメントツール、総合計画の進行管理及び予算編成等の資料として活用する。 

総合得点 評価区分 

90 点以上 Ａ 順調 

80 点以上 90 点未満 Ｂ おおむね順調 

60 点以上 80 点未満 Ｃ やや遅れ 

60 点未満 Ｄ 遅延 
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令和元年度施策評価結果（総論） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

【総合評価】 

平成 30 年度事業を対象とした令和元年度施策評価では、30 の基本施策全体について、17 施策がＡ評価（順調）、11 施

策がＢ評価（おおむね順調）、２施策がＣ評価（やや遅れ）という結果であり、平成 30 年度施策評価結果（21 施策がＡ評

価、９施策がＢ評価）と比較し、全体的に評価が低下している。 

一方、評価の基となる市民満足度、代表となる指標及び実施計画事業指標は、毎年度、より高い目標を設定しており、

達成率を維持するためには、成果を向上させる必要があることから、総合得点が低下していない施策については、おおむ

ね計画どおりの推進が図られたものと考えられる。 

 しかし、目標値は達成すべき値として設定したものであり、施策はこの目標値を目指して推進することに他ならない。

よって、評価が低い施策については、自らが設定した目標値の意味を改めて認識し、責任を持って取り組む姿勢が求めら

れる。 

総合得点については、平成 30 年度評価結果と比較すると、30 施策のうち 21 施策が低下している。この総合得点の積算

項目の一つである市民満足度は、平成 30 年度調査結果と比較すると、37 指標中 33 指標において低下しており、評価を押

し下げた大きな要因であるといえる。ついては、この結果を真摯に受け止め、各施策の効果検証を行うとともに、市民ニ

ーズを的確に捉え、危機感を持って、成果につながる施策を推進する必要がある。 

また、市民満足度調査では、「分からない」「無回答」の割合が５割を超える施策が 37 指標中７指標あることから、市民

の皆様に施策内容を十分に認知いただけていないことが考えられるため、施策の意義や取組内容について、一層効果的な

周知を図る必要がある。 

代表となる指標及び実施計画事業指標において、目標値を達成していない事業については、徹底的に課題の分析を行

い、達成率の向上につながる取組を着実に行う必要がある。 

さらに、これらの指標は、事業の成果を測る一つの目安であるが、指標に対する達成率のみならず、あらゆる方法で各

施策の目的に対する達成度の把握に努め、常に取組の見直しや新たな取組を推進することが求められる。 

「あつぎ元気プラン」の将来都市像「元気あふれる創造性豊かな協働・交流都市あつぎ」の実現に向けて、昨年度から

スタートした「総仕上げ実行プラン」である第４期実施計画を確実に実行するため、職員一人一人が、目指すべきまちの

姿や施策の目的を再確認するとともに、各施策の進捗状況を踏まえ、更なる成果を求める姿勢で、積極的な施策の展開を

図る必要がある。 

 

２ 
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【総合計画審議会からの意見】 

平成 30 年度実績を対象とした令和元年度の施策評価は、30 の基本施策全体について、17 施策がＡ評価、11 施策がＢ

評価、２施策がＣ評価となっており、おおむね順調に進捗しているものと考えられる。 

しかし、平成 30 年度施策評価結果と比較すると、Ａ評価が４施策減少、Ｂ評価及びＣ評価が２施策ずつ増加し、全体

の評価結果は低下している。 

低下の主な要因としては、市民満足度の低下が考えられる。平成 30 年度調査結果と比較すると、８割を超える項目の

市民満足度と総合満足度が低下しており、また、市民満足度の増減に影響を与える「分からない」「無回答」を除いた満

足度も、全体的に低下していることから、更なる施策の推進と併せて、施策内容の一層の周知に取り組まれたい。 

また、代表となる指標及び実施計画事業指標を見ると、達成率が低い項目や、平成 29 年度実績値と比較すると達成率

が低下している項目もあることから、要因の分析を行い、効果的な事業展開を図るとともに、目標値を達成している施

策についても、現状に満足することなく、より高みを目指して、更なる施策の向上に取り組まれたい。 

なお、指標の目標値については、数値が上昇することを目標に設定している場合と低下することを目標に設定してい

る場合とがある。例として、「障がい者基幹相談支援センターにおける相談件数」は、数値が上昇することを目標にして

いるが、相談件数の低下が必ずしも事業成果の低下につながるとはいえないため、事業の効果を十分に測ることが難し

いと思われる。次期総合計画の策定に当たっては、事業の効果を適切に測る指標の設定及び評価方法について、改め

て、十分な検討を行われたい。 
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　　 令和元年度施策評価結果

１ 全体の評価結果 ※カッコ内は昨年度結果 ３ 基本施策別の評価結果

２ 基本政策別の評価結果

R1 5 4 0 0 55.6%
H30 8 1 0 0 88.9%
R1 4 1 0 0 80.0%
H30 3 2 0 0 60.0%
R1 4 1 0 0 80.0%
H30 4 1 0 0 80.0%
R1 2 3 2 0 28.6%
H30 3 4 0 0 42.9%
R1 3 1 0 0 75.0%
H30 3 1 0 0 75.0%
R1 17 11 2 0 56.7%
H30 21 9 0 0 70.0%

：H30年度と比較し総合評価結果が低下した施策
：H30年度と比較し総合評価結果が上昇した施策

Ⅳ 快適政策（７施策）

Ⅴ 信頼政策（４施策）

　 全施策 （30施策）

Ａの割合

Ⅰ 安心政策（９施策）

Ⅱ 成長政策（５施策）

Ⅲ 共生政策（５施策）

基本政策 年度 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ 17施策

56.7%
(21施策 70.0％)

Ｂ 11施策

36.6％
(9施策 30.0％)

３

Ｃ 2施策

6.7％
(0施策 0.0％)

総合得点 総合評価 総合得点 総合評価

1 安心して子育てできる社会の実現 92.1 Ａ 95.1 Ａ

2 高齢者が生きがいを感じる社会の実現 96.5 Ａ 94.7 Ａ

3 障がい者が生きがいを感じる社会の実現 87.4 Ｂ 96.5 Ａ

4 健康・長寿社会の実現 92.9 Ａ 93.6 Ａ

5 多様な市民活動が共存する社会の実現 89.1 Ｂ 93.7 Ａ

6 自信と誇りを持てる人権尊重社会の実現 88.7 Ｂ 93.1 Ａ

7 セーフコミュニティの推進による安心・安全な社会の実現 92.8 Ａ 95.4 Ａ

8 安心・安全の向上に取り組む社会の実現 90.7 Ａ 94.7 Ａ

9 命と暮らしを守る社会の実現 88.5 Ｂ 87.3 Ｂ

1 学校教育の一層充実した社会の実現 90.8 Ａ 88.6 Ｂ

2 社会教育の一層充実した社会の実現 89.4 Ｂ 94.3 Ａ

3 いつでも生涯学習に取り組むことができる社会の実現 93.6 Ａ 97.1 Ａ

4 文化芸術に親しむことができる社会の実現 92.7 Ａ 82.9 Ｂ

5 誰もがスポーツに親しむことができる社会の実現 96.2 Ａ 99.9 Ａ

1 地球温暖化防止・低炭素社会の実現 90.9 Ａ 90.6 Ａ

2 持続可能な循環型社会の実現 92.2 Ａ 91.3 Ａ

3 自然と共生する社会の実現 88.0 Ｂ 90.3 Ａ

4 豊かな生活環境の実現 92.1 Ａ 96.9 Ａ

5 河川と共生する社会の実現 95.4 Ａ 88.6 Ｂ

1 活力ある中心市街地の実現 95.4 Ａ 91.2 Ａ

2 地域特性をいかした魅力あるまちの実現 83.1 Ｂ 89.0 Ｂ

3 快適生活空間の実現 95.2 Ａ 95.5 Ａ

4 企業・商業活動が活発なまちの実現 86.2 Ｂ 89.7 Ｂ

5 新たな戦略による観光のまちの実現 79.3 Ｃ 82.5 Ｂ

6 都市農業・林業をいかした地域産業の実現 86.2 Ｂ 90.3 Ａ

7 安心して働くことができる社会の実現 77.5 Ｃ 84.2 Ｂ

1 あつぎの魅力の創造と発信 80.2 Ｂ 84.2 Ｂ

2 市民参加・市民協働の推進 95.3 Ａ 94.7 Ａ

3 行財政改革の推進 89.8 Ｂ 90.5 Ａ

4 都市間連携の推進 94.3 Ａ 94.4 Ａ

Ⅰ
安心政策

Ⅱ
成長政策

Ⅲ
共生政策

Ⅳ
快適政策

Ⅴ
信頼政策

基本政策 基本施策
令和元年度結果 H30年度結果
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 １　市民満足度

・市民満足度の平均値は、52.6％となっています。

・市民満足度が最も高い項目は、「『資源とごみの分別の取組が進んでいる』と思う市民の割合」（75.8％）となっています。

・市民満足度が最も低い項目は、「『計画的な土地利用による魅力的な拠点づくりが進んでいる』と思う市民の割合」（34.8％）となっています。

・目標値を達成した項目は、37項目中1項目（全体の2.7％）となっています。

・目標値に対する達成率（上限を100.0％とした場合の達成率）の平均値は、87.6％となっています。

・目標値に対する達成率（上限を100.0％としない場合の達成率）が最も高い項目は、「『市民協働による行政運営が推進されている』と思う市民の割合」（104.8％）となっています。

・目標値に対する達成率が最も低い項目は、「『あつぎブランドの創造・発信が推進されている』と思う市民の割合」（67.6％）となっています。

・前年度から最も上昇した項目は、「『災害に強いまちづくりが推進されている』と思う市民の割合」及び「『市民が暮らしやすい快適な生活環境が整備されている』と思う市民の割合」（＋2.0ポイント）となっています。

・前年度から最も低下した項目は、「『地域医療環境が充実している』と思う市民の割合」（－5.0ポイント）となっています。
※ 達成率（％）のカッコ内の数値は、100.0％を上限としない場合の達成率 

　　 「あつぎ元気プラン」第２期基本計画 指標達成状況４

基本
政策

項目（～と思う市民の割合）
目標値
（％）

実績値
（％）

達成率
（％）
[項目ごと]

達成率
（％）

[基本施策ごと]

1 地球温暖化防止・低炭素社会の実現
地球温暖化防止に向け、再生可能エネル
ギーの導入等の取組が進んでいる

56.0 46.7 83.4 83.4

2 持続可能な循環型社会の実現 資源とごみの分別の取組が進んでいる 87.0 75.8 87.1 87.1

3 自然と共生する社会の実現 自然環境の保全と活用が推進されている 57.0 53.0 93.0 93.0

身近に公園などがあり、緑豊かな生活環境
が整備されている

73.0 67.0 91.8

環境美化が推進され、清潔で快適な生活環
境が保たれている

73.0 69.3 94.9

5 河川と共生する社会の実現 河川に親しむ環境が整備されている 59.0 55.7 94.4 94.4

1 活力ある中心市街地の実現 中心市街地の魅力や利便性が向上している 52.0 49.5 95.2 95.2

2 地域特性をいかした魅力あるまちの実現
計画的な土地利用による魅力的な拠点づく
りが進んでいる

47.5 34.8 73.3 73.3

市民が暮らしやすい快適な生活環境が整備
されている

57.4 55.9 97.4

市民や企業の活動を支える交通環境が整備
されている

58.6 56.3 96.1

4 企業・商業活動が活発なまちの実現 地域経済の活性化が図られている 51.9 42.2 81.3 81.3

5 新たな戦略による観光のまちの実現 観光によるまちづくりが進んでいる 74.0 51.8 70.0 70.0

6
都市農業・林業をいかした地域産業の
実現

都市農業や林業の振興が図られている 52.8 43.8 83.0 83.0

7 安心して働くことができる社会の実現 就労・雇用環境の改善が図られている 51.4 37.4 72.8 72.8

1 あつぎの魅力の創造と発信
あつぎブランドの創造・発信が推進されて
いる

70.0 47.3 67.6 67.6

市民協働による行政運営が推進されている 52.0 54.5 100.0
（104.8）

積極的な情報公開が推進されている 52.1 46.0 88.3

3 行財政改革の推進 行財政運営が効率的に行われている 51.0 47.6 93.3 93.3

4 都市間連携の推進 都市間の連携が推進されている 52.5 46.5 88.6 88.6

市民参加・市民協働の推進2

93.4

96.8

94.2
（96.6）

豊かな生活環境の実現4
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基本施策
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快適生活空間の実現
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生
政
策

基本
政策

項目（～と思う市民の割合）
目標値
（％）

実績値
（％）

達成率
（％）
[項目ごと]

達成率
（％）

[基本施策ごと]

1 安心して子育てできる社会の実現 子育て環境が充実している 58.0 54.0 93.1 93.1

2 高齢者が生きがいを感じる社会の実現
高齢者が安心していきいきと生活できる環
境づくりが推進されている

54.0 52.3 96.9 96.9

3 障がい者が生きがいを感じる社会の実現
障がいのある人が安心していきいきと生活
できる環境づくりが推進されている

50.2 42.3 84.3 84.3

地域医療環境が充実している 71.8 68.0 94.7

予防医療の観点から健康づくりが推進され
ている

76.0 68.4 90.0

地域コミュニティ活動が行われている 59.0 49.9 84.6

多文化共生社会・平和な社会の実現が図ら
れている

49.4 38.7 78.3

6 自信と誇りを持てる人権尊重社会の実現 人権尊重のまちづくりが推進されている 49.4 40.9 82.8 82.8

7
セーフコミュニティの推進による安
心・安全な社会の実現

事故やけがなどがない健康で安心・安全に
暮らせるまちづくりが推進されている

59.5 54.4 91.4 91.4

8 安心・安全の向上に取り組む社会の実現
安心して安全に暮らせるまちづくりが推進
されている

69.2 62.2 89.9 89.9

災害に強いまちづくりが推進されている 73.0 61.9 84.8

消防・救急体制が充実している 72.0 69.1 96.0

1 学校教育の一層充実した社会の実現 学校教育が充実している 56.0 50.0 89.3 89.3

社会教育が充実している 60.7 49.2 81.1

青少年の健全育成が推進されている 49.9 42.4 85.0

3
いつでも生涯学習に取り組むことがで
きる社会の実現

生涯学習活動が推進されている 55.0 48.6 88.4 88.4

4
文化芸術に親しむことができる社会の
実現

文化芸術活動が推進されている 58.0 49.7 85.7 85.7

5
誰もがスポーツに親しむことができる
社会の実現

スポーツ活動の環境が充実している 65.2 61.3 94.0 94.0

92.4

81.5

90.4

83.1

基本施策

5

4

命と暮らしを守る社会の実現9

社会教育の一層充実した社会の実現2
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健康・長寿社会の実現

多様な市民活動が共存する社会の実現
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２　代表となる指標

　　・目標値を達成した指標は、82指標中37指標（全体の45.1％）となっています。

　　・目標値に対する達成率（上限を100.0％とした場合の達成率）の平均値は、94.2％となっています。

　　・目標値に対する達成率（上限を100.0％としない場合の達成率）が最も高い指標は、「郷土資料館の利用者数」（251.4％）となっています。

　　・目標値に対する達成率が最も低い指標は、「第６次行政改革の推進度」（62.6％）となっています。

※ 達成率（％）のカッコ内の数値は、100.0％を上限としない場合の達成率

基本
政策

代表となる指標 把握・算出方法等 単位 目標値 実績値
達成率
（％）

[項目ごと]

達成率
（％）

[基本施策ごと]

就学前児童の保育施設等入所率
（市内・市外認可保育所入所児童数＋市内・市外幼稚
園入園児童数）÷（入所・入園児童数＋待機児童数）
×100

％ 100.0 99.6 99.6

放課後児童クラブの入所率
放課後児童クラブの入所児童数÷（入所児童数＋待機
児童数）×100

％ 100.0 95.9 95.9

療育支援事業の初回面接利用者数
電話等による相談を受けた後、療育が必要と認められ
た相談者に対して初回面接を行った人数

人 350 280 80.0

前期高齢者のうち元気な高齢者の割合
要介護・要支援を受けていない前期高齢者÷前期高齢
者×100

％ 96.6 96.4 99.8

地域包括支援センターにおける相談件数 地域包括支援センターの相談件数 件 38,000 41,202
100.0

(108.4)

障がい者理解啓発事業等の参加者数
精神保健福祉地域交流事業、障がい者体育大会、その
他啓発事業参加者数

人 1,375 1,188 86.4

障がい者基幹相談支援センターにおける相談件
数

障がい者基幹相談支援センターにおける相談件数 件 9,000 7,659 85.1

厚木市立病院の紹介率 紹介患者数÷初診患者数×100 ％ 71.0 68.5 96.5

厚木市立病院の逆紹介率 逆紹介患者数÷初診患者数×100 ％ 48.0 49.4
100.0

(102.9)

特定健診の受診率
受診者数（人間ドック受診者を含む。）÷健診対象者
数×100

％ 35.0 33.2 94.9

長寿健診の受診率 受診者数÷被保険者数×100 ％ 40.5 40.1 99.0

がん検診の受診率 受診者数÷検診対象者数×100 ％ 28.8 24.5 85.1

市内で活動する市民活動団体数
ボランティアセンター登録団体数及び市内に主たる事
務所があるＮＰＯ法人数の合計値

団体 189 172 91.0

海外友好都市などとの交流活動等件数 交流活動等の件数 件 25 25 100.0

平和推進事業の参加者数 平和啓発イベント等平和推進事業における参加者数 人 630 720
100.0

(114.3)

権利擁護支援センターにおける相談件数 権利擁護支援センターの相談件数 件 140 126 90.0

人権及び男女共同参画講演会等への参加者数
人権擁護及び男女共同参画推進所管課が主催、共催す
る各講演会等の参加者数

人 1,600 2,015
100.0

(125.9)

91.8

99.9

85.8

95.1

97.0

95.0

基本施策

健康・長寿社会の実現

多様な市民活動が共存する社会の実
現

自信と誇りを持てる人権尊重社会の実現

2
高齢者が生きがいを感じる社会の実
現

3 障がい者が生きがいを感じる社会の実現

1

4

5

6

安心して子育てできる社会の実現

Ⅰ
 
安
心
政
策
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基本
政策

代表となる指標 把握・算出方法等 単位 目標値 実績値
達成率
（％）

[項目ごと]

達成率
（％）

[基本施策ごと]

基本施策

セーフコミュニティに関する研修会等参加者数 研修会等の参加者数 人 1,100 1,292
100.0

(117.5)

外傷人数
「安全・健康・コミュニティに関するアンケート調
査」（５年に２度実施）による外傷人数（推計）

人 22,220 26,136 85.0

刑法犯認知件数 刑法犯認知件数 件 2,000 1,685
100.0

(118.7)

交通事故発生件数 交通事故発生件数 件 854 981 87.1

消費生活に関する講演会、講座参加者数及び移
動番屋での啓発者数

消費生活センターが実施する講演会、出前講座等の参
加者と移動番屋での啓発者数の合計値

人 7,461 9,774
100.0

(131.0)

地域防災リーダー等の講習会参加者数
防災指導員・防災推進員研修会、市民防災研修会等参
加者数の合計値

人 1,400 901 64.4

防災講習会受講者数・震度体験者数 防災講習会受講者及び震度体験者数の合計値 人 8,500 6,486 76.3

災害応急対策等に関する協定の締結数
厚木市が防災や災害対策などに関して、締結した協定
数

件 116 119
100.0

(102.6)

普通救命講習会受講者数（累計） 普通救命講習会の累計受講者数 人 25,000 25,235
100.0

(100.9)

出火率（人口１万人当たりの出火件数） 年間火災件数÷人口×10,000 件 2.3 2.6 88.5

全国学力・学習状況調査の全国平均正答率との
比較【小学校】

全国の平均正答率と本市の平均正答率の差
ポイ
ント

+1.2 -3.94 91.6

全国学力・学習状況調査の全国平均正答率との
比較【中学校】

全国の平均正答率と本市の平均正答率の差
ポイ
ント

+0.9 -1.68 96.0

教育相談終結率（継続相談ケースのみ） 終結した継続相談ケース÷継続相談ケース×100 ％ 60.0 40.3 67.2

教職員研修・研究会参加者数 教職員の研修会への参加者数 人 2,500 2,464 98.6

学校施設整備の進捗率 改修済みの校舎の棟数÷改修対象の校舎の棟数×100 ％ 69.5 69.5 100.0

学級・講座の開催数 学級・講座の開催数 講座 222 223
100.0

(100.5)

家庭教育支援事業に参加した保護者の家庭教育
への有効度

学習した内容について「とても役立つ」「少し役立
つ」を選択した回答者数÷全回答者数×100（家庭教育
学級・講演会等の参加者アンケート）

％ 96.0 96.9
100.0

(100.9)

青少年健全育成団体が行った事業の参加率 各事業の参加者数÷対象人口（７歳から15歳）×100 ％ 58.5 52.9 90.4

生涯学習講座の参加者数
あつぎ協働大学、輝き厚木塾、リカレント学習講座の
受講者数の合計値

人 4,700 4,727
100.0

(100.6)

図書館の登録者数 図書館の登録者数 人 155,000 154,076 99.4

92.5

(101.3)

95.7

85.8

90.7

96.8

99.7いつでも生涯学習に取り組むことが
できる社会の実現

3

Ⅱ
　
成
長
政
策

安心・安全の向上に取り組む社会の実現

7
セーフコミュニティの推進による安
心・安全な社会の実現

8

命と暮らしを守る社会の実現9
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学校教育の一層充実した社会の実現1

社会教育の一層充実した社会の実現2
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基本
政策

代表となる指標 把握・算出方法等 単位 目標値 実績値
達成率
（％）

[項目ごと]

達成率
（％）

[基本施策ごと]

基本施策

文化芸術事業の参加者数 各事業の出展者数、出演者数、参加者数の合計値 人 4,800 5,491
100.0

(114.4)

郷土資料館の利用者数 展示会場の観覧者数、講座参加者数等の合計値 人 5,000 12,569
100.0

(251.4)

スポーツ行事の参加者数 スポーツ行事の参加者数 人 18,100 16,766 92.6

スポーツアカデミー事業の参加者数 スポーツアカデミー事業の参加者数 人 1,100 1,937
100.0

(176.1)

公共スポーツ施設の利用者数 公共スポーツ施設の利用者数 万人 165.2 173.1
100.0

(104.8)

市域における太陽光発電出力値
市域に設置された太陽光発電システムの出力値（推
計）

ＭＷ 22.5 31.8
100.0

(141.3)

エコスクール取組校数
ＦＥＥジャパンに、エコスクールとして、登録してい
る学校数

校 7 7 100.0

家庭から出るごみの資源化率 家庭系ごみの資源化処理量÷家庭系ごみ排出量×100 ％ 38.6 33.9 87.8

一人一日当たりの家庭系ごみの排出量 家庭系ごみ総排出量÷365（うるう年は366）÷人口 ｇ 650 652 99.7

事業系ごみの適正処理割合
（業者委託している事業所数＋環境センターへ直接搬
入している事業所数）÷総事業所数×100

％ 48.4 46.8 96.7

ごみの中間処理施設の整備進捗率
厚木愛甲環境施設組合のごみの中間処理施設の施設整
備基本計画に基づく取組の進捗率

％ 37.0 37.0 100.0

認定里地里山活動団体会員数 厚木市長が認定した里地里山活動団体の会員数 人 190 193
100.0

(101.6)

地域水源林整備面積（累計） 地域水源林累計整備面積 ha 123 99.5 80.9

市民一人当たりの公園及び緑地面積 公園及び緑地面積÷人口 ㎡/人 8.06 8.12
100.0

(100.7)

地域美化清掃の実施件数 自治会等が実施する美化清掃実施件数 件 240 223 92.9

谷戸水辺再生箇所数（累計） 再生整備した累計箇所数 か所 2 2 100.0

ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量）の環境基準達
成率

環境基準値又は参考値を達成した地点数÷河川等の水
質調査を実施した地点数×100

％ 92.0 89.3 97.1

多自然川づくり整備面積（累計） 多自然川づくり累計整備面積 ㎡ 77,000 77,000 100.0

99.0

96.5

100.0

(182.9)

97.5

100.0

(120.7)

96.1

90.5

河川と共生する社会の実現5

4

誰もがスポーツに親しむことができ
る社会の実現

5

持続可能な循環型社会の実現2

自然と共生する社会の実現3

豊かな生活環境の実現4
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文化芸術に親しむことができる社会
の実現

9



基本
政策

代表となる指標 把握・算出方法等 単位 目標値 実績値
達成率
（％）

[項目ごと]

達成率
（％）

[基本施策ごと]

基本施策

アミューあつぎにおけるあつぎ市民交流プラザ
の利用者数

あつぎ市民交流プラザの施設利用者数 人 424,000 389,679 91.9

中心市街地の歩行者数
（中心市街地６地点の歩行者数）

平日及び日曜日の各１日の８時から20時までの間の合
計歩行者数

人 115,000 110,774 96.3

中心市街地の活性化イベント来場者数
あつぎ国際大道芸など中心市街地を会場とするイベン
トの来場者総数

人 389,000 355,000 91.3

企業立地制度適用件数 制度適用件数 件 6 6 100.0

森の里東土地区画整理事業先行地区の産業用地
創出面積（累計）

産業用地累計創出面積 ha 6.9 6.9 100.0

厚木市民意識調査で、優先的に取り組んでほし
い施策として「魅力ある都市景観の創造」と回
答した人の割合

優先的に取り組んでほしい施策で「魅力ある都市景観
の創造」を選択した回答者数÷有効回答者数×100

％ 34.2 28.0 81.9

公共下水道雨水管整備率 累計整備面積÷認可区域面積×100 ％ 68.9 69.1
100.0

(100.3)

平日混雑時平均旅行速度
市内の主な幹線道路(14路線）の平日の混雑時平均旅行
速度（平成32年度まで調査を実施しない。）

㎞/h
調査を実

施しない
- -

卸売業・小売業の年間販売額 経済センサス・商業統計調査 億円 9,978 11,964
100.0

(119.9)

製造業の事業所数 工業統計調査 事業所 356 319 89.6

製造業の従業員数 工業統計調査 人 19,000 19,292
100.0

(101.5)

企業立地制度適用件数 制度適用件数 件 6 6 100.0

年間宿泊客数 神奈川県入込観光客調査 人 360,200 356,096 98.9

年間観光客数 神奈川県入込観光客調査 人 4,080,000 3,154,952 77.3

厚木市都市農業支援センターにおける支援件数 相談・支援件数 件 1,400 1,608
100.0

(114.9)

朝市・夕焼け市の来場者数 朝市・夕焼け市の来場者数 人 90,000 70,520 78.4

有害鳥獣による農作物被害額減少率
100 -（毎年度の被害額÷基準年度（平成18年度）の被
害額×100）

％ 70.0 82.0
100.0

(117.1)

間伐材の搬出量 間伐材の年間搬出量 ㎥ 430 600
100.0

(139.5)

市内事業所に勤務する従業員数 経済センサス 人 150,250 147,906 98.4

（公財）厚木市勤労者福祉サービスセンター加
入者数

（公財）厚木市勤労者福祉サービスセンター加入者数 人 5,500 5,127 93.2

93.2

94.0

100.0

(100.3)

97.4

88.1

94.6

95.8

都市農業・林業をいかした地域産業
の実現

6

安心して働くことができる社会の実
現

7

快適生活空間の実現3

企業・商業活動が活発なまちの実現4

新たな戦略による観光のまちの実現5

地域特性をいかした魅力あるまちの実現2

活力ある中心市街地の実現1

Ⅳ
 
快
適
政
策
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基本
政策

代表となる指標 把握・算出方法等 単位 目標値 実績値
達成率
（％）

[項目ごと]

達成率
（％）

[基本施策ごと]

基本施策

あつぎブランド認定数（累計） あつぎブランドの累計認定件数 件 50 48 96.0

厚木市民意識調査で「厚木市にずっと住み続け
たい」又は「できれば住み続けたい」と回答し
た人の割合

「厚木市にずっと住み続けたい」又は「できれば住み
続けたい」を選択した回答者数÷有効回答者数×100

％ 78.0 65.0 83.3

市民対話等要望対応率
市民対話等での要望に対して市が対応した件数÷市民
対話等の要望件数×100

％ 80.2 74.1 92.4

市ホームページのアクセス件数 市ホームページのアクセス件数 万件 1,058.0 1,046.7 98.9

第６次行政改革の推進度 計画に基づく取組の進捗率 ％ 66.8 41.8 62.6

プライマリーバランスの黒字堅持
基礎的財政収入（歳入決算合計－市債）－基礎的財政
支出（歳出決算合計－公債費）

円以上 0 0 100.0

都市間連携の実施件数 他市町村と連携して推進している事業の件数 件 48 48 100.0

国内友好都市などとの交流活動等件数 交流活動等の件数 件 18 21
100.0

(116.7)

100.0

(108.4)

89.7

95.7

81.3

市民参加・市民協働の推進2

都市間連携の推進4

行財政改革の推進3

あつぎの魅力の創造と発信1

Ⅴ
 
信
頼
政
策
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  施策評価シート  ５ 
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達成率

② 環境美化の推進

H30年度 R元年度 R2年度

◆実施計画事業指標 ［配点：25点］（各実施計画事業に複数の指標がある場合は、その平均値）

単位施策 No. 実施計画事業名 達成率

97.9%

73.0
％

ー 98.2% 98.1%

単位
71.5

「環境美化が推進され、清潔で快適な生活環境が保たれている」と思う市民の割合

指標②

年度 H26年度 H27年度

70.2 70.5 73.8 69.3

H28年度 H29年度

実績値 69.9％

達成率 ー

代表となる指標
達成率平均

96.5%

代表となる指標
得点Ⓑ

24.1

実施計画事業
指標達成率平均

85.3%

実施計画事業
指標得点Ⓒ

21.3

100.0%

100.0%

71.0
H30年度

目標値 － 70.0 46.774.0 75.0
R元年度

72.0 73.0
単位

市民満足度
得点Ⓐ

R2年度

99.3% 100.0% 94.9%

◆市民満足度 ［配点：50点］（市民満足度調査で「満足」又は「やや満足」と回答した市民の割合）

市民満足度
達成率平均

R元年度 R2年度

75.0

「身近に公園などがあり、緑豊かな生活環境が整備されている」と思う市民の割合

実績値 67.2 67.3

達成率

目標値

2

（仮称）北部地区公園整備事業 100.0%1

（仮称）睦合水辺公園整備事業① 緑豊かな公園緑地の整備・
　 改修

7

5

緑を豊かにする事業 98.0%

6

まち美化推進事業 96.5%

50.0%

動物愛護管理推進事業

52.5%不法投棄防止対策事業

100.0%

4

公園緑地整備事業3

指標⑤

実績値

H28年度 H29年度

達成率

年度 H26年度 H27年度

R2年度H29年度 H30年度 R元年度H28年度

％

230 235 240 245 250
実績値 209 222 230 226 223

96.2%

目標値 － 225

達成率 ー 98.7% 92.9%

8.10目標値

公園及び緑地面積÷人口

達成率 ー 100.0% 100.0% 99.8% 100.0%
実績値 7.72 8.05 8.08 8.07

４ 豊かな生活環境の実現
　 緑豊かで美しい生活環境を整備します

市民一人当たりの公園及び緑地面積

年度 H25年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

8.08
１ 緑豊かな公園緑地の整備・改修

　緑の基本計画に基づき、市街地緑化の推進や快適に利用できる公園及び緑地の整備・改修、既存の公園の緑化など
を推進し、生活環境の向上に取り組みます。

㎡/人

％

件

8.12

年度 H25年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度

　まちの美観を大切にし、快適な生活環境を保全するため、市民、事業者との連携・協働、地域での共助を基本とし
て、歩行喫煙や落書き、ごみのポイ捨て、不法投棄のない環境の整備や動物愛護精神に基づく犬猫などペットの適正
飼養を推進するなど、環境美化意識の高揚を図ります。

２ 環境美化の推進

基本政策 Ⅲ 共生政策 分野 環境 ◆代表となる指標 ［配点：25点］

指標①

R元年度 R2年度

基本施策

施策の
基本方針

－ 7.82 7.82 8.09 8.06

指標②

地域美化清掃の実施件数

単位

100.0%

総合得点
（Ⓐ＋Ⓑ＋Ⓒ）

年度

指標①

目標値 － 68.5 70.0
68.7 70.0 67.0

74.5
H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

A
順調

92.1

総合計画審議会からの意見

　総合評価がＡであり、順調に進捗していることは評価しますが、市民満足度『「身近に公園などがあり、緑豊
かな生活環境が整備されている」と思う市民の割合』及び『「環境美化が推進され、清潔で快適な生活環境が保
たれている」と思う市民の割合』について、目標値を達成しておらず、平成29年度実績値と比較すると平均約3.8
ポイント低下している。また、実施計画事業指標の達成率が低い事業もあるため、危機感を持って、更なる施策
の推進を図られたい。

93.4%
91.8%

実績値

単位

自治会等が実施する美化清掃実施件数

H29年度 H30年度 R元年度 R2年度H28年度

R2年度
単位

指標③

年度 H26年度 H27年度

目標値

総合評価

・市民満足度調査『「身近に公園などがあり、緑豊かな生活環境が整備されて
いる」と思う市民の割合』について、目標値を達成しておらず、また、平成29
年度達成率と比較すると、6.1ポイント低下しているため、積極的に取組を推進
するとともに、本市の緑豊かな生活環境の認知度を向上させるため、他自治体
との比較等を用いるなど、効果的な周知を図ること。
・市民満足度『「環境美化が推進され、清潔で快適な生活環境が保たれてい
る」と思う市民の割合』について、平成29年度達成率と比較すると、5.1ポイン
ト低下しているため、引き続き、関連施策を積極的に推進するとともに、取組
内容について、十分な周知を図ること。

目標値

達成率

指標④

年度 H26年度 H27年度

単位

実績値

単位

/100

/50

/25

/25

 

 施策評価シートの見方 

基本構想に設定する

まちづくりの目標を実

現するため、基本施策

で目指す内容 

市民満足度、代表とな

る指標、実施計画事業

指標の合計得点 

平成 30 年度の取組

に対する評価として

令和元年 6 月に実施

した市民満足度調査

により把握した市民

満足度の目標値に対

する達成状況を点数

化（達成率の上限は

100.0％） 

基本施策の代表的な

取組に関する指標の

目標値に対する達成

状況を点数化（達成

率の上限は 100.0％） 

基本施策を構成する実施計画事業に位

置付ける指標の目標値に対する達成状

況を点数化（達成率の上限は 100.0％） 

※ 指標の詳細については、各施策評価

シートの次頁以降の実施計画事業取

組実績を参照 

達成率平均 93.4％ 

×配点 50 点 

＝46.7 点 

達成率平均 96.5％ 

×配点 25 点 

＝24.1 点 

総合得点による４段

階の評価区分 

・Ａ 順調 

・Ｂ おおむね順調 

・Ｃ やや遅れ 

・Ｄ 遅延 

達成率平均 85.3％ 

×配点 25 点 

＝21.3 点 

各指標の進捗状況及び総合計画審議

会からの意見等を踏まえた行政評価委

員会による評価コメント 

基本施策に関する総合計画審議会

からの意見 

計画策定時において、把握 

できている直近の実績値 

※新規事業のため、実績が

ない場合については、

「見込値」を記載 
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Ⅰ 安心政策 

１ 安心して子育てできる社会の実現 

２ 高齢者が生きがいを感じる社会の実現 

３ 障がい者が生きがいを感じる社会の実現 

４ 健康・長寿社会の実現 

５ 多様な市民活動が共存する社会の実現 

６ 自信と誇りを持てる人権尊重社会の実現 

７ セーフコミュニティの推進による安心・安全な社会の実現 

８ 安心・安全の向上に取り組む社会の実現 

９ 命と暮らしを守る社会の実現 
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22 33.3%

③ 安心して子どもを生み育て
　 るための支援

19

20

21

療育支援事業

不妊治療費助成事業

99.8%
93.3%
94.0%

18 母子保健衛生事業 94.4%

子ども医療費助成事業

ひとり親家庭等医療費助成事業 98.3%
16

子ども予防事業

軽度・中等度難聴児補聴器購入費
助成事業

100.0%
17

実施計画事業

指標得点Ⓒ

22.7

90.9%

実施計画事業
指標達成率平均

代表となる指標
達成率平均

91.8%

代表となる指標

得点Ⓑ

22.9

93.6%子育て支援事業

子ども・子育て支援新制度事業 100.0%

100.0%

100.0%

子育てリフレッシュ事業 70.0%

子育て日常生活支援事業 95.3%

保育士確保助成事業 52.2%

350
R2年度H30年度

1

100.0%
14 放課後子ども教室推進事業 100.0%

母子家庭等支援事業 91.3%

3

コミュニティ保育推進事業補助事業

（仮称）こども未来館整備事業

95.8%

13

15

9

2

あつぎ子ども未来プラン（第３
期）策定事業

100.0%

100.0%
12 幼稚園送迎ステーション事業

H29年度

R元年度 R2年度H29年度

実績値

目標値

市民満足度

得点Ⓐ

指標②

46.5
単位 H26年度

達成率

H27年度年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度

93.1%

「子育て環境が充実している」と思う市民の割合

57.0 58.0 59.0
54.1 56.2

60.0

年度 H26年度

目標値 － 55.0
H27年度

56.0
単位 H30年度H28年度

達成率

保育施設整備充実事業

指標①

10 保育内容充実事業

H29年度

％

100.0%ー達成率

市民満足度
達成率平均

93.1%実績値 53.6 56.0

11
② 子どもの育つ力を応援

54.0
96.6% 98.6%

100.0%
放課後児童対策事業 88.0%

R2年度R元年度

100.0 100.0100.0 100.0
95.9

H26年度 H28年度

80.0%

95.9%

私立幼稚園就園奨励事業

306 280
67.7% 87.4%

99.6%

指標③

◆市民満足度 ［配点：50点］（市民満足度調査で「満足」又は「やや満足」と回答した市民の割合）

8

7

① 子育てサービスの充実
5

6

4

350

％

100.0

単位
300－ 250 350 350

R元年度

－ 98.3% 98.6% 94.4%

－ 93.0

99.8% 99.2%
99.7

把握・算出方法等

R2年度

100.0

実績値 92.6 91.4 93.7 94.4

指標②

把握・算出方法等
電話等による相談を受けた後、療育が必要と認められた
相談者に対して初回面接を行った人数

H28年度 H29年度

H27年度 H28年度 H29年度

100.0
99.5

年度 H26年度 H30年度

99.6

R元年度 R2年度

基本政策 Ⅰ 安心政策 分野 子育て ◆代表となる指標 ［配点：25点］
指標① 把握・算出方法等

達成率

H28年度 H29年度単位

99.2
達成率 － 99.7%
実績値

年度 H25年度 H27年度

放課後児童クラブの入所率
放課後児童クラブの入所児童数÷（入所児童数＋待機児
童数）×100

基本施策

施策の
基本方針

－ 100.0 100.0 100.0

年度

99.8
　家庭、地域、事業者などと連携し、地域社会全体で子育てを支援する環境づくりを推進するととも
に、地域の様々なニーズに応じた、多様な子育てに対応できる環境づくりを推進します。

実績値

療育支援事業の初回面接利用者数

１ 安心して子育てできる社会の実現
　 子どもが元気で笑顔にあふれ、子育てに誇りと喜びが深められる環境を整備します

１ 子育てサービスの充実

（市内・市外認可保育所入所児童数＋市内・市外幼稚園入園児童
数）÷（入所・入園児童数＋待機児童数）×100

人

H30年度

％

H25年度 H27年度

203

就学前児童の保育施設等入所率

目標値

単位

　総合評価がＡであり、順調に進捗していることは評価するが、市民満足度『「子育て環境が充実している」と思
う市民の割合』について、目標値を達成しておらず、平成29年度実績値と比較すると、2.2ポイント低下してい
る。また、代表となる指標及び実施計画事業指標の達成率が低い事業もあるため、危機感を持って、更なる施策の
推進を図られたい。

　安心して子どもを生むことができる環境を充実させ、子どもの健やかな成長を支援するため、地域と
連携しながら保健・医療制度を充実させるとともに、療育を必要とする子どもと、その保護者が幸せに
暮らせるように、療育支援を推進します。

目標値

目標値 95.0

２ 子どもの育つ力を応援
　次世代を担う子どもの健やかな成長を促すため、豊かな心を育む幼児教育を推進します。

３ 安心して子どもを生み育てるための支援

・子育て環境日本一を目指し、「保育所待機児童ゼロ」、「学童保育待機児童
ゼロ」、「居所不明児童ゼロ」の実現に向け、引き続き、積極的に取組を推進
すること。保育所待機児童対策については、保育士確保に向けた事業等、関連
事業の効果検証を行いながら、「保育所待機児童ゼロ」の実現に向けた効果的
な事業の展開を図ること。
・市民満足度『「子育て環境が充実している」と思う市民の割合』について、
目標値を達成しておらず、平成29年度達成率と比較すると、5.5ポイント低下し
ているため、積極的に取組を推進するとともに、子育て環境日本一を目指す、
本市取組の認知度を向上させるため、取組内容について効果的な周知を図るこ
と。

達成率

年度

目標値

実績値

達成率

総合評価

◆実施計画事業指標 ［配点：25点］（各実施計画事業に複数の指標がある場合は、その平均値）

R元年度

166 198
79.2%

単位 H30年度

％ －

単位 R元年度 R2年度H30年度

総合計画審議会からの意見

総合得点
（Ⓐ＋Ⓑ＋Ⓒ）

指標④

92.1

年度

達成率

H27年度

A
順調

H26年度 H27年度

目標値

指標⑤

単位施策 No. 実施計画事業名

実績値

H28年度

/100

/50

/25

/25
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実施計画取組実績（平成30年度実施事業）

Ⅰ-１ 安心して子育てできる社会の実現

当初予算額

（千円）

決算額

（千円）
指標名 単位

H29年度

目標値

H29年度

実績値

H29年度

達成率

（％）

H30年度

目標値

H30年度

実績値

H30年度

達成率

（％）

子育て支援セン

ター利用者数
人 100,000 91,265 91.3 100,000 94,169 94.2

子育て支援

センター

ファミリー・サ

ポート・セン

ター援助活動件

数

件 4,800 3,628 75.6 4,600 4,680 100.0
子育て支援

センター

託児室わたぐも

利用件数
件 - - - 3,700 3,202 86.5

子育て支援

センター

2 ① 子育てリフレッシュ事業

 日々の育児や家事で忙しい子

育て中の保護者を対象に、一息

つける時間や保護者同士が交流

できる場を提供することによ

り、育児ストレスの解消や保護

者の孤立を防ぐ。

 「久保子どもの未来応援基

金」を活用し、アミューあつぎ

８階の託児室等において一時的

に子どもを預かり、料理教室な

どで保護者同士が交流し、リフ

レッシュできる場を提供する。

 子育てリフレッシュ講座を4回開催

した。

・参加者数 70人

1,000 474

子育てリフレッ

シュ講座参加者

数

人 - - - 100 70 70.0
子育て支援

センター

事業

No.

単

位

施

策

実施計画事業名 事業目的 事業概要

H30年度事業指標

令和元年度

担当課

H30年度

主な実績内容

H30年度事業費 H29年度事業指標

1 ① 子育て支援事業

 子育て家庭及びこれから子育

てを始める家庭の保護者や児童

に対する支援体制の充実を図

り、児童の健やかな成長を支援

する。

 子育て支援センターにおい

て、子育てサロンの運営及び育

児相談等を実施し、子育て家庭

に対する総合的な支援を行う。

 また、ファミリー・サポー

ト・センター事業、ほっとタイ

ムサポーター事業及びこんにち

は赤ちゃん訪問事業等、多様な

子育て支援を実施する。

①サロン室や育児相談などにより、子

育て家庭を総合的に支援する子育て支

援センターを運営した。

・子育てサロン室利用人数 87,442

人

・移動子育てサロン利用人数 5,916

人

・相談件数 811件

②育児の相互援助活動であるファミ

リー・サポート・センター事業を実施

した。

・援助件数 4,680件

③産前産後の家庭にサポーターを派遣

するほっとタイムサポーター事業を実

施した。

・利用登録者数 81人

④生後４か月までの乳児のいる家庭を

訪問するこんにちは赤ちゃん訪問事業

を実施した。

・訪問率 100％

⑤あつぎ市民交流プラザ託児室を運営

した。

・託児室わたぐも利用件数 3,202件

73,327 66,140
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当初予算額

（千円）

決算額

（千円）
指標名 単位

H29年度

目標値

H29年度

実績値

H29年度

達成率

（％）

H30年度

目標値

H30年度

実績値

H30年度

達成率

（％）

事業

No.

単

位

施

策

実施計画事業名 事業目的 事業概要

H30年度事業指標

令和元年度

担当課

H30年度

主な実績内容

H30年度事業費 H29年度事業指標

給付型幼稚園数 園 3 2 66.7 2 2 100.0
こども育成

課

認定こども園数 園 7 3 42.9 4 4 100.0
こども育成

課

4 ① 子育て日常生活支援事業

 子どもを生み育てやすい環境

づくりに向けて、紙おむつ等を

支給することで経済的負担を軽

減し、子どもたちの福祉の増進

を図る。

 第２子以降の子どもを養育し

ている子育て世帯に対し、一定

のポイントの範囲内で選択した

紙おむつやおしりふきシート等

の日常生活用品を毎月自宅に配

送する。

 第２子以降の児童を養育する世帯に

対し、紙おむつ又はおしりふき等を支

給した。

【支給延べ件数】

・第２子 7,106件

・第３子以降 6,139件

・合計 13,245件

62,586 58,737
紙おむつ等の支

給件数
件 14,340 13,894 96.9 13,900 13,245 95.3

子育て給付

課

3 ①
子ども・子育て支援新制

度事業

 全ての子どもに良質な成育環

境を保障し、子ども・子育て家

庭を社会全体で支援することを

目的とした「子ども・子育て支

援新制度」を実施し、幼児期の

学校教育・保育の一体的な提供

及び保育サービスの充実を図

る。

 「あつぎ子ども未来プラン」

の着実な推進を図るとともに、

「子ども・子育て支援法」に基

づく支給認定、給付費の支払い

を行う。

 また、新制度への移行を促進

するため、認定こども園に対

し、補助金を交付するととも

に、園児以外の保育を行う一時

預かり保育を実施している認定

こども園に対し、補助金を交付

する。

① 新制度に移行した幼稚園及び認定

こども園に対し、施設型給付費を支給

した。

・支給施設数 市内６園、市外19園

② 新制度に移行した幼稚園及び認定

こども園に対し、一時預かり保育の園

児数に応じて補助金を交付した。

・交付施設数 市内６園、市外７園

③ 新制度に移行した認定こども園に

対し、在籍園児以外の未就学児童の一

時預かり保育児童数数に応じて、補助

金を交付した。

・交付施設数 市内４園

④ 認定こども園に対し、事務に係る

経費の一部を補助した。

・交付施設数 市内１園

⑤ 新制度に移行した幼稚園及び認定

こども園に在園する生活保護受給世帯

に対し、必要な物品等の費用及び副食

費を補助した。

1,009,012 898,082
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当初予算額

（千円）

決算額

（千円）
指標名 単位

H29年度

目標値

H29年度

実績値

H29年度

達成率

（％）

H30年度

目標値

H30年度

実績値

H30年度

達成率

（％）

事業

No.

単

位

施

策

実施計画事業名 事業目的 事業概要

H30年度事業指標

令和元年度

担当課

H30年度

主な実績内容

H30年度事業費 H29年度事業指標

5 ① 母子家庭等支援事業

 母子家庭等の子育て、生活及

び就業等を総合的に支援し、生

活の安定と自立の促進を図る。

 母子家庭等に対し、福祉手

当、家賃助成、就学祝金の支給

及び資格取得に対する給付金の

支給等を行う。

① 義務教育終了前の児童を養育して

いる母子世帯等に対し、母子等福祉手

当金、家賃助成金及び就学祝金を支給

した。

【支給延件数】

・福祉手当金 22,984件

・家賃助成金   8,052件

・就学祝金      612件

② ひとり親家庭の親が、資格取得の

ための養成機関の修業や能力開発のた

めの指定講座受講に対し、給付金を支

給した。

【支給延件数】

・高等職業訓練促進給付金   11人

・高等職業訓練終了支援給付金 1人

・自立支援教育訓練給付金   7人

151,421 143,001

児童扶養手当受

給者のうち、一

定額以上の収入

がある人の割合

％ - - 100.0 47.1 43.0 91.3
子育て給付

課

6 ①
コミュニティ保育推進事

業補助事業

 核家族化が進む中、子育て家

庭及びこれから子育てを始める

家庭の保護者が抱える育児不安

等に対し、親同士や子ども同士

の交流を深める場を提供するこ

とにより、子育てに対する不安

の解消を図るとともに、児童の

健やかな成長を支援する。

 子育てに共通の意識を持ち合

わせた保護者が、育児に対する

知識や技術を高め合いながら共

同保育を実施する自主保育グ

ループに対し、補助金を交付す

る。

 地域の保護者による自主的な共同保

育を実施しているグループに対し、補

助金を交付した。

・補助施設数 ３施設

3,705 2,238
コミュニティ保

育グループ数

グルー

プ
4 4 100.0 4 4 100.0 保育課

7 ①
あつぎ子ども未来プラン

（第３期）策定事業

 子育て環境日本一を目指し、

子ども・子育て支援に関する需

要や要望を把握することで、地

域全体で安心して子育てできる

環境づくりを推進する。

 子ども・子育て支援に関する

総合的な計画として、「次世代

育成支援対策推進法」に基づく

「市町村行動計画」及び「子ど

も・子育て支援法」に基づく

「市町村子ども・子育て支援事

業計画」を一体とした「あつぎ

子ども未来プラン（第３期）」

を策定する。

 あつぎ子ども未来プラン（第３期）

を策定するに当たり、確保を図るべき

教育・保育・子育て支援の「量の見込

み」の算出等に活用するため、市内在

住で未就学児がいる4,000世帯及び小

学生がいる2,000世帯を対象に、子ど

も・子育て支援事業ニーズ調査を実施

した。

・未就学児世帯回答数 1,599件

・小学生世帯回答数 842件

5,000 3,225

あつぎ子ども未

来プラン（第３

期）の策定

- - - -
ニーズ調

査・検討

ニーズ調

査・検討
100.0

こども育成

課
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当初予算額

（千円）

決算額

（千円）
指標名 単位

H29年度

目標値

H29年度

実績値

H29年度

達成率

（％）

H30年度

目標値

H30年度

実績値

H30年度

達成率

（％）

事業

No.

単

位

施

策

実施計画事業名 事業目的 事業概要

H30年度事業指標

令和元年度

担当課

H30年度

主な実績内容

H30年度事業費 H29年度事業指標

認可保育所・小

規模保育施設整

備数

施設 - - - 8 11 100.0 保育課

認可保育所等入

所率
％ - - - 97.0 99.6 100.0 保育課

奨学金返済助成

金支給者数
人 - - - 15 13 86.7 保育課

転入奨励助成金

支給者数
人 - - - 10 3 30.0 保育課

復職等奨励助成

金支給者数
人 - - - 10 4 40.0 保育課

認可保育所入所

児童数
人 - - - 3,000 2,893 96.4 保育課

小規模保育施設

入所児童数
人 - - - 143 136 95.1 保育課

9 ② 保育士確保助成事業

 待機児童の解消を推進するた

め、保育人材の確保、定着及び

離職防止を図るとともに、定住

を促進する。

 「久保子どもの未来応援基

金」を活用し、市内の私立保育

施設に就職又は勤務する方を対

象に、奨学金を利用して保育士

の資格を取得した方の奨学金の

返済費用の一部を助成するほ

か、市外からの転入費用の一部

を助成するとともに、保育士有

資格者の復職等に対し、奨励助

成金を交付する。

8 ② 保育施設整備充実事業

 保育所の『待機児童ゼロ』の

実現に向け、新たな認可保育所

を整備することにより、受入れ

児童数の拡大を図る。

 認可保育所及び小規模保育事

業等の整備・運営法人の施設整

備費に対し、補助金を交付す

る。

 認可保育所及び小規模保育施設の整

備を進め、保育の受け皿の拡大を図っ

た。

・認可保育所   ３施設 276人

・小規模保育施設 ８施設 141人

540,196 636,516

 市内の私立保育所等に就労した潜在

保育士等に対し、助成金を交付した。

・奨学金返済助成金  13件

・転入奨励助成金   ３件

・復職等奨励助成金  ４件

10 ② 保育内容充実事業

 認可保育施設の入所児童に適

切な保育が実施されるよう、事

業に要する経費を補助すること

などにより、保育サービスの向

上を図る。

 認可保育施設に対し、民間保

育所運営費及び入所児童保育委

託費を交付するとともに、私設

保育施設のうち一定の要件を満

たす施設を認定あつぎ保育室と

し、児童処遇助成費等を補助す

る。

 また、私設保育施設に入所す

る児童の保護者の経済的負担を

軽減するため、助成金を支給す

る。

① 市内民間保育所及び市外保育所へ

の入所児童に係る保育所運営費を委託

費として支出した。

② 保育が必要な児童に対して適切な

処遇を図るため、認定保育施設、届出

保育施設、民間保育所及び小規模保育

施設を有する社会福祉法人等に運営費

補助金等を交付した。

③ 私設保育施設に保育を必要とする

児童を４か月以上入所させている保護

者に対し、年額３万円を助成した。

④ 地域型保育事業（小規模保育事

業・家庭的保育事業）を運営する事業

者に対し、保育が必要な児童を受け入

れるための経費を支給した。

4,609,505 4,048,730

7,000 1,652

重点事業

重点事業
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当初予算額

（千円）

決算額

（千円）
指標名 単位

H29年度

目標値

H29年度

実績値

H29年度

達成率

（％）

H30年度

目標値

H30年度

実績値

H30年度

達成率

（％）

事業

No.

単

位

施

策

実施計画事業名 事業目的 事業概要

H30年度事業指標

令和元年度

担当課

H30年度

主な実績内容

H30年度事業費 H29年度事業指標

11 ② 私立幼稚園就園奨励事業

 私立幼稚園に就園する園児の

保護者の経済的負担を軽減する

とともに、幼児教育の振興及び

教育環境の向上を図る。

 私立幼稚園に就園する園児の

保護者に対し、補助金を交付す

る。

 また、私立幼稚園設置者に対

し、幼児教育及び保育環境の充

実を図るため、補助金を交付す

る。

① 私立幼稚園に就園する園児の保護

者に対し、保育料等の一部を補助し

た。

・交付対象者 1,758人

② 教育環境の向上を図るため、市内

私立幼稚園に対し、各種補助金を交付

した。

・交付件数 18件

350,506 288,481 在園児率 ％ - - - 61.0 61.5 100.0
こども育成

課

12 ②
幼稚園送迎ステーション

事業

 私立幼稚園の預かり保育を利

用している方の利便性の向上を

図るとともに、保育所に偏りが

ちな児童を幼稚園に誘導するこ

とにより、待機児童の解消を図

る。

 本厚木駅前のアミューあつぎ

８階の託児室を利用し、園児を

一時的に預かり、幼稚園へ送迎

する幼稚園送迎ステーションを

運営する。

 働く子育て家庭への支援として、

アミューあつぎ８階の託児室「わたぐ

も」を活用して幼稚園への送迎を行う

幼稚園送迎ステーション事業を実施し

た。

11,966 11,802 利用登録園児数 人 40 60 100.0 56 73 100.0
こども育成

課

放課後児童クラ

ブの入所率
％ 100.0 94.0 94.4 100.0 95.9 95.9

こども育成

課

市に届出がある

民間放課後児童

クラブ数

クラブ - - - 10 8 80.0
こども育成

課

14 ②
放課後子ども教室推進事

業

 児童の放課後対策として、子

どもたちが安心・安全に過ごす

ことができる放課後の居場所づ

くりを推進する。

 小学校の一時的余裕教室等を

活用し、地域の方々の参画を得

て、学習、様々な体験・交流活

動及び地域住民との交流等を行

う放課後子ども教室を運営す

る。

① 相川小学校、鳶尾小学校において

通常実施した。

② 玉川小学校において、期間限定で

実施した。

③ 森の里小学校の児童を対象に、モ

デル事業を実施し、検証した。

10,153 8,975
放課後子ども教

室実施校数
校 - - - 4 4 100.0

こども育成

課

15 ②
（仮称）こども未来館整

備事業

 未来を担う子どもたちに科学

を始めとした学びや体験の機会

を提供し、創造性豊かな人材の

育成を図る。

 子どもや家族が気軽に立ち寄

れる施設を目指し、現在の子ど

も科学館の機能向上を図り、子

どもの学びや体験機能が充実し

た（仮称）こども未来館を整備

する。

 (仮称)こども未来館基本計画の策定

に伴う事業内容等の精査を行うため、

視察の実施及び学術研究者等から指導

助言を頂き、基本計画（案）を作成し

た。

5,000 5,001

（仮称）こども

未来館整備に向

けた進捗状況

-
検討組織に

よる会議

検討組織に

よる会議
100.0

基本計画

(案)

の作成

基本計画

(案)

の作成

100.0 青少年課

13 ② 放課後児童対策事業

 保護者の就労や疾病等によ

り、授業終了後に帰宅しても適

切な保育を受けることができな

い児童に対し、適切な遊びと生

活の場を提供し、児童の健全育

成を図る。

 市立放課後児童クラブ（市立

小学校区23か所）を運営する。

 また、放課後児童健全育成事

業を行う民間放課後児童クラブ

（地域児童クラブ）に対し、補

助金を交付する。

① 全小学校区において、市立放課後

児童クラブを運営した。

・クラブ数 23クラブ

・定員数 1,522人

② 民間団体が運営する放課後児童ク

ラブ（地域児童クラブ）に対し、補助

金を交付した。

・交付団体数 ８団体

347,680 290,478

重点事業
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当初予算額

（千円）

決算額

（千円）
指標名 単位

H29年度

目標値

H29年度

実績値

H29年度

達成率

（％）

H30年度

目標値

H30年度

実績値

H30年度

達成率

（％）

事業

No.

単

位

施

策

実施計画事業名 事業目的 事業概要

H30年度事業指標

令和元年度

担当課

H30年度

主な実績内容

H30年度事業費 H29年度事業指標

16 ③ 子ども医療費助成事業

 子育て世帯の経済的負担を軽

減し、子どもたちの福祉の増進

を図る。

 ０歳から中学校卒業までの

入・通院の健康保険適用医療費

の自己負担分を助成する。

 ０歳から中学校卒業までの入・通院

の健康保険適用医療費の自己負担分を

助成した。

【助成延べ件数】

・県補助分 184,135件

・市単独分 242,811件

・合計 426,946件

862,842 876,724 医療費助成件数 件 424,230 421,324 99.3 413,850 426,946 100.0
子育て給付

課

17 ③
ひとり親家庭等医療費助

成事業

 ひとり親家庭等の経済的負担

を軽減し、生活の安定と自立を

支援する。

 ひとり親家庭等に医療証を交

付し、健康保険適用医療費の自

己負担分を助成する。

 ひとり親家庭等に対し、健康保険適

用医療費の自己負担分を助成した。
171,181 163,399 医療費助成件数 件 59,000 60,457 100.0 61,171 60,111 98.3

子育て給付

課

妊婦健康診査補

助券利用率
％ 76.0 84.8 100.0 97.0 87.8 90.5

健康づくり

課

３歳６か月健康

診査受診率
％ 93.0 90.4 97.2 94.0 92.4 98.3

健康づくり

課

18 ③ 母子保健衛生事業

 「母子保健法」及び「健康増

進法」等に基づき、子どもの健

やかな成長と保護者への育児支

援を図る。

 母子健康手帳の交付のほか、

妊婦健康診査、乳児健康診査及

び保健指導等を実施する。

① 母子健康手帳を交付した。

・交付件数 1,533件

② 各種健康診査を実施した。

【受診者数】

・妊婦健康診査 延べ17,185人

・妊婦歯科健康診査 437人

・４か月児健康診査 1,423人

・８～９か月児健康診査 1,501人

・１歳６か月児健康診査 1,518人

・２歳６か月児歯科健康診査 1,343人

・３歳６か月児健康診査 1,605人

③ 訪問指導を実施した。

・産婦・新生児訪問指導者数 1,424人

・訪問指導者数 2,700人

④ 乳児・幼児健康相談を実施した。

・相談件数 1,244件

196,830 172,939
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当初予算額

（千円）

決算額

（千円）
指標名 単位

H29年度

目標値

H29年度

実績値

H29年度

達成率

（％）

H30年度

目標値

H30年度

実績値

H30年度

達成率

（％）

事業

No.

単

位

施

策

実施計画事業名 事業目的 事業概要

H30年度事業指標

令和元年度

担当課

H30年度

主な実績内容

H30年度事業費 H29年度事業指標

19 ③ 子ども予防事業

 「予防接種法」に基づき、各

種予防接種事業を実施すること

により、乳幼児等の疾病の予防

を図るとともに、感染症の流行

を防止する。

 子どもの定期予防接種（ＢＣ

Ｇ、四種混合、二種混合、麻し

ん風しん、日本脳炎、ヒブ、小

児用肺炎球菌、水痘、子宮頸が

ん、Ｂ型肝炎）を実施する。

 また、任意予防接種（風し

ん、季節性インフルエンザ）費

用の一部を助成する。

 子どもの定期予防接種及び任意予防

接種費用を助成した。

【接種者数】

・ポリオ 22人

・ＢＣＧ 1,497人

・四種混合 6,078人

・二種混合 1,424人

・ヒブ 6,013人

・肺炎球菌 6,032人

・麻しん風しん混合 3,369人

・日本脳炎 7,614人

・水痘 3,005人

・子宮頸がん予防ワクチン 7人

・インフルエンザ（子ども）

 20,519人

・風しん（大人） 1,310人

495,964 459,414

子ども定期予防

接種率（子宮頸

がんを除く。）

％ 98.0 84.3 86.0 95.0 94.8 99.8
健康づくり

課

療育相談（初回

面接）件数
件 350 306 87.4 350 280 80.0 福祉総務課

経過観察（個

別・グループ）

支援延べ提供者

数

人 8,800 5,338 60.7 4,000 4,527 100.0 福祉総務課

親子サロン延べ

利用者数
人 4,800 3,702 77.1 3,900 4,530 100.0 福祉総務課

21 ③ 不妊治療費助成事業

 医療保険の対象とならず、高

額な医療費を要する不妊治療を

行う夫婦の経済的負担の軽減を

図る。

 特定不妊治療費（顕微授精・

体外受精）に要する費用の一部

を助成する。

 特定不妊治療（体外受精又は顕微授

精）を受けた市内に在住する夫婦に対

し、治療費の一部を助成した。

14,850 13,476
不妊治療費助成

件数
件 190 166 87.4 150 141 94.0

子育て給付

課

22 ③
軽度・中等度難聴児補聴

器購入費助成事業

 「障害者総合支援法」に基づ

く補装具の支給を受けることが

できない軽度・中等度の難聴児

の言語の習得及び生活能力・コ

ミュニケーション能力等の向上

を促進する。

 身体障害者手帳の交付対象と

ならない軽度・中等度の難聴児

に対し、補聴器の購入費を助成

する。

 身体障害者手帳の交付対象とならな

い軽度・中等度の難病児に対し、補聴

器の購入費の助成を行った。

・新規補助件数２件（両耳のため４

台）

396 151
補聴器購入費助

成台数
台 - - - 12 4 33.3

障がい福祉

課

20 ③ 療育支援事業

 発達上何らかの心配のある児

童の特性を正しく理解し、生活

上の困難さの軽減を図るための

療育支援を推進する。

 療育相談センター「まめの

木」において、療育相談、地域

支援、経過観察及び親子サロン

等を実施する。

 療育相談センター「まめの木」にお

いて、18歳未満の発達に心配のある児

童の保護者に対して療育相談、就学前

までの児童に対して個別・グループで

の経過観察及び親子サロンを行った。

また、巡回相談・研修会等の地域支援

を行った。

61,423 54,564
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② 高齢者福祉サービスの充実

16 特別養護老人ホーム建設事業補助事業 100.0%
17 介護老人保健施設建設事業補助事業 100.0%

18
高齢者保健福祉計画・介護保険事
業計画（第８期）策定事業

-

7
在宅医療・介護・生活支援推進事
業【介護保険事業特別会計】

8
介護予防・生活支援サービス事業
【介護保険事業特別会計】

100.0%

89.3%

10
地域包括支援センター運営事業
【介護保険事業特別会計】

100.0%

12

23.2

代表となる指標
達成率平均

99.9%

代表となる指標

得点Ⓑ

24.9

実施計画事業
指標達成率平均

92.8%

一般介護予防事業【介護保険事業特別会計】 100.0%

介護支援事業【介護保険事業特別会計】

R元年度 R2年度

100.0%

老人憩の家環境整備事業

介護職人材確保支援事業

H28年度

％

R元年度 R2年度単位

◆実施計画事業指標 ［配点：25点］（各実施計画事業に複数の指標がある場合は、その平均値）

在宅福祉推進事業（在宅サービス事業）

実施計画事業

指標得点Ⓒ

28,700 28,900
H28年度 H29年度 H30年度

1 高齢者バス割引乗車券購入費助成事業 100.0%
2 エイジレス・ライフ応援事業

3

4 老人クラブ指導育成事業

5 老人憩の家整備事業

6

56.6 52.3
目標値 54.0

14

48.4

達成率

単位

実績値

達成率

H27年度年度 H26年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度

96.9%

指標②

目標値

市民満足度

得点Ⓐ

100.0%

100.0%
100.0%

88.2%
62.1%

58.4%

高齢者生きがい就労事業

11 認知症総合支援事業【介護保険事業特別会計】

15 敬老事業

市民満足度
達成率平均

96.9%

9

79.3%

100.0%

総合計画審議会からの意見

　総合評価がＡであり、順調に進捗していることは評価するが、市民満足度『「高齢者が安心していきいきと生活
できる環境づくりが推進されている」と思う市民の割合』について、目標値を達成しておらず、平成29年度実績値
と比較すると、4.3ポイント低下している。また、実施計画事業指標の達成率が低い事業もあるため、危機感を
持って、更なる施策の推進を図られたい。

55.0 13

◆市民満足度 ［配点：50点］（市民満足度調査で「満足」又は「やや満足」と回答した市民の割合）

単位 H29年度

指標①

－ 51.5 52.0 53.0
％

H28年度

56.0
実績値

H30年度

「高齢者が安心していきいきと生活できる環境づくりが推進されている」と思う市民の割合

H26年度 H27年度 R元年度 R2年度

100.0%ー 100.0% 100.0%

年度

51.3 52.8 56.3

H29年度 H30年度

指標④

年度

実績値

達成率

R元年度

目標値
件

R2年度単位 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

指標③

％達成率 ー 98.4% 100.0% 100.0% 100.0%

ー

96.0
96.4 96.6 96.4

100.0% 100.0%

－
28,252 28,041 32,104 37,898 41,202

38,000

96.696.2 96.4
96.0

28,500

要介護・要支援を受けていない前期高齢者÷前期高齢者
×100

96.8 97.0

40,000

100.0% 99.8%

地域包括支援センターの相談件数

H28年度 H29年度 H30年度

基本政策 Ⅰ 安心政策 分野 福祉 ◆代表となる指標 ［配点：25点］
指標① 把握・算出方法等

R元年度 R2年度

基本施策

施策の
基本方針

指標② 把握・算出方法等

地域包括支援センターにおける相談件数

年度 H25年度 H27年度

－

総合得点
（Ⓐ＋Ⓑ＋Ⓒ）

96.5
R元年度 R2年度

指標⑤

No. 実施計画事業名

H28年度

達成率

H26年度 H30年度

実績値

２ 高齢者が生きがいを感じる社会の実現
　 高齢者が安心していきいきと生活できる環境づくりを推進します

総合評価

・地域包括ケア社会の実現に向け、団塊の世代が75歳以上となる2025年問
題を見据えながら、必要な人に必要なサービスを確実に提供できるよう、
引き続き、幅広い視点から、高齢者が住み慣れた地域で自分らしい生活を
送るための施策を積極的に展開すること。
・要支援者や認知症高齢者等、サービスを必要としている方に必要なサー
ビスが届いているか、常に事業の効果検証を行い、より一層効果的な取組
を積極的に推進すること。
・高齢者の就労支援や居場所づくりなど、元気な高齢者が、生きがいを持
ちながら充実した生活を送れるよう、必要な取組の検討・実施を図るこ
と。

単位

年度

目標値

達成率

単位

前期高齢者のうち元気な高齢者の割合

年度 H26年度 H27年度

H27年度

実績値 96.0

目標値

実績値

１ 高齢者の生きがいづくりの推進

２ 高齢者福祉サービスの充実

目標値

実績値

100.0%

　高齢者が自らの経験や知識、技能をいかし、地域社会を担う存在として活躍するため、健康で生きが
いを持ちながら充実した生活を送ることができる環境づくりを推進します。

　高齢者が住み慣れた地域で安心して自分らしい生活を送ることができるよう、在宅福祉サービスの充
実を図ります。
　また、地域包括支援センターを拠点として、医療、福祉、介護、介護予防、生活支援及び住まいを一
体的に提供することで、高齢者等の生活を支えることができる地域包括ケア社会の実現に向けた取組を
推進します。

39,000

単位施策

達成率

① 高齢者の生きがいづくりの
　 推進

A
順調

H26年度 H27年度

達成率

単位
目標値

年度 H29年度

/100

/50

/25

/25

/100
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実施計画取組実績（平成30年度実施事業）

当初予算額

（千円）

決算額

（千円）
指標名 単位

H29年度

目標値

H29年度

実績値

H29年度

達成率

（％）

H30年度

目標値

H30年度

実績値

H30年度

達成率

（％）

1 ①
高齢者バス割引乗車券購

入費助成事業

 高齢者の外出機会を拡大し、

社会参加及び健康づくり・生き

がいづくりを推進する。

 神奈川中央交通（株）が販売

する「かなちゃん手形（１年

券）及び(６ヶ月券)」の購入費

用の一部を助成する。

 かなちゃん手形の購入費用の一部を

助成した。

・対象者数 41,990人

・購入者数   9,993人（1年券）

           123人（半年券）

52,329 14,687
かなちゃん手形

購入率
％ 31.9 25.2 79.0 24.0 24.1 100.0 介護福祉課

2 ①
エイジレス・ライフ応援

事業

 高齢者の外出機会の拡大及び

健康づくり等を支援することに

より、仲間づくりや生きがいづ

くりを促進する。

 指定の老人保養施設等の宿泊

や入浴の利用料金等の一部を助

成する。

 指定された老人保養施設等の利用に

対し、助成券により利用料金の一部を

助成した。

【助成券交付件数】

 11,959件

【助成件数】

・宿泊施設 145件

・入浴施設 17,836件

・日帰りパック 4,640件

・文化会館自主・共催事業 1,638件

・アミュー映画会員 571件

・アミュー映画鑑賞 1,944件

16,637 17,563 助成件数 件 24,000 25,121 100.0 25,000 26,774 100.0 介護福祉課

3 ① 高齢者生きがい就労事業

 高齢者の就業機会を拡大し、

高齢者の健康と生きがいの充実

を図るとともに、社会参加を通

じて活力ある地域社会を推進す

る。

 厚木市シルバー人材センター

に対し、補助金を交付する。

 また、関係機関の連携を強化

し、高齢者の多様な就労ニーズ

に対応した仕組みを構築する。

 シルバー人材センターの運営費に対

し、補助金を交付した。
44,222 44,222

シルバー人材セ

ンター入会率
％ 2.0 1.6 80.0 1.7 1.5 88.2 介護福祉課

4 ① 老人クラブ指導育成事業

 社会奉仕活動、生きがいを高

めるための活動及び健康づくり

の活動を支援することにより、

高齢者の生きがいづくりを促進

する。

 厚木市老人クラブ連合会に対

し、補助金を交付する。

 老人クラブ連合会の活動費に対し、

補助金を交付した。
16,970 16,970

老人クラブ加入

率
％ 10.2 6.5 63.7 10.3 6.4 62.1

健康長寿推

進課

5 ① 老人憩の家整備事業

 地域における高齢者の教養の

向上及び心身の健康増進を図る

とともに、地域住民の相互交流

を促進する。

 （仮称）金田老人憩の家を児

童館との複合施設として整備す

る。

 金田東老人憩の家を整備、竣工し

た。
76,245 71,688

（仮称）金田老

人憩の家等複合

施設整備の進捗

状況

-
基本設計

実施設計

基本設計

実施設計
100.0

建設工事

・完成

建設工事

・完成
100.0 介護福祉課

H29年度事業指標

令和元年度

担当課

H30年度事業費

H30年度

主な実績内容

H30年度事業指標単

位

施

策

 Ⅰ-２ 高齢者が生きがいを感じる社会の実現

事業

No.
実施計画事業名 事業目的 事業概要

26



当初予算額

（千円）

決算額

（千円）
指標名 単位

H29年度

目標値

H29年度

実績値

H29年度

達成率

（％）

H30年度

目標値

H30年度

実績値

H30年度

達成率

（％）

H29年度事業指標

令和元年度

担当課

H30年度事業費

H30年度

主な実績内容

H30年度事業指標単

位

施

策

事業

No.
実施計画事業名 事業目的 事業概要

洋式トイレ改修

館数

※カッコ内は総

数

館 - - - 1
(41)

1
(41) 100.0 介護福祉課

ＡＥＤ設置館数

※カッコ内は総

数

館 - - - 10
(41)

10
(41) 100.0 介護福祉課

地域包括ケア連

携センターにお

ける相談件数

件 - - - 100 148 100.0 福祉総務課

多職種研修会参

加者の満足（理

解）度

％ - - - 95.0 96.3 100.0 福祉総務課

8 ②

介護予防・生活支援サー

ビス事業【介護保険事業

特別会計】

 要支援者等に対し、要介護状

態等になることを予防するとと

もに、要介護状態等の軽減や悪

化防止、地域における自立した

日常生活を支援することによ

り、活動的で生きがいのある生

活を送ることができるよう支援

する。

 要支援者等の多様な生活支援

のニーズに対応するため、訪問

型サービスや通所型サービスを

提供するとともに、要介護状態

等になることを予防するため、

介護予防ケアマネジメントを実

施する。

 要支援者等に、介護予防ケアマネジ

メントを実施し、本人のニーズと状態

に合わせたサービスの提供に努めた。

393,237 292,813
介護予防ケアマ

ネジメント件数
件 - - - 7,000 6,250 89.3 介護福祉課

3,058

8,571

① 地域包括ケア連携センターを設置

し、在宅医療・介護連携及び生活支援

に関する相談業務を行った。

② 厚木市地域包括ケア推進会議を開

催し、専門的な視点から各種取組の研

究・検討を行った。

・会議開催 ４回

③ 多職種研修会や市民講演会を行

い、地域包括ケア社会の実現に向け啓

発活動を行った。

・多職種研修会 全９回

・市民講演会 ２回（11/16、2/24）

7,466

20,824

① 老人憩の家１館（妻田東）の和式

トイレを温水洗浄便座付の洋式トイレ

に改修した。

② 老人憩の家10館にＡＥＤを設置し

た。

①

②

老人憩の家環境整備事業

 重度な要介護状態であって

も、障がいがあっても、一人暮

らしでも、誰もが住み慣れた地

域で自分らしい暮らしを人生の

最期まで続けることができる地

域包括ケア社会の実現を目指

す。

 地域包括ケア連携センターを

設置し、在宅医療・介護連携及

び生活支援に関する相談支援を

行う。

 また、専門的な視点から研

究・検討を行う厚木市地域包括

ケア推進会議を開催する。

 さらに、多職種への研修や市

民への説明会を実施し、地域包

括ケア社会の周知を図る。

6

7

在宅医療・介護・生活支

援推進事業【介護保険事

業特別会計】

 地域における高齢者の教養の

向上及び心身の健康増進を図る

場として、高齢者が利用しやす

い快適な空間を整備する。

 老人憩の家41館の和式トイレ

を洋式トイレに改修する。

 また、心不全や心筋梗塞など

の急病のリスクに備え、全館に

ＡＥＤ（自動体外式除細動器）

を設置する。

重点事業
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当初予算額

（千円）

決算額

（千円）
指標名 単位

H29年度

目標値

H29年度

実績値

H29年度

達成率

（％）

H30年度

目標値

H30年度

実績値

H30年度

達成率

（％）

H29年度事業指標

令和元年度

担当課

H30年度事業費

H30年度

主な実績内容

H30年度事業指標単

位

施

策

事業

No.
実施計画事業名 事業目的 事業概要

9 ②
一般介護予防事業【介護

保険事業特別会計】

 市町村の独自財源で行う事業

や地域の互助、民間サービスと

の役割分担を踏まえつつ、高齢

者を年齢や心身の状況等によっ

て分け隔てることなく、住民主

体の通いの場を充実させ、人と

人とのつながりを通じて、参加

者や通いの場が継続的に拡大し

ていくような地域づくりを推進

するとともに、地域においてリ

ハビリテーション専門職等をい

かした自立支援に資する取組を

推進し、要介護状態になっても

生きがい・役割を持って生活で

きる地域の実現を目指す。

 運動器の機能向上事業や認知

症予防事業を実施するととも

に、パンフレットの作成・配布

などにより介護予防の普及・啓

発を行い、地域における住民主

体の介護予防活動を支援する。

① 閉じこもり予防や参加者同士のコ

ミュニケーションを図るため、運動器

の機能向上や認知症予防教室等を開催

した。

② 介護予防・市の事業案内パンフ

レットを作成し、介護予防の普及・啓

発を行った。

20,085 12,128

介護予防教室参

加者の生活機能

改善率

％ - - - 78.0 86.9 100.0 介護福祉課

10 ②

地域包括支援センター運

営事業【介護保険事業特

別会計】

 地域の高齢者の心身の健康保

持及び生活の安定のために必要

な支援を行うことにより、地域

における高齢者支援を推進す

る。

 地域における相談窓口とし

て、地域包括支援センターにお

いて、地域の高齢者の心身の状

況や生活の実態、必要な支援な

どを幅広く把握し、適切な保

健・医療・福祉サービスや関係

機関、制度の利用につなげるな

どの支援を行う。

 市内10か所の地域包括支援センター

に業務委託し、地域の高齢者の相談を

受け、心身の状況や生活の実態を把握

し、相談内容に応じた的確なサービス

等に関する情報提供や関係機関の紹介

等を行った。

320,375 318,703

地域包括支援セ

ンターにおける

総合相談件数

件 - - - 38,000 41,202 100.0 介護福祉課

認知症初期集中

支援チーム支援

件数

件 - - - 20 5 25.0 介護福祉課

認知症地域支援

推進員数
人 - - - 12 11 91.7 介護福祉課

12 ②
介護支援事業【介護保険

事業特別会計】

 被保険者及び要介護被保険者

を介護する方等に対し、地域の

実情に応じた必要な支援を行う

ことにより、高齢者が住み慣れ

た地域で安心して生活できる環

境づくりを推進する。

 認知症高齢者やその家族を支

援する認知症サポーターを養成

するとともに、在宅で安心して

介護できるよう、家族介護教室

や介護家族交流会等を実施す

る。

① 行政関係者や企業、小中学生等幅

広い年代に認知症サポーター養成講座

を開催した。

② 地域包括支援センターと連携し、

家族介護健康相談等を開催した。

8,773 5,172
認知症サポー

ター数
人 - - - 11,500 13,649 100.0 介護福祉課

6,424 509

① 認知症の診断を受けていない方や

医療が中断している方に対し、認知症

初期集中支援チームが訪問等行い、医

療やサービスにつながるよう支援し

た。

② 認知症地域支援推進員として、認

知症サポーター養成講座を開催した。

②
認知症総合支援事業【介

護保険事業特別会計】

 認知症になっても本人の意思

が尊重され、できる限り住み慣

れた地域で安心して生活できる

環境づくりを推進する。

 認知症初期集中支援チームや

認知症地域支援推進員の設置等

により、医療や福祉サービスと

連携した認知症に対する総合的

な支援を行う。

11
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当初予算額

（千円）

決算額

（千円）
指標名 単位

H29年度

目標値

H29年度

実績値

H29年度

達成率

（％）

H30年度

目標値

H30年度

実績値

H30年度

達成率

（％）

H29年度事業指標

令和元年度

担当課

H30年度事業費

H30年度

主な実績内容

H30年度事業指標単

位

施

策

事業

No.
実施計画事業名 事業目的 事業概要

緊急通報システ

ム機器の貸与件

数

件 - - - 118 122 100.0 介護福祉課

徘徊ＳＯＳネッ

トワーク登録者

数

人 - - - 143 166 100.0 介護福祉課

介護サービス事

業所等の職員数

の増加率

％ - - - 3.5 5.4 100.0

介護福祉課

障がい福祉

課

キャリアアップ

支援事業補助金

支給事業者の割

合

％ - - - 40.0 27.7 69.3

介護福祉課

障がい福祉

課

介護職離職率

（就業１年以

内）

％ - - - 20.0 29.2 68.5

介護福祉課

障がい福祉

課

15 ② 敬老事業

 長年にわたり、社会の発展に

寄与されてきた高齢者を敬愛す

るとともに、長寿をお祝いし、

高齢者の福祉の増進を図る。

 敬老祝金や祝品を贈呈すると

ともに、老人ホームにおいて開

催する敬老事業に対する支援を

行う。

① 各対象年齢に該当する高齢者に敬

老祝品・祝金を贈呈した。

・敬老祝金給付者数 3,056人

・敬老祝品給付件数 2,196件

② 各老人ホームにおいて開催する敬

老会に対し、交付金を交付した。

【交付先】

・15地区

・老人ホーム10施設

16,133 14,687
敬老祝品等の支

給者数
人 5,000 4,898 98.0 5,100 5,252 100.0 介護福祉課

80,507

35,000

① 事業所説明会（就職相談会）を実

施した。

② 介護保険及び障害サービスのミニ

レクチャーを開催した。

③ 市内の介護保険指定事業所等で働

く介護職員等がキャリアアップを目指

して受講した研修費を事業所が負担し

た場合、又は個人で負担した場合にそ

の一部を助成した。

④ 市内の介護保険指定事業所等に就

職又は勤務する市民の方で、転入及び

復職等する場合に助成金を、また、奨

学金返済の一部を助成した。

61,109

10,874

① 高齢者緊急一時保護事業を行っ

た。

② 紙おむつ、家具転倒防止器具の設

置、自立支援用具の購入費助成、セー

フティ受託支援事業、寝具乾燥消毒事

業を行った。

③ 配食サービス、緊急通報システム

事業を行った。

④ 理髪サービス事業、はり・きゅ

う・マッサージ施術費助成事業を行っ

た。

⑤ 家族等支援事業、高齢者タクシー

助成事業を行った。

②

②

在宅福祉推進事業（在宅

サービス事業）

 高齢者ができる限り自立した

生活を送ることができるよう、

在宅支援サービスを提供する。

 家族の疾病や事故等により、

家庭で生活することが困難と

なった高齢者を一時的に施設で

保護するほか、日常生活用具の

給付、ひとり暮らし高齢者に対

する配食サービスや緊急通報機

器の貸与及びはり・きゅう・

マッサージ施術費の助成等を行

う。

介護職人材確保支援事業

 介護・障がいサービスの利用

者に対し、継続して質の高い

サービスを提供することができ

るよう、介護職（介護福祉士、

社会福祉士等）の人材の確保、

定着及び離職防止を図るととも

に、定住を促進する。

 市内介護サービス事業所及び

障害福祉サービス事業所等の就

職相談会を実施するとともに、

介護職従事者の研修費用を助成

する。

 また、市内の事業所等に就職

又は勤務する方を対象に、奨学

金を利用して介護職の資格を取

得した方の奨学金の返済費用の

一部を助成するほか、市外から

の転入費用の一部を助成すると

ともに、介護職有資格者の復職

等に対し、奨励助成金を交付す

る。

14

13

重点事業
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当初予算額

（千円）

決算額

（千円）
指標名 単位

H29年度

目標値

H29年度

実績値

H29年度

達成率

（％）

H30年度

目標値

H30年度

実績値

H30年度

達成率

（％）

H29年度事業指標

令和元年度

担当課

H30年度事業費

H30年度

主な実績内容

H30年度事業指標単

位

施

策

事業

No.
実施計画事業名 事業目的 事業概要

整備ベッド数 床 100 40 40.0 15 45 100.0 介護福祉課

特別養護老人

ホーム整備の進

捗状況

- 完成 整備 40.0 公募 公募 100.0 介護福祉課

整備ベッド数 床 87 0 0.0 - - - 介護福祉課

介護老人保健施

設整備の進捗状

況

- 完成 公募 30.0 公募 公募 100.0 介護福祉課

18 ②

高齢者保健福祉計画・介

護保険事業計画（第８

期）策定事業

 地域包括ケア社会の実現に向

け、高齢者が住み慣れた地域で

自分らしく生活できる環境づく

りを推進する。

 「老人福祉法」及び「介護保

険法」に基づき、高齢者が住み

慣れた地域で自分らしく生活で

きるために必要な施策を推進す

るための「厚木市高齢者保健福

祉計画・介護保険事業計画（第

８期）」を策定する。

 「厚木市高齢者保健福祉計画・介護

保険事業計画」（第８期）策定に向け

た準備を行った。

0 0

高齢者保健福祉

計画・介護保険

事業計画の策定

- - - - - - - 介護福祉課

0

0

 厚木市高齢者保健福祉計画・介護保

険事業計画（第６期）に基づき、介護

老人保健施設の整備を行う医療法人等

に対し、補助金を交付する予定だった

が、該当がなかった。

79,919

0

 高齢者保健福祉計画・介護保健事業

計画に基づき、特別養護老人ホームに

ついて1法人の整備が完了した。

②

②

16
特別養護老人ホーム建設

事業補助事業

 団塊の世代が75歳以上の高齢

者となる2025年を見据え、「厚

木市高齢者保健福祉計画・介護

保険事業計画」に基づき、特別

養護老人ホーム等の整備の推進

を図る。

 特別養護老人ホームを運営す

る社会福祉法人の公募を実施

し、選定した法人の施設建設費

に対し、補助金を交付する。

17
介護老人保健施設建設事

業補助事業

 団塊の世代が75歳以上の高齢

者となる2025年を見据え、「厚

木市高齢者保健福祉計画・介護

保険事業計画」に基づき、介護

老人保健施設の整備の推進を図

る。

 介護老人保健施設を運営する

医療法人等の公募を実施し、選

定した法人の施設建設費に対

し、補助金を交付する。
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実施計画事業
指標達成率平均

95.7%

実施計画事業

指標得点Ⓒ

23.9

代表となる指標
達成率平均

85.8%

代表となる指標

得点Ⓑ

21.4
R2年度

R2年度

95.2%
障がい者歯科診療運営費補助事業 96.2%

単位

年度 R元年度

達成率

R元年度H29年度 H30年度

H30年度H27年度単位 H26年度

85.1%

達成率

実績値

R元年度

精神保健福祉地域交流事業、障がい者体育大会、その
他啓発事業参加者数

障がい者基幹相談支援センターにおける相談件数

達成率 92.6%ー 96.3% 95.4% 84.3%
％

達成率 ー 100.0% 100.0% 100.0% 86.4%

3

99.3%

R2年度H28年度 H29年度 H30年度

 ※平成27年10月１日開所

市民満足度

得点Ⓐ

42.1
H30年度 R元年度 R2年度年度

H27年度

H29年度

目標値

指標②

H26年度 H27年度 H28年度単位

H29年度

指標①

単位

市民満足度
達成率平均

84.3%

R2年度

48.2

◆市民満足度 ［配点：50点］（市民満足度調査で「満足」又は「やや満足」と回答した市民の割合）

50.2－ 44.7 46.2
実績値 43.2 41.4 44.5

総合評価

B

　総合評価がＡ評価からＢ評価に低下しており、平成30年度の施策評価に
おける総合得点と比較すると、9.1ポイント低下している。主な低下の要因
は、市民満足度の低下によるものである。
・市民満足度『「障がいのある人が安心していきいきと生活できる環境づ
くりが推進されている」と思う市民の割合』について、達成率が11.1ポイ
ント低下している。また、代表となる指標「障がい者理解啓発事業等の参
加者数」及び「障がい者基幹相談支援センターにおける相談件数」の達成
率が低下している。ついては、サービスを必要とする方に必要なサービス
が提供できているか、事業の効果検証を行い、効果的な事業を推進すると
ともに、取組内容の一層の周知を図ること。

H30年度 R元年度

「障がいのある人が安心していきいきと生活できる環境づくりが推進されている」と思う市民の割合

4 障害者医療費助成事業 100.0%
5

100.0%

児童発達支援事業

H27年度 H28年度

目標値 52.5 55.0

年度

おおむね
順調

　障がい者が生きがいを持って社会生活を営むため、地域や社会活動に参加することへの支援を推進し
ます。

３ 障がい者福祉サービスの充実
　障がい者の社会生活を支援するため、障がいの特性に応じ、福祉施設や医療機関等との連携を図るな
ど、利用者の視点に立った支援を推進します。

達成率

指標③

目標値
単位 H26年度 H27年度

指標④
総合得点

（Ⓐ＋Ⓑ＋Ⓒ）

87.4

46.0

　市民満足度『「障がいのある人が安心していきいきと生活できる環境づくりが推進されている」と思う市
民の割合』について、目標値を達成しておらず、平成29年度実績値と比較すると3.7ポイント低下してい
る。また、代表となる指標及び実施計画事業指標の達成率が低い事業もあるため、危機感を持って、積極的
に更なる施策の推進を図られたい。

42.3

総合計画審議会からの意見

指標⑤

H30年度

1,176 1,230 1,188

障がい者基幹相談支援センターにおける
相談件数

H26年度 H27年度

　ノーマライゼーションの理念を踏まえ、障がいの有無にかかわらず、相互に人格と個性を尊重しなが
ら共に生きる地域社会づくりを推進します。

２ 障がい者の生きがいづくりの推進

8,650 8,685 7,659
達成率 ー％

6

H26年度

1,390 1,405

H29年度

H27年度 H28年度 H29年度年度 H25年度

人

H28年度単位
年度

目標値

実績値 830 1,184

指標② 把握・算出方法等

H30年度 R元年度 R2年度

基本政策 Ⅰ 安心政策 分野 福祉 ◆代表となる指標 ［配点：25点］
指標① 把握・算出方法等

R元年度 R2年度

基本施策

施策の
基本方針

－ 870 890 1,180

障がい者理解啓発事業等の参加者数

1,375
単位

実績値

３ 障がい者が生きがいを感じる社会の実現
　 障がいのある人が安心していきいきと生活できる環境づくりを推進します

１ 障がい者理解の促進

％

8,750 9,000 9,050 9,1006,2005,900目標値 －

実績値 　　－ ※
100.0% 100.0%
9,190

件

年度

達成率

H29年度

目標値

H28年度

実績値

実施計画事業名

H28年度

目標値

単位施策 No.

年度 H26年度

達成率

実績値

① 障がい者理解の促進
障害者地域生活支援事業（障がい者
理解促進）

82.6%

2
② 障がい者の生きがいづくり
　 の推進

障害者地域生活支援事業（福祉サー
ビス）

100.0%

③ 障がい者福祉サービスの充実

◆実施計画事業指標 ［配点：25点］（各実施計画事業に複数の指標がある場合は、その平均値）

1

障害者福祉手当等給付事業

/100

/50

/25

/25

/100
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実施計画取組実績（平成30年度実施事業）
Ⅰ-３ 障がい者が生きがいを感じる社会の実現

当初予算額

（千円）

決算額

（千円）
指標名 単位

H29年度

目標値

H29年度

実績値

H29年度

達成率

（％）

H30年度

目標値

H30年度

実績値

H30年度

達成率

（％）

精神保健福祉地

域交流事業・差

別解消講演会参

加者数

人 - - - 300 187 62.3
障がい福祉

課

障がい者体育大

会参加者数
人 650 650 100.0 635 600 94.5

障がい福祉

課

通訳者派遣延べ

人数
人 370 425 100.0 440 401 91.1

障がい福祉

課

障がい者基幹相

談支援セン

ター・障がい者

相談センターに

おける相談件数

件 - - - 20,000 22,979 100.0
障がい福祉

課

障がい者福祉計

画の策定
- - - - - - -

障がい福祉

課

 障がい者基幹相談支援セン

ター及び障がい者相談支援セン

ターにおいて、障がい者の相談

支援を行うほか、重度障がい者

に対する日常生活用具の給付、

屋外での移動が困難な障がい者

へのガイドヘルパーの派遣及び

在宅重度障がい者等に対するタ

クシー等の利用費用の助成等を

行う。

 また、障がい者福祉の基本的

な計画として、「障害福祉計

画」と「障害児福祉計画」を包

含した「厚木市障がい者福祉計

画（第６期）」を策定する。

①

②

1
障害者地域生活支援事業

（障がい者理解促進）

 「障害者の日常生活及び社会

生活を総合的に支援するための

法律（障害者総合支援法）」に

定める地域生活支援事業とし

て、障がいのある人が住み慣れ

た地域でいきいきと生活するこ

とができるよう、地域住民の障

がいに対する理解を促進する。

障害者地域生活支援事業

（福祉サービス）

 「障害者の日常生活及び社会

生活を総合的に支援するための

法律（障害者総合支援法）」に

定める地域生活支援事業とし

て、障がい児・者が住み慣れた

地域で安心して日常生活を送る

ことができるよう、障がいの特

性に応じた様々なサービスを提

供する。

 地域での障がいに対する理解

を深めるため、講演会等を開催

するとともに、体育大会を開催

し、障がい者相互の親睦やボラ

ンティアとの交流を図る。

 また、市が開催する講演会及

びイベント等における手話通訳

や要約筆記等を通じ、聴覚障が

いに対する理解を深める。

2

単

位

施

策

事業

No.
実施計画事業名 事業目的 事業概要

H29年度事業指標 H30年度事業指標

H30年度

主な実績内容

H30年度事業費

令和元年度

担当課

① 第57回厚木市障がい者体育大会

・10月６日   荻野運動公園体育館

約600 人

② こころのふれあいフェスタ緑ケ丘

・11月24日 緑ケ丘公民館   157 人

③ 障害者差別解消法講演会

・7月19日   厚木商工会議所   30 人

932 977

① 障がい者の相談支援を行った。

・H30年度相談支援実績

 相談者数 16,037人

 相談件数 22,979件

② 屋外での移動が困難な障がい者に

対し、ガイドヘルパーを派遣した。

・利用者数 276人

③ 障がい者の日中における活動の場

を確保することにより、障がい者の家

族の就労支援と障がい者を日常的に介

護している家族の一時的な休息を支援

した。

④ 重度障がい者の日常生活上の便宜

を図るための用具を給付した。

・助成件数 4,094件

⑤ 公共交通機関の利用が困難な在宅

重度障がい者等にタクシー代及びガソ

リン代の一部を助成した。

【助成者数】

・福祉タクシー 1,560人

・自動車ガソリン 1,597人

445,366471,311
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当初予算額

（千円）

決算額

（千円）
指標名 単位

H29年度

目標値

H29年度

実績値

H29年度

達成率

（％）

H30年度

目標値

H30年度

実績値

H30年度

達成率

（％）

単

位

施

策

事業

No.
実施計画事業名 事業目的 事業概要

H29年度事業指標 H30年度事業指標

H30年度

主な実績内容

H30年度事業費

令和元年度

担当課

特別障害者等手

当支給者数
人 - - - 268 282 100.0

障がい福祉

課

心身障害者福祉

手当支給者数
人 - - - 7,959 7,965 100.0

障がい福祉

課

在宅重度障害者

介護手当支給者

数

人 - - - 66 66 100.0
障がい福祉

課

4 ③ 障害者医療費助成事業
 心身障がい者の経済的負担を

軽減し、福祉の増進を図る。

 心身障がい者に対し、健康保

険適用医療費の自己負担分を助

成する。

 身体障害者手帳１級から３級までの

方、知能指数50以下と判定された方及

び精神障害者保健福祉手帳１級の方に

対し、健康保険適用分の医療費を助成

した。

・重度障害者医療給付件数

   78,682件

・中度障害者医療給付件数

   23,680件

526,766 486,683 医療費助成件数 件 108,201 104,477 100.0 106,972 102,362 100.0
障がい福祉

課

3
障害者福祉手当等給付事

業

 福祉手当等を支給することに

より、障がい者の生活を支援す

る。

 日常生活において、常時介護

を必要とする在宅重度障がい者

に対し、特別障害者手当を支給

する。

 また、心身障がい者に対する

心身障害者福祉手当及び在宅重

度障がい者を常時介護している

方に対する介護手当等を支給す

る。

③

① 日常生活において、常時介護を必

要とする在宅重度障がい者に、特別障

害者手当等を支給した。

・特別障害者手当 135人(障害児福祉

手当から7人移行)

・障害児福祉手当 140人

・経過的福祉手当 7人

② 障がい者の生活を援助し、福祉の

増進を図るため、障害者福祉手当を支

給した。

・身体障がい者 5,319人

・知的障がい者 1,422人

・精神障がい者 1,224人

③ 在宅の重度障がい者を常時介護し

ている方に、障害者介護手当を支給し

た。

・支給件数 66人

315,776322,067
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当初予算額

（千円）

決算額

（千円）
指標名 単位

H29年度

目標値

H29年度

実績値

H29年度

達成率

（％）

H30年度

目標値

H30年度

実績値

H30年度

達成率

（％）

単

位

施

策

事業

No.
実施計画事業名 事業目的 事業概要

H29年度事業指標 H30年度事業指標

H30年度

主な実績内容

H30年度事業費

令和元年度

担当課

児童発達支援事

業延べ利用者数
人 - - - 7,400 7,011 94.7 福祉総務課

保育所等訪問支

援事業利用件数
件 - - - 50 70 100.0 福祉総務課

相談支援事業利

用件数
件 - - - 110 100 90.9 福祉総務課

6 ③
障がい者歯科診療運営費

補助事業

 一般の診療所では治療が困難

な障がい者に対する歯科診療体

制を確保し、障がい者の健康と

口腔保健の向上を図る。

 障がい者歯科診療を運営する

厚木歯科医師会に対し、補助金

を交付する。

 障がい者の歯科診療を確保するた

め、歯科医師会に対し、診療運営に必

要な経費の一部を補助した。

患者数 2,117人

34,752 34,752
障がい者歯科診

療の患者数
人 - - - 2,200 2,117 96.2

健康長寿推

進課

5 児童発達支援事業

 発達に心配や障がいのある児

童に対し、発達や成長に合わせ

た必要な訓練等を行い、成長を

支援する。

 児童発達支援センター「ひよ

こ園」において、日常生活の基

本的動作の指導などを行う児童

発達支援及び児童の集団生活適

応のための保育所等訪問支援を

実施するほか、障がい児相談支

援を実施する。

③ 47,596

① 児童発達支援の給付決定を受けた

３歳から就学前までの児童及びその保

護者に対し「児童発達支援」を行っ

た。

② 保育所等訪問支援の給付決定を受

けた、保育所等を利用している心身に

障がいがある児童及びその保護者に対

し「保育所等訪問支援」を行った。

③ 障害児相談支援給付費の支給対象

となる児童とその保護者に対し「障害

児相談支援」を行った。

49,662
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達成率 - 99.3% 89.1% 94.9% 90.0%
実績値 72.2 72.5 65.9 71.2 68.4

実施計画事業

指標得点Ⓒ年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度

23.0
目標値

％

－ 73.0 74.0 75.0 76.0 76.0 76.0
R2年度

46.2
単位

指標②
市民満足度

得点Ⓐ「予防医療の観点から健康づくりが推進されている」と思う市民の割合

92.1%実績値 67.0 69.6 69.3 73.0 68.0
71.8 73.0 74.0目標値

％

－ 68.2 69.4 70.6

実施計画事業
指標達成率平均年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度 12

◆市民満足度 ［配点：50点］（市民満足度調査で「満足」又は「やや満足」と回答した市民の割合）
9 予防事業 91.8%指標①
10 健康づくり事業 91.6%

「地域医療環境が充実している」と思う市民の割合 市民満足度
達成率平均 11 健康スイミング事業 89.5%

健康・交流のみちづくり事業 100.0%単位

92.4%
達成率 ー 100.0% 99.9% 100.0% 94.7%

総合計画審議会からの意見 1 市立病院運営事業 98.5%
2 救急医療事業 100.0%

　総合評価がＡであり、順調に進捗していることは評価するが、市民満足度『「地域医療環境が充実してい
る」と思う市民の割合』及び『「予防医療の観点から健康づくりが推進されている」と思う市民の割合』に
ついて、目標値を達成しておらず、平成29年度実績値と比較すると、平均で3.9ポイント低下しており、ま
た、代表となる指標及び実施計画事業指標の達成率が低い事業もあるため、危機感を持って、更なる施策の
推進を図られたい。
　地域医療環境の充実を図るためには、医師のみならず、技師や医療スタッフを含めた人材確保の一層の充
実が必要であるため、関連した取組について積極的な推進を図られたい。

3 看護職等人材確保支援事業 63.7%① 地域医療環境の充実

4
特定健康診査等事業【国民健康保険
事業特別会計】

94.9%

5
データヘルス計画推進事業【国民健
康保険事業特別会計】

100.0%

6
長寿健康診査等事業【後期高齢者医
療事業特別会計】

99.0%

② 健康づくりの推進
7 健康増進事業

◆実施計画事業指標 ［配点：25点］（各実施計画事業に複数の指標がある場合は、その平均値）

単位施策 No. 実施計画事業名 達成率

24.5
達成率 ー 98.9% 93.5% 89.7% 85.1%

指標⑤
代表となる指標

得点Ⓑがん検診の受診率 受診者数÷検診対象者数×100

順調 年度 H25年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度

23.7
単位

28.8 29.4 30.0
25.3

目標値

％

R元年度 R2年度単位

95.1%
目標値

％

－ 36.7 36.7 39.2

代表となる指標
達成率平均

40.5 40.7 40.9
実績値 36.5 37.8 38.2 40.2 40.1
達成率 ー

92.9 A

・市民満足度『「地域医療環境が充実している」と思う市民の割合』及び
『「予防医療の観点から健康づくりが推進されている」と思う市民の割
合』について、目標値を達成しておらず、平成29年度達成率と比較する
と、それぞれ5.3ポイント、4.9ポイント低下しているため、危機感を持っ
て、関連施策を展開するとともに、満足度向上につながる取組を積極的に
推進すること。
・実施計画事業「看護職等人材確保支援事業」について、指標「奨学金返
済助成金支給者数」及び「復職等奨励助成金支給者数」における達成率が
低いため、事業の効果検証を行い、効果的な取組につなげること。

年度 H25年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

100.0% 100.0% 100.0% 99.0%

－ 27.0 27.6 28.2
実績値 25.7 26.7 25.8

指標④
総合得点

（Ⓐ＋Ⓑ＋Ⓒ） 総合評価 長寿健診の受診率 受診者数÷被保険者数×100

達成率 ー 68.5% 62.8% 55.3% 94.9%

施策の
基本方針

１ 地域医療環境の充実 単位

目標値

目標値

％

－ 47.0 53.0 60.0 35.0 36.0 37.0
実績値 32.0 32.2 33.3 33.2 33.2

年度 H25年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度単位

50.0２ 健康づくりの推進
実績値 31.1 43.5 48.0 46.6 49.4

　高度な医療を担う市立病院と民間医療機関との連携を強化し、「24時間医療」の充実を図ります。
　また、市民が実りある人生を送るために、健康保持や疾病予防等を支援するほか、かかりつけ医の重
要性等について意識啓発を図ります。
　さらに、在宅医療を担う人材育成、医療連携、地域包括支援センター等との連携強化など、在宅医療
の体制づくりを推進します。

　生涯にわたり健やかで心豊かに過ごすため、健康診査や保健・栄養指導などを推進し、市民の健康の
保持増進を図るとともに、がん、生活習慣病、感染症などの発症や重症化を予防し、健康寿命の延伸に
努めます。

達成率 ー 96.7% 100.0% 99.1% 100.0%

指標③ 把握・算出方法等

特定健診の受診率
受診者数（人間ドック受診者を含む。）÷健診対象者
数×100

単位
目標値

％

－ 45.0 46.0 47.0 48.0 49.0

指標② 把握・算出方法等

厚木市立病院の逆紹介率 逆紹介患者数÷初診患者数×100

年度 H25年度 H27年度 H28年度 H29年度

ー 100.0% 100.0% 94.0% 96.5%

％

－

実績値 60.4
達成率

H30年度 R元年度 R2年度

66.7 69.5 66.3 68.5

65.0 66.0 70.5 71.0 71.5 72.0

92.3%
8 未病施策事業 83.5%

基本政策 Ⅰ 安心政策 分野 保健・医療 ◆代表となる指標 ［配点：25点］
指標① 把握・算出方法等

基本施策
４ 健康・長寿社会の実現
　 生涯現役健康都市を目指します

厚木市立病院の紹介率 紹介患者数÷初診患者数×100

年度 H25年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度

/50

/25

/25

/100/100
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実施計画取組実績（平成30年度実施事業）
Ⅰ-４ 健康・長寿社会の実現

当初予算額

（千円）

決算額

（千円）
指標名 単位

H29年度

目標値

H29年度

実績値

H29年度

達成率

（％）

H30年度

目標値

H30年度

実績値

H30年度

達成率

（％）

１日当たりの入

院診療単価
円 59,000 57,099 96.8 60,000 59,568 99.3 経営管理課

１日当たりの外

来診療単価
円 13,000 14,087 100.0 14,000 14,985 100.0 経営管理課

救急車受入台数 台 - - - 4,500 4,335 96.3 経営管理課

休日夜間急患診

療所開設日数
日 365 365 100.0 365 365 100.0

健康長寿推

進課

休日歯科診療開

設日数
日 72 72 100.0 73 73 100.0

健康長寿推

進課

「あつぎ健康相

談ダイヤル24」

による不要不急

な救急医療の抑

制割合

％ - - - 51.0 53.3 100.0
健康長寿推

進課

H30年度事業指標

令和元年度

担当課

 総務省の繰出基準による負担金、企

業債償還に伴う負担金、退職給付金の

一部について一般会計が負担した。

1,474,821

H30年度

主な実績内容

H30年度事業費

1,490,552

H29年度事業指標

148,528148,780

① 休日夜間急患診療所、病院群輪番

制病院及び休日歯科診療の開設等によ

り、救急医療体制を確保した。

② あつぎ健康相談ダイヤル24の実施

により、安心・安全な医療環境を提供

した。

1 市立病院運営事業

 公立基幹病院として、救急及

び小児医療等の役割を遂行する

ため、市立病院の円滑な運営を

図る。

 総務省の繰出基準による負担

金、企業債償還に伴う負担金及

び退職給付金の一部を一般会計

が負担する。

2 救急医療事業

 休日・夜間における救急医療

体制の確保及び24時間体制での

健康相談や医療機関情報の提供

により、安心・安全な医療環境

を整える。

 休日夜間急患診療、病院群輪

番制病院及び休日歯科診療の運

営に対し、補助金を交付する。

 また、年中無休で健康相談や

医療機関情報等の提供を行う

「あつぎ健康相談ダイヤル24」

を実施する。

①

①

事業

No.
実施計画事業名 事業目的 事業概要

単

位

施

策
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当初予算額

（千円）

決算額

（千円）
指標名 単位

H29年度

目標値

H29年度

実績値

H29年度

達成率

（％）

H30年度

目標値

H30年度

実績値

H30年度

達成率

（％）

事業

No.
実施計画事業名 事業目的 事業概要

単

位

施

策

令和元年度

担当課

H30年度

主な実績内容

H30年度事業費 H29年度事業指標 H30年度事業指標

奨学金返済助成

金支給者数
人 - - - 45 17 37.8

健康長寿推

進課

転入奨励助成金

支給者数
人 - - - 15 39 100.0

健康長寿推

進課

復職等奨励助成

金支給者数
人 - - - 15 8 53.3

健康長寿推

進課

4 ②

特定健康診査等事業【国

民健康保険事業特別会

計】

 国保加入者の糖尿病、高脂血

症及び高尿酸血症などの生活習

慣病の発症や重症化を予防し、

健康寿命の延伸を図る。

 市内の診療所等を始めとする

「かかりつけ医」を中心とした

医療機関において、メタボリッ

クシンドローム（内臓脂肪症候

群）の該当者及び予備群を早期

発見するための特定健康診査を

実施するとともに、人間ドック

の受診費用の一部を助成する。

➀ 健診実施医療機関76箇所におい

て、特定健康診査を実施した。

・対象者数 35,127人

・受診者数 11,656人

➁ 人間ドック受診希望者に対し費用

の一部を助成した。

20歳～39歳助成額25,000円 64人

40歳～74歳助成額20,000円 1,681

人

148,147 140,744
特定健診の受診

率
％ 60.0 33.2 55.3 35.0 33.2 94.9 国保年金課

3
看護職等人材確保支援事

業

 更なる高齢化の進展に伴う医

療需要に対応するため、看護職

（保健師、看護師、助産師、准

看護師）及び歯科衛生士の人材

の確保、定着及び離職防止を図

るとともに、定住を促進する。

 市内の医療機関に勤務する方

を対象に、奨学金を利用して看

護職又は歯科衛生士の資格を取

得した方の奨学金の返済費用の

一部を助成するほか、市外から

の転入費用の一部を助成すると

ともに、看護職有資格者の復職

等に対し、奨励助成金を交付す

る。

①

① 奨学金を返済している看護職等に

対し、助成金を交付した。

・支給者数 17件

② 市内に転入した看護職等に対し、

助成金を交付した。

・支給者数 45件

③ 復職した看護職等に対し、助成金

を交付した。

・支給者数 ８件

9,42215,300

重点事業
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当初予算額

（千円）

決算額

（千円）
指標名 単位

H29年度

目標値

H29年度

実績値

H29年度

達成率

（％）

H30年度

目標値

H30年度

実績値

H30年度

達成率

（％）

H30年度事業指標

令和元年度

担当課

H30年度

主な実績内容

H30年度事業費 H29年度事業指標

事業

No.
実施計画事業名 事業目的 事業概要

単

位

施

策

特定健康診査受

診勧奨通知者の

受診率

％ - - - 20.0 22.9 100.0 国保年金課

糖尿病性腎症重

症化予防に係る

保健指導完了者

の病期進行抑止

率

％ - - - 100.0 100.0 100.0 国保年金課

 データヘルス計画に基づき、次の事

業を実施した。

① 特定健康診査未受診者に対し、受

診勧奨を実施した。

・受診勧奨通知送付数 37,704通

・電話勧奨件数 1,679件

② 特定保健指導未利用者に対し、利

用勧奨を実施した。

・利用勧奨通知送付件数 1,153通

・電話利用勧奨 1,058件

・訪問利用勧奨 39件

③ 健康教室を開催した。

・親子運動あそび（教育委員会との共

催） 参加者 親子160組

・ダイエット裏技SP 参加者83人

④ 糖尿病性腎症Ⅱ期Ⅲ期の方に、医

師との連携により保健指導を実施し

た。

・参加者 7人（修了者5人）

⑤ 生活習慣病の治療を中断している

と推測される方を対象に医療機関への

受診勧奨を実施した。

・勧奨通知送付数 243通

・電話勧奨 243件

⑥ 健診結果の異常値を放置している

と推測される方を対象に医療機関への

受診勧奨を実施した。

・勧奨通知送付数 838件

・電話勧奨 801件

⑦ 公民館単位でロコモティブシンド

ロームの講座を開催した。

・15公民館参観者合計 278人

⑧ 重複服薬が疑われる方に対し、指

導を行った。

・通知送付数 34通

⑨ 差額通知により、ジェネリックへ

の切り替えを促した。

・通知送付数 7,957通

36,681 28,6055

データヘルス計画推進事

業【国民健康保険事業特

別会計】

 国保加入者の医療データ等の

分析やこれまでの保健事業の評

価分析を行い、生活習慣病等の

予防・早期発見と重症化予防及

び医療費の適正化を図る。

 特定健康診査及び特定保健指

導の受診・利用勧奨を実施する

とともに、糖尿病性腎症重症化

予防事業等により、生活習慣病

等の予防・早期発見、重症化を

予防する。

 また、ジェネリック医薬品の

情報提供や重複頻回受診者等へ

の指導により、医療費の適正化

を図る。

②
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当初予算額

（千円）

決算額

（千円）
指標名 単位

H29年度

目標値

H29年度

実績値

H29年度

達成率

（％）

H30年度

目標値

H30年度

実績値

H30年度

達成率

（％）

H30年度事業指標

令和元年度

担当課

H30年度

主な実績内容

H30年度事業費 H29年度事業指標

事業

No.
実施計画事業名 事業目的 事業概要

単

位

施

策

6 ②

長寿健康診査等事業【後

期高齢者医療事業特別会

計】

 後期高齢者の健康の保持増進

を図るとともに、生活習慣病の

重症化を予防し、健康寿命の延

伸を図る。

 後期高齢者を対象として、市

内の診療所等を始めとする「か

かりつけ医」を中心とした医療

機関において、メタボリックシ

ンドローム（内臓脂肪症候群）

の該当者及び予備群を早期発見

するための特定健康診査に準じ

た長寿健康診査を実施するとと

もに、人間ドックの受診費用の

一部を助成する。

➀ 健診実施医療機関76箇所におい

て、長寿健康診査を実施した。

対象者数 23,798人

受診者数   9,072人

➁ 人間ドック受診希望者に対し費用

の一部を助成した。

助成費20,000円 484人

97,547 98,113
長寿健診の受診

率
％ 39.2 40.2 100.0 40.5 40.1 99.0 国保年金課

がん検診の受診

率
％ 28.2 25.3 89.7 28.8 24.5 85.1

健康づくり

課

がん集団検診の

受診者数
人 - - - 12,000 10,278 85.7

健康づくり

課

歯科健康診査の

受診者数
人 - - - 6,400 6,282 98.2

健康づくり

課

自殺対策計画の

策定
- - - - 策定 策定 100.0

健康づくり

課

8 ② 未病施策事業

 超高齢社会を迎える中、健康

寿命の延伸に向け、二次保健医

療圏域内の５市１町１村（厚木

市、海老名市、座間市、綾瀬

市、大和市、愛川町、清川村）

で広域的な健康づくりに取り組

む。

 健康度見える化コーナー（未

病センター）において、利用者

自身による各種健康機器を使っ

た継続的な健康度チェックを行

うとともに、専門職による健康

に関する相談又は助言を行う。

① 未病センター利用者 5,011人

② 未病センター利用者に手帳を発行

した。1,593冊

③ 未病センター個別相談を実施し

た。30回 39人

④ 運動講座を実施24回開催した。

675人

5,836 3,304
未病センター利

用者数
人 - - - 6,000 5,011 83.5

健康づくり

課

9 ② 予防事業

 高齢者を対象に、肺炎球菌ワ

クチン予防接種及びインフルエ

ンザ予防接種を実施することに

より、感染症予防及び健康増進

を図る。

 高齢者を対象に、肺炎球菌ワ

クチン予防接種及びインフルエ

ンザ予防接種費用の一部を助成

する。

① 高齢者インフルエンザ予防接種を

実施した。

・接種者数 23,118人

② 高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種

を実施した。

・接種者数 2,105人

134,681 104,793

高齢者インフル

エンザ予防接種

率

％ 50.0 39.2 78.4 45.0 41.3 91.8
健康づくり

課

645,302 6,332

① がん検診を実施した。

・受診者数 77,995人

② 成人歯科健診を実施した。

・受診者数 6,282人

③ 成人眼科健診を実施した。

・受診者数 61人

④ 骨粗しょう症検診を実施した。

・受診者数 709人

⑤ いのちのサポート相談を実施し

た。

・実施回数 24回

・相談件数 41件

 がん検診・健康診査・歯科健

診・骨粗しょう症検診等の検診

事業、健康手帳の配布・健康教

育・健康相談・訪問指導等の健

康増進事業を実施する。

 また、自殺予防対策として、

こころの健康相談を実施すると

ともに、自殺対策計画を策定す

る。

7 健康増進事業

 各種保健事業を実施すること

により、疾病の早期発見・早期

治療につなげ、市民の健康増進

を図る。

②
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当初予算額

（千円）

決算額

（千円）
指標名 単位

H29年度

目標値

H29年度

実績値

H29年度

達成率

（％）

H30年度

目標値

H30年度

実績値

H30年度

達成率

（％）

H30年度事業指標

令和元年度

担当課

H30年度

主な実績内容

H30年度事業費 H29年度事業指標

事業

No.
実施計画事業名 事業目的 事業概要

単

位

施

策

健康あつぎ推進

リーダーによる

講座の参加者数

人 - - - 700 616 88.0

健康づくり

課

健康長寿推

進課

地区食育推進事

業参加者数
人 - - - 300 260 86.7

健康づくり

課

健康長寿推

進課

あゆコロちゃん

ＧＥＮＫＩポイ

ント参加者のう

ち、健康意識が

向上した人の割

合

％ - - - 80.0 82.9 100.0

健康づくり

課

健康長寿推

進課

第３次健康食育

あつぎプランの

策定

- - - - - - -

健康づくり

課

健康長寿推

進課

7,591 8,631

① 「まちの保健室」を市内全域で実

施した。

・参加延べ人数 787人

② 健康あつぎ推進リーダーによる健

康講座を開催した。

・開催回数 15回

・参加者数 616人

③新あつぎ市民健康体操指導員等によ

る体操指導を開催した。

・開催回数53 回

・参加者数2,993人

④食生活改善推進員養成講座を開催し

た。

・開催回数 7・10回（２コース）

⑤食生活改善推進員育成研修会を開催

した。

・開催回数 ３回

⑥地区食育推進事業を実施した。

・実施回数 15回

⑦ 各種健診・検診の受診、市等主催

の健康・食育関連事業への参加、健

康・食育等に関する個人目標への取組

等によりポイントを付与し、抽選で特

典が当たる「あゆコロちゃんGENKIポ

イント事業」を実施した。

・参加延べ人数 9,628人

10 健康づくり事業

 「第２次健康食育あつぎプラ

ン」に基づき、関係団体との協

働により、健康づくりの普及・

啓発事業を展開し、健康に対す

る意識を高め、市民の健康保

持・増進を図る。

 健康あつぎ推進リーダーを養

成し、健康づくり事業の普及・

啓発を図るとともに、新あつぎ

市民健康体操（あゆコロちゃん

体操）の普及を行うほか、食生

活改善推進員（食育アドバイ

ザー）の養成・育成を行い、各

地区において食育推進事業を実

施する。

 また、各種健診・検診の受診

及び健康・食育関連事業への参

加等によりポイントを付与し、

抽選で特典が当たる「あゆコロ

ちゃんＧＥＮＫＩポイント事

業」を実施する。

 さらに、健康増進と食育推進

の目標を定めた「第３次健康食

育あつぎプラン」を策定する。

②
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当初予算額

（千円）

決算額

（千円）
指標名 単位

H29年度

目標値

H29年度

実績値

H29年度

達成率

（％）

H30年度

目標値

H30年度

実績値

H30年度

達成率

（％）

H30年度事業指標

令和元年度

担当課

H30年度

主な実績内容

H30年度事業費 H29年度事業指標

事業

No.
実施計画事業名 事業目的 事業概要

単

位

施

策

11 ② 健康スイミング事業

 日常生活において運動する機

会の少ない障がい児・者及び高

齢者の健康の維持・増進等を図

る。

 指導員による水泳指導を行う

健康づくり教室のほか、団体貸

切や開放を実施する。

① 保健福祉センター水浴教室の開放

を実施した。

・実施回数 257回

② 保健福祉センター水浴教室におい

て健康づくり教室を実施した。

・実施回数 264回

③ 団体貸切を実施した。

・実施回数 87回

④ 児童発達支援事業ひよこ園保育活

動を実施した。

・実施回数 32回

13,604 13,207
健康スイミング

事業参加者数
人 8,500 7,958 93.6 8,500 7,604 89.5

健康長寿推

進課

12 ②
健康・交流のみちづくり

事業

 河川堤防を歩行者空間とし

て、市民の健康と交流を支える

「みち」づくりを推進する。

 荻野川、玉川及び中津川の河

川堤防を歩行空間として整備す

る。

 未整備箇所について迂回ルートを設

定し、利用者の案内効果を高めるため

にパンフレット作成や迂回路に合わせ

た誘導案内板マップの地図修正を行

い、平成30年度事業をもって完了と

なった。

7,660 4,439 整備延長 ｍ 1,020 443 43.4 4,723 4,723 100.0 道路整備課
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基本政策 Ⅰ 安心政策 分野 市民生活

基本施策

施策の
基本方針

89.1

総合評価

２ 地域福祉活動の推進

３ 多文化共生社会の実現

４ 平和な社会の実現

５ 国際交流の推進

　互いに助け合い、支え合う地域の福祉活動への参加を促進するとともに、担い手の育成に取り組みま
す。

　平和について理解を深めるための取組を推進します。

　国際交流を活性化するための広報活動や国際交流団体への支援などを推進します。

　多文化が共生する社会の実現を目指し、異文化の理解や国際社会に貢献できる人材を育成するため、
国際交流や多文化共生に向けた取組を支援します。

総合得点
（Ⓐ＋Ⓑ＋Ⓒ）

B
おおむね

順調

５ 多様な市民活動が共存する社会の実現
　 ふれあい、支え合う地域コミュニティ活動の活性化を図ります

　市民協働の基盤となる地域コミュニティ活動の維持や充実、担い手の育成など、地域との連携を推進
します。

１ 市民活動の充実

R2年度

－ 22
H28年度

23 24 27

ボランティアセンター登録団体数及び市内に主たる事
務所があるＮＰＯ法人数の合計値

－ 180

H29年度 H30年度 R元年度

25 26

指標② 把握・算出方法等

海外友好都市などとの交流活動等件数 交流活動等の件数

団体
192 195

実績値

96.7%
172 172172 174 175

ー％ 92.5% 91.0%達成率 95.6%

総合計画審議会からの意見

　総合評価がＡ評価からＢ評価に低下しており、平成30年度の施策評価に
おける総合得点と比較すると、4.6ポイント低下している。主な低下の要因
は、２つの市民満足度の低下によるものである。
・市民満足度『「地域コミュニティ活動が行われている」と思う市民の割
合』については、目標値を達成しておらず、平成29年度達成率と比較する
と、10.3ポイント低下していることから、市民目線に立った地域コミュニ
ティの在り方を改めて検証し、施策の改善を図るとともに、取組内容につ
いて効果的な周知を行うこと。
・市民満足度『「多文化共生社会・平和な社会の実現が図られている」と
思う市民の割合』については、達成率が78.3％と低く、平成29年度達成率
と比較すると、7.8ポイント低下しているため、低下要因を分析し、施策の
改善を図ること。

％

人

％

実績値

目標値

- 95.5% 100.0% 100.0% 100.0%

年度
単位 H25年度 H27年度

◆代表となる指標 ［配点：25点］
指標① 把握・算出方法等

R元年度 R2年度単位
目標値 183 186 189

市内で活動する市民活動団体数

年度 H25年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

指標③

H30年度 R元年度 R2年度単位

平和啓発イベント等平和推進事業における参加者数

670 700

件 23 27 2522

年度 H24,25年度の平均値 H27年度

把握・算出方法等

H28年度 H29年度

21

平和推進事業の参加者数

達成率

指標④

－ 425 475

実績値 400 619 561 615

目標値 600 630

実績値

720

H30年度 R元年度 R2年度年度 H26年度 H27年度

達成率 ー 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

単位
目標値

H28年度 H29年度

1 コミュニティ推進事業 100.0%

年度 H26年度 H27年度単位
目標値

H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度

達成率

⑤ 国際交流の推進

2 地域集会施設建設費等補助事業 89.3%

④ 平和な社会の実現

単位施策 No. 実施計画事業名 達成率

91.7%
6 生活困窮者自立支援事業 94.3%

① 市民活動の充実

社会福祉団体等助成事業 100.0%

9

指標①

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

「地域コミュニティ活動が行われている」と思う市民の割合 市民満足度
達成率平均

81.5%
単位

61.056.0 57.0
R元年度 R2年度

94.9% 84.6%

5 地域福祉推進事業

7 多文化共生交流事業

　市民満足度『「地域コミュニティ活動が行われている」と思う市民の割合』及び『「多文化共生社会・平
和な社会の実現が図られている」と思う市民の割合』について、目標値を達成しておらず、平成29年度実績
値と比較すると、平均で3.2ポイント低下している。また、実施計画事業指標の達成率が低い事業もあるた
め、危機感を持って、更なる施策の推進を図られたい。

％

② 地域福祉活動の推進

③ 多文化共生社会の実現

年度

57.0

「多文化共生社会・平和な社会の実現が図られている」と思う市民の割合
市民満足度

得点Ⓐ
R元年度 R2年度

40.755.0

年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度単位 H30年度

目標値

実績値

指標②

実績値 53.0 53.5
目標値 － 59.0 60.0

達成率 95.5%ー 92.5%
52.7 54.1 49.9

％実績値 42.0 37.1 37.9 40.8 38.7
52.1－ 43.7 45.4 47.4 49.4

達成率 ー 84.9% 83.5% 86.1% 78.3%

代表となる指標
達成率平均

◆市民満足度 ［配点：50点］（市民満足度調査で「満足」又は「やや満足」と回答した市民の割合）

達成率

100.0%
平和都市推進事業 97.8%8

3 市民活動推進事業

◆実施計画事業指標 ［配点：25点］（各実施計画事業に複数の指標がある場合は、その平均値）

100.0%
4

実施計画事業
指標達成率平均

97.0%

実施計画事業

指標得点Ⓒ

24.2

24.2

代表となる指標

得点Ⓑ

97.0%

国際交流推進事業 100.0%

指標⑤

/100

/50

/25/100

/25
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実施計画取組実績（平成30年度実施事業）
Ⅰ-５ 多様な市民活動が共存する社会の実現

当初予算額

（千円）

決算額

（千円）
指標名 単位

H29年度

目標値

H29年度

実績値

H29年度

達成率

（％）

H30年度

目標値

H30年度

実績値

H30年度

達成率

（％）

1 ① コミュニティ推進事業

 地域の特性をいかし、活力あ

る地域づくりを目指した諸事業

を展開する15地区地域づくり推

進委員会を支援することによ

り、地域コミュニティ活動の充

実を図る。

   また、市民相互のふれあいや

交流を深めるため、2015（平成

27）年２月１日に宣言した「あ

つぎ市民ふれあい都市宣言」の

周知・啓発を推進し、市民自治

の確立を図る。

 15地区地域づくり推進委員会

に補助金を交付し、地域活動を

支援する。

 また、「あつぎ市民ふれあい

都市宣言」を啓発するために、

啓発物品の配布や各種事業に都

市宣言の趣旨を反映させる活動

等を行う。

① 地域の特性を生かし、活力ある地

域づくりを目指した諸事業を展開する

15地区の地域づくり推進委員会に対

し、補助金を交付した。

② あつぎ市民ふれあい都市宣言の啓

発活動を本厚木駅前及び公民館まつり

で行った。

③ のぼり旗や横断幕等を公共施設の

目立つ場所に掲出し、より多くの人の

目に付くようにした。

16,501 16,500

自治推進組織と

して位置付けた

地区数

地区 - - - 8 8 100.0
市民協働推

進課

自治会活動の拠

点となる施設が

ある自治会の割

合

％ - - - 80.0 75.1 93.9
市民協働推

進課

「地域コミュニ

ティ活動が行わ

れている」と思

う市民の割合

％ - - - 59.0 49.9 84.6
市民協働推

進課

3 ① 市民活動推進事業

 市民活動団体等を支援するこ

とにより、市民活動の充実及び

活性化を図る。

 市民活動団体等に対し、活動

拠点や交流の場を提供するとと

もに、活動支援や人材育成を行

う。

① ボランティア相談を実施した。

・実施回数 26回

② ボランティア講座を開催した。

・講座数 １講座

③ 市民活動補償制度を実施した。

・対象事故件数 ５件

④ ボランティア団体及び市民活動団

体に対し、補助金を交付した。

・交付団体数 11団体

4,002 3,238

ボランティア研

修参加者の満足

度

％ - - - 85.0 94.1 100.0
市民協働推

進課

40,134

令和元年度

担当課

H30年度事業指標H29年度事業指標

H30年度

主な実績内容

H30年度事業費

事業

No.
実施計画事業名 事業目的 事業概要

単

位

施

策

39,8642
地域集会施設建設費等補

助事業

 自治会活動の拠点である地域

集会施設の整備を支援すること

により、自治会活動及び地域コ

ミュニティ活動の充実を図る。

 地域集会施設の新築、増改築

及び修繕等に対し、補助金を交

付する。

①

 地域住民によるコミュニティ活動の

拠点である地域集会施設の新築及び修

繕等に係る費用に対し、補助金を交付

した。

【交付件数】

・修繕 14件

・新築   2件

・借地 12件

・借家   3件
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当初予算額

（千円）

決算額

（千円）
指標名 単位

H29年度

目標値

H29年度

実績値

H29年度

達成率

（％）

H30年度

目標値

H30年度

実績値

H30年度

達成率

（％）

令和元年度

担当課

H30年度事業指標H29年度事業指標

H30年度

主な実績内容

H30年度事業費

事業

No.
実施計画事業名 事業目的 事業概要

単

位

施

策

4 ② 社会福祉団体等助成事業

 社会福祉団体の活動を支援す

ることにより、団体の健全な育

成を図る。

 厚木市社会福祉協議会、厚木

地区保護司会及び厚木愛甲地区

更生保護女性会に対し、補助金

を交付する。

 また、厚木市社会を明るくす

る運動推進委員会に対し、交付

金を交付する。

 各団体の活動状況等を把握するとと

もに、前年度実績に基づき交付金を交

付した。

108,779 108,779

地域福祉コー

ディネーター活

動件数

件 - - - 1,200 1,832 100.0 福祉総務課

「地域コミュニ

ティ活動が行わ

れている」と思

う市民の割合

％ - - - 59.0 54.1 91.7

地域福祉計画の

策定
- - - - - - -

自立相談支援プ

ラン作成率
％ - - - 50.0 44.3 88.6 福祉総務課

一般就労達成率 ％ - - - 60.0 68.2 100.0 福祉総務課

26,728

福祉総務課23,260

6 生活困窮者自立支援事業

 生活保護に至る前段階の第２

のセーフティネットとして、経

済的に困窮し、最低限度の生活

を維持することができなくなる

おそれのある方の自立を促進す

る。

 生活困窮者に対する自立や就

労に向けて総合的な相談支援を

行う自立相談支援を行うととも

に、離職等により職を失った方

に対し、住居確保給付金を支給

するほか、就労準備支援及び学

習支援を実施する。

②

5 地域福祉推進事業

 「厚木市地域福祉計画」に基

づき、市、市民、団体及び事業

者等が協働し、支援を必要とす

る人を支える地域福祉を推進す

る。

 市内15地区の代表者等で構成

される厚木市地域福祉推進協議

会を開催し、地域間の連携と情

報共有を図るとともに、市内15

地区地域福祉推進委員会の活動

を支援するため、交付金を交付

する。

 また、地域福祉の基本的な方

向性や重点施策を定めた「地域

福祉計画（第５期）」を策定す

る。

②

28,244

① 失業、傷病、長期ひきこもりな

ど、様々な理由で生活困窮に陥ってい

る方々に就労に向けた相談を行った。

② 離職等により居住を失ったあるい

は失う恐れの高い方に就労に向けた活

動をすることなどを条件に家賃相当額

を支給した。

・支給決定者数 17人

③ 雇用による就業が著しく困難な生

活困窮に陥っている方々に対し、就労

に向けた知識及び能力のために必要な

訓練を行った。

・参加者数 14人

④ 生活困窮世帯の中学生に対し、社

会的な居場所づくりや学び直しの機会

の提供を行った。

・参加生徒数 24人

23,166

 厚木市地域福祉推進協議会会議を3

回開催し、地区間の情報共有を図ると

ともに、市内15地区の地区地域福祉推

進委員会の活動を支援するため、社会

福祉協議会を通して、各地区に交付金

を交付した。

45



当初予算額

（千円）

決算額

（千円）
指標名 単位

H29年度

目標値

H29年度

実績値

H29年度

達成率

（％）

H30年度

目標値

H30年度

実績値

H30年度

達成率

（％）

令和元年度

担当課

H30年度事業指標H29年度事業指標

H30年度

主な実績内容

H30年度事業費

事業

No.
実施計画事業名 事業目的 事業概要

単

位

施

策

7 ③ 多文化共生交流事業

 外国籍市民が、地域の構成員

として共に暮らす社会の実現を

目指し、多文化共生の推進を図

る。

 外国籍市民懇話会の開催、日

本語講座等の開催、災害時通訳

ボランティアの育成及びイン

ターナショナルティーサロンの

開催等を支援する。

① 外国籍市民懇話会を開催した。

・開催回数 ４回

② 日本語教室を開催した。

・開催回数 210回

③ インターナショナルティーサロン

の開催を支援した。

・開催回数 ４回

④ スペイン語の通訳ボランティアを

設置した。

・毎週１回２時間

1,244 1,127
日本語教室参加

者数
人 - - - 5,250 5,413 100.0

市民協働推

進課

8 ④ 平和都市推進事業

 「国際平和と核兵器廃絶を求

める都市宣言あつぎ」を広く市

民に周知し、平和への理解を深

め、平和意識の普及・啓発を図

る。

 平和について考える平和パネ

ル展やピースリングバスツアー

等を実施する。

 市民の皆さんが平和への思いを描い

た絵やメッセージの展示、戦争体験者

の方が戦時中の様子を詠んだ短歌、沖

縄県平和祈念資料館から借用した資料

を展示する「平和のための展示会」を

開催した。

60 30

平和推進事業に

参加したことに

より、平和への

意識が向上した

人の割合

％ - - - 89.0 87.0 97.8 福祉総務課

9 ⑤ 国際交流推進事業

 海外友好都市等と各分野での

交流を行うことにより、市民文

化の向上を図り、市民の国際交

流を促進する。

 海外友好都市等との訪問団の

受入れ及び派遣を行うととも

に、海外友好都市のPR活動を行

う。

 また、国際交流事業を行う市

民団体及び市内大学に交付金を

交付するほか、海外学生等の

ホームステイを受け入れる。

① 海外友好都市からの訪問団の受入

及び派遣事業を実施した。また、本厚

木駅東口地下道において友好都市の

PRのための写真展を開催した。

② 市民団体や市内大学が行う国際交

流事業への支援をするとともに、市内

家庭等での海外学生等ホームステイ等

事業を実施した。

9,880 7,397

海外友好都市な

どとの交流活動

等件数

件 24 27 100.0 25 25 100.0 企画政策課
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　市民満足度『「人権尊重のまちづくりが推進されている」と思う市民の割合』について、目標値を達成し
ておらず、平成29年度実績値と比較すると、2.3ポイント低下している。また、実施計画事業指標の達成率
が低い事業もあるため、危機感を持って、更なる施策の推進を図られたい。

市民満足度
達成率平均

82.8%％ 38.9 40.4 43.2

年度 H26年度 H27年度単位

達成率 89.8%

目標値 －

R元年度 R2年度

市民満足度

得点 

41.4
H28年度 H29年度 H30年度

６ 自信と誇りを持てる人権尊重社会の実現
　 互いの人権を尊重し、いきいきと個性や能力を発揮できる社会をつくります

１ 相談・支援体制の充実

２ 人権意識の高揚

３ 男女共同参画の推進

　児童、高齢者等への虐待やＤＶなどの防止に向けて、関係機関が横断的に連携し、総合的な取組を推
進します。

　一人一人が明るく住みよい地域づくりを目指し、全ての市民が人権尊重意識を持ち、互いの人権を尊
重しあうため、人権啓発及び人権教育を推進します。

　家庭、地域、職場など、あらゆる場で男女が互いを尊重し、いきいきと個性や能力を発揮するため、
意識啓発と環境づくりを推進します。

総合評価

　総合評価がＡ評価からＢ評価に低下しており、平成30年度の施策評価におけ
る総合得点と比較すると、4.4ポイント低下している。主な低下の要因は、市
民満足度の低下によるものである。
・市民満足度『「人権尊重のまちづくりが推進されている」と思う市民の割
合』について、目標値を達成しておらず、平成29年度達成率と比較すると8.7
ポイント低下している。ついては、新たな厚木市人権施策推進指針に基づき、
効果的な施策を積極的に展開すること。

総合得点
（ ＋ ＋ ）

88.7 B
おおむね

順調

総合計画審議会からの意見

47.2 49.4
40.9

52.2 55.043.3 45.0

指標①

ー 89.8% 91.5% 82.8%
実績値 41.6

指標②

「人権尊重のまちづくりが推進されている」と思う市民の割合

R2年度単位

◆市民満足度 ［配点：50点］（市民満足度調査で「満足」又は「やや満足」と回答した市民の割合）

年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度

② 人権意識の高揚

③ 男女共同参画の推進
7 女性のための相談事業 100.0%

1 市民相談事業 100.0%
2 児童虐待・ＤＶ対策事業 100.0%

人権教育・啓発推進事業 95.3%
6 男女共同参画推進事業 95.9%

3 高齢者の尊厳保持支援事業 75.0%
4 人権啓発推進事業 94.8%
5

No. 実施計画事業名 達成率

実績値

◆実施計画事業指標 ［配点：25点］（各実施計画事業に複数の指標がある場合は、その平均値）

達成率

人権擁護及び男女共同参画推進所管課が主催、共催す
る各講演会等の参加者数

目標値

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度

指標④

年度 R元年度 R2年度H30年度

実績値

R元年度 R2年度

実績値 1,300 1,591 1,644 1,598 2,015

目標値 － 1,320 1,340

H28年度 H29年度 H30年度

人
1,600 1,600 1,600 1,600

基本政策 Ⅰ 安心政策 分野 市民生活 ◆代表となる指標 ［配点：25点］
指標① 把握・算出方法等

R元年度 R2年度

基本施策

施策の
基本方針

－ 110 120 130 140

指標② 把握・算出方法等

人権及び男女共同参画講演会等への参加者数

権利擁護支援センターの相談件数

100.0%

権利擁護支援センターにおける相談件数

年度

達成率

％

件

％

年度 H25年度 H27年度単位

指標③

年度

達成率 ー 100.0%

 H26年度予測値

単位

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

150 160
実績値

90.9% 86.7% 88.5% 90.0%

単位
目標値

102 100 104 115 126
達成率 ー

達成率

実績値

目標値

単位

単位施策

① 相談・支援体制の充実

達成率

目標値

年度 H26年度 H27年度

実績値

H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度

99.9%100.0%

実施計画事業

指標得点 

23.6

代表となる指標
達成率平均

95.0%

代表となる指標

得点 

H26年度 H27年度

指標⑤

単位
目標値

H29年度 H30年度 R元年度 R2年度

23.7

実施計画事業
指標達成率平均

94.4%

H28年度

/100

/50
/25

/100 /25
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実施計画取組実績（平成30年度実施事業）
Ⅰ-６ 自信と誇りを持てる人権尊重社会の実現

当初予算額

（千円）

決算額

（千円）
指標名 単位

H29年度

目標値

H29年度

実績値

H29年度

達成率

（％）

H30年度

目標値

H30年度

実績値

H30年度

達成率

（％）

1 ① 市民相談事業

 市民生活における様々な悩み

や問題を解決に導き、市民生活

の安定化を図る。

 市民相談員や市職員が相談に

応じる一般相談のほか、弁護士

や税理士等の専門家による特別

相談を実施する。

① 一般相談を実施した。

・相談件数 2,507件

② 11項目の特別相談を実施した。

・相談件数 886件

9,906 9,772
市民相談受理件

数
件 3,500 3,294 94.1 3,000 3,393 100.0

市民協働推

進課

2 ① 児童虐待・ＤＶ対策事業

 虐待を受けている子どもの早

期発見及び適切な保護対策を実

施する。

 また、ＤＶ相談及びＤＶ被害

者の安全を確保するとともに、

自立を支援する。

 児童虐待対策として、通報や

相談に基づき、子どもの保護対

策を行うとともに、要保護児童

対策地域協議会を中心として関

係機関との連携を図り、ケース

に応じた適切な支援を行う。

 また、ＤＶ対策として、ＤＶ

被害者の相談を実施するととも

に、緊急避難が必要な場合は、

一時保護及び自立支援を行う。

 要保護児童対策地域協議会を開催し

た。

・代表者会議 1回

・実務者会議 5回

・個別ケース検討会議 224回

・児童虐待相談件数 263件

・家庭訪問件数 509件

・ＤＶ相談件数 202件

9,995 9,759
虐待防止のため

の家庭訪問件数
件 175 289 100.0 200 509 100.0 家庭相談課

成年後見申立件

数
件 10 6 60.0 10 6 60.0 介護福祉課

権利擁護支援セ

ンターにおける

相談件数

件 - - - 140 126 90.0 介護福祉課

H29年度事業指標

H30年度

主な実績内容

H30年度事業費

令和元年度

担当課

H30年度事業指標

4,358 3,728

 認知症等で判断能力が十分でない方

の権利を守るため、地域包括支援セン

ターと協力しながら成年後見市長申立

を行った。

 また、高齢者及び障がい者が安心し

て地域生活を送れるように虐待による

権利侵害を解消し、権利擁護の普及啓

発を進めるとともに成年後見制度の利

用促進を目的に厚木市権利擁護支援セ

ンターを設置した。

事業

No.
実施計画事業名 事業目的 事業概要

単

位

施

策

3
高齢者の尊厳保持支援事

業

 高齢者がいつまでも尊厳を持

ち、自分らしい生活を送ること

ができるよう支援する。

 関係機関との連携により、高

齢者虐待の早期発見・早期対応

を行うとともに、成年後見制度

の利用支援を行う。

 また、権利擁護支援センター

において、成年後見制度の相

談、高齢者や障がい者の虐待に

関する相談及び市民後見人の養

成等を行う。

①

48



当初予算額

（千円）

決算額

（千円）
指標名 単位

H29年度

目標値

H29年度

実績値

H29年度

達成率

（％）

H30年度

目標値

H30年度

実績値

H30年度

達成率

（％）

H29年度事業指標

H30年度

主な実績内容

H30年度事業費

令和元年度

担当課

H30年度事業指標

事業

No.
実施計画事業名 事業目的 事業概要

単

位

施

策

4 ② 人権啓発推進事業

 一人一人の人権が尊重され、

誰もが個性豊かで活力に満ちた

生活を送ることができるよう、

人権意識の高揚を図る。

 人権について理解を深める

ヒューマンライツフェスタを開

催するとともに、啓発ポスター

の掲出及び啓発冊子の配布等を

行う。

① 公民館まつりでの啓発物品配布

・3,000人  200個×15公民館

② ヒューマンライツフェスタへの参

加者

・123人

③ こども人権教室への参加者

・593人

8,948 6,553
人権啓発事業参

加者数
人 - - - 3,920 3,716 94.8

市民協働推

進課

5 ② 人権教育・啓発推進事業

 全ての市民が人権尊重意識を

持ち、互いの人権を尊重し合う

明るく住みよい地域づくりを目

指し、人権教育を推進する。

 人権講座「ヒューマンカレッ

ジ」等を開催するとともに、人

権についての積極的な啓発活動

を実施する。

 ヒューマンカレッジ（人権講座）を

開催した。（3回講座）

①「チャランゴコンサート＆人権啓発

講演会」

②「子どもとメディアの上手なつきあ

い方」

③「あつぎヒューマンライツフェス

タ」

・参加者数 266人

958 841

人権講座参加者

の人権意識高揚

度

％ 85.0 89.9 100.0 90.0 85.8 95.3 社会教育課

6 ③ 男女共同参画推進事業

 男女が互いに人権を尊重し、

性別にかかわらず個性と能力を

十分に発揮することができる環

境づくりを推進する。

 男女共同参画推進委員会を開

催するとともに、講座の開催及

び情報誌の発行等による啓発活

動を行う。

① 男女共同参画推進委員会を開催し

た。

・開催回数 ３回

② 男女共同参画庁内推進会議を開催

した。

・開催回数 １回

③ 各種講座等を開催した。

④ 情報誌を発行した。

・発行回数 １回

⑤ その他啓発活動（映画上映＆トー

クショー及び15地区公民館まつりな

ど）を実施した。

1,149 821

男女共同参画推

進講座等参加者

数

人 - - - 410 393 95.9
市民協働推

進課

7 ③ 女性のための相談事業

 女性の様々な悩みに対応する

ことにより、個性と能力を発揮

し、主体的な生き方を選択でき

るよう支援する。

 女性の様々な悩みに対応する

ため、面接や電話による相談

（一般相談・法律相談）を実施

する。

 面接や電話による女性相談を行っ

た。

・一般相談 640件

・法律相談 50件

2,722 2,715 相談件数 件 700 675 96.4 680 690 100.0 家庭相談課
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実施計画事業
指標達成率平均

96.3%

実施計画事業

指標得点Ⓒ

24.0

代表となる指標
達成率平均

92.5%

代表となる指標

得点Ⓑ

23.1

％

達成率

達成率

指標② 把握・算出方法等

達成率

実績値

目標値

実績値

目標値

年度 H26年度 H27年度

基本政策 Ⅰ 安心政策 分野 安心・安全 ◆代表となる指標 ［配点：25点］

R元年度 R2年度

－ 360 432

指標①

単位

把握・算出方法等

単位

達成率 ー 100.0%

年度  H26年度予測値 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

実績値 300 737 1,046 1,015 1,292
人

目標値

研修会等の参加者数

－
H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度

「安全・健康・コミュニティに関するアンケート調
査」（５年に２度実施）による外傷人数（推計）

21,660 21,660

1,000 1,100 1,100 1,200

100.0% 100.0% 100.0%

達成率 － － －

人

％

実績値 22,584 － ー
目標値 － － 22,220

26,136
85.0%

指標③

年度 H26年度 H27年度単位 R元年度 R2年度H28年度 H29年度 H30年度

総合得点
（Ⓐ＋Ⓑ＋Ⓒ）

指標④

92.8

年度 R元年度 R2年度

指標⑤

実績値

単位
目標値

H28年度 H29年度 H30年度

単位施策 No. 実施計画事業名

① セーフコミュニティの認証指
　 標やセーフコミュニティ推進
　 条例に基づく取組の推進

H26年度 H27年度

実績値

年度 H26年度 H27年度

達成率

単位 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度

目標値

2 地域セーフコミュニティ活動推進事業 96.8%

達成率

◆実施計画事業指標 ［配点：25点］（各実施計画事業に複数の指標がある場合は、その平均値）

95.7%セーフコミュニティ推進事業1

単位 H28年度

63.0－

「事故やけがなどがない健康で安心・安全に暮らせるまちづくりが推進されている」と思う市民の割合

指標①

◆市民満足度 ［配点：50点］（市民満足度調査で「満足」又は「やや満足」と回答した市民の割合）

54.3 56.1

年度 H26年度 H27年度

61.3
R元年度 R2年度

ー 94.7% 99.5% 91.4%
54.452.6 52.7

セーフコミュニティに関する研修会等参加
者数

外傷人数

　「事故、けが等の発生は偶然の結果ではなく、その発生は予防できる」というセーフコミュニティの
理念のもと、市民や関係団体、行政等、安全の向上を担う様々な組織が連携・協働し、事故やけが等の
データの収集と科学的な分析を行い、根拠に基づいた対策を実施します。
　また、対策の効果の検証や改善を図り、長期的かつ持続的な取組を展開し、世界に誇れる誰もが健康
で安心して安全に暮らすことができる良好な地域社会の実現を目指します。

１ セーフコミュニティの認証指標やセーフコミュニティ推進条例に基づく取組の推進

７ セーフコミュニティの推進による安心・安全な社会の実現
　 安心・安全に暮らせる魅力的な地域社会をつくります

総合評価

　市民満足度『「事故やけがなどがない健康で安心・安全に暮らせるまち
づくりが推進されている」と思う市民の割合』について、目標値を達成し
ておらず、平成29年度達成率と比較すると8.1ポイント低下しているため、
引き続き、積極的に取組を推進するとともに、活動が広がるよう、セーフ
コミュニティ推進の意義及び取組について周知を図ること。

総合計画審議会からの意見

　総合評価がＡであり、順調に進捗していることは評価するが、市民満足度『「事故やけがなどがない健康
で安心・安全に暮らせるまちづくりが推進されている」と思う市民の割合』について、目標値を達成してお
らず、平成29年度実績値と比較すると、3.1ポイント低下しているため、危機感を持って、更なる施策の推
進を図られたい。

市民満足度
達成率平均

91.4%

市民満足度

得点Ⓐ

45.7

基本施策

施策の
基本方針

目標値

H29年度 H30年度 R元年度

H30年度H29年度

R2年度年度

※H30年度については、調査を実施しない年度
のため、H29年度の目標値及び実績値で評価

A
順調

H26年度 H27年度 H28年度単位

53.1 57.5実績値

達成率 97.1%

指標②

57.8 59.5
％

/100

/50

/25

/25

/100
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実施計画取組実績（平成30年度実施事業）
Ⅰ-７ セーフコミュニティの推進による安心・安全な社会の実現

当初予算額

（千円）

決算額

（千円）
指標名 単位

H29年度

目標値

H29年度

実績値

H29年度

達成率

（％）

H30年度

目標値

H30年度

実績値

H30年度

達成率

（％）

セーフコミュニ

ティに関する研

修会等参加者数

人 1,000 1,015 100.0 1,100 1,292 100.0

セーフコ

ミュニティ

くらし安全

課

「事故やけがな

どがない健康で

安心・安全に暮

らせるまちづく

りが推進されて

いる」と思う市

民の割合

％ 57.8 57.5 99.5 59.5 54.4 91.4

セーフコ

ミュニティ

くらし安全

課

地域安全マップ

づくり、ワーク

ショップ開催地

区数

地区 7 6 85.7 7 8 100.0

セーフコ

ミュニティ

くらし安全

課

地域安全マップ

づくり及びワー

クショップ参加

者のセーフコ

ミュニティに対

する関心度

％ - - - 100.0 93.6 93.6

セーフコ

ミュニティ

くらし安全

課

令和元年度

担当課

H30年度

主な実績内容

H30年度事業費 H30年度事業指標H29年度事業指標

30,977

300

17,729

252

事業

No.

単

位

施

策

実施計画事業名 事業目的 事業概要

① セーフコミュニティの継続的な推

進に向け、セーフコミュニティ総合指

導員を地域に派遣し、講習会を実施

し、啓発活動を行った。

② 対策委員会における事故やけがの

予防対策等、安心・安全に関する取組

や活動の推進を行った。

③２年に１度開催されるアジア地域

セーフコミュニティ会議を本市で開催

した。

 地域の危険個所を点検する地域安全

マップの作成や安心・安全に関する講

習会等の実施により、根拠に基づいた

安心・安全の取組を推進するセーフコ

ミュニティの活動の活性を図った。

1
セーフコミュニティ推進

事業

 「事故やけがは、偶然の結果

ではなく、予防できる」という

セーフコミュニティの観点か

ら、地域住民等との協働によ

り、誰もがいつまでも安心・安

全で健康に暮らせるまちづくり

に取り組み、セーフコミュニ

ティ認証都市として、世界に誇

れる安心・安全なまちを目指

す。

 セーフコミュニティの啓発活

動を行うとともに、対策委員会

による安心・安全対策の取組及

び安心・安全セーフコミュニ

ティ推進地区の活動等を推進す

る。

①

2
地域セーフコミュニティ

活動推進事業

 根拠に基づいた安心・安全の

取組を推進するセーフコミュニ

ティの手法を広く周知し、活動

の活性化を図るとともに、地域

の安心・安全に関する意識の高

揚を図る。

 地域の安心・安全に関する課

題抽出や対策の検討等を行う

ワークショップ及び地域の危険

箇所等を点検する地域安全マッ

プの作成等に対する支援を行

う。

①
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単位

ー 87.0%

21.9

代表となる指標
達成率平均

95.7%

代表となる指標

得点Ⓑ

23.9

87.8%

実施計画事業

指標得点Ⓒ

③ 市民生活の安定と向上

8
（仮称）本厚木駅南口自転車駐車場
整備事業

-

② 交通安全・放置自転車対策
　 の強化

目標値

年度

目標値

87.1%

6,115

ー 97.7% 99.5% 87.9%

H28年度 H29年度

R元年度H30年度

H30年度 R元年度

89.7% 100.0%

7,172 7,315 7,461 7,611 7,763
9,096 9,774

R2年度

R2年度

指標④

達成率

実施計画事業
指標達成率平均

単位

指標⑤

単位施策

実績値

年度 H26年度

達成率

年度 H25年 H27年

100.0%

実績値

目標値

指標③
消費生活に関する講演会、講座参加者数及
び移動番屋での啓発者数

年度 H25年度 H27年度単位

消費生活センターが実施する講演会、出前講座等の参
加者と移動番屋での啓発者数の合計値

件

％

目標値 － 7,031

達成率

実績値

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度

達成率

達成率

実績値

目標値

基本政策 Ⅰ 安心政策 分野 安心・安全

H26年度 H27年度 H28年度

　総合評価がＡであり、順調に進捗していることは評価するが、市民満足度『「安心して安全に暮らせるま
ちづくりが推進されている」と思う市民の割合』について、目標値を達成しておらず、平成29年度実績値と
比較すると、4.1ポイント低下している。また、代表となる指標及び実施計画事業指標の達成率が低い事業
もあるため、危機感を持って、更なる施策の推進を図られたい。

総合計画審議会からの意見

８ 安心・安全の向上に取り組む社会の実現
　 誰もが安心して安全に暮らせるまちをつくります

１ 地域防犯活動の推進
　犯罪がなく安心して安全に暮らすことができる地域社会を実現するため、地域における防犯活動を促
進します。

２ 交通安全・放置自転車対策の強化
　交通事故をなくすため、交通安全運動を推進し、一人一人の交通安全意識の更なる向上を図るととも
に、安心・安全で快適な空間を確保するため、放置自転車対策を推進します。

H30年度

H30年度

「安心して安全に暮らせるまちづくりが推進されている」と思う市民の割合

R元年度

◆代表となる指標 ［配点：25点］
指標①

R元年 R2年

基本施策

施策の
基本方針

－ 2,510 2,460

刑法犯認知件数

年度

6,434

単位

目標値

実績値 6,758

刑法犯認知件数

交通事故発生件数

H25年 H27年 H28年 H29年 H30年

100.0%

指標②

交通事故発生件数

実績値 2,622 2,222 2,382 1,903 1,685
達成率 ー 100.0% 100.0% 100.0%

件

％

2,200 2,000 2,000

単位 R元年 R2年

811 770
1,167 1,020 952 1,023 981

－ 997 947 899
H28年 H29年 H30年

854

実施計画事業名 達成率

H29年度 H30年度 R元年度 R2年度H27年度 H28年度

交通安全対策事業 87.1%
交通安全普及促進事業 96.3%

100.0%

放置自転車対策事業 40.0%6

R2年度H29年度単位

66.8 67.6

99.9%

－

ー 94.5% 96.9% 89.9%
％ 66.0 66.7

３ 市民生活の安定と向上
　悪質商法や振り込め詐欺、悪質サイトによる被害を防止するため、地域や関係団体などとの連携を強
化し、効果的な啓発を図ります。

総合評価

・市民満足度『「安心して安全に暮らせるまちづくりが推進されている」と思
う市民の割合』について、目標値を達成しておらず、平成29年度達成率と比較
すると、7.0ポイント低下していることから、市民目線に立った地域コミュニ
ティの在り方を改めて検証し、成果につながる施策を展開すること。
・実施計画事業「放置自転車対策事業」について、「放置自転車ゼロ」の実現
を目指し、現在進めている自転車等駐輪場の整備を着実に実施すること。

総合得点
（Ⓐ＋Ⓑ＋Ⓒ）

90.7 A
順調

R元年度 R2年度

◆市民満足度 ［配点：50点］（市民満足度調査で「満足」又は「やや満足」と回答した市民の割合）

単位

指標①

市民満足度
達成率平均

89.9%

年度

63.9 66.3 62.2

市民満足度

得点Ⓐ

44.9

指標②

2,000

人

％

9 消費生活相談・消費者意識啓発事業 100.0%

7
（仮称）旭町２丁目自転車等駐車場
整備事業

年度

71.0

達成率

実績値

目標値

◆実施計画事業指標 ［配点：25点］（各実施計画事業に複数の指標がある場合は、その平均値）

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度

No.

68.4 69.2 70.0

① 地域防犯活動の推進

1

5

防犯対策事業 81.9%
2 安心・安全対策整備事業 100.0%
3 本厚木駅周辺環境浄化対策事業 97.1%
4

/100 /25

/25
/50

/100
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実施計画取組実績（平成30年度実施事業）
Ⅰ-８ 安心・安全の向上に取り組む社会の実現

当初予算額

（千円）

決算額

（千円）
指標名 単位

H29年度

目標値

H29年度

実績値

H29年度

達成率

（％）

H30年度

目標値

H30年度

実績値

H30年度

達成率

（％）

1 ① 防犯対策事業

 市民の身近で発生している街

頭犯罪の未然防止及び犯罪に対

する抑止力の強化を図るととも

に、地域の自主防犯活動を推進

する。

 防犯意識の向上を図るため、

防犯啓発看板の設置及び防犯

キャンペーンや各種事業等での

啓発物品の配布を行う。

 また、防犯パトロール隊（隊

長、市民安全指導員）によるパ

トロールを実施するとともに、

地域において青色回転灯搭載車

（青パト）を運用して自主防犯

活動を実施する団体に対し、補

助金を交付する。

① 防犯啓発のため、防犯看板等の作

製や防犯キャンペーンを実施した。

② 防犯パトロール隊による市内巡回

パトロール等を実施した。

・防犯パトロール隊 7人

③ 地域の自主防犯活動を強化するた

め、地域の青パト活動に対し、交付金

を交付した。

・交付団体数 13団体

21,878 21,293

青色回転灯搭載

車（青パト）台

数

台 - - - 105 86 81.9

セーフコ

ミュニティ

くらし安全

課

2 ① 安心・安全対策整備事業

 見守りシステム（防犯カメ

ラ）を設置することにより、防

犯効果を高め、犯罪や非行等の

未然防止を図り、市民が安心し

て安全に暮らせるまちづくりを

具現化するとともに、防犯力の

向上を図る。

 市民の体感治安の向上を図る

ため、市立小・中学校36校の通

学路等に見守りシステム（防犯

カメラ）を設置する。

 市民の体感治安の向上を図るため、

市立小学校12校の通学路等に見守りシ

ステム（防犯カメラ）を設置した。
29,841 14,138

通学路等に防犯

カメラを設置す

る学校数

※カッコ内は総

数

校 - - - 12
(25)

12
(25) 100.0

セーフコ

ミュニティ

くらし安全

課

3 ①
本厚木駅周辺環境浄化対

策事業

 「厚木市客引き行為等防止条

例」に基づき、『客引き行為ゼ

ロ』を目指すとともに、犯罪の

未然防止と中心市街地の体感治

安の向上を図る。

 客引き行為等指導員による本

厚木駅周辺における駐留やパト

ロールを実施するとともに、自

治会、商店街及び警察等との協

働による環境浄化パトロール活

動を実施する。

① 番屋配置の客引き行為等指導員10

人（ローテーション）による本厚木駅

周辺のパトロールを始めとした防犯活

動を実施した。

② 年末年始におけるパトロールを委

託により実施した。

③ 本厚木駅周辺環境浄化対策協議会

による定期的な環境浄化パトロール等

を実施した。

40,544 40,092

「本厚木駅周辺

の体感治安がよ

くなった」と回

答したケータイ

ＳＯＳネット登

録者の割合

％ - - - 77.0 74.8 97.1

セーフコ

ミュニティ

くらし安全

課

4 ② 交通安全対策事業

 市民総ぐるみで交通安全を推

進し、交通安全意識の向上を図

るとともに、交通事故の防止を

図る。

 市内15地区の主要道路に監視

所を設置し、交通安全の啓発や

交通指導を実施するとともに、

交通安全教育、交通安全指導者

の育成及び児童・高齢者等への

交通安全に関する啓発活動を実

施する。

 また、交通関係団体が行う交

通安全啓発活動等を支援する。

 市内15地区の主要道路に監視所を設

置し、交通安全の啓発や交通指導を実

施するとともに、交通安全教育、交通

安全指導者の育成及び児童・高齢者等

への交通安全に関する啓発活動を実施

した。

 また、交通関係団体が行う交通安全

啓発活動等を支援した。

21,576 21,303
交通事故発生件

数
件 899 1,023 87.9 854 981 87.1 交通安全課

事業

No.
実施計画事業名 事業目的 事業概要

単

位

施

策

令和元年度

担当課

H29年度事業指標 H30年度事業指標

H30年度

主な実績内容

H30年度事業費
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当初予算額

（千円）

決算額

（千円）
指標名 単位

H29年度

目標値

H29年度

実績値

H29年度

達成率

（％）

H30年度

目標値

H30年度

実績値

H30年度

達成率

（％）

事業

No.
実施計画事業名 事業目的 事業概要

単

位

施

策

令和元年度

担当課

H29年度事業指標 H30年度事業指標

H30年度

主な実績内容

H30年度事業費

小学生の自転車

ヘルメット着用

率

％ - - - 80.0 75.2 94.0 交通安全課

スケアード・ス

トレイト教育に

より交通安全に

対する意識が向

上した生徒の割

合

％ - - - 100.0 98.5 98.5 交通安全課

6 ② 放置自転車対策事業

 本厚木駅周辺の放置自転車対

策を強化し、良好な生活環境の

保持及び安全で快適な市民生活

を確保する。

 放置自転車の指導啓発・整理

を行う。

 放置自転車の整理・移動及び自転車

等利用者への啓発を行った。

・放置自転車移動日数 134日

・放置自転車移動台数 1,218台

23,079 19,132 放置自転車台数 台 5 5 100.0 0 3 40.0 交通安全課

7 ②
（仮称）旭町２丁目自転

車等駐車場整備事業

 本厚木駅周辺における自転車

等駐車場の不足を解消し、『放

置自転車ゼロ』を実現するとと

もに、各方面にバランスよく配

置することにより、利用者の利

便性の向上を図る。

 自転車等駐車場が整備されて

いない本厚木駅南部方面の厚木

労働基準監督署跡地に、自転車

等駐車場を整備する。

 自転車等駐車場を整備するため、旧

厚木労働基準監督署を解体した。 51,119 15,200

（仮称）旭町２

丁目自転車等駐

車場整備の進捗

状況

- 用地取得 用地取得 100.0

解体設計・

解体工事・

建築設計

解体設計・

解体工事・

建築設計

100.0 交通安全課

8 ②
（仮称）本厚木駅南口自

転車駐車場整備事業

 本厚木駅周辺における自転車

等駐車場の不足を解消し、『放

置自転車ゼロ』を実現するとと

もに、各方面にバランスよく配

置することにより、利用者の利

便性の向上を図る。

 本厚木駅南口地区市街地再開

発事業における再開発ビル内

に、自転車専用駐車場を整備す

る。

－

（令和２年度から事業実施）
0 0

（仮称）本厚木

駅南口自転車駐

車場整備の進捗

状況

- - - - - - - 交通安全課

消費生活苦情相

談完結率
％ - - - 98.0 99.0 100.0

セーフコ

ミュニティ

くらし安全

課

消費生活に関す

る講演会・講座

参加者及び移動

番屋等での啓発

者数

人 7,315 9,096 100.0 7,461 9,774 100.0

セーフコ

ミュニティ

くらし安全

課

 幼児・児童や高齢者等を対象に、自

転車ヘルメットの購入費用の一部を助

成した。

 また、６歳未満の幼児が２人以上い

る養育者を対象に、幼児２人同乗用自

転車の購入費用の一部を助成した。

 さらに、市内中学生を対象に、教育

効果の高いスケアード・ストレイト教

育技法による自転車安全教室を実施し

た。（４校）

① 専門知識を有する消費生活相談員

による適切な相談を実施した。

② 複雑・多様化する悪質商法等に対

応するため、消費生活懇話会の協力に

より、消費者の意識啓発を行った。

9
消費生活相談・消費者意

識啓発事業

 消費者を取り巻く社会経済情

勢が大きく変化している中、消

費生活相談を実施することによ

り、消費者トラブルの早期解決

を図るとともに、啓発活動を行

うことにより、被害の未然防止

を図る。

 消費者トラブル等に関する相

談を実施する。

 また、消費者トラブルに遭わ

ないよう、悪質商法等に関する

啓発活動を実施する。

③

②5 交通安全普及促進事業
 自転車利用者の交通安全意識

の向上を図る。

 幼児・児童や高齢者等を対象

に、自転車ヘルメットの購入費

用の一部を助成する。

 また、６歳未満の幼児が２人

以上いる養育者を対象に、幼児

２人同乗用自転車の購入費用の

一部を助成する。

 さらに、市内中学生を対象

に、教育効果の高いスケアー

ド・ストレイト教育技法による

自転車安全教室を実施する。

4,084 3,069

9,471 9,065

重点事業
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100.0%

17,629 20,380 22,864

2.3 2.3 2.3

71.0%
64.4%

H27年度

2.5
2.3 2.8

25,235

R2年度

100.0%

② 災害対応力の充実

ー 100.0%

　効果的・効率的な立入検査を実施するとともに、防火意識の普及啓発活動を推進するなど、火災予防
対策を強化します。

総合評価

総合計画審議会からの意見

　市民満足度『「消防・救急体制が充実している」と思う市民の割合』について、目標値を達成しておらず、平
成29年度実績値と比較すると、2.0ポイント低下しており、また、代表となる指標及び実施計画事業指標の達成
率が低い事業もあるため、危機感を持って、更なる施策の推進を図られたい。

H29年度

総合得点
（Ⓐ＋Ⓑ＋Ⓒ）

16

人

％

B
おおむね

順調

目標値 －

普通救命講習会受講者数（累計）

単位
年度 H25年度

目標値

ー

沿道建築物耐震促進事業費補助事業

10 木造住宅耐震改修促進事業費補助事業

目標値

H30年度

９ 命と暮らしを守る社会の実現
　 市民・地域・行政が一体となった災害に強いまちづくりを推進します

１ 地域防災組織の強化

２ 災害対応力の充実
　国・県の防災計画等に沿った防災・減災対策の強化や災害時における情報収集・伝達手段の再構築、
自主防災隊や防災関係機関等との連携など、災害対応力の充実を図ります。

３ 消防力の充実・強化
　消防拠点施設や消防機械器具等の整備を始め、広域消防体制を推進するとともに、消防団や自主防災
隊等との連携を高め、消防・防災力を充実・強化します。

４ 救急体制の充実
　救急搬送傷病者の救命率を高めるため、市民に心肺蘇生法などの応急手当の普及啓発活動を推進する
とともに、消防と医療機関や市民との連携による救急救命体制の充実を図ります。

５ 防火対策の推進

　地域での防災・減災活動を強化するため、自主防災隊の更なる充実を図るとともに、災害時要支援者
等に対する支援体制を確立するなど、地域防災力の向上を図ります。

単位
－ 70.0

◆市民満足度 ［配点：50点］（市民満足度調査で「満足」又は「やや満足」と回答した市民の割合）

年度

地域防災計画改定事業

実績値 57.6 59.9 90.4%

H28年度

12 耐震改修促進計画改定事業指標①

H26年度 H27年度

「災害に強いまちづくりが推進されている」と思う市民の割合

71.0 72.0 73.0 74.0 75.0

市民満足度
達成率平均

R元年度

100.0%
83.3%
100.0%

-

100.0%

100.0%
100.0%

19 消防車両整備事業

20 消防水利整備事業

国民保護計画改定事業

15 災害廃棄物処理計画策定事業

消防団施設整備事業17

18 消防庁舎整備事業

14

22 消防力整備計画改定事業

23 救急推進事業 97.4%
24 防火意識啓発事業 98.4%

④ 救急体制の充実

⑤ 防火対策の推進

達成率 ー 100.0% 96.4% 100.0% 96.0%
％ 67.5 71.1 69.1

目標値 － 70.0 71.0 72.0 73.0 74.0
実績値 69.5 74.2

69.5

③ 消防力の充実・強化

81.1% 83.2% 84.8%
％ 65.9 60.5 61.9

88.5

・市民満足度『「災害に強いまちづくりが推進されている」と思う市民の割
合』及び『「消防・救急体制が充実している」と思う市民の割合』について、
目標値を達成しておらず、また、代表となる指標「地域防災リーダー等の講習
会参加者数」及び「防災講習会受講者数・震度体験者数」の達成率が低い。つ
いては、市民の皆様に「災害に強いまちづくりが推進されている」と思ってい
ただけるよう、積極的な施策展開を図るとともに、大規模な自然災害等の発生
に備え、防災意識の向上、災害対応力の強化を図るため、講習会等における参
加者の増加を図る工夫を行うこと。
・実施計画「木造住宅耐震改修促進事業費補助事業」について、令和元年度に
補助対象を拡大するなど事業の実施内容の見直しを行っているが、達成率の上
昇に向けて、引き続き効果検証を行うこと。

年度 H25年度

達成率

実績値

年度 H26年度 H30年度 R元年度

市民満足度

得点Ⓐ

45.2

「消防・救急体制が充実している」と思う市民の割合

指標②

H27年度 H28年度 H29年度単位

達成率

R2年度

R2年度

86.4%ー

100.0%

H30年度 R元年度

－ 2.5 2.5

100.0% 100.0%

27,500 30,000
H30年度

17,500
H29年度H27年度 H28年度

20,000

8,800

指標④

R元年度 R2年度

％

120 125

普通救命講習会の累計受講者数

R元年度 R2年度

22,500 25,000

人

％

件
103

H25年度

8,200
7,819 7,836

R2年度H27年度 H28年度

5,581 6,486

H29年度 H30年度

5,851
8,650目標値

実績値

111 116

H28年度 H29年度 H30年度年度
単位

目標値 － 101

防災指導員・防災推進員研修会、市民防災研修会等参
加者数の合計値

1,250

－ 8,050 8,350 8,500

厚木市が防災や災害対策などに関して、締結した協定
数

R元年度

地域防災リーダー等の講習会参加者数

年度 H25年度 H27年度 H28年度 H29年度

指標③

災害応急対策等に関する協定の締結数

年度
単位

達成率

達成率

H30年度

87.0%

基本政策 Ⅰ 安心政策 分野 防災 ◆代表となる指標 ［配点：25点］
指標①

R元年度 R2年度

基本施策

施策の
基本方針

－
単位

目標値 1,450
1,170実績値

防災講習会受講者及び震度体験者数の合計値

ー 93.6% 90.8% 64.4%

指標②

防災講習会受講者数・震度体験者数

1,180 1,174 901人

％

1,4001,300 1,5001,350
1,200

達成率 ー 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%
実績値 99 111 110 114

ー 97.3% 71.4% 66.8% 76.3%

H25年度 H27年度

119

3

防災用ベンチ整備事業

8 新型防災ラジオ整備事業

指定避難所等安全対策事業

6 準用河川安全対策事業

11

5 災害対策本部機能強化事業

2.9 3.4

No. 実施計画事業名

◆実施計画事業指標 ［配点：25点］（各実施計画事業に複数の指標がある場合は、その平均値）

％

単位施策

達成率 73.5% 100.0% 89.3%
実績値

-

100.0%

100.0%
5.0%

21.9

84.0%

100.0%

達成率

7

9 災害情報収集伝達強化事業

2

急傾斜地安全対策事業

100.0%

実施計画事業

指標得点Ⓒ

実施計画事業
指標達成率平均

87.9%

33.4%

96.1%

100.0%

総合防災訓練等事業

消防団活性化事業

13

4

代表となる指標
達成率平均

85.8%

21 消防資器材整備事業 100.0%

88.5%

指標⑤

出火率（人口１万人当たりの出火件数） 年間火災件数÷人口×10,000

12,470

1 地域防災力強化事業

2.6

① 地域防災組織の強化

代表となる指標

得点Ⓑ

21.4
件

単位 H28年度 H29年度

/25/100

/50 /25

57



実施計画取組実績（平成30年度実施事業）
Ⅰ-９ 命と暮らしを守る社会の実現

当初予算額

（千円）

決算額

（千円）
指標名 単位

H29年度

目標値

H29年度

実績値

H29年度

達成率

（％）

H30年度

目標値

H30年度

実績値

H30年度

達成率

（％）

1 ① 地域防災力強化事業

 「自分たちのまちは自分たち

で守る」を合言葉に活動する自

主防災隊及び避難所運営委員会

の育成・強化を図る。

 防災資機材等取扱研修会及び

市民防災研修会を開催するとと

もに、自主防災隊の防災資機材

倉庫の修繕・移設を行う。

 また、各避難所運営委員会に

対し、交付金を交付する。

① 防災指導員や防災推進員に対する

資機材等の取扱研修会及び市民防災研

修会を開催した。

② 自主防災隊の防災資機材倉庫の計

画的な修繕・移設を行った。

10,128 11,590

地域防災リー

ダー等の講習会

参加者数

人 - - - 1,400 901 64.4 危機管理課

防災訓練参加者

数
人 20,750 17,707 85.3 18,000 11,800 65.6 危機管理課

防災講習会受講

者数・震度体験

者数

人 8,350 5,581 66.8 8,500 6,486 76.3 危機管理課

3 ② 急傾斜地安全対策事業

 急傾斜地の崩壊による被害を

最小限にとどめ、市民の生命・

財産を守る。

 住居に隣接する傾斜30度以

上、高さ２ｍ以上の急傾斜地の

崩壊防止対策工事費に対し、補

助金を交付する。（神奈川県が

実施する急傾斜地崩壊対策工事

の対象を除く。）

 急傾斜地等の崩壊から市民の生命、

財産を守るため、崩壊防止対策工事費

の一部を助成した。
9,000 482

工事箇所の被害

軽減率
％ - - - 100.0 100.0 100.0 危機管理課

4 ②
指定避難所等安全対策事

業

 避難所を安全な施設として整

備することにより、災害時にお

ける二次災害を防止する。

 土砂災害警戒区域内に立地す

る避難所に必要な対策を講じる

ため、調査・工事等を行う。

 指定避難所となる南毛利小学校、緑

ケ丘小学校、ぼうさいの丘公園を整備

するための調査を行った。
1,500 3,219

指定避難所の調

査箇所数
か所 - - - 3 3 100.0 危機管理課

5 ②
災害対策本部機能強化事

業

 災害に迅速かつ的確に対応す

るため、災害対策本部の機能強

化を図る。

 本庁舎やぼうさいの丘公園、

協定施設など、災害対策本部と

なりうる施設の設備調査及び改

修等を行う。

 災害対策本部機能強化のため、調

査・研究を行った。 0 0

災害対策本部等

施設改修の進捗

状況

- - - - 調査・検討 調査・検討 100.0 危機管理課

洪水浸水想定区

域図整備延長

（2018-2020

年度累計）

※カッコ内は総

延長

km - - - 2.0
(11.6)

2.0
(11.6) 100.0

河川ふれあ

い課

水位観測施設監

視カメラ設置基

数

※カッコ内は総

数

基 - - - 2
(3)

3
(4) 100.0

河川ふれあ

い課

1,758 1,732

25,100 21,258

 洪水浸水ハザードマップに反映でき

るよう、準用河川山際川洪水浸水想定

区域図の作成及び、水位観測施設監視

カメラを3箇所設置した。

令和元年度

担当課

2 総合防災訓練等事業

 大規模な自然災害の発生に備

え、市民一人一人の防災意識の

高揚を図り、災害対応力を高め

る。

H30年度

主な実績内容

H30年度事業費 H30年度事業指標

① 起震車による震度体験を実施し

た。

・実施件数 56件

・体験者数 4,957人

② 啓発用パンフレット等を配布し

た。

・部数 430部

事業

No.
実施計画事業名 事業目的 事業概要

①

H29年度事業指標

②

 市民が的確な避難行動を選択

することができる分かりやすい

情報を表示・記載した実践的な

洪水ハザ－ドマップに反映でき

るよう、準用河川（山際川）の

洪水浸水想定区域図を作成す

る。

 また、準用河川（恩曽川、善

明川、山際川）の状況を常時監

視することで、増水時の氾濫を

事前に把握できるよう、水位観

測施設監視カメラを設置する。

単

位

施

策

6 準用河川安全対策事業

 市民が平時に水害リスクを認

識し、出水時に提供される情報

を適切に聞き、又は入手するこ

とにより、災害時に的確な避難

ができるよう、災害対策の充実

を図る。

 市や自主防災隊などが連携

し、総合防災訓練を実施すると

ともに、防災講習会及び地震体

験車による震度体験等を実施す

る。

 また、啓発用パンフレット等

を配布する。

重点事業
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当初予算額

（千円）

決算額

（千円）
指標名 単位

H29年度

目標値

H29年度

実績値

H29年度

達成率

（％）

H30年度

目標値

H30年度

実績値

H30年度

達成率

（％）

令和元年度

担当課

H30年度

主な実績内容

H30年度事業費 H30年度事業指標

事業

No.
実施計画事業名 事業目的 事業概要

H29年度事業指標単

位

施

策

7 ② 防災用ベンチ整備事業

 災害時に一時的な避難所とな

る公園の機能を充実させること

により、市民の生命・身体を保

護するとともに、市全体の災害

対応機能の向上を図る。

 住宅密集地の公園や高層集合

住宅に近接した公園等に、トイ

レ・かまど・収納機能を有する

防災用ベンチを整備する。

 藤塚みどり公園の１公園に防災用ベ

ンチを設置した。 3,500 3,034

防災用ベンチ整

備公園数

（2018-2020

年度累計）

※カッコ内は総

数

公園 - - - 1
(73)

1
(73) 100.0 公園緑地課

8 ② 新型防災ラジオ整備事業
 災害時における情報発信の充

実・強化を図る。

 防災行政無線を補完する防災

ラジオを有償配布する。

 市民や団体等に対する、防災ラジオ

の有償配布を行った。
16,525 15,895

新型防災ラジオ

配布台数

（2018-2020

年度累計）

台 - - - 500 420 84.0 危機管理課

9 ②
災害情報収集伝達強化事

業

 災害時における情報収集・伝

達の強化を図り、的確かつ迅速

な災害対応を行う。

 災害現場と災害対策本部の情

報共有を図るため、最新の機能

を有した携帯型緊急災害用無線

機を配備する。

 災害現場と災害対策本部の情報共有

を図るため、最新機能を有した携帯型

緊急災害用無線機を配備した。
5,977 4,917

携帯型緊急災害

用無線機配備台

数

台 - - - 25 25 100.0 危機管理課

木造住宅耐震診

断助成件数
件 20 7 35.0 20 3 15.0 建築指導課

木造集宅耐震改

修設計助成件数
件 12 4 33.3 10 0 0.0 建築指導課

木造住宅耐震改

修工事助成件数
件 - - - 10 0 0.0 建築指導課

耐震診断義務沿

道建築物耐震診

断助成件数

件 - - - 3 2 66.7 建築指導課

耐震診断義務沿

道建築物耐震改

修設計助成件数

件 - - - 3 0 0.0 建築指導課

耐震診断義務沿

道建築物耐震改

修工事・監理助

成件数

件 - - - - - - 建築指導課

 対象建築物の耐震診断に対し、補助

金を交付した。

13,000 225

45,288 29,209

 木造住宅の耐震診断に対し、補助金

を交付した。

②

 地震による住宅の倒壊の被害

を軽減するため、木造住宅の耐

震化を促進する。

 昭和56年以前の旧耐震基準で

建築された木造住宅を対象とし

て、耐震診断及び耐震改修工事

に要する費用に対し、補助金を

交付する。

11
沿道建築物耐震促進事業

費補助事業

 大地震による建築物の倒壊に

よって緊急輸送路が閉塞され、

市民の避難や緊急車両等の通行

の障害とならないよう、沿道建

築物の耐震化を促進する。

 緊急輸送路に接し、かつ一定

の高さを超える旧耐震基準で建

築された沿道建築物を対象とし

て、耐震診断、耐震設計及び耐

震改修工事に要する費用に対

し、補助金を交付する。

10
木造住宅耐震改修促進事

業費補助事業
②
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当初予算額

（千円）

決算額

（千円）
指標名 単位

H29年度

目標値

H29年度

実績値

H29年度

達成率

（％）

H30年度

目標値

H30年度

実績値

H30年度

達成率

（％）

令和元年度

担当課

H30年度

主な実績内容

H30年度事業費 H30年度事業指標

事業

No.
実施計画事業名 事業目的 事業概要

H29年度事業指標単

位

施

策

12 ②
耐震改修促進計画改定事

業

 「耐震改修促進法」及び「神

奈川県耐震改修促進計画」を踏

まえ「厚木市耐震改修促進計

画」を改定し、これらに基づ

き、既存建築物の地震に対する

安全性の向上を計画的に促進す

る。

 建築物の耐震改修の促進に向

け、耐震化の目標と施策等を定

めた「厚木市耐震改修促進計

画」を改定する。

 厚木市耐震改修促進計画改定に向

け、国や県の耐震改修促進計画改定の

情報収集を行った。
0 0

耐震改修促進計

画の改定
- - - - - - - 建築指導課

地震被害想定調

査の実施
- - - - 調査実施 調査実施 100.0 危機管理課

地域防災計画の

改定
- - - - 改定 改定 100.0 危機管理課

洪水ハザード

マップの作成
- - - - 作成 作成 100.0 危機管理課

14 ② 国民保護計画改定事業

 武力攻撃や大規模テロなどか

ら、市民の生命、身体及び財産

を保護し、被害を最小限にとど

める。

 武力攻撃や大規模テロなどが

発生した際の警報の伝達や避難

住民の誘導、避難住民等への救

護について定めた「厚木市国民

保護計画」を改定する。

 武力攻撃や大規模テロなどが発生し

た際の警報の伝達や避難住民の誘導、

避難住民当への救護について定めた

「厚木市国民保護計画」を改定した。

1,512 1,286
国民保護計画の

改定
- - - - 改定 改定 100.0 危機管理課

15 ②
災害廃棄物処理計画策定

事業

 大規模災害の発生時に、大量

の災害廃棄物を適切かつ迅速に

処理し、早期の復旧・復興を図

る。

 国の災害廃棄物対策指針及び

県の災害廃棄物処理計画に基づ

き、「厚木市地域防災計画」と

の整合を図りながら、「厚木市

災害廃棄物処理計画」を策定す

る。

 水害被害想定に基づく災害廃棄物の

推計等に係る基礎調査を実施した。 3,000 2,268
災害廃棄物処理

計画の策定
- - - -

 水害編基礎

 調査

水害編基礎

調査
100.0 環境事業課

 今後発生が予想される大規模地震に

ついて、市独自の地震被害想定調査を

行い、災害リスク等を把握した上で、

過去の災害から学んだ教訓や対策、新

たな法改正等を反映させた、現状に即

した地域防災計画とするために改訂を

行った。

 また、新しい浸水区域や避難所等を

掲載した洪水浸水ハザードマップを作

成し、全戸配布した。

29,861
(繰越明許

含む)

37,000
(繰越明許

含む)
13 地域防災計画改定事業

 災害に強いまちづくりを推進

するため、地震等の災害により

想定される被害の軽減を図る。

 本市における地震対策の基礎

資料として、地震被害想定調査

を実施し、地震や風水害などの

災害による被害を軽減するため

の防災行政の指針となる「厚木

市地域防災計画」を改定する。

 また、浸水の区域や程度、避

難所等を掲載した洪水ハザード

マップを作成し、全戸配布す

る。

②

重点事業
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当初予算額

（千円）

決算額

（千円）
指標名 単位

H29年度

目標値

H29年度

実績値

H29年度

達成率

（％）

H30年度

目標値

H30年度

実績値

H30年度

達成率

（％）

令和元年度

担当課

H30年度

主な実績内容

H30年度事業費 H30年度事業指標

事業

No.
実施計画事業名 事業目的 事業概要

H29年度事業指標単

位

施

策

消防団員装備品

改善率

※2023年度に

100％

％ - - - 58.0 58.0 100.0 消防総務課

大規模災害サ

ポート隊員数
人 60 67 100.0 76 70 92.1 消防総務課

17 ③ 消防団施設整備事業
 地域防災の拠点施設である消

防団施設の充実・強化を図る。

 老朽化した木造の消防団器具

置場の建替えを行う。

 第４分団第３部器具置場（上荻野）

の更新整備を行った。 7,116 7,090

消防団器具置場

建替棟数

（2018-2020

年度累計）

棟 - - - 1 1 100.0 警防課

相川分署整備の

進捗状況
-

用地買収測

量
移転先選定 30.0

用地取得・

基本設計・

実施設計・

地盤調査

用地取得、

基本・実施

設計、

委託契約

50.0 消防総務課

南毛利分署整備

の進捗状況

※2021年度完

成予定

-
基本構想の

策定

消防署所適

正配置基本

計画の策定

100.0
用地測量・

用地取得等

用地測量・

用地取得等
100.0 消防総務課

消防本部・厚木

消防署本署整備

に向けた進捗状

況

-

消防署所基

本構想の策

定

消防署所適

正配置基本

計画の策定

100.0 検討 検討 100.0 消防総務課

① 消防団員装備品の改善及び消防団

安全装備品の整備を行った。

・防火衣 52着

・消防団長靴 116足

・防寒着 302着

② 大規模災害サポート隊の体制の充

実を図った。

・隊員数 70人

（平成31年3月31日現在）

・資機材取扱等訓練や机上訓練等を実

施

① 相川分署新築事業

 用地取得を完了し、基本・実施設

計、委託契約を行った。

② 南毛利分署新築事業

 用地測量・用地取得を完了した。

14,327 13,495

65,748 94,25518 消防庁舎整備事業

 各種災害に迅速・的確に対応

するため、消防・防災拠点であ

る消防庁舎機能の充実を図る。

 東名高速道路及び新東名高速

道路上での災害対応等を行う相

川分署の機能の充実を図るた

め、移転整備する。

 また、建築年数が古く、狭あ

いな南毛利分署を地域の消防防

災拠点施設として機能を充実さ

せるため、移転整備する。

 さらに、大規模災害発生時の

消防・防災活動の中枢拠点とな

る消防本部の機能強化を図るた

め、新たな消防本部庁舎の整備

に向けた取組を行う。

③

16 消防団活性化事業

 消防力の強化を図るため、地

域防災の要である消防団員の過

酷な災害現場での活動環境に対

応する装備品の改善・充実を図

るとともに、大規模災害時に消

防団員を支援する体制を充実さ

せる。

 地域防災力の中核として活動

する消防団員の安全装備品等を

整備する。

 また、消防団及び消防職退職

者が有する知識や技能、経験を

いかし、消防活動を後方から支

援する「厚木市大規模災害サ

ポート隊」の体制を充実させ

る。

③

重点事業
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当初予算額

（千円）

決算額

（千円）
指標名 単位

H29年度

目標値

H29年度

実績値

H29年度

達成率

（％）

H30年度

目標値

H30年度

実績値

H30年度

達成率

（％）

令和元年度

担当課

H30年度

主な実績内容

H30年度事業費 H30年度事業指標

事業

No.
実施計画事業名 事業目的 事業概要

H29年度事業指標単

位

施

策

19 ③ 消防車両整備事業

 複雑多様化・大規模化する災

害に迅速かつ的確に対応するた

め、消防車両を整備し、消防力

の充実・強化を図る。

 使用状況及び経過年数により

老朽化した消防車両を更新整備

する。

① 小型動力ポンプ付積載車の更新整

備を行った。

・４台

② 高規格救急自動車の更新整備を

行った。

・１台

③ 水難救助車の更新整備を行った。

・１台

④ 総務省消防庁からの拠点機能形成

車の無償配備

・１台

48,302 42,699

消防車両整備台

数（2018-

2020年度累

計）

台 - - - 6 7 100.0 警防課

20 ③ 消防水利整備事業

 火災発生時における消防活動

を効率的・効果的に行うため、

消防水利の充足を図る。

 国が示す消防水利の基準に基

づき、40ｔ以上の防火水槽を公

園等の市有地に整備する。

 平成30年度に上落合地内の新東名高

速道路の高架下に防火水槽１基の整備

を計画していたが、新東名高速道路の

工事の進捗状況から、平成31年度以降

に変更した。

0 0

耐震性防火水槽

整備基数

（2018-2020

年度累計）

基 - - - - - - 警防課

高圧容器（空気

ボンベ）更新整

備本数（2018-

2020年度累

計）

本 - - - 20 20 100.0
厚木消防署

北消防署

陽圧式化学防護

服整備着数

（2018-2020

年度累計）

着 - - - 4 4 100.0
厚木消防署

北消防署

消防用ホース更

新整備本数

（2018-2020

年度累計）

本 - - - 35 35 100.0
厚木消防署

北消防署

22 ③ 消防力整備計画改定事業

 災害発生状況や環境の変化を

考慮し、将来を見据えた上で、

安心して安全に暮らすことがで

きるよう、消防力の強化を図

る。

 本市の地理的条件や交通事情

等を考慮し、消防署所や職員の

適正配置、救急救命の充実・高

度化への対応、防火安全対策の

徹底及び消防団の充実など、消

防力の整備を総合的かつ計画的

に進めるため、「厚木市消防力

整備計画」を改定する。

 厚木市消防力整備計画の改定を行

い、新たにスタートするとともに、今

後の計画に向け検討を行った。

0 0
消防力整備計画

の改定
- - - - 検討 検討 100.0 消防総務課

 空気呼吸器用高圧容器（空気ボン

ベ）20本、陽圧式化学防護服４着及び

消防用ホース35本の整備を行った。

21 ③ 7,637 5,936消防資器材整備事業

 複雑多様化する災害に的確に

対応するため、消防資器材の整

備を行い、消防力の充実・強化

を図る。

 空気呼吸器用高圧容器（空気

ボンベ）、陽圧式化学防護服及

び消防用ホースを更新整備し、

機能向上を図る。
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当初予算額

（千円）

決算額

（千円）
指標名 単位

H29年度

目標値

H29年度

実績値

H29年度

達成率

（％）

H30年度

目標値

H30年度

実績値

H30年度

達成率

（％）

令和元年度

担当課

H30年度

主な実績内容

H30年度事業費 H30年度事業指標

事業

No.
実施計画事業名 事業目的 事業概要

H29年度事業指標単

位

施

策

普通救命講習会

受講者数

※カッコ内は総

数

人 (22,500) (22,864) 100.0 2,500
(25,000)

2,371
(25,235) 94.8 救急救命課

市民救命サポー

ト隊設置地区数

（累計）

地区 - - - 2 3 100.0 救急救命課

火災予防啓発イ

ベント参加者数
人 11,400 12,186 100.0 3,200 3,653 100.0 予防課

事業所等への消

防訓練指導回数
回 - - - 105 108 100.0 予防課

住宅用火災警報

器設置率
％ - - - 93.0 88.5 95.2 予防課

24 防火意識啓発事業

 火災のないまちを目指し、市

民等の防火意識を高め、防火対

策の推進を図る。

 火災予防運動週間や立入検査

などを通じ、市民や事業所等に

対して防火意識を啓発するとと

もに、住宅用火災警報器の設置

及び維持管理の重要性を周知す

る。

① 市内防火対象物への立入検査を実

施した。

・実施件数 1,721件

② 夏休み消防体験教室等のイベント

を開催した。

・参加者数 3,653人

③ 事業所等へ職員を派遣し、消防訓

練指導を実施した。

・実施回数  108回

④ 住宅用火災警報器の設置促進及び

維持管理の啓発を行った。

・設置率 88.5％

5,265 4,736⑤

14,482 13,480④

① 応急手当普通救命講習会を実施し

た。

・実施回数 124回

・受講者数 2,371人

② 市民救命サポート隊を発足した。

 古松台自治会

・隊員数 16人

③ 気管挿管資格取得研修を実施し

た。

・養成者数 ２人

④ 救急救命士就業前病院実習を実施

した。

・実習者数 ２人

⑤ 全救急隊員(救急救命士以外含む)が

病院派遣による医師の指導のもと効果

的な研修を実施した。

（静脈路確保・気管挿管・薬剤投与・

12誘導心電図モニター等）

23 救急推進事業

 救命率の向上を図るため、応

急手当の普及啓発、救急高度化

の推進及び医療機関との連携に

よる救急救命体制の充実を図

る。

 市民を対象に救急救命講習会

を実施するとともに、地域住民

で組織し、救急車到着までの応

急処置を行う「市民救命サポー

ト隊」を拡充する。

 また、救急隊員の資質向上を

図るため、医療機関と連携した

派遣型救急ワークステーション

方式による効果的な研修を実施

する。
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Ⅱ 成長政策 

１ 学校教育の一層充実した社会の実現 

２ 社会教育の一層充実した社会の実現 

３ いつでも生涯学習に取り組むことができる社会の実現 

４ 文化芸術に親しむことができる社会の実現 

５ 誰もがスポーツに親しむことができる社会の実現 
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A
順調

全国学力・学習状況調査の全国平均正答
率との比較【小学校】

全国の平均正答率と本市の平均正答率の差

ー 100.0% 96.1%

単位施策

59.0 66.0

年度 H25年度 H27年度

74.0 69.5
％

達成率 87.3% 100.0%

-4.2

改修済みの校舎の棟数÷改修対象の校舎の棟数×100

単位

H28年度

2 中学校少人数学級実施事業

学校支援プロジェクト推進事業

外国籍児童・生徒等支援事業

① 「確かな学力」を身に付け
　 る教育の推進

100.0%

93.0%

95.7%

18

91.3%
100.0%

22

23

24

25

校舎等整備事業

校庭整備事業

学校給食施設整備事業

小・中学校ＩＣＴ化推進事業

単位

11

　総合評価がＡであり、順調に進捗していることは評価するが、市民満足度『「学校教育が充実している」と思う
市民の割合』について、目標値を達成しておらず、また、代表となる指標及び実施計画事業指標の達成率が低い事
業もあるため、危機感を持って、更なる施策の推進を図られたい。

◆市民満足度 ［配点：50点］（市民満足度調査で「満足」又は「やや満足」と回答した市民の割合）

市民満足度
達成率平均

登校支援推進事業

小中一貫教育推進事業

教育研修・活動助成事業

ＳＥＬ教育基金事業

目標値

89.3%

市民満足度

得点Ⓐ

84.1

就学支援事業

100.0%

56.0
H30年度

50.0

17 特別支援教育推進事業
58.057.0

R元年度 R2年度
16

15

6

「学校教育が充実している」と思う市民の割合

89.1%

年度 H26年度

H30年度年度
単位 R元年度 R2年度H26年度 H27年度 H28年度 H29年度

指標②

95.2%

5

9 教育振興基本計画改定事業 -

7 小・中学校保護者負担軽減事業 67.2%
8

10

100.0%
99.3%

14 教育調査研究事業

先生のための研修事業

100.0%

54.0 55.0
99.2%

青少年教育相談事業

指標①

12

－ 1,950

指標⑤

2,200 2,500 2,550 2,600
実績値 1,900 2,087 2,183 2,439 2,464

H29年度 H30年度 R元年度 R2年度

+0.4

基本政策 Ⅱ 成長政策 分野 教育 ◆代表となる指標 ［配点：25点］

R元年度 R2年度

基本施策

指標① 把握・算出方法等

単位
年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

１ 学校教育の一層充実した社会の実現
　 子どもの生きる力を育む学校教育の充実を図ります

１ 「確かな学力」を身に付ける教育の推進

施策の
基本方針

指標②

実績値
　基礎的・基本的な知識や技能について、一層の定着を図るとともに、学ぶ意欲や思考力、判断力等の
「確かな学力」を身に付ける教育を推進します。

２ 豊かな心と健やかな体を育む教育の推進

３ 課題やニーズに対応した信頼される学校づくりの推進

-3.2
目標値

目標値

 ポイント

％

 ポイント

全国学力・学習状況調査の全国平均正答
率との比較【中学校】

全国の平均正答率と本市の平均正答率の差

92.8% 93.8%

+2.0+1.2 +1.6
-3.94

－ ±0
-3.3 -2.3

ー達成率

学校施設整備の進捗率

把握・算出方法等

年度 H26年度 H29年度 R元年度

-0.7

R2年度

-0.5

H25年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度

実績値

60.0

96.3% 91.6%

ー 95.5% 100.0%

達成率

実績値

　学校、家庭及び地域が連携し、豊かな心や健やかな体を育み、規範意識を養う教育を推進します。

　教職員一人一人の資質・能力や学校の組織的な対応力の向上など、家庭や地域と連携した取組を通し
て、信頼される学校づくりを推進します。

+1.5
-2.0 -0.5 -1.68

ー 99.2% 98.3%達成率 98.2% 96.0%

指標③

H28年度

実績値

単位 H27年度 H30年度

終結した継続相談ケース÷継続相談ケース×100

95.6% 89.3% 89.3%

総合評価

ー 94.2%

90.8
　市民満足度『「学校教育が充実している」と思う市民の割合』について、
目標値を達成していないため、引き続き、真に求められる教育を考え、積極
的に取組を推進するとともに、教育環境日本一を目指す、本市取組の認知度
を向上させるため、他自治体の取組等の比較等を含め、効果的な周知を図る
こと。

総合計画審議会からの意見

達成率

％実績値 52.1 49.9 51.6 49.1
目標値 － 53.0

+0.8

目標値 2,000

－ ±0 +0.3 +0.6 +0.9 +1.2

40.3
58.0－ 58.0 58.0

R2年度単位

教職員研修・研究会参加者数 教職員の研修会への参加者数

％

年度

44.6

４ 安心・安全で快適な教育環境の整備・充実
　安心・安全で快適な学校生活を送るため、けがの防止や施設の改善など、教育環境の整備を推進しま
す。
　また、安心・安全でおいしい給食の提供のため、学校給食環境の整備・充実を図ります。 56.9

単位
100.0

実績値 50.0 59.0 63.4 64.6 69.5
目標値 －

%

H27年度 H28年度

教育相談終結率（継続相談ケースのみ）

総合得点
（Ⓐ＋Ⓑ＋Ⓒ）

H27年度 H28年度 H29年度

48.9

指標④

60.0目標値

達成率

％ 55.4 58.2
60.0

84.3% 67.2%

No. 実施計画事業名 達成率

94.6%

100.0%

89.7%

98.4%

100.0%

3 学力ステップアップ推進事業 98.8%
4 小学校児童支援推進事業

英語教育推進事業

100.0%
13

1

59.7%

100.0%

100.0%
100.0%

90.7%

代表となる指標
達成率平均

代表となる指標

得点Ⓑ

22.6

実施計画事業
指標達成率平均

94.6%

実施計画事業

指標得点Ⓒ

23.6

◆実施計画事業指標 ［配点：25点］（各実施計画事業に複数の指標がある場合は、その平均値）

達成率 ー 100.0% 100.0% 100.0% 98.6%

H29年度 H30年度 R元年度 R2年度年度 H26年度
予測値

人

④ 安心・安全で快適な教育環
　 境の整備・充実

② 豊かな心と健やかな体を育
　 む教育の推進

19 児童・生徒登下校等安全推進事業

20 インターナショナルセーフスクール推進事業

校舎・体育館改修事業21

③ 課題やニーズに対応した信
　 頼される学校づくりの推進

適応指導教室運営事業

/100

/50
/25

/25
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実施計画取組実績（平成30年度実施事業）
Ⅱ-１ 学校教育の一層充実した社会の実現

当初予算額

（千円）

決算額

（千円）
指標名 単位

H29年度

目標値

H29年度

実績値

H29年度

達成率

（％）

H30年度

目標値

H30年度

実績値

H30年度

達成率

（％）

「英語が好き」

と答えた児童・

生徒の割合

％ - - - 85.0 67.5 79.4 教育指導課

「ＡＬＴと一緒

に授業をするの

が好き」と答え

た児童・生徒の

割合

％ - - - 95.0 96.0 100.0 教育指導課

「生徒の学習意

欲が向上した」

と感じる学校の

割合

％ - - - 90.0 85.4 94.9 教職員課

「生徒の生活態

度が向上した」

と感じる学校の

割合

％ - - - 97.5 81.25 83.3 教職員課

42,53143,060

 市立全小・中学校に、英語を母語と

する外国語指導助手を配置した。

【配置人数】

 11人

【配置日数】

・小学校 1,030日

・中学校 885日

 児童・生徒の国際理解の素地

を培い、コミュニケーション活

動を中心とした英語教育の推進

を図る。

 市立全小・中学校に英語を母

語とする外国語指導助手を配置

するほか、外国語指導助手によ

る小学校教員への研修を行う。

 また、学校外で児童・生徒が

英語に触れる活動を実施する。

2
中学校少人数学級実施事

業

 生徒が落ち着いた学校生活を

送ることができるよう、学校の

実態に応じて35人以下の学級編

制を行うことにより、学力の向

上や問題行動と不登校の減少を

図る。

 いわゆる中１ギャップの未然

防止のため、また、学校の実態

に応じて少人数の学級編制を行

い、生徒一人一人に対してきめ

細かな指導を行うことができる

よう、非常勤講師を派遣する。

1 英語教育推進事業

令和元年度

担当課

事業

No.

単

位

施

策

実施計画事業名 事業目的 事業概要

H30年度事業指標

H30年度

主な実績内容

H30年度事業費 H29年度事業指標

①

①

4,6975,220

 生徒一人一人に対してきめ細かな指

導を行うことができるように、中学校

に非常勤講師を派遣した。

・派遣者数 ３人

重点事業

重点事業
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当初予算額

（千円）

決算額

（千円）
指標名 単位

H29年度

目標値

H29年度

実績値

H29年度

達成率

（％）

H30年度

目標値

H30年度

実績値

H30年度

達成率

（％）

令和元年度

担当課

事業

No.

単

位

施

策

実施計画事業名 事業目的 事業概要

H30年度事業指標

H30年度

主な実績内容

H30年度事業費 H29年度事業指標

「先生と支援員

がいることで、

学習が分かりや

すく、意欲的に

取り組める」と

思う児童・生徒

の割合

％ - - - 90.0 87.8 97.6 教育指導課

「ＩＣＴを活用

した学習を分か

りやすい、楽し

い」と思う児

童・生徒の割合

％ - - - 85.0 92.7 100.0 教育指導課

「児童の学習意

欲が向上した」

と感じる学校の

割合

％ 90.0 94.4 100.0 90.0 96.3 100.0 教職員課

「児童の生活態

度が向上した」

と感じる学校の

割合

％ 92.0 94.4 100.0 97.5 94.4 96.8 教職員課

5 ① 教育研修・活動助成事業

 児童・生徒の学習活動による

特色ある学校づくりの推進及び

教職員の教育活動や教育の向上

を目指す。

 「確かな学力」の確立や豊か

な心・健やかな体の育成、魅力

ある学校づくりの推進などに係

る重要課題や新たな課題等を解

決するための事業及び特色ある

学校づくりや教育の資質向上に

資する研究活動に対し、交付金

を交付する。

 より良い教育活動の実践や特色ある

学校づくりを推進するための必要経費

や研究活動費に対し、市立全小・中学

校に交付金を交付した。

35,815 35,813

地域人材や講師

などが児童・生

徒１人に対して

関わる人数

人 2.30 2.60 100.0 2.40 2.69 100.0 教育指導課

 児童・生徒一人一人の実態に

応じたきめ細かい学習指導の一

層の充実を図るとともに、児

童・生徒の「確かな学力」の向

上を図る。

 市立全小・中学校に学力ス

テップアップ支援員を配置し、

児童・生徒の学習活動の支援を

行う。

 また、市立小学校において、

タブレットを活用した個別の学

習支援を行う「あつぎＩＣＴ元

気塾」を実施する。

3
学力ステップアップ推進

事業

4 小学校児童支援推進事業

 不登校やいじめ、問題行動な

どに対してきめ細かな対応がで

きるよう、児童支援体制の推進

を図る。

 児童指導担当教員等が「チー

ム支援」の核となり、不登校や

いじめ、問題行動等を未然に防

止し、早期発見することができ

るよう、授業を受け持つ非常勤

講師を小学校に派遣する。

①

①

27,91328,668

 不登校やいじめ、問題行動などに対

してきめ細かな対応ができるように、

小学校に非常勤講師を派遣した。

・派遣者数 18人

69,86672,994

① 充実した教育活動を推進するた

め、支援員を派遣して学習支援を行っ

た。

【派遣者数】

・小学校 41人

・中学校 34人

② 市立小学校23校の３年生を対象

に、個別の学習指導を行った。

・受講児童数 920人
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当初予算額

（千円）

決算額

（千円）
指標名 単位

H29年度

目標値

H29年度

実績値

H29年度

達成率

（％）

H30年度

目標値

H30年度

実績値

H30年度

達成率

（％）

令和元年度

担当課

事業

No.

単

位

施

策

実施計画事業名 事業目的 事業概要

H30年度事業指標

H30年度

主な実績内容

H30年度事業費 H29年度事業指標

6 ① ＳＥＬ教育基金事業

 「確かな学力」を身に付けた

心豊かで健康な児童・生徒の育

成を図る。

 「厚木市ＳＥＬ教育基金」を

活用し、自然科学分野の自由研

究や科学作品の募集・表彰及び

企業・大学と連携したおもしろ

理科教室等を実施する。

① 市立小・中学校において、児童・

生徒を表彰するための記念品等を購入

した。

② こども科学賞の作品展示及び表彰

式を実施した。

③ 市立全小学校において、「おもし

ろ理科教室」を大学及び企業の協力を

得て実施した。

・実施回数 23回

・協力大学数 ３校

・協力企業数 ７社

2,132 1,747
こども科学賞展

示会の満足度
％ 100.0 98.8 98.8 100.0 100.0 100.0 教育指導課

7 ①
小・中学校保護者負担軽

減事業

 教育に係る保護者の経済的負

担の軽減を図る。

 図工科や音楽科、美術科、技

術・家庭科を中心とした実習材

料及びクラブ活動に係る消耗

品・備品や部活動に係る備品、

学級活動費の一部を公費で負担

する。

 保護者の経済的負担を軽減するた

め、教育活動に必要な教材教具に係る

経費の一部を公費で負担した。

【公費負担率】

・小学校 13.4％

・中学校 20.1％

46,032 45,531
保護者負担軽減

割合
％ 25.0 16.8 67.2 25.0 16.8 67.2 学務課

「中学校での学

習の仕方が分か

り、授業が楽し

み」と思う児童

の割合

％ 83.0 78.2 94.2 85.0 81.8 96.2 教育指導課

全国学力・学習

状況調査の全国

平均正答率との

比較（小学校）

ポイン

ト
+0.8 -3.2 93.8 +1.2 -3.9 91.6 教育指導課

全国学力・学習

状況調査の全国

平均正答率との

比較（中学校）

ポイン

ト
+0.6 -0.5 98.2 +0.9 -1.7 96.0 教育指導課

9 ①
教育振興基本計画改定事

業

 教育環境日本一を目指し、児

童・生徒の学力を向上するとと

もに、豊かな心や健やかな体を

育む教育を推進する。

 国の「教育振興基本計画」を

踏まえ、教育委員会基本目標及

び基本方針を実現するための

「厚木市教育振興基本計画」を

改定する。

 令和元年度から改定に向け検討予定 0 0
教育振興基本計

画の改定
- - - - - - - 教育総務課

8 小中一貫教育推進事業

 小・中学校９年間を見通した

教育課程編成及び指導方法の工

夫改善の在り方の研究を通し

て、学力向上に向けた取組を推

進する。

 中学校区において、小・中学

校間の効果的なカリキュラム編

成等についての実践研究や学力

向上につながる研修を実施す

る。

 また、児童の中学校に対する

不安を和らげるために行う教員

の小・中学校での授業の兼務を

円滑に行うため、中学校に非常

勤講師を派遣する。

① 3,7493,679

① 児童・生徒の学力向上に向け、市

立全小・中学校を対象に、同一中学校

区にある小・中学校を研究グループと

して、小・中学校合同研修会を開催し

た。

② 中学校教員の小・中学校での授業

の兼務を円滑に行うため、中学校に非

常勤講師を派遣した。

・派遣者数 ２人
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（千円）
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H30年度事業指標

H30年度

主な実績内容

H30年度事業費 H29年度事業指標

改善率（青少年

心理相談員との

教育相談を通し

て好ましい変化

が見られるよう

になった割合）

％ - - - 80.0 94.2 100.0

青少年教育

相談セン

ター

元気アップアシ

スタントに関

わった児童・生

徒の満足度

％ - - - 80.0 84.3 100.0

青少年教育

相談セン

ター

不登校出現率

（小学校の総児

童数に占める不

登校児童数の割

合）

％ 0.25 0.64 39.1 0.25 0.89 28.1

青少年教育

相談セン

ター

不登校出現率

（中学校の総生

徒数に占める不

登校生徒数の割

合）

％ 2.36 3.69 64.0 2.36 4.63 51.0

青少年教育

相談セン

ター

改善率（初期段

階の不登校の児

童・生徒が登校

支援によって改

善した割合）

％ - - - 80.0 86.8 100.0

青少年教育

相談セン

ター

11 登校支援推進事業

 児童・生徒の不登校を未然に

防止するとともに、初期段階で

の支援を充実し、早期の学校復

帰に向けた取組を推進する。

 児童・生徒の不登校を減少さ

せるため、学校教育指導員が計

画的に学校を訪問し、不登校の

状況を把握するとともに、課題

解決に向けた指導・助言を行

う。

 また、児童・生徒やその保護

者からの相談に対する教職員の

対応の向上を図るため、不登校

対策推進実践連絡会議や各種研

修会を実施する。

10 青少年教育相談事業

 青少年が抱える課題に対し、

相談を通して子どもの心に寄り

添い、一人一人の自立を支援す

る。

 学校生活等において悩みを抱

える青少年やその保護者に対

し、青少年心理相談員、家庭訪

問相談員及び教育ネットワーク

コーディネーターが教育相談活

動を行う。

 また、市立全小・中学校に元

気アップアシスタントを配置

し、児童・生徒が気軽に話せる

環境をつくるとともに、個別支

援を行う。

②

②

5,6185,708

① 不登校対策推進連絡会議を開催し

た。

・開催回数 ２回

② 不登校対策推進実践連絡会議を開

催した。

・開催回数 ２回

③ 課題改善ケース研究会を開催し

た。

・参加校数 18校

④ 教育相談コーディネーター連絡会

議を開催した。

・開催回数 ４回

⑤  児童・生徒支援推進アドバイザー

を派遣した。

・市立小・中学校で実施する事例研究

会や研修会へ派遣 26回

・教育委員会で開催する不登校対策に

関する会議・研修等への招へい ４回

⑥ 学校計画訪問を実施した。

・実施回数 360回

52,55052,799

① 教育相談を実施した。

【相談件数】

・来所相談 4,778件

・訪問相談 775件

・電話相談 591件

・電子メール相談 25件

② 学校コンサルテーションを実施し

た。

・実施回数 107回

③ 小学校スクールカウンセラーを派

遣した。

・派遣回数 328回

④ 市立小・中学校に元気アップアシ

スタントを配置した。

・配置回数 3,249回
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H30年度事業指標
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主な実績内容

H30年度事業費 H29年度事業指標

12 ② 適応指導教室運営事業

 適応指導教室に通う児童・生

徒の自主性の育成及び人間関係

の改善を図り、学校復帰や社会

的自立を目指す。

 不登校児童・生徒を対象に、

適応指導教室において生活指

導、学習指導及び集団適応指導

等を組織的・計画的に行う。

① 相談指導教室を開設した。

・開設日数 208日

② 適応指導ルームを開設した。

・開設日数 207日

10,416 10,081

改善率（適応指

導教室での指導

により登校でき

るようになっ

た、又は好まし

い変化が見られ

るようになった

通室生の割合）

％ 92.0 96.4 100.0 92.0 96.8 100.0

青少年教育

相談セン

ター

13 ③ 先生のための研修事業

 各種研修講座や教育相談を通

して、教職員の指導力や実践意

欲の向上を図る。

 教育に関する国や県の動向や

今日的課題を踏まえた研修や教

育研究発表会を開催する。

 教職員の指導力向上を支援するため

各種講座を開催した。

① 指定研修 5講座

② 教育課題・教科指導・ＩＣＴ活

用・サイエンス等 18講座

③ 教育研究発表会及び教育講演会 1

回

1,071 926

受講内容を実践

に役立てること

ができるとする

教職員の割合

％ 100.0 98.9 98.9 100.0 99.3 99.3 教育研究所

14 ③ 教育調査研究事業

 教育現場における様々な課題

及び新たな教育の動向を把握す

るとともに、望ましい教育の在

り方について追求し、具体的な

方策を提起する。

 分野別・テーマ別に設置した

調査研究部会を月１回程度開催

し、教育に関する調査研究を行

う。

 また、研究成果の刊行及び児

童・生徒向け学習教材の作成・

提供を行うとともに、教育に関

する情報を収集し、データベー

ス化する。

① 教育調査研究部会（３部会）を開

催した。

② 各種教育資料や小学校及び中学校

社会科副読本の発行等を行った。

【発行部数】

・中学校社会科副読本・学習用地形図

2,150部

・小学校社会科副読本・学習用地形図

2,150部

・研究紀要第94集 1,400部

・研究紀要第95集 800部

・教育実践記録集第45集 300部

3,703 2,832
研究成果や教育

情報の実用度
％ - - - 80.0 94.2 100.0 教育研究所
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15 ③
学校支援プロジェクト推

進事業

 いじめや暴力行為等の問題行

動及び学校を取り巻く課題に適

切に対応するため、プロジェク

トチームを組織し、学校への効

果的かつ機能的な支援の充実を

図る。

 児童・生徒の問題行動に対

し、関係機関と連携してプロ

ジェクトチームを組織し、各機

関及び学校の役割とその連携に

ついて確認し、指導・実践へと

つなげる。

 また、定期的な学校訪問によ

り必要な情報を収集し、問題行

動の未然防止の観点から、管理

職や児童・生徒指導担当教員に

対して組織的かつ効果的な児

童・生徒指導について指導・助

言を行う。

① 児童・生徒の問題行動を解決する

ため、市立小・中学校への定期訪問を

行った。

② プロジェクトチームによる会議を

開催した。

・開催回数 ５回

2,311 2,308

問題行動等の解

消・改善率（プ

ロジェクトチー

ムの指導により

問題行動等が解

消・改善した割

合）

％ 90.0 62.5 69.4 90.0 85.7 95.2 教育指導課

就学援助者の就

学率
％ 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 学務課

特別支援学級等

援助者の就学率
％ 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 学務課

17 ③ 特別支援教育推進事業

 特別な支援を必要とする児

童・生徒に対する総合的な支援

体制を整備し、特別支援教育の

充実を図る。

 障がいのある子どもが適切な

教育の場において、ニーズに応

じた教育を受けることができる

よう、適切な就学相談及び就学

指導を行う。

 また、小・中学校に特別支援

教育介助員を配置し、支援が必

要な児童・生徒に対して総合的

な支援を行う。

 さらに、校内の支援体制を整

備し、インクルーシブ教育を推

進する。

① 特別支援学級の指導や、校内支援

体制の充実のために、指導・助言を行

う学校教育指導員を派遣した。

・派遣回数 46回

② 特別支援教育介助員を市立小・中

学校に派遣した。

・派遣校数 32校

・派遣者数 108人

89,054 83,842

校内支援体制が

整っている学校

の割合

％ 100.0 100.0 100.0 100.0 99.2 99.2 教育指導課

16 就学支援事業

 経済的な理由により就学が困

難な児童・生徒及び特別支援学

級等に就学する児童・生徒の教

育の機会均等を図るとともに、

保護者の経済的負担を軽減す

る。

 認定された児童・生徒の保護

者に対し、学用品などの経費の

一部を支給する。

③

 経済的な理由で就学が困難な児童・

生徒の保護者に対し、学用品費などの

経費の一部を支給した。

・就学援助費支給者数 3,098人

・特別支援教育就学奨励費支給者数

322人

125,465131,919
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18 ③
外国籍児童・生徒等支援

事業

 日本語の理解が十分でない外

国籍児童・生徒等が学校生活に

円滑に適応できるよう、学校に

おける指導や支援の充実を図

る。

 日本語が理解できないため、

学校生活に支障をきたす外国籍

児童・生徒や帰国児童・生徒に

対し、母語を理解している日本

語指導協力者を派遣し、日本語

会話の指導や学習支援を行う。

 市立小・中学校に日本語指導協力者

を派遣した。

・派遣校数

 小学校 17校

 中学校 8校

・派遣者数 26人

18,374 19,256

日本語指導が必

要な児童・生徒

支援のための人

材派遣の割合

％ 100.0 88.0 88.0 100.0 93.0 93.0 教育指導課

19 ③
児童・生徒登下校等安全

推進事業

 児童・生徒の登下校時におけ

る安全の確保を図る。

 学校と地域が連携し、児童・

生徒が安心して登下校できるよ

う、防犯ブザーの配布及び学童

通学誘導員の配置等を行うとと

もに、交通関係部署と連携し、

安全教室などへの参加を促進す

る。

① 防犯ブザーを配布した。

・配布個数 2,413個

② 学童通学誘導員を配置した。

・配置箇所数 8か所

③ 通学路安全整備要望における看板

設置等を実施した。

・設置枚数 5枚

8,060 7,571
児童の防犯ブ

ザー携帯率
％ 95.0 89.5 94.2 95.0 86.7 91.3 学務課

20 ③
インターナショナルセー

フスクール推進事業

 インターナショナルセーフス

クールの考え方や手法を用い、

児童・生徒がより安心・安全に

過ごせる学校づくりを目指す。

 インターナショナルセーフス

クール認証校である清水小学校

と睦合東中学校における取組及

び妻田小学校の認証取得に向け

た取組を支援する。

① 妻田小学校及び睦合東中学校の現

地審査を10月、認証式を11月に実施

した。

② 日本セーフコミュニティ推進機構

による指導助言

・妻田小、睦合東中 年2回

・清水小 年2回

3,818 3,152

インターナショ

ナルセーフス

クール認証取得

校数

校 2 2 100.0 3 3 100.0 教育指導課

21 ④ 校舎・体育館改修事業

 「厚木市公共建築物の長期維

持管理計画」基本方針に基づ

き、施設の長寿命化を図り、安

心・安全で快適な教育環境を確

保する。

 校舎・体育館のトイレや外

壁、屋上、給水設備等の実施設

計及び改修工事を実施する。

・小学校校舎外壁・屋根改修設計委託

１校（戸田小）

・小学校トイレ改修設計委託 ３校

（上依知小・三田小・相川小）

・小学校校舎外壁・屋根改修工事 ２

校（相川小・愛甲小）

・小学校トイレ改修工事 ２校（小鮎

小・毛利台小）

・中学校トイレ改修設計委託 １校

（玉川中）

・中学校校舎外壁・屋根改修工事 １

校（睦合東中）

・中学校トイレ改修工事 ２校（森の

里中・依知中）

・中学校太陽光発電システム等設置工

事 １校（相川中）

360,592 482,393
校舎トイレの改

修率
％ 74.0 64.6 87.3 69.5 69.5 100.0 学校施設課

重点事業
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当初予算額

（千円）

決算額

（千円）
指標名 単位

H29年度

目標値

H29年度

実績値

H29年度

達成率

（％）

H30年度

目標値

H30年度

実績値

H30年度

達成率

（％）

令和元年度

担当課

事業

No.

単

位

施

策

実施計画事業名 事業目的 事業概要

H30年度事業指標

H30年度

主な実績内容

H30年度事業費 H29年度事業指標

三田小学校校庭

等再整備の進捗

状況

- - - - Ⅱ期工事 工事着手 100.0 学校施設課

三田小学校体育

館整備の進捗状

況

- - - -
建設工事・

完成

建設工事・

完成
100.0 学校施設課

23 ④ 校庭整備事業
 安心・安全で快適な屋外教育

環境を確保する。

 校庭の測量、実施設計及び改

修工事を実施する。

・小学校グラウンド改修測量委託 １

校（毛利台小）

・小学校グラウンド改修実施設計委託

１校（毛利台小）

・中学校グラウンド改修工事 １校

（睦合中）

144,663 126,356

校庭改修校数

（2018-2020

年度累計）

校 - - - 1 1 100.0 学校施設課

24 ④ 学校給食施設整備事業

 老朽化が進んでいる既存の共

同調理場の建替えを最優先に行

うとともに、将来の児童・生徒

数の減少を見据え、「厚木市学

校給食施設の整備方針」に基づ

き、段階的に整備を進め、安心

で安全な給食を提供する。

 老朽化した学校給食センター

を文部科学省の「学校給食衛生

管理基準」に基づき建て替え

る。

 （仮称）厚木市学校給食センターを

整備するに当たり、ＰＦＩアドバイザ

リー業務を委託し、実施方針等の公表

に向け、必要な資料作成を実施した。

 また、新規用地取得をするため、神

奈川県から土地収用法に係る事業認定

を受けると共に、地権者交渉を経て仮

契約を締結した。

24,875 10,568

（仮称）厚木市

学校給食セン

ター整備の進捗

状況

- 用地取得 用地測量 90.0 用地交渉 仮契約締結 100.0 学校給食課

25 ④
小・中学校ＩＣＴ化推進

事業

 ＩＣＴを活用した授業を展開

することにより、児童・生徒の

学習への興味を高め、「確かな

学力」を身に付ける教育を推進

する。

 ＩＣＴ支援員の派遣などによ

り、タブレット型パソコン等の

ＩＣＴ機器を活用した効果的な

授業や学習活動を支援する。

 各小中学校にＩＣＴ支援員を派遣す

るなど、ＩＣＴを活用した授業等のサ

ポートを行った。

 ・学校での授業支援 99件

 ・その他のサポート 446件

20,251 18,822

「教員のＩＣＴ

活用能力の向上

等に効果があっ

た」と回答した

教員の割合

％ - - - 90.0 86.1 95.7 学校施設課

22 校舎等整備事業

 施設整備を要する校舎等の整

備を行い、安心・安全で快適な

教育環境を確保する。

 県の都市計画道路「座間荻野

線」の建設に伴い、三田小学校

の学校施設の整備（再配置）を

行う。

④ 432,353479,464

 都市計画道路「座間荻野線」の整備

に伴う再整備を行い、学校施設の機能

回復を図った。

・旧三田小学校体育館解体工事 完了

・三田小学校体育館新築工事  完成

・三田小学校グラウンド整備第２期工

事 着手
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59.6 60.0

達成率

達成率

23.7

代表となる指標
達成率平均

96.8%

代表となる指標

得点Ⓑ

24.2

◆実施計画事業指標 ［配点：25点］（各実施計画事業に複数の指標がある場合は、その平均値）

実施計画事業
指標達成率平均

95.0%

実施計画事業

指標得点Ⓒ

H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度

％

56.3 57.4

目標値

58.5
実績値 54.5 54.6

学級・講座の開催数

学習した内容について「とても役立つ」「少し役立つ」を選択した回答者数÷
全回答者数×100（家庭教育学級・講演会等の参加者アンケート）

各事業の参加者数÷対象人口（７歳から15歳）×100

２ 社会教育の一層充実した社会の実現
　 未来を創る心豊かな人づくりを推進します

１ 社会教育の充実
　地域の実情に応じた学習機会の創出や地域の人材を活用した学習支援体制を整え、地域の教育力向上を
図ります。

２ 家庭教育への支援
　保護者が家庭教育の大切さを再認識し、安心して子育てをするため、教育の原点である家庭教育を支援
するとともに、家庭、地域及び学校が連携して家庭教育の充実を図ります。

３ 青少年の健全育成
　地域全体で青少年の健全な育成を図るため、青少年関係団体の活動を支援するとともに、子どもの居場
所づくりを推進するなど、更なる取組の拡充を図ります。

217 220 223
ー 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

学級・講座の開催数

年度 H25年度 H27年度

　総合評価がＡ評価からＢ評価に低下しており、平成30年度の施策評価にお
ける総合得点と比較すると、4.9ポイント低下している。主な低下の要因は、
２つの市民満足度の低下によるものである。
・市民満足度『「社会教育が充実している」と思う市民の割合』について、
目標値を達成しておらず、平成29年度達成率と比較すると、5.8ポイント低下
しているため、引き続き、地域の実情に応じた学習機会の創出や地域の人材
を活用した学習支援体制の整備を積極的に推進するとともに、社会教育の意
義や取組について積極的に周知を図ること。
・市民満足度『「青少年の健全育成が推進されている」と思う市民の割合』
について、目標値を達成しておらず、平成29年度達成率と比較すると、12.3
ポイント低下しているため、引き続き、関連施策を積極的に推進するととも
に、取組内容について効果的な周知を図ること。

総合計画審議会からの意見

講座

％

目標値

① 社会教育の充実

ー 94.4%

－ 55.6

総合得点
（Ⓐ＋Ⓑ＋Ⓒ）

89.4

年度

年度 H26年度 H27年度単位

B
おおむね

順調

ー

単位

52.5

基本政策 Ⅱ 成長政策 分野 教育

目標値 － 55.6 57.3 59.0 60.7

　市民満足度『「社会教育が充実している」と思う市民の割合』及び『「青少年の健全育成が推進されてい
る」と思う市民の割合』について、目標値を達成しておらず、平成29年度実績値と比較すると、平均で約3.2
ポイント低下している。また、実施計画事業指標の達成率が低い事業もあるため、危機感を持って、更なる施
策の推進を図られたい。

◆市民満足度 ［配点：50点］（市民満足度調査で「満足」又は「やや満足」と回答した市民の割合）

市民満足度
達成率平均

83.1%
達成率

％

97.2% 81.1%

62.4 64.0

総合評価

◆代表となる指標 ［配点：25点］
指標①

R元年度 R2年度

基本施策

施策の
基本方針

－ 213 216 219 222

指標②
家庭教育支援事業に参加した保護者の家庭
教育への有効度

単位
目標値 225 228
実績値 211 214

H28年度 H29年度 H30年度

年度 H26年度
予測値

H27年度単位

目標値 － 85.0 90.0 96.0 96.0

H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度

96.0 96.0

実績値 80.0 95.9 96.1 96.6 96.9

指標③

青少年健全育成団体が行った事業の参加率

年度 H25年度 H27年度単位 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度

達成率

％

100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

55.3 52.9

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

97.0% 96.3% 90.4%

指標④

R元年度 R2年度

指標⑤

実績値

達成率

単位施策 No. 実施計画事業名 達成率

実績値

目標値

達成率

② 家庭教育への支援

③ 青少年の健全育成

1 公民館整備事業 100.0%
2 公民館活動事業 94.3%

5

6 青少年非行防止活動事業 100.0%

3 家庭教育支援事業 100.0%
4 青少年指導者育成事業 87.4%

青少年自然文化体験研修事業 100.0%

7 児童館整備事業 83.3%

指標①

「社会教育が充実している」と思う市民の割合

年度 R元年度 R2年度単位 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

指標②

実績値 53.9 55.7 55.7 51.3 49.2
86.9%ー

達成率 ー 100.0% 100.0% 97.3% 85.0%

52.4
％

市民満足度

得点Ⓐ

41.544.4 45.9 47.9

年度 H26年度 H27年度

実績値 42.9 48.5 46.5 46.6 42.4
55.0

単位 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度H28年度

目標値 － 49.9

「青少年の健全育成が推進されている」と思う市民の割合

100.0%

/100 /25

/25
/50
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実施計画取組実績（平成30年度実施事業）
Ⅱ-２ 社会教育の一層充実した社会の実現

当初予算額

（千円）

決算額

（千円）
指標名 単位

H29年度

目標値

H29年度

実績値

H29年度

達成率

（％）

H30年度

目標値

H30年度

実績値

H30年度

達成率

（％）

1 ① 公民館整備事業

 学習ニーズの多様化への対応

及び地域コミュニティの活性化

のため、生涯学習や地域コミュ

ニティ活動の拠点施設として、

公民館の機能の充実を図る。

 厚木北公民館は、市内公民館

で最も古く、前面道路が都市計

画道路として拡幅される予定で

あるため、隣接地を取得し、新

築整備する。

 取得予定地の一部461.57㎡を取得

した。

118,776
（越明許費

含む）
109,938

厚木北公民館整

備の進捗状況
- - - -

用地交渉・

用地取得

(約460㎡)

用地交渉・

用地取得

(461.57㎡)
100.0 社会教育課

学級・講座の開

催数
回 219 220 100.0 222 223 100.0 社会教育課

学級・講座の満

足度
％ - - - 74.0 65.5 88.5 社会教育課

3 ② 家庭教育支援事業

 保護者が教育の原点である家

庭教育の大切さを再認識し、安

心して子育てできるよう、家

庭、地域及び学校の連携によ

り、家庭教育の充実を図る。

 幼稚園保護者会や小・中学校

ＰＴＡ等の家庭教育学級の開設

に対し、交付金を交付する。

 また、家庭教育に必要な情報

を提供する講演会や「早寝早起

き朝ごはん」等の基本的な生活

習慣を身に付けるための啓発活

動を実施するほか、地域自らが

主体となって地域の特性をいか

しながら地域ぐるみで家庭教育

を支援する取組を実施する。

① 家庭教育学級を開設した。

【開設団体数】

・私立保育園 １団体

・私立幼稚園 16団体

・市立小・中学校 36団体

・私立初等学校 １団体

② 家庭教育情報提供講演会を開催し

た。

・参加者数 450人

③ 「早寝早起き朝ごはん」を啓発す

るため、啓発物品やチラシを配布する

とともに、公民館だより及び広報あつ

ぎなどに啓発記事を掲載した。

・啓発活動実施回数 158回

④ 「地域ぐるみ家庭教育支援フォー

ラム」を開催した。

【開催日】平成31年3月16日

4,801 4,355

家庭教育支援事

業に参加した保

護者の家庭教育

への有効度

％ 96.0 96.6 100.0 96.0 96.9 100.0 社会教育課

23,868

H30年度

主な実績内容

2 ①

単

位

施

策

事業

No.
実施計画事業名 事業目的 事業概要

 各公民館において、社会教育法第20

条及び第22条規定に基づく各種学級・

講座を開設するとともに、文化振興事

業、公民館まつり事業、コミュニティ

事業、スポーツ及びレクリエーション

推進事業を実施した。

H30年度事業指標H29年度事業指標

23,868

令和元年度

担当課

公民館活動事業

 「社会教育法」第20条・第22

条に基づき、教養の向上、健康

の増進及び情操の純化を図り、

生活文化の振興及び社会福祉の

増進に寄与する。

 また、地域の実情に応じた学

習機会の提供や地域の人材を活

用した学習支援体制を整え、地

域の教育力向上を図る。

 各公民館において、各種学

級・講座の開設、文化振興事

業、公民館まつり事業、コミュ

ニティ事業及びスポーツ・レク

リエーション推進事業を実施す

る。

H30年度事業費
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当初予算額

（千円）

決算額

（千円）
指標名 単位

H29年度

目標値

H29年度

実績値

H29年度

達成率

（％）

H30年度

目標値

H30年度

実績値

H30年度

達成率

（％）

H30年度

主な実績内容

単

位

施

策

事業

No.
実施計画事業名 事業目的 事業概要

H30年度事業指標H29年度事業指標

令和元年度

担当課

H30年度事業費

4 ③ 青少年指導者育成事業

 地域において心豊かな青少年

を育成するため、青少年指導者

の養成及び自主的な活動を支援

する。

 青少年指導員の資質向上のた

めの研修会を実施するととも

に、育成活動を支援する。

 また、ジュニアリーダーが知

識や技術を習得できる研修を実

施する。

① 青少年指導員と地域における育成

活動の推進と資質向上のための研修会

を開催した。

・開催回数 ４回

② ジュニアリーダーが知識や技術を

習得するとともに、子どもたちへの対

応方法を学ぶ研修会を開催した。

・開催回数 ８回

5,767 5,426 研修会出席率 ％ - - - 67.2 58.76 87.4 青少年課

5 ③
青少年自然文化体験研修

事業

 友好都市の子どもたちとの交

流や学習を通して、相互理解と

友情を深めるとともに、自然体

験等の機会を提供することによ

り、子どもたちの視野を広げ、

豊かな心の成長を育む。

 小学生が友好都市である北海

道網走市及び秋田県横手市を訪

問し、自然・文化体験活動等を

実施する。

 また、小・中学生と保護者を

対象としたネイチャーゲームを

実施する。

 友好都市である北海道網走市及び秋

田県横手市の子どもたちとの交流事業

を実施した。

【参加者数】

・あばしり自然文化体験研修 64人

・よこて事前文化体験研修  29人

・自然文化チャレンジ事業  21人

10,123 10,022
事業参加者の満

足度
％ - - - 84.0 84.2 100.0 青少年課

6 ③ 青少年非行防止活動事業

 地域、家庭、学校及び関係機

関と協力し、青少年の非行防止

を図る。

 青少年非行の早期発見と未然

防止のため、青少年相談員及び

社会教育指導員等が巡回し、声

掛け指導を行う。

 また、青少年の健全育成に向

け、環境浄化活動及び啓発活動

を実施する。

① 街頭指導を実施した。

・実施回数 544回

・従事者数 1,249人

・指導人数 772人

② 啓発活動を実施した。

・心と街のクリーン作戦

 参加者数 117人

・愛の一声みちびき運動

 従事者数 73人

9,516 9,174

声掛け指導率

（街頭指導従事

者１人が街頭指

導において青少

年に声を掛けて

指導した割合）

人 0.9 0.65 100.0 0.9 0.62 100.0

青少年教育

相談セン

ター

（仮称）金田児

童館等複合施設

整備の進捗状況

-
基本設計

実施設計

基本設計

実施設計
100.0

建設工事

・完成

建築工事

・完成
100.0 青少年課

厚木北児童館整

備の進捗状況
- - - -

 基本方針の

 策定

基本方針

（案）の作

成

50.0 青少年課

三田児童館整備

の進捗状況
- - - -

関係部署と

の調整

関係部署と

の調整
100.0 青少年課

105,024108,155

 子どもたちの居場所づくりのため、

児童館の適正配置について、検証を

行った。

 また、金田児童館について、建築工

事を実施し、供用を開始した。

7 児童館整備事業

 児童の健康を増進し、情操を

豊かにするための施設である児

童館の適正配置及び施設の計画

的な建替えを進め、利用者の安

全性及び利便性の向上を図る。

 子どもたちの居場所づくりの

拡充を図るため、児童館の適正

配置及び再整備を実施する。

③
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市民満足度
達成率平均

「生涯学習活動が推進されている」と思う市民の割合

A
順調

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

指標①

年度

目標値

実績値

実績値 51.2 50.3 48.2 53.1 48.6
98.3% 88.4%達成率

％

ー 96.7%

年度 H26年度 H27年度 H28年度

市民満足度

得点Ⓐ

指標②

H29年度単位

44.2

達成率

H30年度 R元年度 R2年度

目標値 － 52.0 53.0 54.0 57.055.0

90.9%
88.4%

単位
56.0

H26年度 R元年度 R2年度

図書館整備事業

100.0%

4

3 子ども読書活動推進事業

あつぎ協働大学開設事業

100.0%
100.0%

5
公民館図書室オンライン・ネット
ワーク整備事業

-

1 生涯学習振興事業 92.5%
2

H29年度 H30年度

達成率

◆実施計画事業指標 ［配点：25点］（各実施計画事業に複数の指標がある場合は、その平均値）

24.9
年度 H26年度 H27年度 H28年度

実績値

目標値

達成率

単位 R元年度 R2年度

H28年度 R元年度 R2年度

H29年度 H30年度

施策の
基本方針

実績値

目標値

100.0%

3,727 4,235 4,463 4,451 4,727

143,000 147,000 151,000 155,000

H28年度 H29年度 H30年度H27年度

－

実施計画事業
指標達成率平均

98.1%

実施計画事業

指標得点Ⓒ

24.5

基本政策 Ⅱ 成長政策 分野 生涯教育 ◆代表となる指標 ［配点：25点］
指標①

R元年度 R2年度

基本施策

単位

生涯学習講座の参加者数

年度 H25年度 H27年度

あつぎ協働大学、輝き厚木塾、リカレント学習講座の
受講者数の合計値

３ いつでも生涯学習に取り組むことができる社会の実現
　 自立・協働による生涯学習社会の実現を目指します

H28年度

4,000

H28年度 H29年度

人

％

代表となる指標
達成率平均

99.7%

代表となる指標

得点Ⓑ

159,000 163,000
実績値 138,988 145,643 147,515 150,970 154,076

100.0% 99.4%

R元年度 R2年度

指標②

達成率

年度

人

％達成率 ー

指標③

年度 H26年度 H27年度単位 R元年度 R2年度

H27年度

総合評価

１ 生涯学習環境の充実
　様々な学習機会を創出することで、生涯にわたって、自ら学び、共に成長し、新たな価値を創造するた
めの学習環境を提供します。
　また、子どもから高齢者まで、市民の自主学習に資するため、必要な資料の提供などに努めます。

－

図書館の登録者数

ー 100.0% 100.0% 95.7% 100.0%

4,050 4,650 4,700 4,750 4,800

図書館の登録者数

実績値

単位 H25年度

目標値

総合計画審議会からの意見

　総合評価がＡであり、順調に進捗していることは評価するが、市民満足度『「生涯学習活動が推進されている」
と思う市民の割合』について、目標値を達成しておらず、平成29年度実績値と比較すると、4.5ポイント低下して
いるため、危機感を持って、更なる施策の推進を図られたい。

◆市民満足度 ［配点：50点］（市民満足度調査で「満足」又は「やや満足」と回答した市民の割合）

目標値

総合得点
（Ⓐ＋Ⓑ＋Ⓒ）

指標④

93.6

年度

指標⑤

単位施策 No. 実施計画事業名

達成率

H30年度

100.0%

① 生涯学習環境の充実

　市民満足度『生涯学習活動が推進されている」と思う市民の割合』につい
て、目標値を達成しておらず、平成29年度達成率と比較すると、9.9ポイント
低下していることから、低下要因を分析するとともに、市民の皆様が求める
生涯学習環境を改めて考え、施策の改善を図ること。

実績値

単位
目標値

H26年度 H29年度 H30年度

達成率

/50
/25

/100 /25
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実施計画取組実績（平成30年度実施事業）
Ⅱ-３ いつでも生涯学習に取り組むことができる社会の実現

当初予算額

（千円）

決算額

（千円）
指標名 単位

H29年度

目標値

H29年度

実績値

H29年度

達成率

（％）

H30年度

目標値

H30年度

実績値

H30年度

達成率

（％）

輝き厚木塾等講

座受講者数
人 - - - 2,280 2,108 92.5

文化生涯学

習課

第３次生涯学習

推進計画の策定
- - - - - - -

文化生涯学

習課

2 ① あつぎ協働大学開設事業
 大学や企業との協働により、

生涯学習の推進を図る。

 市内５大学（東京工芸大学、

神奈川工科大学、松蔭大学、湘

北短期大学、東京農業大学）及

び市内企業との協働により、大

学の特色をいかした講座及び企

業の技術や取組を学ぶ講座等を

実施する。

① 協働科目（全２回）、教養科目

（全25回）、企業科目（全３回）、実

践科目（全２回）を実施した。

② ５大学との連絡会を設置・運営

し、テーマ等を決めるなど、連携して

事業を実施した。

③ 実践講座では、大学教員を講師に

講座を実施した。

1,451 1,362
あつぎ協働大学

延べ受講者数
人 2,520 2,428 96.3 2,420 2,619 100.0

文化生涯学

習課

3 ① 子ども読書活動推進事業

 「厚木市子ども読書活動推進

計画」に基づき、「読書大好き

あつぎっ子」の育成を推進する

ため、保護者等が子どもの読書

についての理解と関心を深め、

家庭等における幼児期からの読

書の習慣化を図る。

 ０歳児と保護者を対象に、絵

本やブックリストを手渡し、幼

い頃からの読書習慣や絵本を通

じて親子のふれあいを深めるこ

との重要性を周知するブックス

タート事業を実施する。

 また、子どもの読書活動の

きっかけづくりや啓発活動、ボ

ランティアの育成・支援、学校

等と連携した取組を行う。

① ブックスタートを始めとして、絵

本ライブやおはなし会、読書マラソ

ン、クイズラリー等読書のきっかけと

なる様々なイベントを開催した。

・参加者数 6,188人

② 出前講座や読書ボランティア育成

講座等を実施した。

・参加者数 176人

③ 幼稚園や保育所、小・中学校を通

じて啓発パンフレットや推薦図書リス

ト等を配布した。

2,279 2,246

子ども読書活動

推進関連行事参

加者数

人 - - - 6,300 6,364 100.0 中央図書館

事業

No.
実施計画事業名 事業目的 事業概要

単

位

施

策

令和元年度

担当課

H30年度

主な実績内容

H30年度事業費 H30年度事業指標H29年度事業指標

1 生涯学習振興事業

 「厚木市生涯学習推進計画」

に基づき、「だれもが夢をはぐ

くみ、自ら学び共に成長する元

気なまち」を基本理念として、

生涯学習の推進を図る。

 市民が講師となる輝き厚木塾

を開催するほか、市内高等学校

におけるリカレント学習講座を

実施するとともに、生涯学習に

関する情報発信を行う。

 また、生涯学習を総合的に推

進するための「第３次厚木市生

涯学習推進計画」を策定する。

① 1,782 1,706

① 市民が講師となる輝き厚木塾を前

期・後期の２期に分けて実施した。

② 市内高校におけるリカレント学習

講座を３校で実施した。

③ 生涯学習に関する情報誌のマナビ

ガイドを発行し情報発信を行った。

④ 生涯学習を総合的に推進するた

め、第３次厚木市生涯学習推進計画に

基づく関係事業の点検を実施した。
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当初予算額

（千円）

決算額

（千円）
指標名 単位

H29年度

目標値

H29年度

実績値

H29年度

達成率

（％）

H30年度

目標値

H30年度

実績値

H30年度

達成率

（％）

事業

No.
実施計画事業名 事業目的 事業概要

単

位

施

策

令和元年度

担当課

H30年度

主な実績内容

H30年度事業費 H30年度事業指標H29年度事業指標

4 ① 図書館整備事業

 利便性・経済性を考慮した市

民に愛される新中央図書館を整

備する。

 「中心市街地の公共施設再配

置計画」に基づき、中央図書館

を中町第２－２地区に新築移転

し、魅力ある図書館としてリ

ニューアルする。

 （仮称）複合施設施設基本計画（素

案）における図書館についての検討及

び素案を作成した。

5,000 5,000

新たな図書館整

備に向けた進捗

状況

-
施設内容検

討

施設内容検

討
100.0

基本計画

(案)

の作成

基本計画

(案)

を作成

100.0 中央図書館

5 ①

公民館図書室オンライ

ン・ネットワーク整備事

業

 中央図書館から遠隔地に住む

市民が身近な公民館で図書館

サービスを受けることができる

環境を整備する。

 依知南公民館図書室をオンラ

インネットワークで結び、中央

図書館と一体化したサービスを

提供する。

 運営についての検討を行った。 0 0

オンライン・

ネットワーク整

備公民館図書室

数

※カッコ内は総

数

館 - - - ‐

(9)
‐

(9) - 中央図書館
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24.9
目標値

達成率

実績値

H29年度 H30年度 R元年度 R2年度

市民満足度

得点Ⓐ 実施計画事業

指標得点Ⓒ年度 H26年度 H27年度 H28年度

85.7%

指標②

42.8
単位

達成率 ー 96.2% 92.5% 87.7%
実績値 54.9 52.9 51.8 50.0 49.7
目標値

％

－ 55.0 56.0 57.0 58.0 60.0
H28年度 H29年度 H30年度

59.0

実施計画事業
指標達成率平均

99.7%

指標①

「文化芸術活動が推進されている」と思う市民の割合 市民満足度
達成率平均

R元年度 R2年度単位

85.7%

年度 H26年度 H27年度

総合計画審議会からの意見 ① 文化芸術活動の推進
1 あつぎ市民芸術文化祭開催事業 100.0%

◆市民満足度 ［配点：50点］（市民満足度調査で「満足」又は「やや満足」と回答した市民の割合）

（仮称）あつぎ郷土資料館活動推進事業

③ 郷土文化を育む拠点の充実

100.0%

2 文化芸術振興計画策定事業 -

　総合評価がＡであり、順調に進捗していることは評価するが、市民満足度『「文化芸術活動が推進されている」
と思う市民の割合』について、目標値を達成していないため、危機感を持って、更なる施策の推進を図られたい。

5 （仮称）あつぎ郷土資料館建設事業 100.0%
6 文化財収蔵施設整備事業 100.0%

② 郷土文化の継承と発展
3 市史編さん事業 100.0%
4 郷土芸能事業 98.1%

7

◆実施計画事業指標 ［配点：25点］（各実施計画事業に複数の指標がある場合は、その平均値）

単位施策 No. 実施計画事業名 達成率

達成率

指標⑤
代表となる指標

得点Ⓑ
順調 年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度

25.0
単位

目標値

R元年度 R2年度単位

100.0%
目標値

代表となる指標
達成率平均

実績値

達成率

92.7 A
　市民満足度『「文化芸術活動が推進されている」と思う市民の割合』につ
いて、目標値を達成しておらず、平成29年度達成率と比較すると、2.0ポイン
ト低下しているため、引き続き、関連施策を積極的に推進するとともに、取
組内容について効果的な周知を図ること。

年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

実績値

指標④
総合得点

（Ⓐ＋Ⓑ＋Ⓒ） 総合評価

達成率

施策の
基本方針

１ 文化芸術活動の推進 単位

目標値
人

－　文化芸術の鑑賞や創造に参加できる環境づくりを進めるとともに、市民や文化芸術団体と連携・協働
し、文化芸術活動を通じた交流を深め、情報を発信する取組を推進します。

実績値 2,700

単位

指標③

実績値

目標値

6,338 12,569

３ 郷土文化を育む拠点の充実
　活動拠点の整備、市民の研究に対する支援、文化財資料の更なる集約など、社会教育を実践するための
環境整備を推進します。 年度 H26年度 H27年度

達成率 ％ ー 88.9% 65.9% 47.3% 100.0%

H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度

H30年度 R元年度 R2年度　郷土の文化や自然、文化財、伝承してきた伝統芸能などを受け継ぎ、後世に伝えるため、活動の場の充
実や後継者の育成を支援します。

単位
目標値

人
－ 13,200 13,300

２ 郷土文化の継承と発展
年度 H25年度 H27年度 H28年度 H29年度

13,400 5,000 20,000 20,100
実績値 13,109 11,741 8,760

指標②

郷土資料館の利用者数 展示会場の観覧者数、講座参加者数等の合計値

％ ー 93.7% 100.0% 96.4% 100.0%達成率

3,935 4,719 4,578 5,491

4,200 4,250 4,750 4,800 4,850 4,900

基本政策 Ⅱ 成長政策 分野 文化 ◆代表となる指標 ［配点：25点］
指標①

基本施策
４ 文化芸術に親しむことができる社会の実現
　 人・まち・自然が響き合う文化芸術環境の充実を図ります

文化芸術事業の参加者数 各事業の出展者数、出演者数、参加者数の合計値

年度 H25年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度

/100

/50

/25

/25
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実施計画取組実績（平成30年度実施事業）
Ⅱ-４ 文化芸術に親しむことができる社会の実現

当初予算額

（千円）

決算額

（千円）
指標名 単位

H29年度

目標値

H29年度

実績値

H29年度

達成率

（％）

H30年度

目標値

H30年度

実績値

H30年度

達成率

（％）

2 ①
文化芸術振興計画策定事

業

 「厚木市文化芸術振興条例」

に基づき、文化芸術に親しむ機

会の充実を図るとともに、文化

芸術活動への支援を推進する。

 文化芸術の振興に関する施策

を総合的に推進するための次期

「厚木市文化芸術振興計画」を

策定する。

令和2年度に策定 0 0
文化芸術振興計

画の策定
- - - - - - -

文化生涯学

習課

 市民文化祭（芸能音楽発表、

文化作品展等）、市民芸術祭

（市民参加型の舞台公演）、野

外彫刻造形展（彫刻や造形作品

の野外展示、体験教室等）、

ミュージックフェスティバル

（青少年を対象としたオーディ

ションとコンサート）を開催す

る。

1 ①
あつぎ市民芸術文化祭開

催事業

 文化芸術の発表及び鑑賞の機

会を提供することにより、市民

による多様な文化芸術活動を推

進し、文化芸術の振興を図る。

文化芸術事業の

参加者数
人5,9085,909

① 市民文化祭

 平成30年10月14日から11月24日ま

で市民の文化の祭典として、文化会館

等で「市民参加事業」、「芸能音楽発

表会」、「文化作品展」のほか、ア

ミューあつぎ内市民交流プラザの利用

団体による発表会などを行った。

・出展(出演)者数 4,676人

② 市民芸術祭

 平成30年12月16日に文化会館大

ホールで公募の市民合唱団によるベー

トーヴェン作曲「第九」合唱付の公演

を開催した。

・出展(出演)者数 300人

③ 野外彫刻造形展

 平成30年10月7日から14日までぼ

うさいの丘公園において、彫刻造形作

品の展示や親子ふれあいコーナー（缶

バッジづくり）を実施した。

・出展者数 464人

④ ミュージックフェスティバル

 平成30年8月22日に公募によるシン

ガーのオーディションを行い、優勝者

には、メジャーレーベルからの配信デ

ビュー、また、平成30年11月4日には

文化会館大ホールでのコンサートにお

いてメジャーアーティストとの共演を

行った。

・参加者数 51組

文化生涯学

習課
4,750 4,578 96.4 4,800 5,491 100.0

令和元年度

担当課

H30年度

主な実績内容

H30年度事業費 H30年度事業指標H29年度事業指標

事業

No.
実施計画事業名 事業目的 事業概要

単

位

施

策
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当初予算額

（千円）

決算額

（千円）
指標名 単位

H29年度

目標値

H29年度

実績値

H29年度

達成率

（％）

H30年度

目標値

H30年度

実績値

H30年度

達成率

（％）

令和元年度

担当課

H30年度

主な実績内容

H30年度事業費 H30年度事業指標H29年度事業指標

事業

No.
実施計画事業名 事業目的 事業概要

単

位

施

策

『厚木市史』発

刊数

※カッコ内は総

数

冊 13 13 100.0 -
(13)

-
(13) -

文化財保護

課

市史関係講座参

加者数
人 - - - 103 195 100.0

文化財保護

課

普及公演鑑賞者

数
人 - - - 8,550 8,060 94.3

文化財保護

課

体験講座参加者

数
人 - - - 410 494 100.0

文化財保護

課

郷土芸能団体新

規加入者数
人 - - - 13 28 100.0

文化財保護

課

3 市史編さん事業

 本市の歴史的変遷を解明する

ため、歴史資料等の系統的な調

査・研究及び資料の収集・保存

を行い、史実に基づいた市史等

を発刊することによって市民の

郷土を愛する心を育む。

 古文書等歴史資料の調査、収

集、分類及び整理を行い、資料

の目録作成、マイクロフィルム

化を実施し、その成果に基づ

き、本市の歴史的変遷を後世に

継承するため『厚木市史』を発

刊するとともに、市民に広く周

知するため、講演会等を開催す

る。

②

4 郷土芸能事業

 市内に伝わるかけがえのない

伝統文化や伝統芸能を保存・伝

承するとともに、後継者の育成

を図る。

 郷土芸能を児童・生徒を始め

とする市民に広く周知するた

め、郷土芸能まつりや郷土芸能

普及公演等、鑑賞の場を数多く

提供するとともに、後継者育成

のための体験講座や郷土芸能学

校を開催する。

②

① 『厚木市史』の編集に係る調査・

研究を行った。

② 古文書等歴史的資料の調査・収

集・分類・整理・保存を行った。

③ 廃棄公文書の収集・保存を行っ

た。

④ 市史歴史講演会を開催した。

・受講者数 195人

⑤ 『市史たより』第19・20号を発行

した。

・発行部数 各号1,500部

⑥ 市民等からの資料調査に対応し

た。

4,044

① 第16回郷土芸能まつりを開催し

た。

【参加者数】

・相模人形芝居特別公演 250人

・郷土芸能発表会 340人

② 7団体が郷土芸能普及公演を市内認

可保育所、保育園、小学校、大学、公

民館などで実施した。

・実施回数 37回

③ 3団体が郷土芸能出前体験教室を市

内小学校・大学で実施した。

・実施回数 27回

④ 郷土芸能学校（全20回）を開校し

た。

・内容 義太夫語り

・延べ参加者数 40人

⑤ 博物館郷土芸能公演

・開館記念特別公演 81人

11,023

3,844

10,894
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当初予算額

（千円）

決算額

（千円）
指標名 単位

H29年度

目標値

H29年度

実績値

H29年度

達成率

（％）

H30年度

目標値

H30年度

実績値

H30年度

達成率

（％）

令和元年度

担当課

H30年度

主な実績内容

H30年度事業費 H30年度事業指標H29年度事業指標

事業

No.
実施計画事業名 事業目的 事業概要

単

位

施

策

5 ③
（仮称）あつぎ郷土資料

館建設事業

 郷土文化の新たな活動拠点及

び文化財資料の収蔵等の機能を

担う施設として、（仮称）あつ

ぎ郷土資料館を建設し、貴重な

郷土の文化や資料を後世に伝え

残すとともに、郷土愛を育む。

 （仮称）あつぎ郷土資料館の

建設工事を実施する。

① （仮称）厚木市立郷土博物館整備

に伴う条例等の制定に係るパブリック

コメントを実施した。

・意見の総数 14件

② （仮称）あつぎ郷土資料館検討委

員会を開催し、計画の検討を行った｡

・開催回数 １回

③ （仮称）あつぎ郷土資料館建設工

事及び工事に伴う監理委託等を実施し

た。

④ 厚木市立あつぎ郷土博物館条例及

び施行規則を制定した。

⑤ 平成30年11月に竣工、平成31年１

月に開館した。

755,986 751,539

（仮称）あつぎ

郷土資料館整備

の進捗状況

-
建築工事

展示製作

造成工事

建築工事

展示製作

100.0

 建設工事・

 展示製作・

 造成工事・

 完成

建設工事・

展示製作・

造成工事・

完成

100.0
文化財保護

課

6 ③ 文化財収蔵施設整備事業

 分散して収蔵している文化財

を集中的に管理し、後世に受け

継ぐ。

 （仮称）あつぎ郷土資料館の

隣接地に文化財収蔵施設を建設

する。

 あつぎ郷土博物館の隣接地に文化財

収蔵施設（文化財調査室）を建設し

た。

0 0
文化財収蔵施設

整備の進捗状況
- - - - 工事・完成 工事・完成 100.0

文化財保護

課

7 ③
（仮称）あつぎ郷土資料

館活動推進事業

 地域の歴史、風土及び自然に

ついての研究や調査の成果を有

用な情報として提供するととも

に、郷土の文化として後世に伝

え残す。

 歴史、民俗及び自然に関する

資料を収集し、調査研究の成果

を資料として後世に残すととも

に、展示会や講座を通して公開

する。

① 展示会を開催した。

【開催回数】

・あつぎ郷土博物館 開館記念特別展

1回

・ホール展示 1回

② 各種講座を開催した。

【開催回数】

・展示関連講座  講座 9回

・その他講座 講座 12回

・出前講座  15回（15校）

③ あつぎ郷土博物館開館記念式典を

実施した。

④ あつぎ郷土博物館来館１万人達成

記念セレモニーを開催した。

9,238 7,728
郷土資料館の利

用者数
人 13,400 6,338 47.3 5,000 12,569 100.0

文化財保護

課
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A
順調

R2年度単位
65.2 66.6 68.0

達成率

目標値

指標①

H28年度 H29年度

目標値

実績値

61.0 62.4 63.8

指標②

ー 96.4%

年度 H26年度 H27年度

実績値 59.6 58.8

H29年度単位

達成率

60.2 63.7 61.3

R元年度

H30年度 R元年度 R2年度

H30年度

H28年度

－

5
荻野運動公園スポーツ施設リニュー
アル事業

100.0%

③ スポーツ施設の整備・充実

「スポーツ活動の環境が充実している」と思う市民の割合

年度 H26年度 H27年度

100.0%
7

（仮称）飯山グラウンド整備事業

100.0%
6

8

体育施設整備事業

100.0%スポーツ施設整備推進計画改定事業

達成率

2 社会体育指導者養成事業 100.0%
3 競技力向上支援事業 100.0%
4 市民スポーツ推進事業（再掲） 100.0%

① 生涯スポーツ活動の推進

② 競技スポーツ活動の推進

1 市民スポーツ推進事業 97.5%

目標値

R2年度

単位施策 No. 実施計画事業名 達成率

実績値

単位
目標値

◆実施計画事業指標 ［配点：25点］（各実施計画事業に複数の指標がある場合は、その平均値）

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度

達成率

総合得点
（ ＋ ＋ ）

指標④

96.2

年度 R元年度 R2年度

指標⑤

実績値

年度

H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度

166.2 167.1
実績値 160.0 175.9万人

R2年度

1,200 1,300
実績値 700 726 729 1,224 1,937
目標値 － 800 900 1,000 1,100

人

R元年度

スポーツ行事の参加者数

年度 H21～25年度の平均値 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

年度  H26年度予測値 H27年度単位 H28年度 H29年度 H30年度

達成率 ー 100.0% 100.0% 100.0% 92.6%

単位

目標値

基本政策 Ⅱ 成長政策 分野 スポーツ ◆代表となる指標 ［配点：25点］
指標①

R元年度 R2年度

基本施策

施策の
基本方針

－ 17,700 17,800 18,000 18,100

指標②

スポーツ行事の参加者数

スポーツアカデミー事業の参加者数

公共スポーツ施設の利用者数

５ 誰もがスポーツに親しむことができる社会の実現
　 誰もが気軽にスポーツができる環境の充実を図ります

１ 生涯スポーツ活動の推進
　生涯にわたるスポーツ活動を推進できるよう、市民一人一人の興味、関心及び目的に応じ、スポーツ活
動に参加できる機会や情報提供を更に充実させます。

　東京オリンピック・パラリンピックの開催をより一層のスポーツ振興を図る契機として捉え、国際大会
や全国大会などに参加する市民及びスポーツ団体の活動を支援するとともに、スポーツ王国「あつぎ」の
創造に向け、更なるスポーツ活動の推進、トップアスリートの育成及び指導者の養成を目的とした「あつ
ぎスポーツアカデミー」を展開します。

　いつでも楽しく安全にスポーツ活動に親しむため、スポーツ施設の整備・充実を推進します。

２ 競技スポーツ活動の推進

３ スポーツ施設の整備・充実

総合評価

　市民満足度『「スポーツ活動の環境が充実している」と思う市民の割合』
について、目標値を達成しておらず、平成29年度達成率と比較すると、5.8ポ
イント低下しているため、2020東京オリンピック・パラリンピック開催を契
機に、より多くの市民の皆様がスポーツに親しみ、楽しむことができる取組
を推進するとともに、取組内容について効果的な周知を図ること。

総合計画審議会からの意見

　総合評価がＡであり、順調に進捗していることは評価するが、市民満足度『「スポーツ活動の環境が充実し
ている」と思う市民の割合』について、目標値を達成しておらず、平成29年度実績値と比較すると、2.4ポイ
ント低下しているため、危機感を持って、更なる施策の推進を図られたい。

◆市民満足度 ［配点：50点］（市民満足度調査で「満足」又は「やや満足」と回答した市民の割合）

市民満足度
達成率平均

94.0%

市民満足度

得点 

47.0

％

96.5% 99.8% 94.0%

スポーツアカデミー事業の参加者数

％

達成率 ー 90.8% 81.0% 100.0% 100.0%％

達成率 ー 100.0%

18,200 18,300
実績値 17,580 20,660 17,865 18,834 16,766

人

％

目標値 － 162.5 163.4 164.3 165.2

指標③

公共スポーツ施設の利用者数

年度 H25年度 H27年度単位

100.0% 100.0% 100.0%
185.7 176.7 173.1

単位 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

代表となる指標

得点 

24.3

代表となる指標
達成率平均

97.5%

実施計画事業
指標達成率平均

99.7%

実施計画事業

指標得点 

24.9/50
/25

/25/100
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実施計画取組実績（平成30年度実施事業）
Ⅱ-５ 誰もがスポーツに親しむことができる社会の実現

当初予算額

（千円）

決算額

（千円）
指標名 単位

H29年度

目標値

H29年度

実績値

H29年度

達成率

（％）

H30年度

目標値

H30年度

実績値

H30年度

達成率

（％）

スポーツ行事の

参加者数
人 18,000 18,834 100.0 18,100 16,766 92.6

スポーツ推

進課

講師派遣事業の

参加者数
人 - - - 700 1,265 100.0

スポーツ推

進課

スポーツ推進計

画の改定
- - - - 検討 検討 100.0

スポーツ推

進課

令和元年度

担当課

H29年度事業指標 H30年度事業指標

事業

No.
実施計画事業名 事業目的 事業概要

単

位

施

策

H30年度

主な実績内容

H30年度事業費

1 市民スポーツ推進事業

 スポーツ活動の普及により、

健康・体力づくりの増進を図

る。

 誰でも気軽に参加でき、

ニュースポーツを体験できる

「スポーツなじみＤＡＹ」等を

開催する。

 また、日本体育大学との連携

により、体力向上や健康増進に

係る事業を実施するとともに、

2020年東京オリンピック・パラ

リンピック競技大会の開催に向

け、機運を醸成する。

 さらに、スポーツの総合的か

つ計画的な推進を図るための

「厚木市スポーツ推進計画」を

改定する。

① 19,562

① スポーツ行事を開催した。

【参加者数】

・スポーツなじみＤＡＹ 1,253人

②（公財）厚木市体育協会が行うス

ポーツ推進事業に対し、補助金を交付

した。

【参加者数】

・競技別市民選手権大会 6,492人

・スポーツ大会等（８大会） 3,899人

・キッズスポーツチャレンジ 19人

・TAIKYOスポーツフェスティバル

227人

・スポーツ教室等 1,581人

・あつぎウォーク 285人

・指導者養成支援事業 582人

・指導者養成事業助成金 1,880人

・スポーツ人のつどい 548人

③ 日本体育大学との連携により、市

民の体力向上や健康増進を図る事業を

開催した。

【参加者数】

・パラリンピアン堀江航講演会 160

人

・ひろみちお兄さんの親子運動教室

650人

・2018スポーツキャンプ イン 日体

大 15人

・三矢八千代フィットネス教室 80人

・防犯スポーツ教室 81人

・健康あつぎ推進リーダー等養成講座

21人

・きれいな泳ぎ方教室(飯山小・依知

南小) 132人

・こどもスポーツ教室 44人

・親子体力向上運動教室

（上依知小・北小・依知小） 48人

・あつぎスポーツアカデミー

 日体大ソフトテニス部体験練習 34

人

19,285
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当初予算額

（千円）

決算額

（千円）
指標名 単位

H29年度

目標値

H29年度

実績値

H29年度

達成率

（％）

H30年度

目標値

H30年度

実績値

H30年度

達成率

（％）

令和元年度

担当課

H29年度事業指標 H30年度事業指標

事業

No.
実施計画事業名 事業目的 事業概要

単

位

施

策

H30年度

主な実績内容

H30年度事業費

2 ① 社会体育指導者養成事業

 地域におけるスポーツ・レク

リエーション活動の普及振興を

図る。

 地域のスポーツ・レクリエー

ションのリーダーであるスポー

ツ推進委員の研修会等を行う。

① スポーツ推進委員会議等を開催し

た。

・開催回数 22回

・参加者数 461人

② 研究会及び研修会を開催した。

・開催回数 8回

・参加者数 231人

③ 市等主催事業への協力を得た。

・事業数 7事業

・参加者数 453人

4,574 4,312

スポーツ推進委

員の行事等延べ

参加者数

人 940 1,465 100.0 1,000 1,145 100.0
スポーツ推

進課

3 ② 競技力向上支援事業

 国際大会や全国大会等への参

加を支援することにより、競技

力の向上を図る。

 国際大会及び全国大会等に出

場する市民に対し、奨励金を交

付するとともに、競技団体が全

国大会や県大会等に選手を派遣

する際に実施する強化合宿及び

強化練習会等に対し、交付金を

交付する。

① 全国大会等出場者に対し、奨励金

を交付した。

・交付件数 159件

② 全国大会や県大会等に選手を派遣

する競技団体が実施する強化合宿や強

化練習等の事業に対し、交付金を交付

した。

・交付件数 ２件

1,440 1,825
全国大会出場者

数
人 440 542 100.0 460 568 100.0

スポーツ推

進課

4 ②
市民スポーツ推進事業

（再掲）

 トップアスリートの育成及び

指導者の育成を支援することに

より、競技力の向上を図る。

 （公財）厚木市体育協会が行

うあつぎスポーツアカデミー事

業に対し、補助金を交付する。

 （公財）厚木市体育協会が行うあつ

ぎスポーツアカデミー事業に対し、補

助金を交付した。

【参加者数】

スポーツアカデミー 1,937人

19,562 19,285

スポーツアカデ

ミー事業の参加

者数

人 1,000 1,224 100.0 1,100 1,937 100.0
スポーツ推

進課
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当初予算額

（千円）

決算額

（千円）
指標名 単位

H29年度

目標値

H29年度

実績値

H29年度

達成率

（％）

H30年度

目標値

H30年度

実績値

H30年度

達成率

（％）

令和元年度

担当課

H29年度事業指標 H30年度事業指標

事業

No.
実施計画事業名 事業目的 事業概要

単

位

施

策

H30年度

主な実績内容

H30年度事業費

競技場リニュー

アルの進捗状況
- - - - 工事・完成 工事・完成 100.0 公園緑地課

体育館リニュー

アルの進捗状況
- - - - 工事・完成 工事・完成 100.0 公園緑地課

6 ③
（仮称）飯山グラウンド

整備事業

 スポーツ・レクリエーション

活動に親しめる環境を整備す

る。

 新たな市営体育施設として、

（仮称）飯山グラウンドを整備

する。

 厚木市スポーツ施設庁内検討推進委

員会（部会）にて検討した。
0 0

（仮称）飯山グ

ラウンド整備の

進捗状況

-

地元及び関

係団体等と

の調整

地元及び関

係団体等と

の調整

100.0

地元及び関

係団体等と

の調整

地元及び関

係団体等と

の調整

100.0
スポーツ推

進課

7 ③ 体育施設整備事業

 スポーツ・レクリエーション

活動に親しめる環境を整備す

る。

 既存の体育施設、スポーツ広

場及び河川敷広場の改修等を行

う。

 玉川野球場一塁側・ライト側の防球

ネット改修工事を行い、施設利用や機

能性、快適性の向上を図った。

46,630 39,652

市営体育施設・

スポーツ広場の

整備箇所数

か所 - - - 1 1 100.0
スポーツ推

進課

8 ③
スポーツ施設整備推進計

画改定事業

 いつでも、どこでも、誰もが

親しめるスポーツ施設の整備を

目指す。

 スポーツ施設の望ましい在り

方や、よりよいスポーツ施設の

適正配置等を検討し、計画的な

施設整備を図るための「厚木市

スポーツ施設整備推進計画」を

改定する。

 改定に伴うスケジュールを検討し

た。
0 0

スポーツ施設整

備推進計画の改

定

- - - - 検討 検討 100.0
スポーツ推

進課

1,150,734

 次の改修工事等を行った。

① 荻野運動公園競技場施設外壁・屋

根改修工事

② 荻野運動公園競技場施設防水ほか

改修工事

③ 荻野運動公園競技場施設トイレ・

内部改修工事

④ 荻野運動公園競技場施設改修（電

気）改修工事

⑤ 荻野運動公園競技場施設改修（空

調・衛生）改修工事

⑥ 荻野運動公園競技場トラック改修

修繕

⑦ 荻野運動公園競技場フィールド改

修修繕

⑧ 荻野運動公園体育館空調設備改修

修繕

⑨ 荻野運動公園体育館トイレ改修修

繕

⑩ 荻野運動公園体育館空調設備設置

工事（メインアリーナ）

 ※H29・H30継続事業 等

5
荻野運動公園スポーツ施

設リニューアル事業

 2020年東京オリンピック・パ

ラリンピック競技大会の開催を

契機に、海外選手団等の事前

キャンプに適した競技環境を提

供することができるよう、荻野

運動公園の施設の充実を図る。

 荻野運動公園体育館に空調設

備を設置するとともに、陸上競

技場のリニューアル等を行う。

③ 1,131,597

重点事業
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Ⅲ 共生政策 

１ 地球温暖化防止・低炭素社会の実現 

２ 持続可能な循環型社会の実現 

３ 自然と共生する社会の実現 

４ 豊かな生活環境の実現 

５ 河川と共生する社会の実現 
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46.7 50.9

H27年度

指標①

60.0目標値 － 50.0 52.0 54.0

R元年度 R2年度

H28年度

58.0

H26年度

　総合評価がＡであり、順調に進捗していることは評価するが、市民満足度『「地球温暖化防止に向け、再生可能
エネルギーの導入等の取組が進んでいる」と思う市民の割合』について、目標値を達成しておらず、平成29年度実
績値と比較すると、3.9ポイント低下しているため、危機感を持って、更なる施策の推進を図られたい。

代表となる指標
達成率平均

100.0%

代表となる指標

得点Ⓑ

25.0

24.2

達成率

実施計画事業
指標達成率平均

96.8%

実施計画事業

指標得点ⒸR2年度

41.7

「地球温暖化防止に向け、再生可能エネルギーの導入等の取組が進んでいる」と思う市民の割合

R元年度 R2年度単位 H29年度 H30年度

56.0
H26年度

達成率

市域に設置された太陽光発電システムの出力値（推
計）

ＦＥＥジャパンに、エコスクールとして、登録してい
る学校数

１ 地球温暖化防止・低炭素社会の実現
　 温暖化防止など、環境への負荷を減らすための取組を推進します

１ 温室効果ガスの排出抑制

総合評価

　市民満足度『「地球温暖化防止に向け、再生可能エネルギーの導入等の
取組が進んでいる」と思う市民の割合』について、目標値を達成しておら
ず、平成29年度達成率と比較すると、10.3ポイント低下しているため、低
下要因を分析し、危機感を持って、施策の改善を図ること。 単位

目標値

年度 H26年度 H27年度 H28年度

◆市民満足度 ［配点：50点］（市民満足度調査で「満足」又は「やや満足」と回答した市民の割合）

83.4%

年度

市民満足度
達成率平均

83.4%

実績値

市民満足度

得点Ⓐ

実績値 47.4

目標値

指標②

年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度

97.9% 93.7%達成率 ー 93.4%

単位 H30年度 R元年度

％ 50.6 46.7

93.7%
-

達成率

1 スマートハウス推進事業 90.2%
2 100.0%
3

温暖化防止普及啓発事業

100.0%低公害ごみ収集車導入事業

4 再生可能エネルギー導入促進事業 100.0%

5

6

7

環境基本計画推進事業

② 再生可能エネルギーをいか
　 したまちづくり

-
環境基本計画等改定事業

環境フェア開催事業

単位 H27年度 H28年度 H30年度

① 温室効果ガスの排出抑制

③ 環境教育の普及及び環境問
　 題の意識啓発

◆実施計画事業指標 ［配点：25点］（各実施計画事業に複数の指標がある場合は、その平均値）

実績値

目標値

A
順調

総合得点
（Ⓐ＋Ⓑ＋Ⓒ）

指標④

総合計画審議会からの意見

単位施策 No. 実施計画事業名 達成率

実績値

90.9

年度 R元年度

実績値

目標値

R2年度

指標⑤

H29年度 H30年度

達成率

H29年度

単位

目標値

達成率 ー 94.2%

ＭＷ

％

実績値 18.2 18.0

校
実績値

目標値 － 5
4 7

指標③

％達成率

年度 H26年度 H27年度

H30年度

－ 19.1

100.0%

単位

R元年度 R2年度

8

93.6% 91.5% 100.0%

H28年度 H29年度 H30年度

20.2

7 7
7 7

100.0% 100.0%ー

18.9

３ 環境教育の普及及び環境問題の意識啓発
　学校、家庭、職場、地域などにおける様々な機会を捉え、環境教育の普及や環境問題についての意識啓発
を図り、環境保全に取り組む人材を育成します。

基本政策 Ⅲ 共生政策 分野 環境 ◆代表となる指標 ［配点：25点］
指標①

R元年度 R2年度

市域における太陽光発電出力値

年度 H25年度

基本施策

施策の
基本方針

H27年度 H28年度 H29年度

２ 再生可能エネルギーをいかしたまちづくり

23.6 25.0

エコスクール取組校数

19.5 31.8

指標②

年度 H25年度 H27年度単位

21.3 22.5　地球温暖化防止に向けた取組は、市民、事業者、民間団体及び行政の全てが実施主体であるという意識を
持って、相互に連携・協働しながら、より一層の温室効果ガスの排出抑制に努め、地球環境への負荷が少な
い低炭素社会の実現を目指します。
　また、国の温室効果ガスの排出抑制・吸収の量に関する新目標を踏まえ、市の目標を見直します。

6

100.0%

　エネルギーの地産地消（創エネ）、エネルギー利用の効率化（省エネ）、災害時を含めた安心・安全なエ
ネルギーの確保（蓄エネ）に配慮した取組を推進します。

R元年度

8

H28年度 H29年度 H30年度 R2年度

7

/100

/50

/25

/25
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 Ⅲ-１ 地球温暖化防止・低炭素社会の実現

当初予算額

（千円）

決算額

（千円）
指標名 単位

H29年度

目標値

H29年度

実績値

H29年度

達成率

（％）

H30年度

目標値

H30年度

実績値

H30年度

達成率

（％）

1 ① スマートハウス推進事業

 「厚木市地球温暖化対策実行

計画」に掲げる地球温暖化への

負荷の少ない低炭素社会の実現

に向け、日常生活における温室

効果ガスの排出抑制を図る。

 住宅用太陽光発電システムや

住宅用蓄電池システム等のス

マートエネルギー設備の設置及

びゼロ・エネルギー・ハウスの

導入に対し、奨励金を交付す

る。

  スマートエネルギー設備及びゼ

ロ・エネルギー・ハウスの導入に対

し、奨励金を交付した。

【補助件数】

・住宅用太陽光発電システム 120件

・住宅用蓄電池システム 76件

・ＨＥＭＳ 48件

・家庭用燃料電池システム 11件

・太陽熱利用システム 0件

・スマートハウス加算 19件

・太陽光発電大容量加算 56件

・ゼロ・エネルギー・ハウス 5件

10,800 10,968
住宅における太

陽光発電出力値
kW 15,000 13,829 92.0 16,000 14,435 90.2 環境政策課

地球温暖化防止

普及啓発事業へ

の参加者数

人 - - - 140 215 100.0 環境政策課

エコスクール取

組校数
校 7 7 100.0 7 7 100.0 環境政策課

地球温暖化対策

実行計画の改定
- - - - - - - 環境政策課

3 ①
低公害ごみ収集車導入事

業

 大気汚染防止のため、ごみ収

集車に低公害車を導入し、生活

環境の改善を図る。

 ごみ収集車に地球環境に配慮

した低公害車を導入する。

 低公害ごみ収集車を導入した。

・導入台数 ２台
18,383 17,628

低公害車両導入

率

※2023年度に

100％

※カッコ内は総

台数

％ - - -
77.4

(48台)
77.4

(48台) 100.0 環境事業課

2 温暖化防止普及啓発事業

 「厚木市地球温暖化対策実行

計画」に掲げる地球環境への負

荷の少ない低炭素社会の実現に

向け、市民や事業者との協働に

より、市民一人一人の温暖化防

止への理解を深める。

 環境学習講座の開催、みどり

のカーテンの普及促進及びエコ

スクールの取組など、温暖化防

止に関する普及・啓発を行う。

 また、再生可能エネルギーの

導入や省エネルギーの普及な

ど、温室効果ガス排出削減に向

けた具体的な施策を推進するた

めの「厚木市地球温暖化対策実

行計画」を改定する。

実施計画取組実績（平成30年度実施事業）

H30年度

主な実績内容

H30年度事業費

事業

No.

単

位

施

策

実施計画事業名 事業目的 事業概要

H29年度事業指標

① みどりのカーテンぐらんぷり2018

を実施した。

・参加者数 13人

② 温暖化学習講座を開催した。

・参加者数 94人

③ 緑のまつりへのブース出展

・入場者数 108人

2,940 865

令和元年度

担当課

①

H30年度事業指標
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当初予算額

（千円）

決算額

（千円）
指標名 単位

H29年度

目標値

H29年度

実績値

H29年度

達成率

（％）

H30年度

目標値

H30年度

実績値

H30年度

達成率

（％）

H30年度

主な実績内容

H30年度事業費

事業

No.

単

位

施

策

実施計画事業名 事業目的 事業概要

H29年度事業指標

令和元年度

担当課

H30年度事業指標

4 ②
再生可能エネルギー導入

促進事業

 「あつぎ元気地域エネルギー

構想実行計画」に基づき、太陽

光発電を始めとする再生可能エ

ネルギーの導入を促進し、エネ

ルギーの地産地消及び有効利用

を推進する。

 相川中学校に太陽光発電シス

テム及び蓄電池を設置する。

 次の施設に太陽光発電システムを設

置した。

なお、三田小学校と相川中学校には、

蓄電池を併せて設置した。

・設置箇所

 戸室ハイツ（11kW）、三田小学校

（16.65kW）、相川中学校

（16kW）、あつぎ郷土博物館

（20kW）

※カッコ内は、太陽光パネルの出力

0 0

公共施設におけ

る太陽光発電出

力値

kW 279.0 313.4 100.0 343.4 377.1 100.0 環境政策課

環境市民学習講

座等の参加者数
人 - - - 66 64 97.0 環境政策課

市の環境関連サ

イトへのアクセ

ス件数

件 - - - 52,500 47,390 90.3 環境政策課

環境基本計画の

改定
- - - - - - - 環境政策課

一般廃棄物処理

基本計画の改定
- - - - - - - 環境事業課

7 ③ 環境フェア開催事業

 地球温暖化を始めとする今日

の環境問題の重要性についての

認識を深める。

 市民や事業者との協働によ

り、環境問題について啓発を行

う「あつぎ環境フェア」を隔年

実施する。

-

（隔年開催のため、開催実績なし）
0 0

環境フェア来場

者数
人 9,000 1,000 11.1 - - - 環境政策課

0

5 環境基本計画推進事業

 「厚木市環境基本計画」に掲

げる望ましい環境像「みんなで

つくる、自然環境と共生する元

気なまち」の実現を目指し、市

民、事業者及び民間団体・組織

との協働により、環境問題への

意識啓発を図る。

 環境学習講座及び環境写真展

を開催するとともに、環境基本

計画推進情報誌を発行する。

6 ③ 環境基本計画等改定事業

 「厚木市環境基本条例」に基

づき、本市の良好な環境を保全

するとともに、地球温暖化を始

めとする環境問題の解決への貢

献を果たす。

 環境行政の総合的かつ計画的

な指針となる「厚木市環境基本

計画」及び一般廃棄物の適正処

理や減量化・資源化などに関す

る指針となる「厚木市一般廃棄

物処理基本計画」を改定する。

0
-

（令和元年度から事業開始）

③

① ジュニアエコリーダー環境学習講

座を７回実施した。

・ジュニアエコリーダー認定者 15人

② 環境市民学習講座を２回実施し

た。

・参加者 35人

③ 環境基本計画推進情報誌を発行し

た。

・部数 800部

④ 環境写真展を実施した。

・応募人数 14人

442 424
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　ごみの減量化・資源化を推進するため、３Ｒの取組を推進するとともに、ごみの適正排出の意識の定着
を図ります。
　また、多量排出事業者に対して、具体的な指導や啓発活動などを推進します。

　厚木愛甲環境施設組合が行う一般廃棄物処理施設の整備を支援するとともに、ごみの中間処理施設等の
整備に当たっては、地域コミュニティを活性化する施設を併せて整備するなど、地域の実情に即したまち
づくりを推進します。

２ 廃棄物処理施設の整備促進

98.5% 96.7%

％

達成率 ー 33.3% 29.2% 100.0% 100.0%

％

ｇ

％

達成率 ー 91.9%

98.1% 98.7%

実績値

－ 30.0

99.7%

家庭系ごみ総排出量÷365（うるう年は366）÷人口一人一日当たりの家庭系ごみの排出量

年度 H25年度 H27年度

667
実績値 696 689 680

650 640 632
668 652

92.2

「資源とごみの分別の取組が進んでいる」と思う市民の割合

目標値 － 82.5 84.0

単位

目標値

ごみの中間処理施設の整備進捗率

A
順調

厚木愛甲環境施設組合のごみの中間処理施設の施設整備基本
計画に基づく取組の進捗率

H27年度

指標⑤

14.6 25.0

36.8

（業者委託している事業所数＋環境センターへ直接搬入して
いる事業所数）÷総事業所数×100

実績値 45.0

２ 持続可能な循環型社会の実現
　 環境に配慮した循環型社会を目指します

１ ごみの減量化・資源化の推進

44.1 46.1

総合得点
（Ⓐ＋Ⓑ＋Ⓒ）

指標④

総合計画審議会からの意見

　総合評価がＡであり、順調に進捗していることは評価するが、市民満足度『「資源とごみの分別の取組が進
んでいる」と思う市民の割合』について、目標値を達成しておらず、平成29年度実績値と比較すると、3.0ポ
イント低下している。また、代表となる指標の達成率が低い指標もあるため、危機感を持って、更なる施策の
推進を図られたい。

総合評価

　市民満足度『「資源とごみの分別の取組が進んでいる」と思う市民の割
合』について、目標値を達成しておらず、平成29年度達成率と比較すると、
5.1ポイント低下しているため、パソコンやスマートフォンから簡単に検索で
きる分別辞典「ごみサク」の更なるＰＲなど、既存の取組について、効果的
な周知を図ること。

◆市民満足度 ［配点：50点］（市民満足度調査で「満足」又は「やや満足」と回答した市民の割合）

市民満足度
達成率平均

家庭から出るごみの資源化率

年度 H25年度 H27年度 H28年度 H29年度

目標値

実績値

基本政策 Ⅲ 共生政策 分野 環境 ◆代表となる指標 ［配点：25点］
指標①

R元年度 R2年度

基本施策

施策の
基本方針

－ 35.9

目標値 － 676 659

指標③

事業系ごみの適正処理割合

H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度単位
年度 H25年度 H27年度

達成率 ー 98.1%

H30年度

家庭系ごみの資源化処理量÷家庭系ごみ排出量×100

H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度単位

単位
39.3 40.0

34.0 33.0 32.9

指標②

87.8%
33.6 33.9
37.6 38.6

89.4% 89.4%

目標値 － 45.9 46.8 49.2 50.047.6 48.4
％

達成率 ー 96.1% 98.5%
46.9 46.8

実績値 　　－ ※ 10.0

年度 H26年度

R元年度 R2年度

37.0 55.0

R元年度

75.0

R2年度

37.0

年度 H26年度 H27年度

単位 H30年度

H30年度

単位施策 No. 実施計画事業名 達成率

達成率

◆実施計画事業指標 ［配点：25点］（各実施計画事業に複数の指標がある場合は、その平均値）

目標値

1

厚木愛甲環境施設組合負担事業 100.0%

3 環境センター施設改修事業 100.0%
4 ふれあいプラザ再整備事業 100.0%

年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

87.1%
85.5

R元年度 R2年度単位
87.0 88.5 90.0

92.2%達成率

％

ー 97.5% 93.9%

実績値

87.1%
81.1 80.4 78.9 78.8 75.8

43.5
H28年度単位

年度 H29年度H26年度 H27年度

市民満足度

得点Ⓐ

指標②

H30年度 R元年度

目標値

達成率

代表となる指標
達成率平均

96.1%

実績値

代表となる指標

得点Ⓑ

24.0

実施計画事業
指標達成率平均

98.8%

実施計画事業

指標得点Ⓒ

24.7

R2年度

指標①

① ごみの減量化・資源化の推進

② 廃棄物処理施設の整備促進

※平成26
年度から
施設整備
基本計画
を策定

5

50.0 25.0

ごみ減量化・資源化推進事業 93.8%
2 事業系ごみ対策事業 100.0%

H28年度 H29年度

H28年度 H29年度

/100

/50

/25

/25

99



Ⅲ-２ 持続可能な循環型社会の実現

当初予算額

（千円）

決算額

（千円）
指標名 単位

H29年度

目標値

H29年度

実績値

H29年度

達成率

（％）

H30年度

目標値

H30年度

実績値

H30年度

達成率

（％）

家庭から出るご

みの資源化率
％ 37.6 33.6 89.4 38.6 33.9 87.8 環境事業課

一日一人当たり

の家庭系ごみの

排出量

ｇ - - - 650 652 99.7 環境事業課

2 ① 事業系ごみ対策事業

 事業活動に伴って排出される

事業系ごみの排出事業者の自己

処理責任の徹底を図るととも

に、事業系ごみの適正処理及び

減量化・資源化を推進する。

 事業系ごみの排出事業者に対

し、啓発活動や適正処理の指導

を行う。

 また、食品廃棄物排出事業者

に対する啓発活動を含め、食品

リサイクルシステムを構築す

る。

 事業系ごみの適正排出を促すため、

多量排出事業者44者への指導や、不適

正排出事業者27者への戸別訪問指導を

実施するとともに、環境センターへ搬

入する事業系ごみの内容物検査335回

実施した。

8,628 7,710
事業系ごみの減

量化率
％ 28.8 28.1 97.6 29.2 30.3 100.0 環境事業課

3 ②
環境センター施設改修事

業

 新ごみ中間処理施設が稼働

（2025年度予定）するまで、環

境センターを適正かつ安定した

処理施設として継続使用する。

 老朽化した焼却施設や粗大ご

み処理施設の改修を行う。

① 環境監視表示盤設置を完了した。

② Ｃ系焼却炉、給じん装置更新及び

排ガス冷却器改修を完了した。

327,888 322,056
環境センター施

設改修の進捗率
％ - - - 10.0 15.0 100.0 環境事業課

4 ②
ふれあいプラザ再整備事

業

 利用者の安心・安全及び市民

の健康増進に寄与するため、ふ

れあいプラザを再整備する。

 環境センターの余熱利用施設

であるふれあいプラザを、災害

時にも対応できる施設として、

ＰＦＩ手法の検討を行い、再整

備する。

① 厚木市ふれあいプラザ再整備計画

を策定した。

② ふれあいプラザ再整備の事業手法

を検討するため、ＰＦＩ導入可能性調

査を実施した。

9,000 11,005

ふれあいプラザ

再整備の進捗状

況

- - - -

再整備計画

策定・

ＰＦＩ導入

可能性調査

再整備計画

策定・

ＰＦＩ導入

可能性調査

100.0 環境事業課

① 資源収集量 18,390ｔ

② 推進説明会を開催した。

・自治会 ２回 参加者数 37人

・地域団体等 ６回 参加者数 127人

③ 広報啓発活動を実施した。

・広報あつぎへの掲載 ９回

・啓発チラシの配布、ポスティング

98枚

④ 厚木市ごみ対策協議会と連携し、

リサイクル施設見学会や体験学習講

座、公民館まつり等での周知啓発活

動、情報誌の発行、ごみ減量リサイク

ル標語・ポスターコンクール等を実施

した。

⑤ 生ごみ処理器補助台数 148台

935,862

H29年度事業指標

H30年度

主な実績内容

H30年度事業費 H30年度事業指標

953,997

令和元年度

担当課

実施計画取組実績（平成30年度実施事業）

事業

No.
事業概要

1 ①

単

位

施

策

実施計画事業名 事業目的

ごみ減量化・資源化推進

事業

 循環型社会の形成を図るた

め、ごみの減量化・資源化を推

進する。

 資源物の適正な収集及び処理

を行うほか、分別マナーについ

ての説明会やポスティング等の

啓発活動を実施するとともに、

リサイクル施設見学会や体験学

習講座等を実施する。

 また、家庭から排出される生

ごみの減量化を図るため、市内

の間伐材を使用した生ごみ処理

器（厚木キエーロ）の購入に対

し、補助金を交付する。

重点事業

重点事業

重点事業
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当初予算額

（千円）

決算額

（千円）
指標名 単位

H29年度

目標値

H29年度

実績値

H29年度

達成率

（％）

H30年度

目標値

H30年度

実績値

H30年度

達成率

（％）

H29年度事業指標

H30年度

主な実績内容

H30年度事業費 H30年度事業指標

令和元年度

担当課

事業

No.
事業概要

単

位

施

策

実施計画事業名 事業目的

5 ②
厚木愛甲環境施設組合負

担事業

 厚木市、愛川町及び清川村の

３市町村で構成する、ごみ処理

広域化の実施主体である厚木愛

甲環境施設組合の円滑な運営及

び事業推進を図る。

 厚木愛甲環境施設組合の運営

に係る経費や施設建設に係る経

費等について、構成市町村が応

分の負担割合で負担金を支出す

る。

① 厚木愛甲環境施設組合の運営及び

事業に係る経費等を負担した。

② 厚木愛甲環境施設組合及び関係部

署と連携を図り、環境影響評価及び都

市計画手続きの支援を行った。

99,451 94,784

ごみ中間処理施

設整備の進捗状

況

- - - -

施設基本設

計・環境ア

セス・都市

計画決定手

続き

施設基本設

計・環境ア

セス・都市

計画決定手

続き

100.0 環境事業課
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　生物多様性の主流化を推進し、持続可能な魅力あるまちづくりに向け、市民、事業者、民間団体、行政
など、多様な主体が連携・協働し、豊かな自然の保全・活用を図ります。

　人工林や広葉樹林を計画的に整備し、森林の持つ多面的、公益的機能の再生を図るとともに、森林ボラ
ンティア活動等との連携・協働により森林整備活動等を推進し、森林愛護意識の向上を図ります。

２ 森林再生の推進

 ※平成27年度から認定開始

代表となる指標
達成率平均

H30年度 R元年度 R2年度

46.5
H29年度

市民満足度

得点Ⓐ

90.5%

代表となる指標

得点Ⓑ

22.6

実施計画事業
指標達成率平均

75.7%

実施計画事業

指標得点Ⓒ

18.9

3 生物多様性生きもの調査推進事業 100.0%
4

年度 H26年度 H27年度 H28年度単位

達成率

目標値

実績値

指標②

実績値 54.2 56.9 54.6 55.6 53.0
目標値 58.0

指標①

「自然環境の保全と活用が推進されている」と思う市民の割合

年度 R元年度 R2年度単位 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

93.0%

森林再生事業 13.3%

1 里地里山保全等促進事業 96.5%
2 生物多様性あつぎ戦略啓発事業 93.1%① 多様な自然環境の保全と活用

② 森林再生の推進

単位施策 No. 実施計画事業名 達成率

達成率

◆実施計画事業指標 ［配点：25点］（各実施計画事業に複数の指標がある場合は、その平均値）

H28年度 H29年度 H30年度

H30年度 R元年度 R2年度

R元年度 R2年度
88.0

年度 H26年度 H27年度

単位

実績値

目標値

単位
目標値

実績値

年度 H26年度 H27年度

指標⑤B

指標④

実績値 58 83 94 97.1 99.5

実績値

達成率

指標③

年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度単位

H30年度

厚木市長が認定した里地里山活動団体の会員数

H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度単位
111 117 123 126 129

100.0%

- 94

認定里地里山活動団体会員数

年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度単位

達成率 ー 100.0% 100.0% 95.6%

目標値
人

％

基本政策 Ⅲ 共生政策 分野 環境 ◆代表となる指標 ［配点：25点］
指標①

R元年度 R2年度

基本施策

施策の
基本方針

－ 30 40 180 190

指標②

地域水源林整備面積（累計） 地域水源林累計整備面積

３ 自然と共生する社会の実現
　 自然の恵みを大切にし、活用する取組を推進します

１ 多様な自然環境の保全と活用

達成率

％

ー 100.0% 97.5% 99.3% 93.0%

総合計画審議会からの意見

　市民満足度『「自然環境の保全と活用が推進されている」と思う市民の割合』について、目標値を達
成しておらず、平成29年度実績値と比較すると、2.6ポイント低下している。また、代表となる指標及
び実施計画事業指標の達成率が低い事業もあるため、危機感を持って、更なる施策の推進を図られた
い。

総合評価

　総合評価がＡ評価からＢ評価に低下しており、平成30年度の施策評価にお
ける総合得点と比較すると、2.3ポイント低下している。主な低下要因は、市
民満足度の低下によるものである。
・市民満足度『「自然環境の保全と活用が推進されている」と思う市民の割
合』について、目標値を達成しておらず、平成29年度達成率と比較すると、
6.3ポイント低下していることから、引き続き、積極的に取組の推進を図ると
ともに、取組内容について効果的な周知を図ること。

◆市民満足度 ［配点：50点］（市民満足度調査で「満足」又は「やや満足」と回答した市民の割合）

市民満足度
達成率平均

－ 55.0 56.0 56.0 57.0 57.0

総合得点
（Ⓐ＋Ⓑ＋Ⓒ）

達成率

達成率

目標値

H28年度 H29年度

おおむね
順調

ha

％

200 210
実績値 　　－ ※ 172 172 172 193

年度 H25年度 H27年度

ー 88.3% 84.7% 83.0% 80.9%

目標値

/100

/50

/25

/25

103



Ⅲ-３ 自然と共生する社会の実現

当初予算額

（千円）

決算額

（千円）
指標名 単位

H29年度

目標値

H29年度

実績値

H29年度

達成率

（％）

H30年度

目標値

H30年度

実績値

H30年度

達成率

（％）

認定里地里山活

動団体会員数
人 180 172 95.6 190 193 100.0 環境政策課

「自然環境の保

全と活用が推進

されている」と

思う市民の割合

％ - - - 57.0 53.0 93.0 環境政策課

里地里山保全等

促進計画の改定
- - - - - - - 環境政策課

2 ①
生物多様性あつぎ戦略啓

発事業

 「生物多様性あつぎ戦略」に

基づき、本市における生物多様

性の保全及び持続可能な利用に

関する施策を計画的に推進し、

豊かな生物の多様性を保全す

る。

 本市における生物多様性の保

全及び持続可能な利用に関する

施策を計画的に推進するため、

推進委員会を運営するととも

に、普及・啓発を行う。

① 市民向け環境学習講座を実施し

た。

・バスで行く環境エコツアー

 参加者数 16人

② さがみ自然フォーラムを実施し、

生物多様性に係る普及啓発に努めた。

・来場者数 900人

③ 緑のまつりのブース来場者数 108

人

500 497
啓発事業への参

加者数
人 1,100 1,076 97.8 1,100 1,024 93.1 環境政策課

3 ①
生物多様性生きもの調査

推進事業

 「生物多様性あつぎ戦略」に

基づき、本市の生物多様性の実

態を把握し、その情報を蓄積・

管理・活用することにより、生

物多様性の保全及び持続可能な

利用を図る。

 自然と共生するまちづくりの

推進に役立てるため、オオタカ

観測調査及び厚木市版レッド

データ報告書の作成により、本

市の生物多様性の実態を把握を

行う。

① オオタカ観測調査を実施した。

② 厚木市版レッドデータ報告書作成

に係る調査の実施を行い、報告書完成

へのデータ収集に努めた。

2,614 2,614

厚木市版レッド

データ報告書作

成の進捗状況

- - - - 調査・作成 調査・作成 100.0 環境政策課

H30年度事業指標

令和元年度

担当課

事業

No.

単

位

施

策

実施計画事業名 事業目的 事業概要
H30年度

主な実績内容

H30年度事業費 H29年度事業指標

実施計画取組実績（平成30年度実施事業）

①1

 平成30年度から認定団体が１つ増え

7団体となり、市民等が里山保全活動

に参加する裾野が広がったことで、里

山機能の維持、回復といった目的達成

のための活動を、より活性化すること

ができた。

2,801 2,387里地里山保全等促進事業

 「厚木市里地里山保全等促進

条例」に基づき、里地里山の保

全・活用を図る。

 里地里山保全等地域を選定す

るとともに、活動団体や活動協

定の認定及び活動支援を行う。

 また、里地里山の保全等の促

進を総合的かつ計画的に図るた

めの「厚木市里地里山保全等促

進計画」を改定する。
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当初予算額

（千円）

決算額

（千円）
指標名 単位

H29年度

目標値

H29年度

実績値

H29年度

達成率

（％）

H30年度

目標値

H30年度

実績値

H30年度

達成率

（％）

H30年度事業指標

令和元年度

担当課

事業

No.

単

位

施

策

実施計画事業名 事業目的 事業概要
H30年度

主な実績内容

H30年度事業費 H29年度事業指標

地域水源林整備

面積（2018-

2020年度累

計）

ha - - - 6.0 2.4 40.0 農業政策課

育成天然林整備

面積（2018-

2020年度累

計）

ha - - - 2.0 0.0 0.0 農業政策課

森林づくり実技

等参加者数
人 - - - 150 0 0.0 農業政策課

4 森林再生事業

 水源のかん養、地球温暖化防

止及び山地災害の防止など、森

林の持つ公益的な機能を効率的

に発揮させる。

 また、森林への愛護意識の向

上を促進する。

 枝打ちや除間伐等、地域水源

林エリアの森林整備を行う。

 また、森林ボランティア活動

への支援及び森林づくり実技等

体験教室を実施する。

② 21,294 15,258

① 材木の健全な成長を促進するた

め、樹齢６年から20年生の人工林を対

象に、枝打・除伐・間伐を行う方に対

し、補助金を交付した。

② 神奈川県の補助金採択要件見直し

により広葉樹林への補助金採択がなく

なったことに伴い、実績なし。

③ 森林づくり体験教室を開催予定で

あったが荒天のため中止。
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年度 H26年度 H27年度

目標値

総合評価

・市民満足度『「身近に公園などがあり、緑豊かな生活環境が整備されて
いる」と思う市民の割合』について、目標値を達成しておらず、平成29年
度達成率と比較すると、6.1ポイント低下していることから、積極的に取組
を推進するとともに、本市の緑豊かな生活環境の認知度を向上させるた
め、他自治体との比較等を用いるなど、効果的な周知を図ること。
・市民満足度『「環境美化が推進され、清潔で快適な生活環境が保たれて
いる」と思う市民の割合』について、平成29年度達成率と比較すると、5.1
ポイント低下しているため、引き続き、関連施策を積極的に推進するとと
もに、取組内容について、十分な周知を図ること。

目標値

達成率

指標④

年度 H26年度 H27年度

単位

実績値

単位

実績値

単位

自治会等が実施する美化清掃実施件数

H29年度 H30年度 R元年度 R2年度H28年度

R2年度単位

指標③

総合得点
（Ⓐ＋Ⓑ＋Ⓒ）

年度

指標①

目標値 － 68.5 70.0
68.7 70.0 67.0

74.5
H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

A
順調

92.1

総合計画審議会からの意見

　総合評価がＡであり、順調に進捗していることは評価するが、市民満足度『「身近に公園などがあり、緑
豊かな生活環境が整備されている」と思う市民の割合』及び『「環境美化が推進され、清潔で快適な生活環
境が保たれている」と思う市民の割合』について、目標値を達成しておらず、平成29年度実績値と比較する
と平均約3.8ポイント低下している。また、実施計画事業指標の達成率が低い事業もあるため、危機感を
持って、更なる施策の推進を図られたい。

93.4%
91.8%

基本政策 Ⅲ 共生政策 分野 環境 ◆代表となる指標 ［配点：25点］
指標①

R元年度 R2年度

基本施策

施策の
基本方針

－ 7.82 7.82 8.09 8.06

指標②

地域美化清掃の実施件数

単位

100.0%

４ 豊かな生活環境の実現
　 緑豊かで美しい生活環境を整備します

市民一人当たりの公園及び緑地面積

年度 H25年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

8.08
１ 緑豊かな公園緑地の整備・改修
　緑の基本計画に基づき、市街地緑化の推進や快適に利用できる公園及び緑地の整備・改修、既存の公園の
緑化などを推進し、生活環境の向上に取り組みます。

㎡/人

％

件

8.12

年度 H25年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度

　まちの美観を大切にし、快適な生活環境を保全するため、市民、事業者との連携・協働、地域での共助を
基本として、歩行喫煙や落書き、ごみのポイ捨て、不法投棄のない環境の整備や動物愛護精神に基づく犬猫
などペットの適正飼養を推進するなど、環境美化意識の高揚を図ります。

２ 環境美化の推進

8.10目標値

公園及び緑地面積÷人口

達成率 ー 100.0% 100.0% 99.8% 100.0%
実績値 7.72 8.05 8.08 8.07

％

230 235 240 245 250
実績値 209 222 230 226 223

96.2%

目標値 － 225

達成率 ー 98.7% 92.9%

R2年度H29年度 H30年度 R元年度H28年度

3

指標⑤

実績値

H28年度 H29年度

達成率

年度 H26年度 H27年度

7

5

緑を豊かにする事業 98.0%

6

まち美化推進事業 96.5%

50.0%

動物愛護管理推進事業

52.5%不法投棄防止対策事業

100.0%

4

公園緑地整備事業

達成率

目標値

2

（仮称）北部地区公園整備事業 100.0%1

（仮称）睦合水辺公園整備事業① 緑豊かな公園緑地の整備・
　 改修

◆市民満足度 ［配点：50点］（市民満足度調査で「満足」又は「やや満足」と回答した市民の割合）

市民満足度
達成率平均

R元年度 R2年度

75.0

「身近に公園などがあり、緑豊かな生活環境が整備されている」と思う市民の割合

実績値 67.2 67.3

99.3% 100.0% 94.9%100.0%

71.0
H30年度

目標値 － 70.0 46.774.0 75.0
R元年度

72.0 73.0
単位

市民満足度

得点Ⓐ
R2年度

代表となる指標
達成率平均

96.5%

代表となる指標

得点Ⓑ

24.1

実施計画事業
指標達成率平均

85.3%

実施計画事業

指標得点Ⓒ

21.3

100.0%

「環境美化が推進され、清潔で快適な生活環境が保たれている」と思う市民の割合

指標②

年度 H26年度 H27年度

70.2 70.5 73.8 69.3

H28年度 H29年度

実績値 69.9％

達成率 ー

97.9%

73.0
％

ー 98.2% 98.1%

単位
71.5

達成率

② 環境美化の推進

H30年度 R元年度 R2年度

◆実施計画事業指標 ［配点：25点］（各実施計画事業に複数の指標がある場合は、その平均値）

単位施策 No. 実施計画事業名 達成率

/100

/50

/25

/25
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Ⅲ-４ 豊かな生活環境の実現

当初予算額

（千円）

決算額

（千円）
指標名 単位

H29年度

目標値

H29年度

実績値

H29年度

達成率

（％）

H30年度

目標値

H30年度

実績値

H30年度

達成率

（％）

1 ①
（仮称）北部地区公園整

備事業

 平常時には、レクリエーショ

ン等を通じて市民のコミュニ

ティや安らぎの場を提供し、災

害時には、市民生活や都市機能

の早期回復を図る一時避難場所

や救援施設等防災拠点としての

機能を担う公園を整備する。

 北部地区における市民の憩い

と安らぎの場、レクリエーショ

ンの拠点及び災害時における一

時避難場所等の地域の防災拠点

としての機能を担う地区公園を

整備する。

 基本計画策定委託で検討した、現況

調査、敷地分析、計画方針の設定、機

能によるゾーニング、施設の規模、配

置等を基に、用地取得手法について、

関係各課との調整を実施した。

0 0

（仮称）北部地

区公園整備の進

捗状況

- - - -
 基礎資料の

 収集

 基礎資料の

 収集
100.0 公園緑地課

2 ①
（仮称）睦合水辺公園整

備事業

 レクリエーション等を通じて

市民のコミュニティや安らぎの

場を提供するため、恵まれた河

川環境をいかした公園を整備す

る。

 睦合地域における市民の憩い

と安らぎの場及びレクリエー

ションの拠点として、河川環境

をいかした公園を整備する。

 『厚木市緑の基本計画』の改定に併

せ、公園の配置、用途及び規模の見直

しを確認した。

0 0

（仮称）睦合水

辺公園整備に向

けた進捗状況

- - - -
 基礎資料の

 収集

 基礎資料の

 収集
100.0 公園緑地課

新規公園整備箇

所数（2018-

2020年度累

計）

か所 - - - 2 0 0.0 公園緑地課

既存公園緑地改

修箇所数

（2018-2020

年度累計）

か所 - - - 2 7 100.0 公園緑地課

4 ① 緑を豊かにする事業

 花と緑あふれる住みよいまち

としての発展を図るとともに、

緑がもたらす潤いと安らぎへの

意識の向上を図る。

 緑に触れ合い、親しみながら

緑の大切さについての認識を深

めることができるよう、緑のま

つり等のイベントを開催する。

 緑のまつりを開催した（平成30年5

月12日～13日）。

・来場者数 56,000人

5,000 4,751

「緑を大切にす

る必要がある」

と思うイベント

参加者の割合

％ - - - 100.0 98.0 98.0 公園緑地課

① 公園の整備工事を実施した。

・改修公園数 ７公園

② ＬＥＤ化公園灯調査委託を実施し

た。

③ あさひ公園実施設計委託及び（仮

称）上戸田公園実施設計委託を実施し

た。

④ 公園台帳を作成した。

・作成公園数 １公園

公園緑地整備事業

 市民の憩いと安らぎの場とし

て、公園緑地の整備を推進す

る。

 老朽化・機能低下している公

園及び樹木により見通しの悪い

公園等を安心して過ごすことが

できる公園として改修するとと

もに、健康増進やバリアフリー

化等の市民ニーズに対応しなが

ら整備を行う。

H30年度

主な実績内容

H30年度事業費 H29年度事業指標

令和元年度

担当課

H30年度事業指標

実施計画取組実績（平成30年度実施事業）

事業

No.

単

位

施

策

実施計画事業名 事業目的

3 ①

事業概要

72,745 75,597
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当初予算額

（千円）

決算額

（千円）
指標名 単位

H29年度

目標値

H29年度

実績値

H29年度

達成率

（％）

H30年度

目標値

H30年度

実績値

H30年度

達成率

（％）

H30年度

主な実績内容

H30年度事業費 H29年度事業指標

令和元年度

担当課

H30年度事業指標

事業

No.

単

位

施

策

実施計画事業名 事業目的 事業概要

地域美化清掃の

実施件数
件 235 226 96.2 240 223 92.9 生活環境課

落書き消去・壁

画制作活動の参

加者数

人 - - - 200 200 100.0 生活環境課

6 ② 不法投棄防止対策事業

 ごみの不法投棄を防止すると

ともに、不法投棄されにくい環

境を整備し、良好な生活環境を

確保する。

 不法投棄を防止するため、パ

トロールを実施するとともに、

監視カメラや防止看板を設置す

る。

 また、公共用地内の不法投棄

物を迅速かつ適正に処理する。

 不法投棄を防止するため、パトロー

ルを244回実施し、設置してある監視

カメラの点検や、不法投棄防止看板を

65箇所に設置した。

341 334 不法投棄件数 件 321 513 62.6 304 579 52.5 環境事業課

7 ② 動物愛護管理推進事業

 動物愛護精神の普及・啓発及

び適正飼養を推進することによ

り、公衆衛生の向上を図る。

 「狂犬病予防法」に基づき、

犬の登録及び狂犬病予防注射を

実施するほか、猫不妊去勢手術

費用の一部を助成する。

 また、関係機関と連携し、動

物愛護精神の普及・啓発を図る

キャンペーン等を実施する。

① 動物愛護及び適正な飼養を図るた

め、猫の不妊・去勢手術費の一部を助

成した。

・助成件数 オス426匹、メス451匹

② 狂犬病の発生を予防するため、狂

犬病予防法に基づき集合注射を実施し

た。

・延べ登録頭数 12,295頭

・注射頭数 10,019頭

③ 災害時ペット対策講演会を開催し

た（平成31年1月20日）

・参加者数 50人

7,907 7,211

動物愛護精神及

び適正飼養の普

及・啓発を図る

イベントの参加

者数

人 - - - 120 137 100.0 生活環境課

① 各地域の自治会やボランティア団

体が実施する地域美化清掃のごみの収

集運搬を行った。

・参加者数 29,070人（延べ223団

体）

② 年末に市内一斉の美化清掃を実施

した。

・参加者数 39,071人（217自治会）

③ 市民協働により企画した落書き消

去・壁画制作を実施した。

・原材料支給団体件数  19件

④ 路上喫煙・ポイ捨て防止キャン

ペーンを実施した。

・延べ参加者数 177人

10,536 9,9825 まち美化推進事業

 まちの環境美化の向上を図る

とともに、良好な生活環境を確

保する。

 自治会やボランティアが行う

美化清掃及び落書き消去の取組

を支援する。

 また、駅周辺の環境美化やマ

ナー向上を図るため、市民や事

業者との協働により、ポイ捨て

防止や路上喫煙禁止に関する啓

発活動を実施する。

②
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A
順調 H30年度 R元年度 R2年度年度 H26年度 H27年度

目標値

H28年度

単位 H28年度 H29年度

H29年度

達成率 ー 89.2% 93.2% 93.2% 97.1%

指標③

多自然川づくり整備面積（累計）

年度 H25年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度

92.0 92.0 92.0 92.0 92.0
実績値 89.3 82.1 85.7 85.7 89.3
目標値 － 92.0

達成率

実績値

目標値

環境基準値又は参考値を達成した地点数÷河川等の水
質調査を実施した地点数×100

多自然川づくり累計整備面積

５ 河川と共生する社会の実現
　 「川のまち厚木」の豊かな河川環境を保全・活用します

１ 良好な河川環境の保全・再生

達成率

％

ー 100.0% 97.4% 100.0% 94.4%

総合計画審議会からの意見

　総合評価がＡであり、順調に進捗していることは評価するが、市民満足度『「河川に親しむ環境が整備さ
れている」と思う市民の割合』について、目標値を達成しておらず、平成29年度実績値と比較すると3.9ポ
イント低下している。また、実施計画事業指標の達成率が低い事業もあるため、危機感を持って、更なる施
策の推進を図られたい。

総合評価

　市民満足度『「河川に親しむ環境が整備されている」と思う市民の割
合』について、目標値を達成しておらず、平成29年度達成率と比較すると
5.6ポイント低下しているため、引き続き、積極的に取組を推進するととも
に、水辺とのふれあいを創出する取組について、効果的な周知を図るこ
と。

◆市民満足度 ［配点：50点］（市民満足度調査で「満足」又は「やや満足」と回答した市民の割合）

市民満足度
達成率平均

目標値

％

谷戸水辺再生箇所数（累計）

達成率

実績値

目標値

基本政策 Ⅲ 共生政策 分野 河川 ◆代表となる指標 ［配点：25点］
指標①

R元年度 R2年度

基本施策

施策の
基本方針

－ 1 2 3 2

指標②
ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量）の環境基
準達成率

単位

再生整備した累計箇所数

年度  H26年度予測値 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

3 5
か所

達成率 ー 100.0% 50.0% 33.3% 100.0%
実績値 1 1 1 1 2

年度 H25年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度単位

単位
76,000 77,000 79,000 81,000目標値 － 72,000 76,000

㎡

達成率 ー 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%
実績値 62,000 73,000 77,000 77,000 77,000

総合得点
（Ⓐ＋Ⓑ＋Ⓒ）

指標④

95.4

年度 H26年度 H27年度

単位

実績値

指標⑤

H30年度 R元年度 R2年度

達成率

単位
年度 H26年度

6 合併処理浄化槽普及促進事業 97.8%

8

単位施策 No. 実施計画事業名 達成率

3 河川美化推進事業 98.3%

◆実施計画事業指標 ［配点：25点］（各実施計画事業に複数の指標がある場合は、その平均値）

谷戸水辺再生事業 100.0%
5

指標①

① 良好な河川環境の保全・再生

② 親しみやすい河川環境の整備

1 河川保全・再生事業

水質汚濁防止対策事業 97.1%

実績値 55.1 62.0 55.5 59.6 55.7

100.0%
2 水源環境保全・再生事業 100.0%

7 水辺ふれあい創出事業 58.4%
準用河川恩曽川改修事業 100.0%

「河川に親しむ環境が整備されている」と思う市民の割合

4

－ 56.0 57.0 58.0 59.0 60.0 61.0

指標②

目標値

市民満足度

得点Ⓐ
H28年度単位 R元年度 R2年度年度 H26年度 H27年度

94.4%

H27年度 H28年度 H29年度

47.2
H29年度 H30年度

H30年度 R元年度 R2年度

代表となる指標
達成率平均

99.0%

代表となる指標

得点Ⓑ

24.7

実施計画事業
指標達成率平均

94.0%

実施計画事業

指標得点Ⓒ

23.5

　河川の持つ浄化能力を高め、市民と連携・協働し、河川美化活動に取り組むとともに、貴重な自然資源で
ある谷戸の水辺環境の保全・再生を図ります。
　また、河川や事業所排水等の水質調査、合併処理浄化槽の普及に取り組みます。

２ 親しみやすい河川環境の整備
　「多自然川づくり」などにより、身近で親しみやすい水辺の環境づくりを推進します。

/100

/50

/25

/25

/25
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Ⅲ-５ 河川と共生する社会の実現

当初予算額

（千円）

決算額

（千円）
指標名 単位

H29年度

目標値

H29年度

実績値

H29年度

達成率

（％）

H30年度

目標値

H30年度

実績値

H30年度

達成率

（％）

1 ① 河川保全・再生事業

 自然豊かな環境を保全すると

ともに、河川と親しむことがで

きる環境を整備する。

 市民や河川管理者との連携に

より、生態系を保全するととも

に、良好な河川環境を再生す

る。

 良好な河川環境の創出を図るため、

地域活動団体が河川愛護活動として河

川敷の清掃、草刈り、花の植栽を実施

している場所において、管理が円滑に

行われるように、樹木の伐採等を実施

した。

8,000 7,401
河川保全・再生

箇所数
か所 - - - 4 4 100.0

河川ふれあ

い課

2 ① 水源環境保全・再生事業

 神奈川県で策定された「第３

期かながわ水源環境保全・再生

実行５か年計画」を踏まえ、市

町村の水源環境の保全や再生へ

の直接的な取組である、生態系

に配慮した河川や水路の整備及

び直接浄化対策を行う。

 生態系に配慮した河川整備工

事を行うとともに、事業効果を

検証するため、水質調査や水生

生物調査を実施する。

① 自然浄化機能を高める河川の整備

に向けた測量設計を実施した。

② 水質調査による効果検証を実施し

た。

③ 整備済箇所の機能保全(草刈等)を実

施した。

35,900 32,189

多自然川づくり

整備面積（累

計）

㎡ 76,000 77,000 100.0 77,000 77,000 100.0
河川ふれあ

い課

3 ① 河川美化推進事業
 河川美化意識の高揚を図り、

良好な河川環境を保全する。

 市民協働により、「相模川ク

リーンキャンペーン」を実施す

る。

 平成30年5月27日「相模川クリーン

キャンペーン」を実施した。
477 440

クリーンキャン

ペーン参加者数
人 - - - 2,600 2,556 98.3

河川ふれあ

い課

4 ① 谷戸水辺再生事業

 市民との協働により、豊かな

谷戸周辺の水辺環境を保全する

とともに、自然に親しむことが

できる環境を整備する。

 谷戸や水辺を再生し、多様な

動植物の生育環境の再生・保全

を図り、市民が自然観察や散策

など、水辺と親しむことができ

る環境を整備する。

 谷戸水辺再生事業基本計画に基づ

き、七沢大沢及び下荻野中金井におい

て水辺再生整備工事を実施した。

19,800 18,819

谷戸水辺再生箇

所数

※カッコ内は総

数

か所 3 1 33.3 1
(2)

1
(2) 100.0

河川ふれあ

い課

5 ① 水質汚濁防止対策事業

 「水質汚濁防止法」に基づ

き、河川等の公共用水域及び地

下水の水質を監視し、事業所等

からの排水を調査することによ

り、市民の健康を保護するとと

もに、生活環境を保全する。

 相模川ほか３河川の水質常時

監視調査及び地下水調査を行

う。

 また、法令等で定められてい

る基準への適合を把握するた

め、市内河川や水路等の水質調

査及び工場や事業場の排水調査

を行う。

 相模川ほか３河川の水質常時監視調

査及び地下水調査を行う。

 また、法令等で定められている基準

への適合を把握するため、市内河川や

水路等の水質調査及び工場や事業場の

排水調査を行った。

15,050 13,491

ＢＯＤ（生物化

学的酸素要求

量）の環境基準

達成率

％ 92.0 85.7 93.2 92.0 89.3 97.1 生活環境課

令和元年度

担当課

H30年度事業指標

H30年度

主な実績内容

H30年度事業費 H29年度事業指標

実施計画取組実績（平成30年度実施事業）

事業

No.

単

位

施

策

実施計画事業名 事業目的 事業概要
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当初予算額

（千円）

決算額

（千円）
指標名 単位

H29年度

目標値

H29年度

実績値

H29年度

達成率

（％）

H30年度

目標値

H30年度

実績値

H30年度

達成率

（％）

令和元年度

担当課

H30年度事業指標

H30年度

主な実績内容

H30年度事業費 H29年度事業指標

事業

No.

単

位

施

策

実施計画事業名 事業目的 事業概要

合併処理浄化槽

の補助金交付基

数

基 30 49 100.0 70 67 95.7 生活環境課

生活排水処理率 ％ - - - 93.6 93.5 99.9 生活環境課

小学校児童を対

象としたふれあ

い事業実施箇所

数

か所 3 2 66.7 3 2 66.7
河川ふれあ

い課

相模川三川合流

点地区水辺交流

拠点整備の進捗

状況

- - - -

イベントの

実施・

河川占用取

得

イベントの

実施・

河川占用取

得検討

50.0
河川ふれあ

い課

（仮称）厚木Ｐ

ＡスマートＩＣ

周辺地区水辺交

流拠点整備の進

捗状況

- - - - - - -
河川ふれあ

い課

8 ② 準用河川恩曽川改修事業

 親水性や動植物の生息環境に

配慮した多自然川づくりの河川

改修により、自然と調和した河

川環境の創出及び治水安全度の

向上を図る。

 準用河川恩曽川を５年確率降

雨強度に対応できる流下能力に

改修する。

 治水の向上を図るため準用河川恩曽

川の河川改修に向けた基本設計を実施

した。

4,200 4,096
準用河川恩曽川

改修の進捗状況
- - - -

基本設計

(上流)

基本設計

(上流)
100.0

河川ふれあ

い課

① 恩曽川及び善明川を活用し、近隣

小学校５年生の児童による環境学習を

実施した。

・実施箇所数 2か所

②「相模川厚木市水辺拠点創出基本計

画」に基づく水辺交流拠点の具現化に

向けて、三川合流点地区において社会

実験を実施し、集客性や有効性を検証

した。

3,834 3,460

   単独処理浄化槽又は汲み取り式便所

から合併処理浄化槽へ転換した方に対

し、補助金を交付した。

【補助金交付基数】

・５人槽 28基（転換26基）

・７人槽 37基（転換35基）

・10人槽 2基（転換1基）

67,038 66,949①
合併処理浄化槽普及促進

事業

 生活排水等による水道原水の

汚濁を防止し、水質の保全を図

る。

 公共下水道の整備予定区域外

において、単独処理浄化槽又は

汲み取り式便所から合併処理浄

化槽への転換に対し、補助金を

交付する。

②7 水辺ふれあい創出事業

 市全体の水辺を対象に、水辺

と人とのふれあいをより身近に

するため、憩いと活動の場の再

生・創出を図る。

 また、一級河川相模川を対象

として、水辺の利活用と観光の

活性化を図るため、「相模川・

中津川厚木市河川利用構想」及

び「相模川厚木市水辺拠点創出

基本計画」に基づく水辺交流拠

点の具現化を図る。

 恩曽川に整備された親水広場

や善明川を活用し、近隣小学校

の児童による環境学習を実施す

る。

 また、三川合流点及び（仮

称）厚木パーキングエリアス

マートインターチェンジ周辺地

区において、市民や来訪者が集

い、水辺と人とのふれあいをよ

り身近にできる憩いと活動の場

を整備する。

6
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Ⅳ 快適政策 

１ 活力ある中心市街地の実現 

２ 地域特性をいかした魅力あるまちの実現 

３ 快適生活空間の実現 

４ 企業・商業活動が活発なまちの実現 

５ 新たな戦略による観光のまちの実現 

６ 都市農業・林業をいかした地域産業の実現 

７ 安心して働くことができる社会の実現 
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③ まちの魅力創出の推進

② 中心市街地の交通環境の整備

達成率

実績値

実施計画事業

指標得点Ⓒ年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度

24.5
目標値

R2年度

47.6
単位

指標②
市民満足度

得点Ⓐ

98.0%実績値 50.9 51.8 47.2 52.0 49.5
52.0 55.0 56.0目標値

％

－ 50.9 50.9 52.0

実施計画事業
指標達成率平均年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度

◆市民満足度 ［配点：50点］（市民満足度調査で「満足」又は「やや満足」と回答した市民の割合）
指標①

「中心市街地の魅力や利便性が向上している」と思う市民の割合 市民満足度
達成率平均

単位

95.2%
達成率 ー 100.0% 92.7% 100.0% 95.2%

6 愛甲石田駅周辺整備事業（再掲） 100.0%
7 地下道活性化事業 95.2%

90.0%

　総合評価がＡであり、順調に進捗していることは評価するが、市民満足度『「中心市街地の魅力や利便性が向上し
ている」と思う市民の割合』について、目標値を達成しておらず、平成29年度実績値と比較すると2.5ポイント低下
しているため、危機感を持って、更なる施策の推進を図られたい。

4 愛甲石田駅周辺整備事業 100.0%
5 本厚木駅南口地区市街地再開発事業（再掲） 100.0%

① 総合的な都市機能の向上

1 本厚木駅南口地区市街地再開発事業 100.0%
総合計画審議会からの意見 2 本厚木駅北口周辺整備事業 100.0%

3 中町第２－２地区周辺整備事業

8 市街地商業活性化事業 98.6%

◆実施計画事業指標 ［配点：25点］（各実施計画事業に複数の指標がある場合は、その平均値）

単位施策 No. 実施計画事業名 達成率

達成率

指標⑤
代表となる指標

得点Ⓑ
順調 年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度

23.3
単位

目標値

R元年度 R2年度単位

93.2%
目標値

代表となる指標
達成率平均

実績値

達成率

95.4 A
　市民満足度『「中心市街地の魅力や利便性が向上している」と思う市民の
割合』について、目標値を達成しておらず、平成29年度達成率と比較すると
4.8ポイント低下していることから、引き続き、積極的に取組を推進すると
ともに、現在、整備を進めている本厚木南口地区等の再開発事業等の整備事
業について、取組の進捗状況の周知を積極的に図ること。

年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

実績値

総合得点
（Ⓐ＋Ⓑ＋Ⓒ） 総合評価 指標④

達成率 ％ ー 86.1% 97.5% 95.0% 91.3%

施策の
基本方針

１ 総合的な都市機能の向上 単位
目標値

人
－　中心市街地の総合的な都市機能の向上を図るため、民間の活力を取り入れながら公共施設を適正に配

置し、にぎわい拠点の創出や商業・業務、子育て、教育、文化芸術、生涯学習環境などの充実を図り、
安全で快適なまちづくりを推進します。

実績値

単位

指標③ 把握・算出方法等

389,000 408,000 428,000
実績値 322,000 291,000 345,000 352,500 355,000
目標値

人
－ 338,000 354,000 371,000

106,567 110,774

３ まちの魅力創出の推進
中心市街地の活性化イベント来場者
数

あつぎ国際大道芸など中心市街地を会場とするイベントの
来場者総数　まちの魅力を創出するため、空き店舗の解消を促進するとともに、関係団体や市民との連携・協働に

よるイベントなどを開催し、「誰もが来てよかった、また来たくなる」まちづくりを推進します。 年度 H25年度 H27年度

達成率 ％ ー 100.0% 100.0% 97.8% 96.3%

H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度

H30年度 R元年度 R2年度　中心市街地を訪れる全ての人が円滑に移動するため、歩道のバリアフリー化や自転車通行帯の設置な
ど、気軽にまち歩きができる交通環境の整備を推進します。

単位

目標値
人

－ 85,000 85,000

２ 中心市街地の交通環境の整備
年度 H25年度 H27年度 H28年度 H29年度

109,000 115,000 121,000 128,000

実績値 70,896 106,254 112,365

指標② 把握・算出方法等
中心市街地の歩行者数（中心市街地６地点の
歩行者数）

平日及び日曜日の各１日の８時から20時までの間の合計歩
行者数

％ ー 97.2% 99.8% 96.4% 91.9%
371,000

達成率

アミューあつぎにおけるあつぎ市民交流プラ
ザの利用者数

あつぎ市民交流プラザの施設利用者数

年度  H26年度予測値 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度

394,749 411,364 403,060 389,679
406,000 412,000 418,000 424,000 430,000 436,000

基本政策 Ⅳ 快適政策 分野 都市 ◆代表となる指標 ［配点：25点］
指標① 把握・算出方法等

基本施策
１ 活力ある中心市街地の実現
　 中心市街地の魅力や利便性の向上を図り、歩いて楽しいまちを実現します

/100

/50

/25

/25
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実施計画取組実績（平成30年度実施事業）
 Ⅳ-１ 活力ある中心市街地の実現

当初予算額

（千円）

決算額

（千円）
指標名 単位

H29年度

目標値

H29年度

実績値

H29年度

達成率

（％）

H30年度

目標値

H30年度

実績値

H30年度

達成率

（％）

1 ①
本厚木駅南口地区市街地

再開発事業

 本厚木駅南口地区において、

交通結節点としての機能強化を

図るとともに、商業、業務及び

居住等の複合的な都市機能の整

備を促進し、魅力ある駅周辺の

顔づくりを目指す。

 市街地再開発組合が実施する

市街地再開発事業の推進を図る

ため、関係機関との協議等を行

うとともに、駅前広場及び再開

発ビルの工事竣工に向けた必要

な支援を行う。

① 事業計画変更の認可に対する支援

を行った。

② 権利変換計画変更の認可に対する

支援を行った。

③ 駅前広場整備工事及び再開発ビル

建築工事に対する支援を行った。

④ 補助金など再開発組合に対する支

援を行った。

1,617,669 639,022

本厚木駅南口地

区市街地再開発

事業の進捗状況

-
施設整備着

手

施設（駅前

広場及び再

開発ビル）

整備着手

100.0

駅前広場・

再開発ビル

工事

駅前広場・

再開発ビル

工事

100.0
市街地整備

課

2 ①
本厚木駅北口周辺整備事

業

 本厚木駅北口の歩行者空間や

バス乗車待ちスペースの不足な

どの課題を解消し、中心市街地

の魅力向上を図る。

 本厚木駅北口周辺のリニュー

アルに向けた検討を行う。

 本厚木駅北口周辺地区における

①現況調査を行った。

②交通量調査（歩行者、自転車及び自

動車交通量の調査）を行った。

③交通量推計を行った。

④課題の整理及び課題解決に向けたま

ちづくりの方向性の検討を行った。

7,000 6,912

本厚木駅北口周

辺整備に向けた

進捗状況

- - - - 交通量調査 交通量調査 100.0
市街地整備

課

複合施設整備の

進捗状況
- - - -

基本計画の

策定・

厚木保育所

解体工事

基本計画の

検討

厚木保育所

解体工事完

了

80.0
市街地整備

課

公共施設整備の

進捗状況
- - - - 交通協議 交通協議 100.0

市街地整備

課

3 ①
中町第２－２地区周辺整

備事業

 交通結節点としての機能強化

を図るとともに、文化芸術、商

業、福祉及び産学連携等都市機

能の集約による利便性の高い地

域として、市街地再開発事業等

により、魅力とにぎわいあふれ

る拠点都市を目指す。

  家（第１の場所）と職場や学

校（第２の場所）との間にある

第３の場所を創出する 「サード

プレイス」をコンセプトに掲

げ、6つの整備方針により交通機

能の充実と新たな集客の核とな

る官民複合施設の整備を進め

る。

事業

No.

単

位

施

策

実施計画事業名 事業目的 事業概要

① 市民アンケートやワークショップ

を実施し、様々な立場の方々の意見を

伺うとともに、複合施設等整備検討委

員会や庁内会議等を開催し、複合施設

等整備基本計画につき検討を行った。

② 公共交通事業者へのヒアリングを

行い、バスセンターの再整備計画につ

き検討を行った。

③ 厚木保育所解体工事を行った。

65,978 76,501

令和元年度

担当課

H30年度

主な実績内容

H30年度事業費 H29年度事業指標 H30年度事業指標

重点事業

重点事業

重点事業
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当初予算額

（千円）

決算額

（千円）
指標名 単位

H29年度

目標値

H29年度

実績値

H29年度

達成率

（％）

H30年度

目標値

H30年度

実績値

H30年度

達成率

（％）

事業

No.

単

位

施

策

実施計画事業名 事業目的 事業概要
令和元年度

担当課

H30年度

主な実績内容

H30年度事業費 H29年度事業指標 H30年度事業指標

4 ① 愛甲石田駅周辺整備事業

 森の里東土地区画整理事業及

び酒井地区土地区画整理事業に

伴い、愛甲石田駅利用者の増加

が見込まれることから、利便性

の向上を図る。

 愛甲石田駅周辺の交通広場や

土地開発について検討を行う。

 愛甲石田駅周辺における

① 交通量調査を行った。

② 在住者・駅利用者へのアンケート

調査を行った。

③ 課題をまとめ、対策の検討を行っ

た。

④ 民間ビル跡地の実施設計を行っ

た。

11,000 10,191
愛甲石田駅周辺

整備の進捗状況
- - - -

基本構想の

検討・

民間ビル跡

地整備実施

設計

基本構想の

検討・

民間ビル跡

地整備実施

設計

100.0
市街地整備

課

5 ②
本厚木駅南口地区市街地

再開発事業（再掲）

 本厚木駅南口地区において、

交通結節点としての機能強化を

図るとともに、商業、業務及び

居住等の複合的な都市機能の整

備を促進し、魅力ある駅周辺の

顔づくりを目指す。

 市街地再開発組合が実施する

市街地再開発事業の推進を図る

ため、関係機関との協議等を行

うとともに、駅前広場及び再開

発ビルの工事竣工に向けた必要

な支援を行う。

① 事業計画変更の認可に対する支援

を行った。

② 権利変換計画変更の認可に対する

支援を行った。

③ 駅前広場整備工事及び再開発ビル

建築工事に対する支援を行った。

④ 補助金など再開発組合に対する支

援を行った。

1,617,669 639,022

本厚木駅南口地

区市街地再開発

事業の進捗状況

-
施設整備着

手

施設（駅前

広場及び再

開発ビル）

整備着手

100.0

駅前広場・

再開発ビル

工事

駅前広場・

再開発ビル

工事

100.0
市街地整備

課

6 ②
愛甲石田駅周辺整備事業

（再掲）

 森の里東土地区画整理事業及

び酒井地区土地区画整理事業に

伴い、愛甲石田駅利用者の増加

が見込まれることから、利便性

の向上を図る。

 愛甲石田駅周辺の交通広場や

土地開発について検討を行う。

 愛甲石田駅周辺における

① 交通量調査を行った。

② 在住者・駅利用者へのアンケート

調査を行った。

③ 課題をまとめ対策の検討を行っ

た。

④ 民間ビル跡地の実施設計を行っ

た。

11,000 10,191
愛甲石田駅周辺

整備の進捗状況
- - - -

基本構想の

検討・

民間ビル跡

地整備実施

設計

基本構想の

検討・

民間ビル跡

地整備実施

設計

100.0
市街地整備

課

重点事業

重点事業

重点事業
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当初予算額

（千円）

決算額

（千円）
指標名 単位

H29年度

目標値

H29年度

実績値

H29年度

達成率

（％）

H30年度

目標値

H30年度

実績値

H30年度

達成率

（％）

事業

No.

単

位

施

策

実施計画事業名 事業目的 事業概要
令和元年度

担当課

H30年度

主な実績内容

H30年度事業費 H29年度事業指標 H30年度事業指標

7 ② 地下道活性化事業

 本厚木駅東口地下道の活性化

を推進することにより、中心市

街地のにぎわいと快適な歩行空

間の創出を図る。

 本厚木駅やアミューあつぎ、

バスセンターなど、市街地の主

要施設を結ぶ導線となる地下道

の活性化につながる取組を行

う。

 地下道活性化提案事業として採択さ

れた7事業を年間を通し定期的に実施

した。また、ミニCHiKaフェスを3回

（9月、1月、3月）、CHiKaフェスを

あつぎ国際大道芸と同日開催するな

ど、地下道のにぎわいを創出した。

 また、厚木市出身のスポーツ選手な

どを紹介する柱巻きを行い、フォトス

ポットして活用するなど、イメージ

アップを図った。

2,000 2,000
事業実施時の地

下道の通行量
人／日 - - - 9,500 9,045 95.2 企画政策課

中心市街地の空

き店舗数
店舗 - - - 82 72 100.0

商業にぎわ

い課

にぎわい爆発あ

つぎ国際大道芸

来場者数

人 151,000 150,000 99.3 154,000 153,000 99.4
商業にぎわ

い課

中心市街地の歩

行者数（６地

点）

人 - - - 115,000 110,774 96.3
商業にぎわ

い課

商業まちづくり

計画の改定
- - - - - - -

商業にぎわ

い課

① 中心市街地において、空き店舗を

活用し、開業する事業者に対し、改装

費と家賃の一部を補助した。

・認定件数 4件

② にぎわい爆発あつぎ国際大道芸

2018を開催した。（平成30年11月10

日～11日）

 ・来場者数 153,000人

③ あつぎジャズナイトを開催した。

（平成30年８月23日～24日）

・来場者数 17,000人

④ 本厚木駅北口にイルミネーション

を設置した。

・電球数 83,812球

⑤ 市内商業団体が中心市街地の商業

活性化を推進する事業に要する経費に

対し、補助金を交付した。

39,629 28,3758 ③ 市街地商業活性化事業
 中心市街地の活性化を図り、

にぎわいを創出する。

 空き店舗を活用し、開業する

事業者に対し、補助金を交付す

る。

 また、あつぎ国際大道芸及び

あつぎジャズナイト等の魅力あ

るイベントを開催するほか、商

業者等で構成する「厚木市まち

なか活性化プロジェクト」が企

画するイベントに対し、補助金

を交付する。

 さらに、今後の商業振興の考

え方や方向性を示す「厚木市商

業まちづくり計画」を改定す

る。
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※H30年度については、市民意識調査を実施し
ない年度のため、H29年度の目標値及び実績値
で評価

② 地域に合った計画的な土地
　 利用の推進

③ 厚木市景観計画の推進 景観形成推進事業 100.0%

達成率

達成率 ー 100.0% 84.0% 82.9%

23.0
目標値

実績値

実施計画事業

指標得点Ⓒ年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度

市民満足度

得点Ⓐ

36.6
単位

実施計画事業
指標達成率平均年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

92.2%実績値 36.8 34.8
目標値

％

－ 38.7 41.3 44.4 47.5 51.1 55.0

73.3%

指標②

◆市民満足度 ［配点：50点］（市民満足度調査で「満足」又は「やや満足」と回答した市民の割合）
指標①

「計画的な土地利用による魅力的な拠点づくりが進んでいる」と思う市民の割合 市民満足度
達成率平均

R元年度 R2年度単位

73.3%36.1 39.4 34.7

総合計画審議会からの意見 ① 新たな産業拠点の創出と地
　 域の活性化

1 森の里東土地区画整理推進事業 100.0%
2 土地区画整理推進事業 76.7%

　市民満足度『「計画的な土地利用による魅力的な拠点づくりが進んでいる」と思う市民の割合』について、目標
値を達成しておらず、平成29年度実績値と比較すると2.0ポイント低下している。また、代表となる指標及び実施
計画事業指標の達成率が低い事業もあるため、危機感を持って、更なる施策の推進を図られたい。

5

将来都市構造構築事業

100.0%
6

3 76.7%
4

土地区画整理推進事業（再掲）

100.0%
国土調査事業

◆実施計画事業指標 ［配点：25点］（各実施計画事業に複数の指標がある場合は、その平均値）

単位施策 No. 実施計画事業名 達成率

達成率

代表となる指標

得点Ⓑ
おおむね

順調

年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度

23.5
単位

目標値

94.0%
目標値

代表となる指標
達成率平均

実績値

達成率

総合得点
（Ⓐ＋Ⓑ＋Ⓒ） 総合評価 指標④

83.1 B
　市民満足度『「計画的な土地利用による魅力的な拠点づくりが進んでい
る」と思う市民の割合』について、達成率が73.3%と低く、平成29年度達成
率と比較すると、9.6ポイント低下しているため、危機感を持って、積極的
に取組を推進するとともに、計画的な土地利用の意義や取組内容の周知を
図ること。

年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度単位

指標⑤

実績値

H30年度 R元年度 R2年度

34.2
28.0

81.9%

指標③ 把握・算出方法等３ 厚木市景観計画の推進
厚木市民意識調査で、優先的に取り組んでほしい施策として
「魅力ある都市景観の創造」と回答した人の割合

優先的に取り組んでほしい施策で「魅力ある都市景観の創
造」を選択した回答者数÷有効回答者数×100　まちが持つ伝統や文化などの特徴をいかし、魅力ある景観形成を促進します。

年度 H25年度単位
目標値

％

－ 33.3

達成率 ー 99.4%

H27年度 H28年度 H29年度

35.0 35.0
実績値 32.9 33.1

6.9 6.9  ※H26年度に事業着手

達成率 ％ ー ー 100.0% 100.0% 100.0%

H30年度 R元年度 R2年度　土地利用検討ゾーンについて、地域特性をいかした計画的な土地利用を推進します。 単位
目標値

ha
－ 0.0 4.7

２ 地域に合った計画的な土地利用の推進
年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度

5.3 6.9 6.9 15.2
実績値 　　－ ※ 0.0 4.7

指標② 把握・算出方法等

森の里東土地区画整理事業先行地区の産業用地創出面積（累計） 産業用地累計創出面積

％ ー 100.0% 40.0% 100.0% 100.0%
6

5 5 6 6 6 6
件

－　活力ある都市の発展の基礎となる土地利用を推進するため、地域の環境と市民の声をいかしたまちづくり
を推進します。 実績値 5

達成率

6 2 6

基本政策 Ⅳ 快適政策 分野 都市 ◆代表となる指標 ［配点：25点］
指標① 把握・算出方法等

基本施策
２ 地域特性をいかした魅力あるまちの実現
　 地域の特性をいかしたまちづくりを進めます

企業立地制度適用件数 制度適用件数

年度 H25年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度

施策の
基本方針

１ 新たな産業拠点の創出と地域の活性化 単位
目標値

/50

/25/100

/25
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実施計画取組実績（平成30年度実施事業）
Ⅳ-２ 地域特性をいかした魅力あるまちの実現

当初予算額

（千円）

決算額

（千円）
指標名 単位

H29年度

目標値

H29年度

実績値

H29年度

達成率

（％）

H30年度

目標値

H30年度

実績値

H30年度

達成率

（％）

森の里東土地区

画整理事業の進

捗状況（Ｂ工

区）

- - - - 工事 工事 100.0
まちづくり

推進課

森の里東土地区

画整理事業の進

捗状況（Ｃ工

区）

- - - - 工事 工事 100.0
まちづくり

推進課

産業用地創出面

積

※カッコ内は総

面積

ha 5.3 6.9 100.0 -
(6.9)

-
(6.9) -

まちづくり

推進課

南部産業拠点酒

井地区（約

27ha）の土地

区画整理事業の

進捗状況

- 換地設計 換地設計 100.0

土地区画整

理組合設立

認可

組合設立認

可申請書作

成

90.0
まちづくり

推進課

山際地区（約

22ha）の土地

区画整理事業の

進捗状況

-

認可申請

準備図書

作成

認可申請

準備図書

作成

100.0

土地区画整

理組合設立

認可

会議開催及

びたよりの

発行

50.0
まちづくり

推進課

山際北部地区

（約17ha）の

土地区画整理事

業の進捗状況

-
事業計画書

（案）作成
基本設計 80.0

事業計画書

(案)作成

一筆地測量

事業計画案

作成

90.0
まちづくり

推進課

南部産業拠点酒

井地区（約

27ha）の土地

区画整理事業の

進捗状況

- 換地設計 換地設計 100.0

土地区画整

理組合設立

認可

組合設立認

可申請書作

成

90.0
まちづくり

推進課

山際地区（約

22ha）の土地

区画整理事業の

進捗状況

-

認可申請

準備図書

作成

認可申請

準備図書

作成

100.0

土地区画整

理組合設立

認可

会議開催及

びたよりの

発行

50.0
まちづくり

推進課

山際北部地区

（約17ha）の

土地区画整理事

業の進捗状況

-
事業計画書

（案）作成
基本設計 80.0

事業計画書

(案)作成

一筆地測量

事業計画案

作成

90.0
まちづくり

推進課

H29年度事業指標

事業

No.

単

位

施

策

実施計画事業名 事業目的 事業概要

① 関口・山際地区

 関係機関との協議、調整を進めると

ともに、事業検討調査及び一筆地測量

などの各種調査を実施することによ

り、権利者組織を支援した。

② 南部産業拠点地区

 組合設立認可申請書作成など権利者

組織を支援することで、合意形成が図

られたことに加え、関係機関との協

議、調整が整ったことから、令和元年

９月での市街化区域編入及び組合設立

認可の見通しが立った。

121,930

令和元年度

担当課

H30年度

主な実績内容

H30年度事業費 H30年度事業指標

① 組合に対して、公共施設管理者負

担金を支出するとともに、補助金を交

付した。

② 組合の事業進捗に合わせて施行地

区外の必要な都市基盤整備（道路・排

水路）を実施した。

608,380 562,094

2 土地区画整理推進事業

 産業系土地利用を図るため、

土地区画整理の事業化に向けた

検討を進め、計画的かつ充実し

た都市基盤整備を推進する。

 南部産業拠点酒井地区及び山

際地区、山際北部地区の土地区

画整理事業の実現に向けた各種

調査、設計及び権利者組織に対

する支援を実施する。

1

①

①
森の里東土地区画整理推

進事業

 新たな産業拠点の創出に向

け、森の里東地区の計画的かつ

充実した都市基盤整備を図る。

 組合に対して、公共施設管理

者負担金を支出するとともに、

補助金を交付する。

 また、組合への指導・助言を

適切かつ迅速に行うほか、組合

の事業進捗に合わせて施行地区

外の関連する道路や排水路（雨

水・汚水）を整備する。

3
土地区画整理推進事業

（再掲）

 産業系土地利用を図るため、

土地区画整理の事業化に向けた

検討を進め、計画的かつ充実し

た都市基盤整備を推進する。

 南部産業拠点酒井地区及び山

際地区、山際北部地区の土地区

画整理事業の実現に向けた各種

調査、設計及び権利者組織に対

する支援を実施する。

②

① 関口・山際地区

 関係機関との協議、調整を進めると

ともに、事業検討調査及び一筆地測量

などの各種調査を実施することによ

り、権利者組織を支援した。

② 南部産業拠点地区

 組合設立認可申請書作成など権利者

組織を支援することで、合意形成が図

られたことに加え、関係機関との協

議、調整が整ったことから、令和元年

９月での市街化区域編入及び組合設立

認可の見通しが立った。

121,930 85,681

85,681

重点事業

重点事業

重点事業

122



当初予算額

（千円）

決算額

（千円）
指標名 単位

H29年度

目標値

H29年度

実績値

H29年度

達成率

（％）

H30年度

目標値

H30年度

実績値

H30年度

達成率

（％）

H29年度事業指標

事業

No.

単

位

施

策

実施計画事業名 事業目的 事業概要
令和元年度

担当課

H30年度

主な実績内容

H30年度事業費 H30年度事業指標

都市マスタープ

ランの改定
- 計画準備 計画準備 100.0 検討 検討 100.0 都市計画課

総合都市交通マ

スタープランの

策定

- 計画準備 計画準備 100.0 検討 検討 100.0 都市計画課

立地適正化計画

の策定
- - - - 検討 検討 100.0 都市計画課

地籍調査実施面

積（累計）【都

市再生緊急整備

地域周辺地区

90ha】

ha 90.0 87.0 96.7 90.0 90.0 100.0 道路管理課

地籍調査実施面

積（累計）【都

市再生緊急整備

地域周辺地区の

隣接区域

73ha】

ha - - - - - - 道路管理課

景観ポイント

（視点場）箇所

数

か所 - - - - - - 都市計画課

厚木市民情報提

供システム「ス

マ報」による厚

木の魅力（まち

の景観）投稿件

数

件 - - - 96 108 100.0 都市計画課

5

6 景観形成推進事業

 「景観法」に基づき、自然景

観と都市景観が融合した個性あ

る景観の形成を図り、緑豊かな

美しいあつぎの街並みを目指

す。

 「厚木市景観計画」における

建築物の景観誘導を推進すると

ともに、市民の景観意識を醸成

するため、市内における景観の

魅力発信を行う。

4 将来都市構造構築事業

 人口減少や少子高齢化の進展

などの社会情勢の変化に的確に

対応し、持続可能な都市づくり

を推進する。

 今後の都市づくりの方向性や

将来都市構造について検討し、

「厚木市都市マスタープラン」

の改定等を行うほか、総合都市

交通に係る新たな計画及び立地

適正化計画の策定に取り組む。

②

国土調査事業

 土地に関するトラブルを防

ぎ、個人の権利や財産を守ると

ともに、課税の適正化や公共事

業・災害復旧の円滑化を図る。

 「国土調査法」に基づき、土

地境界及び地籍に関する測量を

行い、一筆ごとに地籍を明確化

する。

②

③

① 都市計画マスタープランの改定に

ついて、現状と課題の整理、都市づく

りの目標将来都市構造など全体構想に

ついて検討した。

② 立地適正化計画の策定について、

現状と課題の整理、都市機能誘導区域

などについて検討した。

③ （仮称）総合都市交通マスタープ

ランの策定について、現状と課題の整

理などについて検討した。

19,266 16,339

 地籍調査事業（第０４計画区）【幸

町及び旭町３丁目の各一部】３haにつ

いて、一筆地調査を実施した。

 景観ポイント設定に係る検討を行う

とともに、厚木市民情報提供システム

「スマ報」をはじめとしたソーシャル

ネットワークを活用した市内における

景観の魅力発信を行った。

13,110

145

9,447

74

重点事業
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27 未来型グリーンモビリティ産業推進事業 75.0%
本厚木駅駅舎改装事業 100.0%

達成率 ー 100.0% 100.0% 100.0% 96.1%

地域公共交通対策事業

59.2 60.0 25 広域交通促進事業 100.0%
実績値 55.6 60.4 56.5 60.3 56.3 26

実施計画事業

指標得点Ⓒ
23 あつぎの道づくり計画策定事業 100.0%

年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 100.0%単位

21.8
目標値

％

－ 56.0 56.2 58.3 58.6
H30年度 R元年度 R2年度

48.4
24

歩道整備事業 22.5%
21 交差点等改良事業 100.0%指標②

市民満足度

得点Ⓐ
22 相模川への新たな橋検討事業 100.0%

「市民や企業の活動を支える交通環境が整備されている」と思う市民の割合

達成率 ー 100.0% 94.7% 96.1% 97.4% 20

19

57.4 58.7 60.0 18 幹線市道新設改良事業 75.9%
道路整備用地取得事業（再掲） 100.0%

実施計画事業
指標達成率平均年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度単位

96.8%
目標値

％

－ 53.5 54.8 56.1

87.4%実績値 52.5

100.0%
12 住居表示整備事業 100.0%

15 スマートインターチェンジ整備事業 68.9%◆市民満足度 ［配点：50点］（市民満足度調査で「満足」又は「やや満足」と回答した市民の割合）
指標①

16 スマートインターアクセス道路改修事業 90.1%
「市民が暮らしやすい快適な生活環境が整備されている」と思う市民の割合 市民満足度

達成率平均 17
厚木秦野道路用地取得事業（用地国
債）【公共用地取得事業特別会計】

98.3%

総合計画審議会からの意見

8
公共下水道浸水対策事業【公共下水
道事業特別会計】

98.4%

　総合評価がＡであり、順調に進捗していることは評価するが、市民満足度『「市民や企業の活動を支える交通環
境が整備されている」と思う市民の割合』について、目標値を達成しておらず、平成29年度実績値と比較すると、
4.0ポイント低下している。また、実施計画事業指標の達成率が低い事業もあるため、更なる施策の推進を図られ
たい。

9
公共下水道汚水整備事業（市街化調整区
域）【公共下水道事業特別会計】

100.0%

② 市民や企業の活動を支える
　 交通環境の充実

10

13 街路整備事業 34.8%
14 街路用地取得事業 100.0%

市営住宅建設推進事業 100.0%
11 空き家等対策推進事業

56.2 51.9 53.9 55.9

実施計画事業名 達成率

① 安全で快適な生活環境の向上

1 生活道路整備事業 100.0%

5 街路灯ＬＥＤ化事業 0.0%
6 道路維持管理計画策定事業 100.0%

7
公共下水道厚木排水区浸水被害軽減
事業【公共下水道事業特別会計】

100.0%

2 道路整備用地取得事業 96.4%
3 100.0%

25.0目標値

代表となる指標

得点Ⓑ

実績値

達成率

95.2 A
・市民満足度『「市民や企業の活動を支える交通環境が整備されている」
と思う市民の割合』について、目標値を達成しておらず、平成29年度達成
率と比較すると、3.9ポイント低下しているため、積極的に施策を展開する
こと。
・実施計画事業「街路灯ＬＥＤ化事業」、「街路整備事業」及び「歩道整
備事業」については、達成率が低いことから、課題を検証し、指標の目標
値を達成できるよう、着実に取組を推進すること。

年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

順調
自転車走行空間整備事業

R元年度

4 橋りょう架替事業 100.0%

R2年度単位

◆実施計画事業指標 ［配点：25点］（各実施計画事業に複数の指標がある場合は、その平均値）

単位施策 No.

指標④総合得点
（Ⓐ＋Ⓑ＋Ⓒ） 総合評価

達成率

実績値

施策の
基本方針

１ 安全で快適な生活環境の向上

代表となる指標
達成率平均

年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度単位

100.0%
目標値

指標③

　広域的な幹線道路の整備推進や鉄道やバスなどの公共交通の充実を図るとともに、新たな鉄道路線を対象
とした市内への延伸の実現に向けた取組を推進します。 達成率 ％ ー ー ー － －

－ － － － 24.3２ 市民や企業の活動を支える交通環境の充実
実績値 23.8 － － － －

指標② 把握・算出方法等

平日混雑時平均旅行速度
市内の主な幹線道路(14路線）の平日の混雑時平均旅行速度
（平成32年度まで調査を実施しない。）

年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度

ー 99.9% 100.0% 100.0% 100.0%

H30年度 R元年度 R2年度単位

68.4 68.8 69.1
68.1 68.4 68.7 68.9 69.3 70.0目標値

％

－　道路や下水道などの適正な維持管理を図るとともに、計画的な整備を推進します。
実績値 67.5
達成率

公共下水道雨水管整備率

68.0

目標値
㎞/h

－ －

基本政策 Ⅳ 快適政策 分野 道路・交通 ◆代表となる指標 ［配点：25点］
指標① 把握・算出方法等

基本施策
３ 快適生活空間の実現
　 市民が暮らしやすい快適な生活環境を整備します

累計整備面積÷認可区域面積×100

年度 H25年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度単位

/100

/25
/50

/25
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実施計画取組実績（平成30年度実施事業）
Ⅳ-３ 快適生活空間の実現

当初予算額

（千円）

決算額

（千円）
指標名 単位

H29年度

目標値

H29年度

実績値

H29年度

達成率

（％）

H30年度

目標値

H30年度

実績値

H30年度

達成率

（％）

整備・委託（測

量・設計）路線

数

路線 35 35 100.0 35 40 100.0 道路整備課

中町第２-２地

区周辺アクセス

道路整備に向け

た進捗状況

- - - - - - - 道路整備課

2 ① 道路整備用地取得事業

 交通渋滞の解消や安心・安全

なみちづくりを進め、市民の快

適な日常生活や効率的な経済活

動を支える生活空間の向上を図

ることができるよう、工事着手

に向けた環境を整える。

 一般生活道路の新設・拡幅な

どの道路改良事業に必要な道路

用地の取得及び支障物件の移転

補償を行う。

 幹線市道11路線の事業用地買収及び

支障物件の移転補償のほか、一般生活

道路27路線の一部について事業用地及

び支障物件の移転補償を行った。

476,659 753,240
生活道路用地取

得着手路線数
路線 28 24 85.7 28 27 96.4 道路整備課

3 ① 自転車走行空間整備事業

 自転車利用者と歩行者の整序

化により、安全で快適な自転車

走行空間の創出を図る。

 特に自転車利用者が多い地域

や施設周辺を中心に、市内全域

を対象として自転車走行空間の

整備路線を選定し、自転車ネッ

トワーク計画を策定する。

 自転車利用者が多い地域や施設を中

心に、市内全域を対象として自転車走

行空間の整備路線を選定し、厚木市道

において自転車ネットワークの整備路

線策定を行った。

5,400 4,947

自転車ネット

ワーク計画の策

定

- - - - 調査 調査 100.0 道路整備課

4 ① 橋りょう架替事業

 老朽化した橋りょうの架替え

を行い、安全に通行できる道路

機能の確保を図る。

 また、河川改修計画に合わ

せ、橋りょうの架替整備を推進

する。

 川久保橋の架替えに向けた用

地交渉を行う。

 川久保橋架替えに向けた用地交渉を

行った。
0 0

川久保橋架替整

備に向けた進捗

状況

-
詳細設計

河川本協議

地権者との

用地交渉

長寿命化計

画の見直し

完了

50.0 用地交渉 用地交渉 100.0 道路整備課

5 ① 街路灯ＬＥＤ化事業
 道路の適切な維持管理及び道

路維持管理経費の削減を図る。

 全ての道路街路灯をＬＥＤ照

明に更新する。

① 既存街路灯の現状調査を実施し

た。

② 街路灯ＬＥＤ化賃貸借契約を締結

した。

18,200 12,086
道路街路灯のＬ

ＥＤ化率
％ - - - 100.0 0.0 0.0 道路維持課

6 ①
道路維持管理計画策定事

業

 道路の維持管理費用の平準化

を図るとともに、計画的な維持

管理を推進する。

 橋りょうの長寿命化や舗装の

補修・修繕、街路樹の維持管理

を計画的に実施するための「道

路維持管理計画」を策定する。

 厚木市が管理する１・２級市道など

の幹線道路について、ひび割れ、平坦

性等の調査を実施し、路面の評価を

行った。

13,000 11,982
道路維持管理計

画の策定
- - - - 調査 調査 100.0 道路維持課

 市道F-400号線改良工事や市道J-

799号線実施設計委託などを行った。

 また、中町第2-2地区周辺交通アク

セス道路の整備に向け、説明会や概略

設計を行った。

546,500 535,0391 ① 生活道路整備事業

 市民が安全で安心して快適な

日常生活を営むことができるよ

う、狭あいな生活道路の整備を

計画的に進めるとともに、地域

間の主要交通及び幹線路線等の

主要市道のネットワークを補完

する路線の拡幅整備を推進す

る。

 地元自治会からの生活道路改

善要望を基に、生活道路として

の市道（都市計画道路、１・２

級市道及びこれらに準ずる幹線

市道を除く。）の拡幅改良や舗

装等を実施する。

 また、中町第２－２地区の整

備に伴う新たな交通需要に対応

するため、周辺アクセス道路の

整備に向けた取組を行う。

令和元年度

担当課

H30年度

主な実績内容

H30年度事業費

事業

No.

単

位

施

策

実施計画事業名 事業目的 事業概要

H29年度事業指標 H30年度事業指標
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当初予算額

（千円）

決算額

（千円）
指標名 単位

H29年度

目標値

H29年度

実績値

H29年度

達成率

（％）

H30年度

目標値

H30年度

実績値

H30年度

達成率

（％）

令和元年度

担当課

H30年度

主な実績内容

H30年度事業費

事業

No.

単

位

施

策

実施計画事業名 事業目的 事業概要

H29年度事業指標 H30年度事業指標

雨水貯留施設整

備（南地区）の

進捗状況

- - - - 工事 工事 100.0

雨水貯留管整備

（北地区）の進

捗状況

- - - - 設計・積算 設計・積算 100.0

8 ①

公共下水道浸水対策事業

【公共下水道事業特別会

計】

 下水道認可区域内における雨

水整備対象区域において、浸水

被害が発生している箇所の雨水

管整備を進め、浸水被害の解消

を図る。

 「厚木市下水道中期ビジョ

ン」に基づき、厚木郵便局交差

点西側、上依知、恩名及び岡田

５丁目地区等において、時間降

雨51mm対応の雨水管整備を行

う。

 上依知、岡田４丁目及び愛甲１丁目

において雨水管の整備を実施した。
499,284 420,241

浸水対策整備面

積（2018-

2020年度累

計）

※カッコ内は総

数

ha - - - 6.1
(2,269.4)

6.0
（2,269.3）

98.4
下水道施設

課

9 ①

公共下水道汚水整備事業

（市街化調整区域）【公

共下水道事業特別会計】

 生活排水の処理を適切に行う

ため、市街化調整区域における

効率的な下水道整備を促進し、

河川環境の保全及び生活環境の

改善を図る。

 汚水処理の適正化を行う「下

水道及び合併処理浄化槽の効率

的な整備」を促進するため、双

方の処理区域を見極め、下水道

整備における優先順位の設定、

受益者分担金条例の制定及び下

水道法に基づく事業計画の策定

を行う。

 未普及地区の汚水処理整備に向けて

事業計画の変更を実施した。
5,500 4,371

未普及地区の汚

水処理整備の進

捗状況

- - - -
 事業計画の

 作成

事業計画の

作成
100.0

下水道施設

課

10 ① 市営住宅建設推進事業

 住宅に困窮する子育て世帯及

び高齢者等に対し、良質で低廉

な家賃の住宅を供給する。

 （仮称）戸室ハイツ（２）と

して、70戸を建設する。

 戸室ハイツＢ及び戸室ハイツ集会所

の工事を完了した。
1,076,726 1,011,896

（仮称）戸室ハ

イツ（２）整備

の進捗状況

- 建設工事 建設工事 100.0
建設工事

・完成

建設工事

・完成
100.0 住宅課

11 ① 空き家等対策推進事業

 「厚木市空家等対策計画」に

基づき、人口減少や住宅の老朽

化等により地域住民の生活環境

に影響を及ぼしている空き家の

予防・解消・活用を促進する。

 空き家の解体費や購入費の一

部を補助するとともに、定住を

促進するため、親世帯又は子世

帯の同居や近居に補助金を加算

する。

 市内にある老朽空き家の解体工事費

に対し、経費の一部に補助を実施し

た。

・交付件数 12件

10,000 5,850

管理不全である

ため、助言等が

必要な空き家数

（空き家評価Ｂ

区分の空き家

数）

戸 - - - 200 83 100.0 住宅課

住居表示整備の

進捗状況
- - - -

三田地区の

実施決定

三田地区の

実施決定
100.0

住居表示整備率 ％ 58.5 56.0 95.7 56.0 56.0 100.0

街区表示板及び

住所番号表示板

設置区域

ha - - - 1,777.2 1,777.2 100.0

下水道施設

課

12 ① 住居表示整備事業

 「住居表示に関する法律」に

基づき、住居表示を実施するこ

とにより、住所の混乱や不便を

解消し、分かりやすいまちづく

りを推進する。

 対象地区の住民や事業者等に

対し、住居表示事業に対する合

意形成を図りながら基礎調査を

実施し、住居表示実施計画案等

を作成の上、住居表示を実施す

る。

 厚木排水区浸水被害軽減総合計画に

基づき施設整備を継続して実施した。
1,829,364 1,680,997

 住民及び事業者の皆様と協働で作成

した三田地区住居実施計画案を住居表

示審議会へ諮問し答申を経て、厚木市

議会第５回会議（12月定例会議）に

て、令和元年10月15日に実施を決定

した。

2,000 2,000
まちづくり

指導課

7 ①

公共下水道厚木排水区浸

水被害軽減事業【公共下

水道事業特別会計】

 下水道の整備水準を超える局

地的集中豪雨により、本厚木駅

周辺の厚木排水区（約205ha）

において、個人財産や都市機能

に影響を及ぼす浸水被害が発生

していることから、浸水被害の

最小化を図る。

 本市における既往最大降雨で

ある時間当たり65㎜の大雨に対

し、厚木排水区内における浸水

深をおおむね10㎝以下とするた

め、雨水貯留施設を整備する。

重点事業
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当初予算額

（千円）

決算額

（千円）
指標名 単位

H29年度

目標値

H29年度

実績値

H29年度

達成率

（％）

H30年度

目標値

H30年度

実績値

H30年度

達成率

（％）

令和元年度

担当課

H30年度

主な実績内容

H30年度事業費

事業

No.

単

位

施

策

実施計画事業名 事業目的 事業概要

H29年度事業指標 H30年度事業指標

厚木環状３号線

整備延長

（2018-2020

年度累計）

※東側２車線整

備による先行供

用（2022年度

完成予定）

ｍ - - - 270 188 69.6

本厚木下津古久

線整備延長

（2018-2020

年度累計）

※2020年度完

成予定

ｍ - - - 80 0 0.0

酒井長谷線整備

延長（2018-

2020年度累

計）

※2020年度完

成予定

ｍ - - - - - -

14 ② 街路用地取得事業

 交通渋滞の解消や安心・安全

なみちづくりを進め、市民の快

適な日常生活や効率的な経済活

動を支える生活空間の向上を図

ることができるよう、工事着手

に向けた環境を整える。

 都市計画道路の整備に必要な

道路用地の取得及び支障物件の

移転補償を行う。

 厚木環状３号線、本厚木下津古久線

の事業用地買収及び支障物件の移転補

償を行った。

463,645 460,316

都市計画道路の

用地取得着手路

線数

路線 2 2 100.0 2 2 100.0 道路整備課

整備率 ％ - - - 100.0 38.0 38.0

用地取得率 ％ - - - 100.0 99.8 99.8

16 ②
スマートインターアクセ

ス道路改修事業

 スマートインターチェンジの

開通により、大型車を始めとし

た通行車両の増加が想定される

アクセス道路の損傷を未然に防

止し、通行の安全性を確保す

る。

 スマートインターチェンジの

アクセス道路となる国道246号

線から昭和橋までの相模川右岸

堤防道路について、舗装の打換

えや道路排水施設等の改修を実

施する。

① 測量・設計委託を実施した。

② 相模川右岸堤防道路の再整備工事

を実施した。

・L=721m

150,000 131,628

改修延長

（2018-2019

年度累計）

ｍ - - - 800 721 90.1 道路維持課

道路整備課15 ②
スマートインターチェン

ジ整備事業

 さがみ縦貫道路（圏央道）の

厚木パーキングエリアへのス

マートインターチェンジの設置

及びアクセス道路の整備によ

り、交通環境の更なる充実を図

る。

 スマートインターチェンジの

2018（平成30）年度末の供用開

始に向け、整備工事を実施す

る。

① 厚木環状3号線の測量、詳細設計委

託及び整備工事を実施した。

② 本厚木下津古久線の測量、協議資

料作成委託及び整備工事を実施した。

③ 酒井長谷線の用地測量を実施し

た。

1,283,504 872,44513 ② 街路整備事業

 交通渋滞の解消や安心・安全

なみちづくりを進め、市民の快

適な日常生活や効率的な経済活

動を支える生活空間の向上を図

る。

 都市計画道路厚木環状３号線

及び本厚木下津古久線等を整備

する。

① スマートインターチェンジの設置

に向け、測量、設計、関係機関等との

協議を実施した。

② 中日本高速道路㈱が実施するス

マートインター整備工事に対し、厚木

市分として建設負担金の支払いを行っ

た。

303,094 307,238

道路整備課

重点事業

重点事業

重点事業
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当初予算額

（千円）

決算額

（千円）
指標名 単位

H29年度

目標値

H29年度

実績値

H29年度

達成率

（％）

H30年度

目標値

H30年度

実績値

H30年度

達成率

（％）

令和元年度

担当課

H30年度

主な実績内容

H30年度事業費

事業

No.

単

位

施

策

実施計画事業名 事業目的 事業概要

H29年度事業指標 H30年度事業指標

17 ②

厚木秦野道路用地取得事

業（用地国債）【公共用

地取得事業特別会計】

 厚木秦野道路の早期整備を実

現する。

 市内の厚木秦野道路の事業化

区間において、2015（平成27）

年度から国による用地取得が行

われているが、予算確保に苦慮

している状況であることから、

国の「用地国債先行取得制度」

を活用し、事業推進に協力す

る。

 厚木秦野道路の建設事業を協力に促

進するため、国の用地国債先行取得制

度を活用し、道路整備に必要な用地を

国に代わって先行取得した。

・取得筆数及び面積

23筆 6,180.14㎡

995,000 978,078 用地取得執行率 ％ - - - 100.0 98.3 98.3 道路管理課

18 ② 幹線市道新設改良事業

 地域の主要道路として、地域

間の連続性、通行の円滑性及び

安全性等の観点から、計画的に

拡幅改良を実施し、地域交通環

境の有効な改善を図る。

 １・２級市道及びこれらに準

ずる幹線道路（一般生活道路を

除く。）の新設・改良を実施す

る。

① 測量・詳細設計委託を実施した。

・路線数 ３路線（金田妻田線、赤坂

津古久環状線、四辻上古沢線）

② 整備工事を実施した。

・路線数 ２路線（赤坂津古久環状

線、簱谷上古沢線）

231,500 172,455

整備延長

（2018-2020

年度累計）

ｍ - - - 290 220 75.9 道路整備課

19 ②
道路整備用地取得事業

（再掲）

 交通渋滞の解消や安心・安全

なみちづくりを進め、市民の快

適な日常生活や効率的な経済活

動を支える生活空間の向上を図

ることができるよう、工事着手

に向けた環境を整える。

 幹線市道、１・２級市道の新

設・拡幅などの道路改良事業に

必要な道路用地の取得及び支障

物件の移転補償を行う。

 幹線市道９路線の事業用地買収及び

11路線の支障物件の移転補償を行っ

た。

476,659 753,240
幹線道路等用地

取得着手路線数
路線 - - - 9 9 100.0 道路整備課

20 ② 歩道整備事業

 １・２級市道の計画的な歩道

整備を行うことにより、通学路

や公共施設周辺における歩行者

の通行の安全性の向上を図る。

 特に、バリアフリーの視点か

ら、安全かつ円滑な歩道空間を

確保する。

 １・２級市道及びこれらに準

ずる幹線道路（一般生活道路を

除く。）への歩道整備を行う。

① 測量・詳細設計委託等を実施し

た。

・路線数 10路線（横須賀水道路線、

宿愛甲片町線、緑ヶ丘幹線、相模川旧

堤防道路、中町北停車場線、赤坂竹ノ

内線関連道路（F-232)、妻田中荻野

線、昭和用水線、籏谷上古沢線、愛甲

高坪線）

② 歩道整備工事を実施した。

・路線数 ２路線（昭和用水線、相模

川旧堤防路）

125,300 96,205

整備延長

（2018-2020

年度累計）

ｍ - - - 600 135 22.5 道路整備課

21 ② 交差点等改良事業

 交通の円滑化及び交通渋滞の

緩和を図るとともに、市民生活

の安全性と快適性の向上を図

る。

 交通支障となっている交差点

等の改良を行う。

 交差点等の整備工事を実施した。

・実施箇所数 2箇所（市道Ａ-198号

線、市道妻田中荻野線）

245,600 193,118 整備箇所数 か所 2 3 100.0 2 2 100.0 道路整備課

22 ②
相模川への新たな橋検討

事業

 地域間の連続性、通行の円滑

性及び安全性等の観点から、相

模川を渡河する新たな橋りょう

を架橋し、広域交通環境の有効

な改善を図る。

 相模川に架橋する新橋につい

て検討する。

 海老名市からの提案により、県市長

会から事業主体である県に対し、（仮

称）相模新橋（都市計画道路「社家岡

田線」相模川橋梁部）の早期整備につ

いての要望を行った。

0 0

相模川への新た

な橋検討の進捗

状況

- - - - 調査研究 調査研究 100.0 行政経営課

重点事業
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当初予算額

（千円）

決算額

（千円）
指標名 単位

H29年度

目標値

H29年度

実績値

H29年度

達成率

（％）

H30年度

目標値

H30年度

実績値

H30年度

達成率

（％）

令和元年度

担当課

H30年度

主な実績内容

H30年度事業費

事業

No.

単

位

施

策

実施計画事業名 事業目的 事業概要

H29年度事業指標 H30年度事業指標

23 ②
あつぎの道づくり計画策

定事業

 安全で快適な道路交通環境づ

くりを推進する。

 本市の道づくりの考え方を示

し、市道の整備や改良、維持管

理など、道路に関する総合的な

計画として「あつぎの道づくり

計画」を策定する。

① １・２級市道、都市計画道路及び

国道・県道の歩道、道路の整備状況調

査を実施した。

② 通学利用状況調査のため高校６

校、大学等５校にヒアリング調査を実

施した。

③ 主要な交差点43箇所において交通

量調査を実施した。

15,850 15,054
あつぎの道づく

り計画の策定
- - - -

交通量調

査・歩行者

ネットワー

ク整備調査

調査 100.0 道路管理課

ノンステップバ

ス導入台数

（2018-2020

年度累計）

※カッコ内は総

数

台 - - - 6
(82)

6
(80) 100.0 都市計画課

バス停上屋・ベ

ンチ設置箇所数
か所 - - - 2 2 100.0 都市計画課

コミュニティ交

通導入に向けた

取組状況

- - - - 実証運行 実証運行 100.0 都市計画課

広域交通の促進

に向けた取組状

況

- - - - 調査研究 調査研究 100.0 都市計画課

連節バス導入に

向けた取組状況
- - - - 協議・調整 協議・調整 100.0 都市計画課

2,808

 バス事業者が行うノンステップバス

の導入及びバス停上屋等の設置におけ

る事業費に対し、補助金を交付した。

 また、地域公共交通会議を開催し、

バス車両等のバリアフリー化や地域の

公共交通の確保・維持改善に関する協

議を行うとともに、コミュニティ交通

導入の可能性に向けた実証実験を行っ

た。

8,200 8,139

25 ② 広域交通促進事業

 今後のまちづくりを見据え、

通勤・通学者の利便性の向上及

び地域の活性化を図るため、鉄

道の延伸及び交通結節点へのア

クセス等を含めた広域的な交通

体系の整備を促進する。

 小田急多摩線の延伸について

は、相模原市、愛川町、清川村

及び厚木市で組織する「小田急

多摩線の延伸促進に関する連絡

会」において調査研究を進め、

関係機関への要望や県の交通計

画への位置付けを目指した取組

を行う。

 また、相鉄線の小田急線への

乗り入れについては、早期着工

が図られるよう、鉄道事業者等

に対して要望を行う。

 そのほか、連節バスを活用し

た交通結節点等への広域的なア

クセスについて調査研究を行

い、連節バス導入に対する補助

を行う。

24 ② 地域公共交通対策事業

 円滑に移動できる交通環境づ

くりを推進するため、路線バス

等の公共交通の更なる充実を図

る。

 ノンステップバスやバス停上

屋等の導入に対し、補助金を交

付する。

 また、厚木市地域公共交通会

議を開催し、バス車両等のバリ

アフリー化や地域の公共交通の

確保・維持及び改善に関する協

議を行うとともに、コミュニ

ティ交通導入の可能性について

検証を行う。

 小田急多摩線の延伸促進に関する連

絡会において、小田急多摩線の延伸に

関する調査研究を実施するとともに、

鉄道事業者に対して要望を実施した。

 また、広域的な交通体系の整備につ

いて、連節バス活用に関する調査研究

を行った。

3,000

重点事業

重点事業
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当初予算額

（千円）

決算額

（千円）
指標名 単位

H29年度

目標値

H29年度

実績値

H29年度

達成率

（％）

H30年度

目標値

H30年度

実績値

H30年度

達成率

（％）

令和元年度

担当課

H30年度

主な実績内容

H30年度事業費

事業

No.

単

位

施

策

実施計画事業名 事業目的 事業概要

H29年度事業指標 H30年度事業指標

本厚木駅への

ホームドアの設

置に向けた取組

状況

- - - - 協議・調整 協議・調整 100.0 都市計画課

西口開設に向け

た進捗状況
- - - - 要望 要望 100.0 都市計画課

日産自動車との

協定に基づく実

施事業数

事業 4 5 100.0 5 5 100.0 産業振興課

次世代自動車充

電インフラ整備

促進事業補助金

交付件数

件 - - - 2 1 50.0 産業振興課

 国の認定を受け超小型モビリティを

新たに運行したほか、総合防災訓練や

あつぎハロウィンにおいて電気自動車

のデモを行った。

 また、市内事業所内に普通充電器を

設置した事業者に対して補助金を交付

した。

2,500 10227 ②
未来型グリーンモビリ

ティ産業推進事業

 次世代自動車の開発及び普及

を促進することにより、環境に

配慮したまちづくりを推進する

とともに、産業の振興を図る。

 「厚木市・日産自動車グリー

ンモビリティ・プロジェクト協

定」に基づき、電気自動車を活

用した事業を実施する。

 また、電気自動車の充電イン

フラを設置する市内企業等に対

し、補助金を交付する。

26 ② 本厚木駅駅舎改装事業

 本厚木駅利用者の安全かつ円

滑な移動を確保するとともに、

朝夕のラッシュ時の混雑緩和と

乗降客の駅西側方面への利便性

の向上を図る。

 鉄道事業者が行うホームドア

の設置に対し、補助金を交付す

る。

 また、本厚木駅西口の開設に

ついて、鉄道事業者に対し、要

望を行う。

 本厚木駅へのホームドアの設置につ

いて鉄道事業者と協議し、補助金交付

要綱の制定を検討した。

 また、本厚木駅西口の開設につい

て、鉄道事業者に対し、要望を実施し

た。

0 0
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7 中小企業イノベーション支援事業

2 商店街ＬＥＤ化促進事業

達成率

実績値

40.6
単位

88.5% 81.3%

実施計画事業

指標得点Ⓒ年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度

21.3
目標値

R2年度

55.0目標値

％

－ 47.4 48.9 50.4

指標②
市民満足度

得点Ⓐ

達成率 ー 98.5% 83.4%

単位

81.3%

実施計画事業
指標達成率平均年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度

85.5%実績値 45.9 46.7 40.8 44.6 42.2
51.9 53.4

◆市民満足度 ［配点：50点］（市民満足度調査で「満足」又は「やや満足」と回答した市民の割合）
指標①

④ 活力ある企業の誘致促進 9 企業立地元気アップサポート事業 100.0%
⑤ ロボット産業の集積 10 ロボット産業推進事業 100.0%

「地域経済の活性化が図られている」と思う市民の割合 市民満足度
達成率平均

60.0%
③ 企業ブランド化の推進 8 中小企業活性化推進事業（再掲） 38.6%

100.0%
5 中小企業事業資金融資事業 84.8%
6 中小企業活性化推進事業 100.0%

100.0%

　市民満足度『「地域経済の活性化が図られている」と思う市民の割合』について、目標値を達成しておらず、平
成29年度実績値と比較すると2.4ポイント低下している。また、代表となる指標及び実施計画事業指標の達成率が
低い事業もあるため、危機感を持って、更なる施策の推進を図られたい。

② 創業、企業支援の充実

3 ビジネスチャレンジャー支援事業 75.0%
4 商工業振興事業

◆実施計画事業指標 ［配点：25点］（各実施計画事業に複数の指標がある場合は、その平均値）

単位施策 No. 実施計画事業名 達成率

総合計画審議会からの意見 ① 魅力と特色ある商業活動へ
　 の支援

1 商業活動振興事業 96.4%

おおむね
順調 24.3

単位
目標値

86.2 B

達成率

実績値

H29年度 H30年度 R元年度 R2年度

指標⑤
代表となる指標

得点Ⓑ
年度 H26年度 H27年度 H28年度

2 6 6
達成率 ％ ー 100.0% 40.0% 100.0% 100.0%・市民満足度調査『「地域経済の活性化が図られている」と思う市民の割

合』について、目標値を達成しておらず、平成29年度達成率と比較すると7.2
ポイント低下しているため、危機感を持って、積極的に取組を推進するとと
もに、取組内容の一層の周知を図ること。
・実施計画事業「中小企業活性化推進事業（再掲）」において、指標「見本
市等出展後契約件数」の達成率が27.1%と低く、また、平成29年度においても
29.3%と達成率が低く推移しているため、低下要因を分析し、目標値を達成で
きるよう、着実に取組を推進すること。

単位

97.4%
目標値

件
－ 5 5

代表となる指標
達成率平均

年度 H25年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度

6 6 6 6
実績値 5 6

指標④

総合得点
（Ⓐ＋Ⓑ＋Ⓒ） 総合評価 企業立地制度適用件数 制度適用件数

　市内企業や大学などの高い技術力をいかし、ものづくり産業の活性化とブランド化を進め、ロボット産
業の集積を図ります。 実績値 18,405 19,292

達成率 ％ ー

施策の
基本方針

１ 魅力と特色ある商業活動への支援 単位

目標値　活気ある商店街づくりのため、関係団体との連携を深め、魅力と特色のある商業活動への支援に取り組
みます。

19,087
100.0%

350
322

92.0%

目標値
人

－ 19,000 19,000 19,000

100.0%

H28年 H29年 H30年 R元年 R2年

18,144
18,500

98.1%

５ ロボット産業の集積 単位
18,500

４ 活力ある企業の誘致促進 指標③ 把握・算出方法等

　交通アクセスの優位性と産業振興に関する国の特別区域（特区）制度などをいかし、戦略産業を始めと
した企業誘致を推進します。

製造業の従業員数 工業統計調査

年度 H24年 H27年

達成率 ％ ー

単位
３ 企業ブランド化の推進 目標値

事業所
－ 358 360

　市内企業の優れた技術や高品質の製品、産業集積などを地域のブランドとして捉え、市内外に広く情報
発信するとともに、企業間連携、産学連携の促進により、企業活動の活性化を図ります。

実績値 349
354
317

89.5%

356
319

89.6%

実績値 9,046

9,073 10,038 10,038

指標② 把握・算出方法等
　創業を支援し、事業所数を増やし、新産業の創出やベンチャー企業の育成を図るとともに、企業の事業
機会の拡大、技術開発や競争力の強化等を促進するなど、時代に即した企業支援の充実を図ることで、地
域経済の活性化を推進します。

製造業の事業所数 工業統計調査

年度 H24年 H27年 H28年 H29年

２ 創業、企業支援の充実

H30年 R元年 R2年

％ ー 100.0%達成率

9,978

11,964
100.0%

億円
－

R2年

※H30年度については、経済センサス及び商業統計
調査が実施されていないため、H28年の実績値で評
価
（経済センサス：平成28年6月1日実施、平成30年
3月28日公表）

9,888

基本政策 Ⅳ 快適政策 分野 産業 ◆代表となる指標 ［配点：25点］
指標① 把握・算出方法等

基本施策
４ 企業・商業活動が活発なまちの実現
　 商工業を始めとする企業活動の活性化を図り、企業の誘致を推進します

卸売業・小売業の年間販売額 経済センサス・商業統計調査

年度 H24年 H27年 H28年 H29年 H30年 R元年

/50

/25

/25

/100
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実施計画取組実績（平成30年度実施事業）
Ⅳ-４ 企業・商業活動が活発なまちの実現

当初予算額

（千円）

決算額

（千円）
指標名 単位

H29年度

目標値

H29年度

実績値

H29年度

達成率

（％）

H30年度

目標値

H30年度

実績値

H30年度

達成率

（％）

子育てパスポー

トＡＹＵＣＯ

カード新規会員

数

人 - - - 1,200 1,186 98.8
商業にぎわ

い課

子育てパスポー

トＡＹＵＣＯサ

ポーター店舗数

店舗 415 391 94.2 400 362 90.5
商業にぎわ

い課

商店会加入店舗

数
店舗 - - - 738 772 100.0

商業にぎわ

い課

2 ① 商店街ＬＥＤ化促進事業

 商店街の街路灯のＬＥＤ化を

促進することにより、環境にや

さしいまちづくりを推進すると

ともに、商業の活性化を図る。

 商店街の街路灯のＬＥＤ化に

係る経費に対し、補助金を交付

する。

 商店街の街路灯のＬＥＤ化に係る経

費に対し、補助金を交付した。

・ＬＥＤ照明更新等基数 29基

830 2,410

商店会街路灯の

ＬＥＤ照明更新

等基数

基 358 348 97.2 10 29 100.0
商業にぎわ

い課

創業者支援利子

補給金交付件数
件 17 19 100.0 15 17 100.0 産業振興課

あつぎ起業ス

クール修了者の

起業者数

人 - - - 8 4 50.0 産業振興課

合同入社式・研

修会参加者数
人 70 81 100.0 85 85 100.0 産業振興課

中小企業相談件

数
件 2,400 2,892 100.0 2,400 2,692 100.0 産業振興課

産業マスタープ

ランの改定
- - - - - - - 産業振興課

4 商工業振興事業
 商工業の振興及び地域経済の

活性化を図る。

 地域の総合経済団体である厚

木商工会議所が実施する商工業

団体等組織の強化、後継者育

成、経営相談及び指導などの諸

事業に対し、補助金を交付す

る。

 また、地域産業や地域経済の

活性化を図るための指針となる

「厚木市産業マスタープラン」

を改定する。

3
ビジネスチャレンジャー

支援事業

 創業支援事業計画に基づき、

創業の段階に応じて各機関と連

携しながら創業者を支援するこ

とにより、地域経済の安定的な

発展及び新たな雇用機会の創出

を図る。

 新規開業のために必要な資金

の融資を受けた市内創業者に対

し、利子補給金を交付する。

 また、開業手続きの実務や事

業計画の作成について学ぶ「あ

つぎ起業スクール」を開催す

る。

事業

No.

H30年度事業費

1 商業活動振興事業

 商店会等が実施する消費拡大

のための事業を支援することに

より、商業の活性化を図る。

 商店会との協働により、子育

て世帯が市内店舗の協力で割引

や特典などのサービスを受ける

ことができる子育てパスポート

事業を実施する。

 また、単位商店会、商店会連

合会及び商工会議所が実施する

販路拡大や商業活性化に係る事

業に対し、補助金を交付する。

令和元年度

担当課

②

②

①

単

位

施

策

実施計画事業名 事業目的 事業概要
H30年度

主な実績内容

17,944

H30年度事業指標

18,657

① 子育て世帯が市内店舗の協力で割

引や特典などのサービスを受けること

ができる子育てパスポート事業を実施

した。

・世帯登録数 14,995世帯

② 商店会が協力して行う販路拡大の

ための共同売出し、宣伝及び装飾等の

事業に要する経費に対し、補助金を交

付した。

・補助対象 7商店会12事業

③ 商店会連合会が実施する街づくり

や商店会活性化などの事業に要する経

費に対し、補助金を交付した。

④ 商店会や個人商店を効果的にＰＲ

するための新聞折込みチラシやＣＭ、

広告掲載等に係る経費に対し、補助金

を交付した。

・補助対象 ３商店会３事業

15,67014,570

1,1591,053

① 新規開業のために必要な資金の融

資を㈱日本政策金融公庫から受けた市

内創業者に対し、利子補給金を交付し

た。

② あつぎ起業スクールを開催した。

・開催日数 ６日

・修了者数 28人(うち男性11人女性

17人）

H29年度事業指標

 厚木商工会議所が行う商工業団体等

組織の強化、後継者育成、経営相談及

び指導などの諸事業に係る費用に対

し、補助金を交付した。
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当初予算額

（千円）

決算額

（千円）
指標名 単位

H29年度

目標値

H29年度

実績値

H29年度

達成率

（％）

H30年度

目標値

H30年度

実績値

H30年度

達成率

（％）

事業

No.

H30年度事業費

令和元年度

担当課

単

位

施

策

実施計画事業名 事業目的 事業概要
H30年度

主な実績内容

H30年度事業指標H29年度事業指標

中小企業融資件

数
件 530 411 77.5 530 404 76.2 産業振興課

中小企業資金融

資利子補給金交

付件数

件 1,650 1,574 95.4 1,600 1,472 92.0 産業振興課

中小企業信用保

証料補助件数
件 365 304 83.3 370 319 86.2 産業振興課

6 ② 中小企業活性化推進事業

 中小企業の経営基盤の安定

化・強化及び受発注機会の拡大

を図る。

 中小企業診断士が企業を巡回

訪問し、経営、技術及び販路拡

大等の企業の課題解決に向けた

相談を実施するとともに、潜在

力の発揮と経営基盤の強化のた

め、同行した中小企業診断士に

よる市内企業等データベースの

コーディネートを行う。

 市内中小企業の巡回訪問を実施し

た。

・訪問件数 120件

10,600 10,159
企業巡回訪問件

数
件 65 60 92.3 120 120 100.0 産業振興課

中小企業設備投

資促進事業補助

金交付件数

件 10 8 80.0 10 12 100.0 産業振興課

特許等出願支援

補助金交付件数
件 10 6 60.0 10 2 20.0 産業振興課

② 2,180,0592,199,006

① 特定金融機関に一定の資金を無利

子で預託し、中小企業者に低利な融資

を行った。

・融資件数 404件

② 厚木市中小企業融資制度（事業資

金（運転・一時）、経営近代化資金

（運転）を除く）、神奈川県中小企業

制度融資の創業支援融資、日本政策金

融公庫取扱いの小規模事業者経営改善

資金（マル経資金）を利用した市内中

小企業が、金融機関へ支払った利子に

対し、利子補給金を交付した。

・交付件数 1,472件

③ 厚木市中小企業融資制度、神奈川

県創業支援融資を利用した市内の中小

企業者が、神奈川県信用保証協会へ支

払った保証料に対し、補助金を交付し

た。

・交付件数 319件

5
中小企業事業資金融資事

業

 中小企業等の経営の安定化を

図る。

 中小企業等が低利な融資を受

けることができるよう、特定金

融機関に一定の資金を無利子で

預託する。

 また、融資制度を活用した中

小企業に対し、利子補給金を交

付するとともに、神奈川県信用

保証協会に支払った保証料に対

し、補助金を交付する。

7
中小企業イノベーション

支援事業

 中小企業等の市場競争力の強

化及び経営基盤の安定化・強化

を図る。

 製造業を営む市内中小企業及

び小規模企業が行う設備投資に

対し、補助金を交付する。

 また、中小企業の特許等の取

得に対し、補助金を交付する。

② 12,1664,350

① 製造業を営む市内中小企業者が、

生産の拡大及び生産の効率化を図るた

めの設備並びに環境保全機器に投資し

た経費に対し、補助金を交付した。

・交付件数 12件

② 市内中小企業者の新技術、新製品

の保護及び研究開発を奨励するため、

国内の産業財産権（特許、実用新案

等）の取得に要する費用に対し、補助

金を交付した。

・交付件数 ２件
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当初予算額

（千円）

決算額

（千円）
指標名 単位

H29年度

目標値

H29年度

実績値

H29年度

達成率

（％）

H30年度

目標値

H30年度

実績値

H30年度

達成率

（％）

事業

No.

H30年度事業費

令和元年度

担当課

単

位

施

策

実施計画事業名 事業目的 事業概要
H30年度

主な実績内容

H30年度事業指標H29年度事業指標

産学共同研究事

業件数
件 2 2 100.0 2 1 50.0 産業振興課

見本市等出展後

契約件数
件 1,020 299 29.3 1,020 276 27.1 産業振興課

9 ④
企業立地元気アップサ

ポート事業

 企業立地の促進及び産業用地

の創出により、市民の雇用機会

の拡大及び地域経済の活性化を

図る。

 効果的な企業立地活動を展開

するとともに、奨励措置の適否

の審査を行い、立地企業及び立

地企業への用地創出者に対し、

一定要件の下、奨励金を交付す

る。

① 企業立地審査会を開催した。

・開催回数 ２回

② 奨励措置を適用した。

・適用件数 ６件

③ 各種奨励金を交付した。

・企業立地奨励金 12件

・戦略産業奨励金 １件

・雇用奨励金 １件

④ 本市の魅力を高めるまちづくりと

一体となった企業誘致を進めるため、

企業立地フォーラムを開催した。

・開催日  平成30年８月21日

・来場社数 108社

・来場者数 183人

⑤ 新たに本市への立地意向を有する

企業の情報を収集し、企業訪問やＰＲ

用パンフレットを配付した。

・企業訪問 131社

・市外企業へパンフレット送付 2,000

社

128,596 121,906
企業立地制度適

用件数
件 6 6 100.0 6 6 100.0 産業振興課

8
中小企業活性化推進事業

（再掲）

 中小企業の経営基盤の安定

化・強化及び受発注機会の拡大

を図る。

 県内・都内の大学と共同で行

う研究事業及び見本市等に出展

する中小企業に対し、補助金を

交付する。

③ 10,600 10,159

① 市内中小企業者等が技術力を向上

させ、経営基盤の強化を図るため県内

及び都内の大学との共同研究に対し、

補助金を交付した。

・交付件数 １件

② 市内中小企業者等が販路拡大のた

め、見本市、フェア及び展示会などに

出展した際の費用に対し、補助金を交

付した。

・交付件数 50件

重点事業
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当初予算額

（千円）

決算額

（千円）
指標名 単位

H29年度

目標値

H29年度

実績値

H29年度

達成率

（％）

H30年度

目標値

H30年度

実績値

H30年度

達成率

（％）

事業

No.

H30年度事業費

令和元年度

担当課

単

位

施

策

実施計画事業名 事業目的 事業概要
H30年度

主な実績内容

H30年度事業指標H29年度事業指標

ロボット関連補

助金交付件数
件 6 3 50.0 5 5 100.0 産業振興課

ロボット産業推

進計画の改定
- - - - - - - 産業振興課

10 ロボット産業推進事業

 「さがみロボット産業特区」

を活用し、産学公連携及び企業

間連携を図るとともに、ロボッ

ト関連企業等の研究開発の促進

や技術力の向上を支援すること

により、本市におけるロボット

関連産業の振興と集積を図る。

 ロボット本体及び周辺機器・

部品の試作開発を目的とした事

業に対し、補助金を交付すると

ともに、市民がロボットに関す

る知識や関心を深めることがで

きるよう、イベントを開催す

る。

 また、ロボット産業の振興を

図り、市内の産業の更なる発展

や経済の活性化につなげるため

の「厚木市ロボット産業推進計

画」を改定する。

⑤

① オープンイノベーション促進等補

助金を交付した。

・交付件数 １件

② ロボット産業等創出事業補助金を

交付した。

・交付件数 ２件

③ ロボット関連産業等展開支援補助

金を交付した。

・交付件数 ２件

④ 市内企業、共同事業体及び大学等

の取組や優れた技術を広く周知し、ロ

ボット産業の普及促進を図るため、ロ

ボットの体験展示会等を実施した。

7,312 5,990
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22.3
目標値

達成率

実績値

H29年度 H30年度 R元年度 R2年度

市民満足度

得点Ⓐ 実施計画事業

指標得点Ⓒ年度 H26年度 H27年度 H28年度

70.0%

指標②

35.0
単位

実施計画事業
指標達成率平均

89.3%実績値 70.3 62.1 56.3 54.4 51.8
目標値

％

－ 71.0 72.0 73.0

達成率 ー 87.5% 78.2% 74.5%

74.0

指標①

「観光によるまちづくりが進んでいる」と思う市民の割合 市民満足度
達成率平均

R元年度 R2年度単位

70.0%

年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

◆市民満足度 ［配点：50点］（市民満足度調査で「満足」又は「やや満足」と回答した市民の割合）

76.075.0

総合計画審議会からの意見 ① 広域観光の推進 1 広域連携観光推進事業 100.0%

② 観光情報の発信力強化
2 観光宣伝事業 77.3%

・市民満足度『「観光によるまちづくりが進んでいる」と思う市民の割合』について、達成率が70.0％と低く、平
成29年度実績値と比較すると、2.6ポイント低下しており、また、経年で見ると、実績値の低下が続いている。さ
らに、代表となる指標及び実施計画事業指標の達成率が低い事業もあるため、危機感を持って、施策の着実な推進
を図られたい。
・市民満足度が低下した要因として、「①既存の取組についての認知があまり進んでいない」、「②一層積極的な
観光施策の推進への期待が込められている」ことが関係していると考えられる。ついては、来訪者の増加を目指し
た関連事業を積極的に推進するとともに、市内外に対して、厚木の魅力及び取組内容を効果的に発信すること。

6 飯山白山森林公園桜の広場整備事業 100.0%
7 観光振興計画改定事業 -

3

観光行事推進事業 93.8%
5 健康づくり村推進事業 83.7%

インバウンド推進事業 100.0%

③ 観光資源の活用と創出

4

◆実施計画事業指標 ［配点：25点］（各実施計画事業に複数の指標がある場合は、その平均値）

単位施策 No. 実施計画事業名 達成率

④ 地域活動への支援 8 観光資源活性化事業 70.3%

指標⑤
代表となる指標

得点Ⓑ
やや遅れ 年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度

22.0
単位

目標値

R元年度 R2年度単位

88.1%
目標値

代表となる指標
達成率平均

実績値

達成率

79.3 C

　総合評価がＢ評価からＣ評価に低下しており、平成30年度の施策評価に
おける総合得点と比較すると、3.2ポイント低下している。主な低下の要因
は、市民満足度の低下によるものである。
・市民満足度『「観光によるまちづくりが進んでいる」と思う市民の割
合』について、達成率が70.0％と低く、平成29年度達成率と比較すると、
4.5ポイント低下している。ついては、低下の要因を検証し、危機感を持っ
て、施策の改善を図るとともに、取組内容について効果的な周知を図るこ
と。
・代表となる指標「年間観光客数」について、目標値を達成しておらず、
平成29年度達成率と比較すると、7.2ポイント、実績値も107,518人減少し
ている。既存事業の効果検証を行い、低下の要因を分析し、効果的な取組
を推進するとともに、2020年東京オリンピック・パラリンピック開催に向
け、市内外のみならず、インバウンド来訪者に対して、魅力的な取組を展
開すること。

年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

実績値

指標④総合得点
（Ⓐ＋Ⓑ＋Ⓒ） 総合評価

達成率

施策の
基本方針

１ 広域観光の推進 単位
目標値

人
－

実績値

４ 地域活動への支援
　誘客の拡大を図るための地域活動を支援します。 年度 H26年度 H27年度 H28年度

目標値

指標③

H29年度 H30年度 R元年度 R2年度単位

３ 観光資源の活用と創出
実績値 3,200,102 3,387,190 3,374,174 3,262,470 3,154,952

　豊かな自然や温泉など既存の観光資源を活用した観光振興や、新たな観光資源の創出を推進します。
達成率 ％ ー 99.0% 92.7% 84.5%

目標値
人

－ 3,420,000 3,640,000

77.3%

343,700

H27年 H28年 H29年

3,860,000

H30年 R元年 R2年

指標② 把握・算出方法等

4,080,000 4,300,000 4,500,000

R元年

２ 観光情報の発信力強化
年間観光客数 神奈川県入込観光客調査　東京オリンピック・パラリンピックの開催を見据え、国内外の観光客に向けた情報発信力を強化する取組

を推進します。 年度 H25年

％ ー 99.4% 100.0% 100.0% 98.9%

　高規格幹線道路網などを活用し、より広域的な誘客を図るとともに、近隣自治体等と連携し、広域観光を
推進します。 実績値 342,123

達成率

単位

341,733 355,826 349,792 356,096

R2年

345,400 347,100 360,200 362,400 364,600

基本政策 Ⅳ 快適政策 分野 産業 ◆代表となる指標 ［配点：25点］
指標① 把握・算出方法等

基本施策
５ 新たな戦略による観光のまちの実現
　 地域資源や交通優位性をいかした観光を振興します

年間宿泊客数 神奈川県入込観光客調査

年度 H25年 H27年 H28年 H29年 H30年

/100

/50
/25

/25
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実施計画取組実績（平成30年度実施事業）
Ⅳ-５ 新たな戦略による観光のまちの実現

当初予算額

（千円）

決算額

（千円）
指標名 単位

H29年度

目標値

H29年度

実績値

H29年度

達成率

（％）

H30年度

目標値

H30年度

実績値

H30年度

達成率

（％）

大山エリア（厚

木市・伊勢原

市・秦野市）の

観光客数

人 - - - 8,200,000 8,894,252 100.0 観光振興課

宮ケ瀬エリア

（厚木市・愛川

町・清川村）の

観光客数

人 - - - 7,300,000 8,132,007 100.0 観光振興課

2 ② 観光宣伝事業

 東名高速道路及びさがみ縦貫

道路（圏央道）等の高規格幹線

道路等を活用するとともに、

2020年東京オリンピック・パラ

リンピック競技大会の開催を見

据え、情報発信力を強化し、観

光客の誘致を図る。

 温泉やハイキングコース等を

活用した本市の魅力をＰＲする

イベントを実施する。

 また、観光パンフレットを作

成し、アウトドアショップや高

速道路のサービスエリア等にお

いて配布する。

 ① 大山・宮ヶ瀬エリアに訪れた観

光客を厚木市内へ誘客するため、温泉

割引クーポン付観光リーフレットを作

成し、配布した。

② 厚木大山ハイカーズガイドを修正

増刷した。

・増刷部数 15,000部

③ 厚木総合観光ガイド「あつぎ よ

くばり旅」を作成、配布した。

・作成部数 30,000部

④ 友好都市である沖縄県糸満市内で

開催された「糸満フェア」にブース出

展し、試食を中心に本市の魅力をPR

した。

 ①～③については、アウトドア系の

イベントやサービスエリア等において

配布するなど、効果的に情報発信し

た。

7,792 4,951 年間観光客数 人 3,860,000 3,262,470 84.5 4,080,000 3,154,952 77.3 観光振興課

3 ② インバウンド推進事業

 インバウンドの増加や2020年

東京オリンピック・パラリン

ピック競技大会の開催などを好

機と捉え、インバウンドを含む

観光振興策を展開することによ

り、国内外からの観光客の誘致

を図る。

 厚木市観光協会と連携し、本

市の観光資源を盛り込んだツ

アーを商品化する。

 また、訪日外国人を含めた観

光客への対応に関する研修や外

国語案内など、受入環境の整備

を図る。

 市内の観光資源を旅行関係業者に紹

介し商品化につなげるためのコンテン

ツシート（案内資料）を作成した。

 また、厚木市観光協会が実施したイ

ンバウンドセミナー及び観光関連事業

者が作る外国語表記の看板やメニュー

等に対して補助金を交付した。

2,000 1,154
ツアー商品参加

者の満足度
％ - - - 70.0 90.0 100.0 観光振興課

H29年度事業指標

令和元年度

担当課

事業

No.

単

位

施

策

実施計画事業名 事業目的 事業概要
H30年度

主な実績内容

H30年度事業費 H30年度事業指標

1

 大山エリア及び宮ケ瀬エリ

ア、丹沢大山エリアの自治体や

関係団体と協働し、観光プロ

モーションを実施する。

広域連携観光推進事業

 広域連携による観光プロモー

ションを行うことにより、回遊

性や情報発信力を高め、観光地

としての魅力を向上させる。

① 5,3605,367

 海老名駅構内において、誘客を促す

観光キャラバンを実施したほか、大山

エリア周辺を案内する「おおやまめぐ

りガイドアプリ」の運用等を行った。

重点事業
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当初予算額

（千円）

決算額

（千円）
指標名 単位

H29年度

目標値

H29年度

実績値

H29年度

達成率

（％）

H30年度

目標値

H30年度

実績値

H30年度

達成率

（％）

H29年度事業指標

令和元年度

担当課

事業

No.

単

位

施

策

実施計画事業名 事業目的 事業概要
H30年度

主な実績内容

H30年度事業費 H30年度事業指標

4 ③ 観光行事推進事業

 魅力ある観光イベントを開催

することにより、市のイメージ

アップと観光客の誘致を図る。

 あつぎ鮎まつりやあつぎ飯山

桜まつり等、魅力ある観光イベ

ントを開催する。

① あつぎ飯山桜まつりを開催した

（平成30年3月31日～４月8日）。

・来場者数 45,000人

② あつぎ鮎まつりを開催した（平成

30年８月4日～5日）。

・来場者数 705,000人

③ その他、市内５箇所で開催された

地域観光まつりに補助金を交付した。

64,800 64,758

あつぎ鮎まつ

り、あつぎ飯山

桜まつりイベン

ト来場者数

人 800,000 738,000 92.3 800,000 750,000 93.8 観光振興課

健康づくり大学

参加者数
人 - - - 100 107 100.0 観光振興課

森林セラピーツ

アー参加者数
人 - - - 230 155 67.4 観光振興課

6 ③
飯山白山森林公園桜の広

場整備事業

 観光拠点である飯山白山森林

公園桜の広場の機能を強化し、

観光地としての魅力向上を図

る。

 桜の広場を中心とするエリア

について、観光拠点としての機

能強化に資する基本構想を策定

し、整備を進める。

 観光拠点である飯山白山森林公園桜

の広場周辺エリアについて、地元関係

者と検討を重ね、観光地としての機能

強化を図るための基本構想（計画）を

策定した。

4,000 6,210

飯山白山森林公

園桜の広場整備

の進捗状況

- - - -
 基本構想の

 策定

基本構想の

策定
100.0 観光振興課

7 ③ 観光振興計画改定事業

 「厚木市観光振興条例」に基

づき、豊かな自然や温泉など、

本市の魅力あふれる観光資源を

有効活用し、観光振興を推進す

る。

 本市の観光振興を推進するた

めの指針となる「厚木市観光振

興計画」を改定する。

 -

（令和2年度改定予定）
0 0

観光振興計画の

改定
- - - - - - - 観光振興課

8 ④ 観光資源活性化事業

 豊かな自然や温泉等の既存の

観光資源を活用するとともに、

新たな地域資源を創出すること

により、地域の活性化を図る。

 地域団体との協働により、飯

山・七沢地区の地域資源を整備

するとともに、新たな観光資源

を創出する。

 飯山・七沢地区の地域資源をいかし

た観光客やハイカーの誘客を図るた

め、ハイキングコース等の整備を行っ

た。

1,030 841
飯山、七沢観光

客数
人 1,300,000 1,067,941 82.1 1,350,000 948,742 70.3 観光振興課

700700

① 森林セラピーツアーを開催した。

・開催回数 20回

② 健康づくり大学を開催した。

・開催回数 9回

③ 厚木市健康づくり大学推進協議会

及び厚木市森林セラピー基地推進協議

会に対し、補助金を交付した。

5 健康づくり村推進事業

 豊かな自然や温泉等の地域資

源を活用した観光客誘致への取

組を推進し、地域の活性化を図

る。

 飯山・七沢地区の自然と温泉

を活用した「健康づくり大学」

や「森林セラピー体験」の開催

に対し、補助金を交付する。

③
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B
おおむね

順調

％

100.0%

達成率 ー 57.3% 55.6% 91.8% 100.0%

　総合評価がＡ評価からＢ評価に低下しており、平成30年度の施策評価にお
ける総合得点と比較すると、4.1ポイント低下している。主な低下の要因は、
市民満足度の低下によるものである。
・市民満足度『「都市農業や林業の進行が図られている」と思う市民の割
合』について、目標値を達成しておらず、平成29年度達成率と比較すると、
6.8ポイント低下しているため、危機感を持って、積極的に取組を推進すると
ともに、取組内容について効果的な周知を図ること。
・実施計画事業「林業振興事業」について、指標「枝打・除間伐対象面積」
の達成率が9.4％と低いため、神奈川県の補助制度変更等を踏まえ、本市の現
行の補助制度の効果検証を行い、目標値を達成できるよう取組の改善を図る
こと。

実績値

達成率

430

達成率 ー 100.0% 98.4% 98.9% 78.4%％

人
－ 75,000

71,900 84,830

指標② 把握・算出方法等

朝市・夕焼け市の来場者数 朝市・夕焼け市の来場者数

94.6%

代表となる指標

得点Ⓑ

23.6

実施計画事業
指標達成率平均

84.6%

厚木市都市農業支援センターにおける支援
件数

54.4 56.0

1 新規就農者支援事業

２ 地産地消の支援

３ ６次産業化の推進

４ 鳥獣被害対策の推進

５ 林業への支援

　生産者の顔が見える農業を推進し、新鮮で安心・安全な農畜産物の地産地消を支援します。

　「あつぎブランド」の発信と併せて、地域産品を加工・販売する仕組みづくりの確立を支援します。

　有害鳥獣による農作物被害を最小限に抑え、農業経営の安定化や生活被害を防止する対策を推進しま
す。

　人工林の計画的な整備や再生可能な森林資源である間伐材の有効活用を支援します。

総合評価

実施計画事業

指標得点Ⓒ

21.1実績値

目標値

達成率

市民満足度

得点Ⓐ

41.5
年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度

指標②

単位

42.6
49.6 51.2 52.8目標値 － 48.0

％

ー 88.8% 85.9% 89.8% 83.0%

林業振興事業 54.7%
鳥獣等被害対策事業 84.8%

100.0%
3

総合計画審議会からの意見

　市民満足度『「都市農業や林業の振興が図られている」と思う市民の割合』について、目標値を達成しておら
ず、平成29年度実績値と比較すると2.2ポイント低下している。また、代表となる指標及び実施計画事業指標の達
成率が低い事業もあるため、危機感を持って、更なる施策の推進を図られたい。

◆市民満足度 ［配点：50点］（市民満足度調査で「満足」又は「やや満足」と回答した市民の割合）

9 園芸振興対策事業 90.8%
10 畜産経営支援対策事業 97.0%

地産地消推進事業 89.0%

11 耕作放棄地再生利用事業 100.0%

① 農地有効利用の推進

② 地産地消の支援

③ ６次産業化の推進

H29年度 H30年度

「都市農業や林業の振興が図られている」と思う市民の割合
13

年度 R元年度 R2年度単位 H26年度 H27年度 H28年度

市民満足度
達成率平均

83.0%43.8

指標① 12

42.6 46.0
達成率

実績値 46.3

単位施策 No.

目標値

④ 鳥獣被害対策の推進

⑤ 林業への支援

7

農業体験型農園開設事業補助事業 100.0%

8

農業基盤整備事業 83.4%

5

自立経営農家育成資金融資事業 0.0%

6

農地有効利用促進事業 100.0%

100.0%
2 農業担い手育成対策事業

R元年度 R2年度単位

農業経営基盤強化促進事業 100.0%
4

実施計画事業名 達成率

年度 H26年度 H27年度
86.2

年度 R元年度

指標⑤

H28年度

◆実施計画事業指標 ［配点：25点］（各実施計画事業に複数の指標がある場合は、その平均値）

代表となる指標
達成率平均

総合得点
（Ⓐ＋Ⓑ＋Ⓒ）

指標④

間伐材の搬出量 間伐材の年間搬出量

44 189 200 367

H29年度 H30年度

R2年度単位
目標値

70.0 70.0

92.9% 100.0%
82.0

70.0 70.0 70.0
65.0 70.0

360 400 460 500
実績値

㎥ － 330
H25年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

600

目標値 － 70.0
H25年度 H27年度

実績値 60.6 65.0％

達成率 ー 92.9%

R2年度

R元年度 R2年度

R元年度H28年度 H29年度 H30年度

85,000 90,000 95,000 100,000
78,730 84,030 70,520

100 -（毎年度の被害額÷基準年度（平成18年度）の被
害額×100）

80,000

　持続的で環境に配慮した農業経営を支援するため、新たな担い手や認定農業者の育成を図るとともに、
市民農園の運営や体験型農園を推進し、市民に憩いと安らぎの場を提供します。

 H26年度予測値 H27年度

－ 200

実績値 180 1,008
達成率 ー 100.0%

６ 都市農業・林業をいかした地域産業の実現
　 消費者に生産者の顔が見える都市農業や林業を振興します

１ 農地有効利用の推進

基本政策 Ⅳ 快適政策 分野 産業 ◆代表となる指標 ［配点：25点］

基本施策

R元年度 R2年度H28年度 H29年度 H30年度単位
年度

指標①

相談・支援件数

把握・算出方法等

施策の
基本方針

指標③

有害鳥獣による農作物被害額減少率

年度

目標値

実績値

単位

1,608

年度 H25年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

1,325 1,610

単位

100.0% 100.0% 100.0%

件

％

1,400 1,400 1,400220 850目標値

/100 /25

/25
/50
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実施計画取組実績（平成30年度実施事業）
Ⅳ-６ 都市農業・林業をいかした地域産業の実現

当初予算額

（千円）

決算額

（千円）
指標名 単位

H29年度

目標値

H29年度

実績値

H29年度

達成率

（％）

H30年度

目標値

H30年度

実績値

H30年度

達成率

（％）

1 ① 新規就農者支援事業

 農業従事者の高齢化や後継者

不足等の課題解決及び都市農業

の持続的な発展に向け、新規就

農者の創出及び育成を図る。

 青年新規就農者の生活の安定

を図るため、給付金を交付する

とともに、就農後の営農定着を

促進するため、新規就農支度金

を交付する。

 国の農業次世代人材投資資金と新規

就農支度金の対象者は新規に４人増

え、13人になった。

 青年等就農計画認定者数は22人と

なった。

19,900 15,275
青年新規就農者

数
人 - - - 4 4 100.0 農業政策課

農業後継者団体

会員数
人 - - - 20 20 100.0 農業政策課

市民農園利用率 ％ - - - 99.0 100.0 100.0 農業政策課

3 ①
農業経営基盤強化促進事

業

 農業者及び農業関係団体等を

支援することにより、農業の担

い手の経営改善を図る。

 厚木市農業協同組合が実施す

る各種営農相談事業に対し、補

助金を交付するとともに、農業

者の高齢化や担い手不足を支援

するため、農業機械の導入に対

し、補助金を交付する。

① 営農集団に農業機械の導入を行っ

た。

② 厚木市農業協同組合生産組合長会

に、補助金を交付した。

③ 営農相談及び作目別講習会等を開

催した。

④ 農業者戸別所得補償制度の申請受

付及びデータの取りまとめ等を行っ

た。

6,846 6,637
営農指導・相談

件数
件 3,800 3,875 100.0 3,800 3,998 100.0 農業政策課

4 ①
自立経営農家育成資金融

資事業

 農業者及び農業関係団体等の

経営の安定化を図る。

 市と厚木市農業協同組合が原

資を負担し、農業経営に要する

資金を融資する。

 市内の自立経営農家を育成するた

め、農業経営に関する資金の融資を

行った。

・融資件数   4 件

20,000 20,000

自立経営農家育

成資金新規融資

件数（2018-

2020年度累

計）

件 - - - 1 0 0.0 農業政策課

H30年度事業指標

令和元年度

担当課

H29年度事業指標

 都市農業に関する調査・研究を行う

とともに、後継者育成のため青壮年部

の農業活動を支援した。

 また、市民の都市農業に対する理解

や関心を深めていただくため、農業と

触れ合う機会を提供する市民農園の管

理運営を行った。

785 785

事業

No.

単

位

施

策

実施計画事業名 事業目的 事業概要
H30年度

主な実績内容

H30年度事業費

2 農業担い手育成対策事業

 各種農業団体が実施する事業

を支援し、農業の担い手である

後継者の育成を図る。

 農業青年活動及び中核的指導

者活動への支援を行うととも

に、後継者育成のための事業を

実施する。

 また、市内農業者を対象とし

た研修会や視察など、都市農業

に関する調査研究を行うととも

に、市民に対する農業理解を深

めるため、市民農園を運営す

る。

①
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当初予算額

（千円）

決算額

（千円）
指標名 単位

H29年度

目標値

H29年度

実績値

H29年度

達成率

（％）

H30年度

目標値

H30年度

実績値

H30年度

達成率

（％）

H30年度事業指標

令和元年度

担当課

H29年度事業指標

事業

No.

単

位

施

策

実施計画事業名 事業目的 事業概要
H30年度

主な実績内容

H30年度事業費

5 ① 農地有効利用促進事業

 遊休農地を解消するととも

に、発生を予防することによ

り、食料生産及び景観形成等の

多面的な機能を持つ農地を保全

する。

 「農業経営基盤強化促進法」

に基づく利用権設定者に対し、

奨励金を交付するとともに、関

係機関と連携し、経営規模拡大

志向の認定農業者等に、利用権

設定を斡旋することにより、担

い手への農地の集積及び農地の

有効利用を促進する。

 利用権設定者に対し、奨励金を交付

した。

【奨励金交付人数】

・貸し手  221人

・借り手  210人

・合 計  421人

6,809 7,355 利用権設定面積 ha 90.0 109.3 100.0 96.0 110.7 100.0 農業政策課

6 ①
農業体験型農園開設事業

補助事業

 農地の有効利用と営農継続を

推進するとともに、手軽に農業

に触れ合うことができる機会を

提供することにより、食育や農

業理解、コミュニティづくり等

を促進する。

 農業者自らが経営する体験型

農園の開設を支援する。

 都市農業支援センターの相談業務が

充実したことにより、予算計上した事

業は廃止となった。

0 0
農業体験型市民

農園数
園 - - - 2 2 100.0 農業政策課

農道整備・改修

路線数
路線 - - - 3 2 66.7 農業政策課

農業水利施設整

備・改修路線

（箇所）数

路線

(か所)
- - - 5 6 100.0 農業政策課

朝市・夕焼け市

の来場者数
人 85,000 84,030 98.9 90,000 70,520 78.4 農業政策課

朝市・夕焼け市

出店数
店 - - - 53 47 88.7 農業政策課

大豆生産量 kg 8,000 7,500 93.8 8,500 12,000 100.0 農業政策課

① 県からの補助を受け、農道整備工

事及びかんがい排水路改修工事を実施

した。

・農道整備路線数 ２路線

・かんがい排水路整備路線数 １路線

② かんがい排水路改修工事を実施し

た。

・整備路線数 ５路線（箇所）

171,269 199,472

① 直売所まつりの開催を支援した。

・来場者数 3,040人

② 市民朝市を開催した。

・来場者数 53,630人

③ 夕焼け市を開催した。

・来場者数 16,890人

④ 農業まつりの開催を支援した。

・来場者数 79,000人

⑤ 大豆の生産を奨励した。

・生産量 12,000kg

4,904 4,796

①7 農業基盤整備事業

 農道や農業水利施設を整備す

ることにより、農耕作の効率

化、遊休農地の抑制、農業生産

性の向上及び地産地消の推進を

図る。

 農業生産の基盤である、農

道、かんがい排水路及び取水堰

の改修・工事を実施する。

②

 市内で生産された新鮮で安

心・安全な農畜産物や加工食品

等の直接販売を通して、消費者

に生産者の顔が見える関係を築

くとともに、地場消費の拡大及

び生産者の経営の安定化を図

る。

 また、地域の条件に適した大

豆等の推奨作物の生産を奨励

し、安定供給、生産量の確保及

び食料自給の向上を図る。

 各農産物直売所における直売

所まつりの開催等に交付金を交

付するほか、市民朝市や夕焼け

市の開催及び農業まつりの開催

支援等を行う。

 また、大豆等推奨作物の生産

を奨励する。

8 地産地消推進事業
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当初予算額

（千円）

決算額

（千円）
指標名 単位

H29年度

目標値

H29年度

実績値

H29年度

達成率

（％）

H30年度

目標値

H30年度

実績値

H30年度

達成率

（％）

H30年度事業指標

令和元年度

担当課

H29年度事業指標

事業

No.

単

位

施

策

実施計画事業名 事業目的 事業概要
H30年度

主な実績内容

H30年度事業費

花苗・野菜苗売

上個数
個 - - - 156,000 151,052 96.8 農業政策課

フラワーアレン

ジ教室参加者数
人 85 85 100.0 85 72 84.7 農業政策課

畜産農家数 戸 - - - 18 18 100.0 農業政策課

ヘルパー利用回

数
回 300 280.5 93.5 300 282 94.0 農業政策課

耕作放棄地再生

利用面積

※カッコ内は総

数

ha 0.5 0.4 80.0 0.5
(2.5)

0.94
(3.47) 100.0 農業政策課

小麦の製粉量 ｔ - - - 8.0 8.1 100.0 農業政策課

9 園芸振興対策事業

 都市近郊としての有利性をい

かした都市農業の確立を図ると

ともに、新鮮で安全な農産物を

生産するため、機械や最新技術

等の導入による経営の合理化・

省力化を推進することにより、

園芸作物の振興を図る。

 高品質な花きを生産するため

の園芸施設・機械及び消費者

ニーズに合った新品種・優良品

種の導入を補助するとともに、

フラワーアレンジ教室の開催及

び市内公共施設へのフラワー

ポット植栽事業等に交付金を交

付する。

 また、野菜生産の省力化・品

質向上・価格の安定化及び果樹

の品質向上のための施設整備等

に対し、補助金を交付する。

②

① 畜産会の運営費に対して、補助金

を交付した。

② 畜産環境対策事業に交付金を交付

した。

③ 畜産振興対策事業に補助金を交付

した。

4,258

① 園芸協会の運営費に対し、補助金

を交付した。

② 優良種苗の導入に補助金を交付し

た。

・交付件数 １件

③ フラワーアレンジ教室を開催し

た。

・参加者数 72人

④ 公共施設に花を植栽する事業に対

し、交付金を交付した。

・交付件数 １件

⑤ 野菜の価格安定、受粉促進及び施

設近代化に対し、補助金を交付した。

・交付件数 13件

⑥ 果樹園整備に補助金を交付した。

・交付件数 ２件

⑦ 廃ビニール・廃農薬の適正処理や

天敵農薬の導入に補助金を交付した。

・交付件数 ７件

9,530

10 畜産経営支援対策事業

 団体の育成や先進技術の導

入、家畜伝染病の防止等によ

り、畜産業の近代化及び経営の

安定化を推進し、農業者の生産

意欲の向上を図る。

 悪臭等を防止するための環境

対策を支援する。

 また、家畜排せつ処理施設の

設備導入を補助するほか、優良

牛・優良種豚等の導入や家畜伝

染病等の予防に対する補助及び

労働力の軽減を図るための酪農

ヘルパーの活用を支援する。

②

11 耕作放棄地再生利用事業

 手の入らなくなった耕作放棄

地を農地に再生し、戦略作物等

の作付けを行うことにより、農

地の保全及び農業経営の安定化

を図る。

 耕作放棄地の再生対策とし

て、草刈り、深耕、整地及び土

づくりを実施する。

 また、再生した耕作放棄地で

の生産効率を高め、耕作放棄地

で栽培した作物に付加価値を付

けるため、農業用機械を導入す

る。

③

 国の耕作放棄地再生利用緊急対策交

付金が終了することに伴い、前年に申

請した42aに追加変更ができず、市単

独補助で52aの再生利用をし、合計

94aの再生利用を実施した。

2,571 2,085

3,788

9,259
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当初予算額

（千円）

決算額

（千円）
指標名 単位

H29年度

目標値

H29年度

実績値

H29年度

達成率

（％）

H30年度

目標値

H30年度

実績値

H30年度

達成率

（％）

H30年度事業指標

令和元年度

担当課

H29年度事業指標

事業

No.

単

位

施

策

実施計画事業名 事業目的 事業概要
H30年度

主な実績内容

H30年度事業費

有害鳥獣による

農作物被害額減

少率

％ 70.0 70.0 100.0 70.0 82.0 100.0 農業政策課

ヤマビル対策事

業参加者数
人 1,200 2,001 60.0 1,200 1,725 69.6 農業政策課

枝打・除間伐対

象面積
ha 63.0 38.9 61.7 55.0 5.16 9.4 農業政策課

間伐材の搬出量 ㎥ 400 367 91.8 430 600 100.0 農業政策課

④

⑤13 林業振興事業

 材木の健全な育成を促進し、

森林の持つ公益的な機能を効率

的に発揮させるとともに、林業

の振興を図る。

 枝打ちや除間伐を行う厚木市

森林組合に対し、補助金を交付

するとともに、高性能林業機械

の導入及び間伐材搬出を支援す

る。

 また、地元産木材の活用をＰ

Ｒする。

12 鳥獣等被害対策事業

 有害鳥獣の捕獲及び追い払い

等により、野生動物の農耕地へ

の侵入を防ぎ、被害を減少さ

せ、農業経営の安定化を図る。

 ニホンザルの追い払い、ニホ

ンザル・ニホンジカの管理捕獲

及び有害鳥獣の捕獲を実施する

とともに、個人防護柵を設置す

る農業者等への補助金の交付等

を行う。

 また、ヤマビルが生息しにく

い環境を整備するため、地域住

民との協働により、草刈りや落

ち葉掻き等を実施する。

① 広域獣害防護柵（電気柵）の維持

管理を行った。

・Ｌ＝25,290ｍ

② 野生動物の山への追い上げを実施

した。

③ 銃器（ゴム弾等）や煙火により、

ニホンザルの群れを山の頂上等に向

かって追い払いを実施した。

・実施回数 359回

④ 人里側に生息するニホンジカ、イ

ノシシに対し、捕獲奨励金を設け、有

害捕獲を実施した。

・捕獲頭数 137頭

⑤ アライグマ防除実施計画に基づ

き、捕獲檻の貸出しによる捕獲を実施

した。

・捕獲頭数 111頭

⑥ 個人防護柵設置者に対し、補助金

を交付した。

・補助金交付 15件

⑦ ヤマビル対策として、地域住民に

よる草刈りや落ち葉かきを実施した。

 また、忌避剤（木酢液）の配布を

行った。

・忌避剤（木酢液：160本＝500㎜／

ℓ）

60,193 58,652

① 材木の健全な成長を促進するた

め、樹齢６年から20年生の人工林を対

象に、枝打・除伐・間伐を行う方に対

し、補助金を交付した。

② 元気な森づくり整備計画に基づく

森林整備の円滑な実施に向け、高性能

林業機械（スイングヤーダ）の導入や

間伐材の搬出を行った。

20,657 9,652
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実施計画取組実績（平成30年度実施事業）
Ⅳ-７ 安心して働くことができる社会の実現

当初予算額

（千円）

決算額

（千円）
指標名 単位

H29年度

目標値

H29年度

実績値

H29年度

達成率

（％）

H30年度

目標値

H30年度

実績値

H30年度

達成率

（％）

相談・セミナー

等参加者数
人 - - - 60 110 100.0 産業振興課

若者・女性等雇

用拡大事業参加

者の就職決定者

数

人 - - - 50 3 6.0 産業振興課

2 ① 技能振興事業

 技能職の技術や文化を普及さ

せるとともに、後継者の育成や

優れた技能の継承を促進する。

 技能職団体の連携・地位向上

を図るための活動及び職業訓練

校に対し、補助金を交付する。

 また、職人の技と伝統を伝

え、若年者の職業選択の機会を

拡大するため、市内外への広報

活動を実施する。

① 技能教室（４コース）を実施し

た。

・参加者数 34人

② 湘北建築高等職業訓練校に対し、

補助金を交付した。

③ 市内小学校で鳶職組合の古式消防

の鑑賞会を行い、技能職ＰＲ活動を

行った。

・実施校数 小学校９校

791 720
技能教室参加者

数
人 45 50 100.0 53 34 64.2 産業振興課

勤労者生活資金

融資件数
件 55 15 27.3 55 13 23.6 産業振興課

勤労者住宅資金

利子補給金交付

件数

件 - - - 230 267 100.0 産業振興課

H29年度事業指標

令和元年度

担当課

事業

No.

単

位

施

策

実施計画事業名 事業目的 事業概要

H30年度事業指標H30年度事業費

① 就労対策事業

 就労に必要な知識や雇用・労

働関連情報を提供することによ

り、就労機会の拡大及び勤労者

の労働環境の改善を図る。

 就労のための情報やスキルを

提供するセミナー・講座を実施

するとともに、就職支援や勤労

者等相談を実施する。

 また、障がい者を１年以上常

用雇用している中小企業者に対

し、奨励交付金を交付する。

① 各種相談事業を実施した。

・参加者数 54人

② 障害者雇用奨励交付金を交付し

た。

・障がい者雇用人数 94人

③ 若年求職者及びキャリアブランク

のある女性求職者を対象とした就職

マッチングプログラムを実施した。

・参加者数 56人

・就職決定者数 ３人

11,201 11,395

H30年度

主な実績内容

1

3 勤労者貸付融資預託事業

 市内在住勤労者の教育、生活

及び住宅資金等臨時的資金需要

への低利かつ円滑な貸付けを行

い、勤労者の負担を軽減するこ

とで、生活の安定と向上を図

る。

 また、住宅資金を借り入れた

場合の金利負担を軽減し、定住

を促進する。

 勤労者のための福祉金融機関

である中央労働金庫に対し、行

政として支援するため、総合資

金及び貸付金の原資とするため

の生活資金を預託する。

 また、中央労働金庫から市内

に自己居住用の住宅資金を借り

入れた勤労者に対し、利子補給

金を交付する。

②

 勤労者の教育、生活及び住宅資金等

臨時的資金需要への低利な融資を行っ

た。

【融資件数】

・勤労者生活資金 13件

・勤労者住宅資金利子補給金 267件

205,000 204,729
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当初予算額

（千円）

決算額

（千円）
指標名 単位

H29年度

目標値

H29年度

実績値

H29年度

達成率

（％）

H30年度

目標値

H30年度

実績値

H30年度

達成率

（％）

H29年度事業指標

令和元年度

担当課

事業

No.

単

位

施

策

実施計画事業名 事業目的 事業概要

H30年度事業指標H30年度事業費

H30年度

主な実績内容

（公財）厚木市

勤労者福祉サー

ビスセンター加

入会員数

人 - - - 5,500 5,127 93.2 産業振興課

中小企業退職金

等共済掛金補助

金交付事業者数

社 100 102 100.0 100 99 99.0 産業振興課

4 ②

 中小企業勤労者及びその家族

のための福利厚生事業を推進す

るとともに、中小企業の振興及

び安定した労働力の確保を図

る。

中小企業勤労者助成事業

① （公財）厚木市勤労者福祉サービ

スセンターの人件費、管理運営費及び

事業運営費に対し、補助金を交付し

た。

② 勤労者退職金共済機構の一般の中

小企業退職金共済、厚木商工会議所の

特定退職金共済に加入している事業主

に対し、補助金を交付した。

41,220 42,083

 （公財）厚木市勤労者福祉

サービスセンターの人件費、管

理運営費及び事業運営費に対

し、補助金を交付する。

 また、（独法）勤労者退職金

共済機構が実施する中小企業退

職金共済又は厚木商工会議所が

実施する特定退職金共済と共済

契約を締結している中小企業者

に対し、掛金の一部を補助す

る。
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Ⅴ 信頼政策 

１ あつぎの魅力の創造と発信 

２ 市民参加・市民協働の推進 

３ 行財政改革の推進 

４ 都市間連携の推進 
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②まちへの愛着と誇りの醸成

① シティプロモーションの取組

基本政策 Ⅴ 信頼政策 分野 行政経営 ◆代表となる指標 ［配点：25点］
指標① 把握・算出方法等

基本施策
１ あつぎの魅力の創造と発信
　 市民が誇れるまちを目指します

あつぎブランド認定数（累計） あつぎブランドの累計認定件数

年度 H25年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度

48
40 42 44 50 51 52
42 42 49

指標② 把握・算出方法等
厚木市民意識調査で「厚木市にずっと住み続
けたい」又は「できれば住み続けたい」と回
答した人の割合

「厚木市にずっと住み続けたい」又は「できれば住み続
けたい」を選択した回答者数÷有効回答者数×100

％ ー 100.0% 100.0% 100.0% 96.0%達成率

H30年度 R元年度

R元年度 R2年度単位

％

－ 73.0 80.0

H25年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

80.0
72.1 77.3

78.0
65.0

　市の魅力ある資源等を活用し、他都市と差別化が可能な個性溢れるあつぎブランドの創出を図るととも
に、シティセールスの推進に当たり、戦略的なプロモーション活動を積極的に展開し、イメージの向上と
確立を目指します。

実績値 39

２ まちへの愛着と誇りの醸成

年度

指標③

年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度

達成率 ー 100.0%

R2年度単位

総合得点
（Ⓐ＋Ⓑ＋Ⓒ） 総合評価 指標④

達成率

施策の
基本方針

１ シティプロモーションの取組 単位
目標値

件
－

80.2 B
おおむね

順調

　まちへの愛着と誇りを醸成するため、市民参加や市民協働によるまちづくりを一層進め、自分のまちを
愛し、誇りに思う心を育み、その思いを共有できる取組を推進します。

目標値

目標値

実績値

83.3%

　市民満足度『「あつぎブランドの創造・発信が推進されている」と思う市
民の割合』について、達成率が67.6%と低く、平成29年度達成率と比較する
と、5.0ポイント低下しているため、既存の取組の効果検証を行い、危機感を
持って、効果的な取組の推進を図ること。

年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度

実績値

実績値

H30年度 R元年度 R2年度単位

指標⑤

R元年度

代表となる指標
達成率平均

実績値 89.7%
目標値

達成率

◆実施計画事業指標 ［配点：25点］（各実施計画事業に複数の指標がある場合は、その平均値）

R2年度

22.4
単位

目標値

代表となる指標

得点Ⓑ
年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

達成率

総合計画審議会からの意見 1 シティセールス推進事業 81.8%

　市民満足度『「あつぎブランドの創造・発信が推進されている」と思う市民の割合』について、目標値を達
成しておらず、平成29年度実績値と比較すると2.8ポイント低下している。また、代表となる指標及び実施計
画事業指標の達成率が低い事業もあるため、危機感を持って、更なる施策の推進を図られたい。

2 浜の活力再生プラン推進事業 100.0%
3 あつぎの魅力創造発信事業 95.6%
4 出会いの場・交流の場創出事業 99.7%

単位施策 No. 実施計画事業名 達成率

5
オリンピック・パラリンピック支援
推進事業

100.0%

6 定住促進住宅取得等支援事業 100.0%

「あつぎブランドの創造・発信が推進されている」と思う市民の割合 市民満足度
達成率平均

年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度単位

実績値 65.8 57.9 53.0 50.1 47.3
目標値

％

達成率

67.6%
70.0 71.0 72.0－ 67.0 68.0 69.0

実施計画事業

指標得点Ⓒ

ー 86.4% 77.9% 72.6% 67.6%

指標②
市民満足度

得点Ⓐ
年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度単位

実績値

達成率

※H30年度については、市民意識調査を実施し
ない年度のため、H29年度の目標値及び実績値
で評価

24.0

実施計画事業
指標達成率平均

96.2%

◆市民満足度 ［配点：50点］（市民満足度調査で「満足」又は「やや満足」と回答した市民の割合）
指標①

33.8目標値

/100

/50

/25

/25
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実施計画取組実績（平成30年度実施事業）
Ⅴ-１ あつぎの魅力の創造と発信

当初予算額

（千円）

決算額

（千円）
指標名 単位

H29年度

目標値

H29年度

実績値

H29年度

達成率

（％）

H30年度

目標値

H30年度

実績値

H30年度

達成率

（％）

「あつぎブラン

ドの創造・発信

が推進されてい

る」と思う市民

の割合

％ - - - 70.0 47.3 67.6 観光振興課

あつぎブランド

認定数（累計）
件 - - - 50 48 96.0 観光振興課

2 ①
浜の活力再生プラン推進

事業

 相模川・中津川の水産業等の

活性化を図ることを目的として

策定した「浜の活力再生プラ

ン」に基づき、アユ資源の安定

確保を図る。

 アユの保護や育成施設の整

備、アユを活用した６次産業化

等の取組を、関係行政機関や関

係漁業団体等と連携して実施す

る。

① 天然アユの保護及び漁場の環境を

整備した。

② 相模湾産の短期継代種苗の生産の

振興を図った。

③ 新規漁業者の確保・育成を行っ

た。

④ 六次産業化・消費拡大を図った。

3,852 0 天然アユ遡上数 尾 - - - 15,000,000 46,100,000 100.0 農業政策課

3 ①
あつぎの魅力創造発信事

業

 「厚木市人口ビジョン」に掲

げる将来の目標人口の実現を目

指し、「厚木市まち・ひと・し

ごと創生総合戦略」の重点項目

としている20歳代の定住促進と

転出抑制を図る。

 若い世代で構成する組織にお

いて、住みたい、働きたい、訪

れたいと思える魅力あるまちづ

くりに向けた事業を検討・実施

するとともに、あらゆる世代か

ら選ばれる都市を目指し、あつ

ぎの魅力を全国に発信する。

① 大学や企業においてAtsugi Genic

写真展を開催し、あつぎの魅力をPR

した。

・実施 3大学、2企業

② Atsugi Genicミニアルバムを作成

し、イベントや各種施設で配布し、あ

つぎの魅力を発信した。

・作成部数 11,500部

③ あつぎの魅力を伝える講座「あつ

ぎLIFE」を開催し、厚木在住在勤者か

ら市内大学在学者に対し、あつぎで働

くこと、暮らすことについて語り、厚

木の魅力を伝えた。

・実施回数 1回

④ イチゴと温泉をテーマにした広告

を小田急線車内及びインスタグラムに

掲載するとともに、子育てをテーマに

した広告を神奈中バス車内に掲載しあ

つぎの魅力をPRした。

5,000 3,772

「あつぎの魅力

を感じることが

できた」と思う

事業参加者の割

合

％ - - - 85.0 81.3 95.6 企画政策課

事業

No.

単

位

施

策

実施計画事業名 事業目的 事業概要

1 シティセールス推進事業

 交流・定住人口の確保や企業

誘致などに関する都市間競争が

激しくなる中、市民が市に愛着

と誇りを持ち、多くの人や企業

に選ばれるまちとなるため、本

市の魅力を発信し、都市イメ-ジ

の向上と確立を目指す。

 本市の魅力となる地域資源や

特性などを市内外に情報発信す

るとともに、市民協働によるシ

ティセールスの取組を推進す

る。

①

令和元年度

担当課

H30年度

主な実績内容

H30年度事業費

4,624

H29年度事業指標 H30年度事業指標

5,273

 市内外で開催されるイベントに参加

し、マスコットキャラクターや食ブラ

ンドによるＰＲを実施し、本市の知名

度の向上やイメージアップを図った。
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当初予算額

（千円）

決算額

（千円）
指標名 単位

H29年度

目標値

H29年度

実績値

H29年度

達成率

（％）

H30年度

目標値

H30年度

実績値

H30年度

達成率

（％）

事業

No.

単

位

施

策

実施計画事業名 事業目的 事業概要
令和元年度

担当課

H30年度

主な実績内容

H30年度事業費 H29年度事業指標 H30年度事業指標

4 ①
出会いの場・交流の場創

出事業

 「厚木市人口ビジョン」に掲

げる将来の目標人口の実現を目

指し、「厚木市まち・ひと・し

ごと創生総合戦略」の達成指標

としている合計特殊出生率を上

昇させる。

 結婚を望む方の希望をかなえ

るため、若い世代で構成する組

織において、結婚への第一歩で

ある新たな出会いの場や交流の

場を創出するための事業を検

討・実施する。

 結婚を希望する独身男女などを対象

に、出会いの場・交流の場を創出する

事業を次のとおり実施した。

① 婚活ツアー 全５回開催 延べ参

加者176人（男性88人、女性88人）

② 婚活セミナー

（１）独身者対象 全５回開催 延べ

参加者176人（男性88人、女性88

人）

（２）親対象 全２回 延べ参加者58

人

③ あつぎ三十路のつどい 全１回

 参加者30人

5,500 4,043
事業参加者の満

足度
％ - - - 85.0 84.78 99.7 企画政策課

6 ②
定住促進住宅取得等支援

事業

 若年世代の転入・定住促進に

よるバランスのとれた人口構成

を確保するとともに、世代間の

支え合いによる高齢者支援の推

進及び子育て環境の充実を図

る。

 市内に居住する親世帯と近居

又は同居するために市外から転

入し、住宅を新築・購入又は増

改築した方に対し、補助金を交

付する。

・補助金交付件数

 28件

・補助金を活用による転入者数

 87人

20,000 17,647

定住促進住宅取

得等支援事業補

助金交付件数

件 - - - 25 28 100.0 住宅課

5 ②
オリンピック・パラリン

ピック支援推進事業

 2020年東京オリンピック・パ

ラリンピック競技大会の開催に

当たり、国際ビジョン

「Discover Tomorrow-未来

（あした）をつかもう」の下、

本市のスポーツ文化の振興、国

際交流の推進及び観光振興な

ど、将来につながるレガシーを

創出するとともに、子どもたち

の夢と希望を育む。

 2020年東京オリンピック・パ

ラリンピック競技大会及びラグ

ビーワールドカップ2019日本大

会の事前キャンプ誘致等に向

け、市民協働により本大会の成

功に向けた協力及び支援を行

う。

 また、ニュージーランドのホ

ストタウンとして、歴史や文

化、教育などを始めとした幅広

い分野での交流事業を行う。

① 女子ニュージーランド代表バス

ケットボールチームを受け入れ、市民

や子どもたちとの交流を実施した。

・参加者数 1,000人

 また、平成31年２月にはニュージー

ランドバスケットボール協会と事前

キャンプに関する基本合意書の調印に

至った。

② 事前キャンプ招致に向けて、ゴル

フや車いすラグビー等の協会の方を受

入れ、市内施設等の視察を行い、併せ

て市民や子どもたちとの交流を実施し

た。

・参加者数 300人

③ ホストタウン交流事業として、5つ

の分野で交流事業を進め、普及啓発イ

ベントを実施した。

・参加者数（11事業） 6,300人

④ 障がい者理解促進のため、ユニ

バーサルマナーセミナーや、市内小学

校と中学校でパラスポーツ体験教室を

開催した。

・参加者数 700人

59,888 31,907
ホストタウン交

流事業参加者数
人 - - - 7,500 8,300 100.0 企画政策課
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　市民満足度『「積極的な情報公開が推進されている」と思う市民の割合』
について、目標値を達成しておらず、平成29年度達成率と比較すると、11.5
ポイント低下していることから、低下要因を分析し、積極的に取組を推進す
るとともに、取組内容について効果的な周知を図ること。

95.3
順調

代表となる指標
達成率平均

95.7%

代表となる指標

得点Ⓑ

23.9

指標②

実績値 42.1 52.9

「積極的な情報公開が推進されている」と思う市民の割合

年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度単位
目標値

R2年度

実績値 46.1 46.3 45.6 50.0 46.0
55.0－ 47.1 48.1 50.1 52.1 53.5

H30年度 R元年度

54.5 57.0
50.1 57.9 54.5

100.0%100.0%

年度

目標値 － 44.5
R元年度 R2年度単位 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

「市民協働による行政運営が推進されている」と思う市民の割合

％

47.0 49.5 52.0

指標①

◆市民満足度 ［配点：50点］（市民満足度調査で「満足」又は「やや満足」と回答した市民の割合）

単位施策 No. 実施計画事業名 達成率

1 中核市移行検討事業 100.0%① 自律した自治の推進

② 市民参加・市民協働の仕組
　 みづくり

2 市民協働推進事業 90.0%

H29年度 H30年度 R元年度 R2年度

達成率

実績値

単位
目標値

年度 H26年度 H27年度 H28年度

年度 R元年度 R2年度

指標⑤

単位

達成率

H30年度

目標値

実績値

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度

指標④

市ホームページのアクセス件数

目標値

市ホームページのアクセス件数

指標② 把握・算出方法等

年度 H26年度 H27年度単位

指標③

年度 H25年度 H27年度単位 R元年度 R2年度

1,061.8 1,075.0
実績値 950.0 1,046.7

万件
－ 1,000.6 1,015.6 1,055.0 1,058.0

H28年度 H29年度 H30年度

971.3 1,047.0 1,027.8

98.0% 92.4%

H29年度 H30年度

80.6 81.0
実績値 78.6 85.3 75.8 78.2 74.1

市民対話等での要望に対して市が対応した件数÷市民対
話等の要望件数×100

年度 H21～25年
度の平均値

H27年度 H28年度

A

指標① 把握・算出方法等

R元年度 R2年度

－ 79.0 79.4 79.8 80.2
％

達成率 ー 100.0% 95.5%

単位
目標値

市民対話等要望対応率基本施策

実績値

目標値

◆代表となる指標 ［配点：25点］

施策の
基本方針

基本政策 Ⅴ 信頼政策 分野 行政経営

総合得点
（Ⓐ＋Ⓑ＋Ⓒ）

２ 市民参加・市民協働の推進
　 誰もが共感できる協働都市を目指します

１ 自律した自治の推進
　地方自治制度の改正に伴う権限移譲に対応するとともに、市民が主体となった自律的な市政運営を推
進します。

　行政の意思決定への市民参加を進めるとともに、全ての行政分野において、市民協働の理念を基に施
策を推進します。

　徹底した情報公開等を通して、市民との情報共有を推進するとともに、多くの市民の参加を得ること
により、市民ニーズを的確に把握し、政策等への反映に努めます。

２ 市民参加・市民協働の仕組みづくり

３ 市民への積極的な情報提供

総合評価

％

◆実施計画事業指標 ［配点：25点］（各実施計画事業に複数の指標がある場合は、その平均値）

達成率 ー 100.0% 100.0% 90.0% 98.9%

達成率

H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度

総合計画審議会からの意見

　総合評価がＡであり、順調に進捗していることは評価するが、市民満足度『「積極的な情報公開が推進されてい
る」と思う市民の割合』について、目標値を達成しておらず、平成29年度実績値と比較すると、4.0ポイント低下し
ているため、危機感を持って、更なる施策の推進を図られたい。

市民満足度
達成率平均

94.2%

市民満足度

得点Ⓐ

47.1
％

達成率 ー 98.3% 94.8% 99.8% 88.3%

達成率 ー 100.0% 100.0%

市民対話事業

③ 市民への積極的な情報提供

100.0%
100.0%
100.0%
100.0%
92.4%

24.3

実施計画事業

指標得点Ⓒ

97.5%

実施計画事業
指標達成率平均

3

4

5

6

7

デジタルサイネージ設置事業

映像メディア活用事業

ホームページリニューアル事業

マイタウンクラブリニューアル事業

/100

/50

/25

/25
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実施計画取組実績（平成30年度実施事業）
Ⅴ-２ 市民参加・市民協働の推進

当初予算額

（千円）

決算額

（千円）
指標名 単位

H29年度

目標値

H29年度

実績値

H29年度

達成率

（％）

H30年度

目標値

H30年度

実績値

H30年度

達成率

（％）

1 ① 中核市移行検討事業

 「地方自治法」の改正によ

り、中核市の要件が緩和された

ことから、特例市から中核市へ

の移行について検討を進める。

 中核市移行に向けた国の支援

策等を注視するとともに、移行

に伴い増加する事務量やコスト

を精査するなど、メリット・デ

メリットを明確にしながら検討

を行う。

 全国施行時特例市市長会に設置され

ている中核市に関する研究会ワーキン

ググループに参加し、各市の状況の把

握に努めた。

0 0

中核市への移行

に向けた取組状

況

- 調査研究 調査研究 100.0 調査研究 調査研究 100.0 行政経営課

市民協働事業提

案制度の実施件

数

件 8 9 100.0 10 8 80.0
市民協働推

進課

「市民協働によ

る行政運営が推

進されている」

と思う市民の割

合

％ - - - 52.0 54.5 100.0
市民協働推

進課

3 ③
デジタルサイネージ設置

事業

 市政情報等の発信力を強化す

るとともに、中心市街地の魅力

や利便性の向上を図る。

 本厚木駅及び愛甲石田駅周辺

にデジタルサイネージを設置す

る。

 本厚木駅北口駅前広場にデジタルサ

イネージを８基設置し、７月１日から

運用を開始した。

24,840 25,294
デジタルサイ

ネージ設置台数
台 - - - 8 8 100.0 広報課

4 ③ 映像メディア活用事業

 広報あつぎと連動し、市政や

市民活動に関する情報を映像を

中心とした多様なメディアで発

信することにより、市内外の幅

広い市民層に分かりやすく、効

果的な情報提供を行う。

 ケーブルテレビ（厚木伊勢原

ケーブルネットワーク）で市の

広報番組「あつぎ元気Ｗａｖ

ｅ」を制作し、毎日放映する。

 また、テレビ神奈川やＦＭヨ

コハマの情報番組で市政やイベ

ント情報などを市内外に広くＰ

Ｒする。

① 広報番組「あつぎ元気Wave」を制

作し、ケーブルテレビで放映するとと

もに、ホームページで動画配信した。

・制作本数 月２本

・放映回数 １日３回

② ＴＶＫやＦＭ放送番組を通じ、市

の情報を放送した。

・放送回数 月２回

③ 広報紙とケーブルテレビとの連動

を図った。

・24番組72コーナー中69の内容で連

動

④ 行政コンテンツを制作した。

・大学委託制作 ７作品

20,344 19,913

映像メディアに

よる広報が効果

的と感じた人の

割合

％ - - - 78.0 81.5 100.0 広報課

5,354②

H29年度事業指標

① 市民協働提案事業を実施した。

・市民提案型事業実施件数 ５事業

・行政提案型事業実施件数 ３事業

・令和元年度実施事業認定件数 ９事

業

② 市民討議会を開催した。

・参加者数 23人

5,5932 市民協働推進事業

 「厚木市市民協働推進条例」

に基づき、市民協働によるまち

づくりを推進し、地域課題等の

効果的な解決を図る。

 「厚木市市民協働推進条例」

に基づく施策及び取組を行うと

ともに、市民活動団体との協働

により、公益的な課題の解決を

目指す市民協働提案事業を実施

する。

令和元年度

担当課

事業

No.
実施計画事業名 事業目的 事業概要

単

位

施

策

H30年度

主な実績内容

H30年度事業費 H30年度事業指標
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当初予算額

（千円）

決算額

（千円）
指標名 単位

H29年度

目標値

H29年度

実績値

H29年度

達成率

（％）

H30年度

目標値

H30年度

実績値

H30年度

達成率

（％）

H29年度事業指標

令和元年度

担当課

事業

No.
実施計画事業名 事業目的 事業概要

単

位

施

策

H30年度

主な実績内容

H30年度事業費 H30年度事業指標

5 ③
ホームページリニューア

ル事業

 インターネット等の情報通信

技術を活用し、利用者の求める

情報をより速やかに発信できる

よう市ホームページを改修・運

用することにより、市民サービ

スの向上を図る。

 利用者のニーズを把握しなが

ら、多様化する端末機に対応

し、必要な行政情報を的確に入

手できる更に使いやすいホーム

ページとするため、全面リ

ニューアルを行う。

 ホームページのリニューアルにあた

り、他市町村の状況等の把握を行っ

た。

0 0

ホームページリ

ニューアルの進

捗状況

- - - - 検討 検討 100.0 情報政策課

6 ③
マイタウンクラブリ

ニューアル事業

 インターネット等の情報通信

技術を活用し、公共施設の予約

や講座・イベントの申込みなど

を行うマイタウンクラブを、よ

り利用しやすいシステムとなる

よう改修・運用することによ

り、市民サービスの向上を図

る。

 利用者のニーズや情報通信に

係る動向を踏まえながら現行の

サービスを見直し、誰もが利用

しやすく生活に役立つシステム

として、マイタウンクラブを全

面リニューアルする。

 市民アンケート及びシステム利用実

態調査による各サービスのニーズ把握

を行うとともに、庁内及び関係町村と

の調整を進めた。

 また、民間既存サービスの活用も視

野に入れながら、サービス毎にリ

ニューアル実施を行う方針を定めた。

0 0

マイタウンクラ

ブリニューアル

の進捗状況

- - - - 検討 検討 100.0 情報政策課

7 ③ 市民対話事業

 幅広い市民との対話を実施す

ることにより、市民ニーズを的

確に把握する。

 自治会長と市長とのまちづく

りフリートーク、子育てコミュ

ニティトーク及び市長の移動談

話室を実施する。

① 自治会長と市長とのまちづくりフ

リートークを実施した。

・出席者数 212人

・意見数 81件

② 子育てコミュニティトークを実施

した。

・出席者数 53人

・テーマ数 ２件

③ 市長の移動談話室を実施した。

・出席者数 15人

・テーマ数 4件

④ 市長のぶらり訪問トークを実施し

た。

・戸田小学校６年生児童 63人

・意見数 ８件

60 44
市民対話等要望

対応率
％ 79.8 78.2 98.0 80.2 74.1 92.4 広報課
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おおむね
順調

　積極的な自主財源の確保や国庫補助金等の有効活用など、財源確保の取組を推進します。

３ 適正な公共施設管理
　公共施設の適正な再配置や長寿命化等を進め、将来負担の軽減を図ります。

総合評価

　総合評価がＡ評価からＢ評価に低下しており、平成30年度の施策評価に
おける総合得点と比較すると、0.7ポイント低下している。主な低下要因
は、市民満足度の低下によるものである。
・市民満足度『「行財政運営が効率的に行われている」と思う市民の割
合』について、目標値を達成しておらず、平成29年度達成率と比較し、3.3
ポイント低下していることから、「あつぎ行政経営プラン」に掲げる「強
い組織をつくる」「強い財政をつくる」「市民とともに公共サービスを向
上させる」という重点目標を達成するため、積極的な推進を図るととも
に、取組内容について周知を図ること。
・実施計画事業指標「庁舎再編等推進事業」について、達成率が50.0％と
低いため、新庁舎の建設に向け、着実に取組を推進すること。

93.3%
53.0

総合得点
（Ⓐ＋Ⓑ＋Ⓒ）

指標①

89.8

R元年度 R2年度単位 H28年度 H29年度 H30年度

51.0

年度

％

総合計画審議会からの意見

　市民満足度『「行財政運営が効率的に行われている」と思う市民の割合』について、目標値を達成しておらず、
また、代表となる指標及び実施計画事業指標の達成率が低い事業もあるため、危機感を持って、更なる施策の推進
を図られたい。

B

％

◆実施計画事業指標 ［配点：25点］（各実施計画事業に複数の指標がある場合は、その平均値）

100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

目標値

ー

達成率

R2年度

 ※平成27年度から取組開始

施策の
基本方針

基本政策 Ⅴ 信頼政策 分野 行政経営 ◆代表となる指標 ［配点：25点］
指標① 把握・算出方法等

基本施策

R元年度 R2年度

－ 16.7 33.4 50.1

第６次行政改革の推進度
３ 行財政改革の推進
　 経営感覚を重視した行財政運営を推進します

２ 健全な財政運営

達成率

計画に基づく取組の進捗率

年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

把握・算出方法等

単位
目標値 83.5 100.0
実績値 　　－ ※ 16.7 23.9 32.2

年度 H25年度 H27年度単位
0

H28年度 H29年度 H30年度

１ 行政改革の推進
　時代の変化に柔軟に対応し、市民ニーズに的確に応える行政運営を行うため、事業の選択と集中、市民参
加度を高めた行政評価や民間活力の導入など、なお一層の行政改革を推進します。 41.8

プライマリーバランスの黒字堅持

％

達成率 ー 100.0% 71.6% 64.3% 62.6%

66.8

指標②
基礎的財政収入（歳入決算合計－市債）－基礎的財政
支出（歳出決算合計－公債費）

実績値

R元年度 R2年度

0 0
実績値 0 0 0 0 0
目標値

円以上
－ 0 0 0

指標③

年度 H26年度 H27年度単位 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度

H26年度単位 H29年度

4

6

単位施策

2

達成率

H27年度 H28年度

指標⑤

実績値

目標値

達成率

46.6

市民満足度

得点Ⓐ

47.6

達成率

実績値

達成率

3

5

公共無線ＬＡＮ整備事業

① 行政改革の推進

No. 実施計画事業名

総合戦略策定事業 -
第10次総合計画策定事業 100.0%1

目標値 － 48.0 49.0 50.0

行政改革推進事業 93.3%

② 適正な公共施設管理

◆市民満足度 ［配点：50点］（市民満足度調査で「満足」又は「やや満足」と回答した市民の割合）

市民満足度
達成率平均

「行財政運営が効率的に行われている」と思う市民の割合

H26年度 H27年度

公共施設最適化推進事業 100.0%

100.0%

55.0

100.0%情報化推進計画策定事業

公共建築物長寿命化事業

庁舎再編等推進事業 50.0%

ー 96.3% 92.7% 96.6% 93.3%

年度 H27年度 H28年度 H29年度単位

指標②

H30年度H26年度 R元年度 R2年度

達成率

実績値 46.9 46.2 45.4 48.3

代表となる指標
達成率平均

81.3%

代表となる指標

得点Ⓑ

20.3
H27年度 H28年度年度 H26年度

目標値

H29年度

指標④

単位
目標値

実績値

年度 R元年度

H30年度 R元年度

R2年度H30年度

R2年度

実施計画事業
指標達成率平均

91.9%

実施計画事業

指標得点Ⓒ

22.9

7

8

100.0%

/100 /25

/25
/50
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実施計画取組実績（平成30年度実施事業）
Ⅴ-３ 行財政改革の推進

当初予算額

（千円）

決算額

（千円）
指標名 単位

H29年度

目標値

H29年度

実績値

H29年度

達成率

（％）

H30年度

目標値

H30年度

実績値

H30年度

達成率

（％）

1 ① 第10次総合計画策定事業

 時代の変化に対応した行政運

営を図り、将来を見据えたまち

づくりを総合的かつ計画的に進

める。

 行政運営を総合的かつ計画的

に進めるためのまちづくりの指

針となる「第10次厚木市総合計

画」を策定する。

 「第10次厚木市総合計画」に向け、

基礎調査を実施し、また、第10次厚木

市総合計画策定方針を策定した。

4,500 1,658
第10次総合計画

の策定
- - - -

基礎調査・

方針策定

基礎調査・

方針策定
100.0 企画政策課

2 ① 総合戦略策定事業

 今後予測される人口減少を克

服し、将来にわたって活力ある

地域社会を維持する。

 人口の将来展望と目指すべき

方向を示した「人口ビジョン」

を踏まえ、2020年度からの人口

減少を克服するための施策を位

置付ける次期「厚木市まち・ひ

と・しごと創生総合戦略」を策

定する。

-

(令和元年度から事業実施)
- -

まち・ひと・し

ごと創生総合戦

略の策定

- - - - - - - 企画政策課

「行財政運営が

効率的に行われ

ている」と思う

市民の割合

％ 50.0 48.3 96.6 51.0 47.6 93.3 行政経営課

第７次行政改革

大綱の策定
- - - - - - - 行政経営課

4 ① 公衆無線ＬＡＮ整備事業

 観光やビジネスなどで国内外

から本市を訪れる方や、市民が

容易にインターネットに接続で

きる無線LAN（Wi-Fi）環境を整

備し、Wi-Fiが充実したまちとし

てイメージアップにつなげる。

 公共施設等に公衆無線LAN

（Wi-Fi）が使用できる環境とし

て、「（仮称）あつぎFree Wi-

Fi」を整備する。

 また、企業や店舗、宿泊施設

などに参加の呼び掛けを行うな

ど、市街地を中心にWi-Fiスポッ

トの普及を図る。

① 公衆無線LAN環境の整備を行っ

た。

・整備箇所数 11箇所

② 公衆無線LANによりインターネッ

ト接続環境を提供した。

・登録者数 19,928人

・利用者数(累計) 139,102人

7,987 7,656
無線LAN（Wi-

Fi）整備箇所数
か所 - - - 6 11 100.0 情報政策課

3 行政改革推進事業

 市民サービスの向上を目指

し、第６次厚木市行政改革大綱

「あつぎ行政経営プラン」に掲

げる三つの重点目標「強い組織

をつくる」、「強い財政をつく

る」、「市民とともに公共サー

ビスを向上させる」を着実に推

進する。

 また、市の業務等の現状把握

と見直しを行い、効果的・効率

的な行政運営を推進する。

 「あつぎ行政経営プラン」実

施計画を着実に推進するととも

に、市民の声を取り入れた効果

的・効率的な行政運営を行うた

め、市民参加型外部評価を実施

する。

 また、庁内会議に電子ペー

パーを導入するなど、書類の

ペーパーレス化に取り組む。

 さらに、経営資源の最適化を

推進し、更なる行政改革に取り

組むための「第７次厚木市行政

改革大綱」を策定する。

①

事業

No.
実施計画事業名 事業目的 事業概要

単

位

施

策

令和元年度

担当課

H30年度

主な実績内容

H30年度事業費 H30年度事業指標

6,240

H29年度事業指標

6,565

 「あつぎ行政経営プラン」に基づ

き、市民参加型外部評価やＢＰＲ（ビ

ジネス・プロセス・リエンジニアリン

グ）を実施するなど、積極的に事業の

見直しに取り組んだ。

 また、新たにシティプラザ壁面を活

用した広告掲載事業を実施するなど、

更なる特定財源の確保に取り組んだ。

 さらに、行政事務の効率化や迅速

化、紙の削減を図るために、電子ペー

パー端末機を導入し、庁内において

ペーパーレス会議の運用を開始した。

・導入台数 50台
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当初予算額

（千円）

決算額

（千円）
指標名 単位

H29年度

目標値

H29年度

実績値

H29年度

達成率

（％）

H30年度

目標値

H30年度

実績値

H30年度

達成率

（％）

事業

No.
実施計画事業名 事業目的 事業概要

単

位

施

策

令和元年度

担当課

H30年度

主な実績内容

H30年度事業費 H30年度事業指標H29年度事業指標

5 ① 情報化推進計画策定事業

 ＩＣＴを活用し、市民の利便

性を向上するとともに、行政

サービスの効率化を図る。

 本市の情報化を推進するため

の次期「厚木市情報化推進計

画」を策定する。

 情報化の技術動向、国・県及び先進

自治体等の情報化の動向を調査し、本

市におけるＩＣＴの利活用を促進する

ため、計画策定の基本的な考え方を検

討し、情報化推進計画の策定に向けた

準備を行った。

0 0
情報化推進計画

の策定
- - - - 検討 検討 100.0 情報政策課

地域別計画の策

定
- - - - 策定 策定 100.0 行政経営課

公共施設最適化

基本計画の見直

し

- - - - - - - 行政経営課

7 ③ 公共建築物長寿命化事業

 「厚木市公共建築物の維持管

理計画作成ガイドライン」に基

づき、各施設の維持管理計画情

報の共有化を図るとともに、建

築物の計画的かつ適切な維持管

理及び効果的な予防保全を通じ

て長寿命化を図ることにより、

今後の財政負担の軽減及び建築

物の機能向上を図る。

 「公共建築物の維持管理計

画」に基づき、2014（平成26）

年度から４期20年間にわたる予

防保全事業を実施する。

① 愛甲小学校西棟校舎外壁改修工事

などの工事を実施した。

・実施件数 ９件

② 戸田小学校北棟校舎外壁・屋根改

修設計委託などの委託を実施した。

・実施件数 ９件

497,508 239,471

予防保全事業件

数（2018-

2020年度累

計）

件 - - - 25 33 100.0 財産管理課

8 ③ 庁舎再編等推進事業

 現庁舎を取り巻く老朽化、分

散化、狭あい化及び災害対応等

の課題を解決し、市民サービス

の向上を図る。

 新庁舎の建設に向け、庁舎の

在り方や機能等について検討を

行う。

① 新庁舎の在り方や機能、場所等に

関する基本的な方針として、厚木市新

庁舎整備基本構想を策定した。

② 新庁舎を含む複合施設及びその周

辺環境の整備等に関する基本計画の検

討を行った。

③ 庁舎建設に係る財政の将来負担を

平準化するため、庁舎建設等基金の新

規積立てを行った。

31,922 2,036,299
庁舎再編に向け

た進捗状況
- - - -

基本構想・

基本計画の

策定

基本構想の

策定・

基本計画の

検討

50.0
市街地整備

課

6 公共施設最適化推進事業

 「厚木市公共施設最適化基本

計画」に基づき、公共施設の維

持管理等費用の軽減・平準化を

図るため、施設の設置目的及び

利用状況等を考慮しながら、公

共施設のより効率的かつ効果的

な適正配置を推進する。

 公共施設のより効率的かつ効

果的な維持管理・運営方法及び

適正配置について検討し、適正

な規模での更新・複合化、特定

財源の確保等の取組を推進す

る。

③ 264 184

 公共施設最適化検討委員会におい

て、今後の公共施設の適正配置に向け

た取組に関する判断基準や優先順位、

実施時期等を定める個別施設計画の策

定に向けた基本的な考え方の検討を

行った。

・開催回数 ３回
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100.0%

代表となる指標
達成率平均

代表となる指標

得点Ⓑ

25.0

実施計画事業
指標達成率平均

100.0%

実施計画事業

指標得点Ⓒ

25.0

H30年度 R元年度 R2年度

市民満足度

得点Ⓐ

44.3

指標②

実績値 48.4

目標値

実績値

H29年度年度 H26年度 H27年度 H28年度単位

45.7 45.8 46.5
達成率 ー 100.0% 90.5% 88.9% 88.6%

目標値 － 49.5
R元年度 R2年度単位 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度H26年度

％

50.5 51.5 52.5 53.5 55.0
49.5 88.6%

① 広域的課題に対応する都市
　 間連携の推進

100.0%広域都市連携推進事業1

② 他都市との交流促進 2 国内交流推進事業 100.0%

単位施策 No. 実施計画事業名 達成率

実績値

指標⑤

年度 H26年度

目標値

指標④

H30年度 R元年度 R2年度年度 H26年度 H27年度

年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

単位
目標値

H28年度 H29年度

目標値

実績値

達成率

R元年度 R2年度

実績値 11 16 13 17 21
達成率 ー 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%％

単位

指標③

目標値
件

－ 11

45

達成率 ー 100.0% 100.0%

46

11

実績値 44 45 46
100.0%

指標② 把握・算出方法等

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度

国内友好都市などとの交流活動等件数 交流活動等の件数

単位
年度 H25年度

100.0%％

47 48
－

都市間連携の実施件数 他市町村と連携して推進している事業の件数

年度 H25年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

49 50

R2年度

基本政策 Ⅴ 信頼政策 分野 行政経営 ◆代表となる指標 ［配点：25点］
指標① 把握・算出方法等

基本施策

R元年度 R2年度単位

４ 都市間連携の推進
　 都市間連携による相互の発展と市民サービスの向上を目指します

１ 広域的課題に対応する都市間連携の推進
47 48目標値

件

達成率

13 18 19 20

◆実施計画事業指標 ［配点：25点］（各実施計画事業に複数の指標がある場合は、その平均値）

H27年度

実績値

単位 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度

　市民サービスの向上を図るため、さがみ縦貫道路（圏央道）を始めとした新たな交通網の整備による広域
交通拠点としての優位性をいかしながら、共通する行政課題に近隣市町村等と連携して取り組み、広域的な
課題解決や効率的な行政運営を行い、都市間連携を更に推進します。

２ 他都市との交流促進
　友好都市などと、文化、教育、スポーツ等の様々な分野での交流を促進します。

総合評価

　市民満足度『「都市間の連携が推進されている」と思う市民の割合』に
ついて、目標値を達成していないため、都市間連携について、その意義や
取組内容の積極的な周知を図ること。

総合計画審議会からの意見

　総合評価がＡであり、順調に進捗していることは評価するが、市民満足度『「都市間の連携が推進されている」
と思う市民の割合』について、目標値を達成していないことから、危機感を持って、更なる施策の推進を図られた
い。

◆市民満足度 ［配点：50点］（市民満足度調査で「満足」又は「やや満足」と回答した市民の割合）

市民満足度
達成率平均

施策の
基本方針

年度

指標①

総合得点
（Ⓐ＋Ⓑ＋Ⓒ）

94.3

「都市間の連携が推進されている」と思う市民の割合

A
順調

/100

/50

/25

/25
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実施計画取組実績（平成30年度実施事業）

Ⅴ-４ 都市間連携の推進

当初予算額

（千円）

決算額

（千円）
指標名 単位

H29年度

目標値

H29年度

実績値

H29年度

達成率

（％）

H30年度

目標値

H30年度

実績値

H30年度

達成率

（％）

1 ① 広域都市連携推進事業

 周辺の自治体と共通する行政

課題の多様化・専門化・広域化

に対応するため、市域を越えた

都市間の広域連携を推進する。

 自治体相互が連携し、より一

層の市民サービスの向上につな

がる取組を行う。

 また、近隣市町村と共通する

行政課題等の解決に向けた調査

研究を行う。

 近隣市町村と共通する行政課題の解

決に向けた取組を実施するとともに、

調査・研究を行った。

 また、県央相模川サミット、広域行

政連絡会及び厚木・愛甲まちづくり研

究会の総会を開催し、広域連携の取組

について構成自治体の首長間での情報

共有を図るとともに、今後に向けた意

見交換を行った。

0 0
都市間連携の実

施件数
件 - - - 48 48 100.0 行政経営課

2 ② 国内交流推進事業

 国内友好都市等と各分野での

交流を促進するため、訪問団の

受入れ及び派遣を行い、市民文

化の向上を図る。

 国内友好都市等との訪問団の

受入れ及び派遣を行うととも

に、国内友好都市のＰＲ活動を

行う。

 また、新たな友好都市締結に

向け、幅広い分野で訪問団の受

入れ及び派遣を行う。

① 平成30年８月に沖縄県糸満市と友

好都市締結を行った。また、スポーツ

訪問団の受入れや中学生訪問団の派遣

等を行い、友好交流を深めた。

・受入 ３団体68人

・派遣 ２団体33人

② 国内友好都市等との各分野での交

流を促進するため、訪問団の受入れ及

び派遣を行った。

【横手市】

・受入 ２団６人

・派遣 １団２人

【網走市】

・受入 ４団10人

・派遣 １団15人

9,834 7,058

国内友好都市な

どとの交流活動

等件数

件 13 17 100.0 18 21 100.0 企画政策課

事業

No.
実施計画事業名 事業目的 事業概要

単

位

施

策

H30年度事業指標

令和元年度

担当課

H30年度

主な実績内容

H30年度事業費 H29年度事業指標
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